
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき








プロローグ






　そこにあるのは、無む間けんにして無限の闇やみだった。

　上下左右の概がい念ねんがあるかも怪あやしい闇の中、ルネは裸ら身しんを晒さらして静かに浮うかんでいた。

　闇の中に存在しているのは、ルネと、もう一人だけだ。

　緩ゆるくウェーブが掛かかった金きん髪ぱつ、藤ふじ色の目。ルネより少し背が高い。ルネが依より代しろとしていた冒ぼう険けん者の少女、イリスだ。素す裸はだかの彼かの女じよは、闇を貫つらぬくように鋭するどく、敵意に満ちた視線をルネに向けていた。

「ざまーみろ。それがあなたの歩く道よ。独りぼっちの可哀かわい想そうなお姫ひめ様さま。大切なものなんて二度と手に入らない。怨うらんで怨まれ、憎にくんで憎まれ、殺して殺されるだけ」

　戯ぎ曲きよくの台詞せりふでも朗々と読み上げるようにイリスは言って、それから心底おかしげに嘲あざ笑わらう。

「……あぁ、もう死んでるんだっけ」

　口の端はしを吊つり上げてイリスは嘲笑う。隠かくしきれない怒いかりの色が、彼女の嘲ちよう笑しようには滲にじんでいた。

「最初から分かってた。復ふく讐しゆうのために戦うのは、そういうことだって……だから、正義も救いもわたしは要いらない。それでも戦うってわたしは決めたから」

「できるの？　あなたに、そんなことが」

　全すべてを見み透すかしたようなイリスの言葉に、ルネは喉のど元もとを締しめ上げられているような気分になった。

　どれほどの悪を為なしたとしても復讐を遂とげるとルネは決めていた。その意味を思い知ったというだけの、自じ業ごう自じ得とく。もはや取り返しが付かないのだから先へ進むしかない。

　復讐を成し遂げるか……傷つき倒たおれる、その時まで。

「私にはもう何もできないけれど、私を、皆みなを、殺したあなたを……私は許さない。どんな事情があったとしても、私はあなたを許さないから……」

　粘ねばり着くような恨うらみ言を、ルネは真正面から受け止める。これはルネが負うべき業だ。

「さようなら。私はディアナの所へ行くわ。あなたの道行きに苦しみがあらんことを……」

　イリスは澄すまし顔で冷たい祈いのりを捧ささげた。そして輪りん郭かくを失い、蛍ほたる火びのように散った。





◇






「……痛たた……あれ、今……気絶してた？」

　戦いの余波で開いた大穴から月明かりが差し込こむ、公こう爵しやく居城の廊ろう下かにルネは倒れていた。

　疼うずくような痛みがルネの全身を苛さいなんでいた。迷える魂たましいを喰くらい自己強化を果たしたルネだが、この世の摂せつ理りに反した邪じや悪あくな奇き跡せきによって力を得る行こう為いは、相応の負担だった。魂を直接苛む苦痛は、アンデッドであるルネすら気絶するほどのものだった。

　──でも最初より痛みが治まってきた……喰らった魂が、馴な染じんできたってことかな？

　ふらつきながらもルネは立ち上がる。

　前世の記き憶おくにある、しこたま酒を飲んだ次の朝みたいに頭がガンガン痛んだ。

　よく覚えていないけれど酷ひどい夢を見ていた気がする。

　力を得て道が拓ひらけたという、高こう揚ようと喜びがルネの胸中には満ちていた。しかし、拭ぬぐいきれない真っ黒な不安が、腹の底に焼き付いているようにも感じていた。








１　追つい憶おくの道みち標しるべ






　ジェラルド公こう爵しやく領の領都ウェサラにて、バルターク商会の本部が倒とう壊かいして多数の死傷者が出、公爵居城にまで被ひ害がいが出た『テロ』。……テロという概がい念ねんがこの世界パンゲアでどの程度一いつ般ぱん的かはともかくとして、この事件からウェサラ壊かい滅めつまでは一週間の空白が存在した。

　この間、市し井せいの人々はウェサラの『テロ』ばかりを話題の的にして新たなる事態の進展に気が付いていなかったが、水面下では破滅の予兆とも言えるいくつかの動きがあった。





＊　＊　＊






『テロ』の翌日。

　ウェサラの街の人々は夜半に轟ごう音おんで叩たたき起こされ、バルターク商会の本部が倒壊して城じよう壁へきに突つっ込こんでいる信じがたい光景に驚きよう愕がくし、眠ねむれぬ夜を明かしたところだ。

　シエル＝テイラの険しい山並みをようやく昇のぼり切った太陽が、瓦が礫れきの山を照らし出す。

　街は朝から騒さわがしかった。

　未いまだ、砕くだけたレンガが土つち埃ぼこりのニオイを漂ただよわせる現場を衛兵隊が封ふう鎖さして、その周りを無数の野や次じ馬うまが取り巻いている。新聞記者や、人ひと混ごみに便乗した物売り、スリまでもが徘はい徊かいしていた。

　この時、領主であるアラスター・ダリル・ジェラルド公爵は城内で官かん吏りたちにせわしなく指示を出していた……ことになっている、公式には。

　しかし実際には優ゆう秀しゆうな部下にほとんどの仕事を任せ、犯罪組織『ナイトパイソン』の壊滅という大事件を軟なん着ちやく陸りくさせるための政治的な工作に邁まい進しんしていた……と、公爵の側近たちは思っていた。

　真相はカムフラージュにカムフラージュを重ねた上で、更さらに重要な仕事をしていたのだ。





＊　＊　＊






　公爵が居する『無む尽じんの輝かがやき』城の、公爵夫人居室。

　部屋にある物は壺つぼ、毛皮、飾かざり絨じゆう毯たん、絵画。エルフが作る精せい緻ちな細工の木製椅い子すに、一目でドワーフの趣しゆ味みと分かる金属細工で装そう飾しよくされた豪ごう勢せいな机。個々の構成要素に『値段が高い』という一点を除いて今ひとつ統一感が無い。

　本来の主あるじである公爵夫人は三年前に死んでいる。夫人は降こう嫁かした王女であり、ジェラルド公爵家にとっては当然ながら政略結けつ婚こんだった。アラスターとの間に愛情があったかは怪あやしいが、ともかく世よ継つぎの男子は産んだし、金さえ掛かけていれば上じよう機き嫌げんになる御ぎよしやすい女だったのでアラスターにとっては満足な夫人だったようだ。

　使用人が掃そう除じをする時以外、誰だれも立ち入らない部屋を、都合良く仮宿としている者が一人。

　国内の地図や、アラスターが持っていた王宮の機密書類の写しなどを机の上に広げて眺ながめているのは、冒ぼう険けん者向けの装備である垢あか抜ぬけない黒ローブを着た少女だった。

　月明かりに輝く雪のような銀ぎん髪ぱつ銀目、白しろ薔ば薇らの花びらのような柔やわ肌はだ。

　あどけない顔立ちながら、血の気が無いためにどこか冷たい印象も受ける。細い首には前衛的な首くび飾かざりみたいに、血の滲にじんだような真っ赤な紋もん様ようが浮うかんでいた。

　彼かの女じよこそルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。

　政変の煽あおりを受けて無実の罪で政治犯として処しよ刑けいされ、邪じや神しんの加護を受けて人の世に仇あだなすアンデッドとして蘇よみがえった今は、ネームドモンスター〝怨えん獄ごくの薔薇姫ひめ〟とも呼ばれている。

　そんなルネの前に跪ひざまずくのは、白しら髪がが交じってシルバーグレーに見える髪かみと髭ひげを完かん璧ぺきな形にワックスで固めている、かくしゃくとした老紳しん士し・アラスター……事もあろうにジェラルド公爵その人。

　正確には、ルネによって殺害されたアラスターの骸むくろが、レブナントというアンデッドモンスターとして蘇らされた存在だ。

　レブナントは生者に紛まぎれ込んで活動するために作られたアンデッドとされる。作られて数日は生前と変わらぬ外見や知能を持ち、気配もある程度は誤ご魔ま化かせる。しかし生前とは異なり、アンデッドとして蘇った瞬しゆん間かんから、主に対する絶対の忠誠を刷すり込まれているのだ。

「私がアンデッドの身となったことや姫様の存在に気がつきそうな者は、適当な仕事を言いつけるなどして城から遠ざけました」

「死体集めはどう？」

「城内で姫様が殺害された者は当然として、生き残った『ナイトパイソン』の幹部に繫つなぎを付け、商会本部倒壊の現場で死んだ者も一いつ旦たんこちらで収容するという段取りで合意致いたしました。もっとも、ナイトパイソンの構成員皆みなが荒あら事ごとを心得ているわけではありません。回収した死体も、兵として有望とは限らないでしょう」

「それはしょうがないかな。合法的に死体が集められるだけでありがたいもの」

　ルネは憎にくき怨おん敵てきたる僭せん主しゆヒルベルトと、裏切りの騎き士し団長ローレンスが居る王都への侵しん攻こうに向けた準備を進めていた。

　この戦いくさ支じ度たくはアラスターをレブナントにした時点で九割方道筋が付いたと言ってもいい。アラスター・ダリル・ジェラルドはシエル＝テイラの国土を治める諸しよ侯こうの中でも最も有力な貴族。彼かれの財力と政治力をフル活用すれば物資も情報も思いのままに調達できる。

　だが、あまり時間を掛けていてはアラスターがアンデッド化しているとバレたり、あるいは別の情報からルネの潜せん伏ぷく先を割り出されてしまうかも分からない。焦あせらずとも急がねばならなかった。

「さて、如い何かにして王都を攻せめるか決めることと致しましょう」

　アラスターは、膨ぼう大だいな資料の中からウェサラの街と周辺の詳細な地図を抜き出す。そして、やや横長なシエル＝テイラの国土全体を記した広域地図と並べて机上に広げた。

「まずは戦力に関してです。王都に在る王宮騎士団は精せい鋭えいばかりで兵数およそ千。連れん邦ぽうから貸たい与よされた大型ゴーレムが二機、人間ほどの大きさの歩兵が数十機、魔力の矢を放つ射しや撃げき型がほぼ同数。また、こちらが『軍』として動くのだと気け取どられれば、ヒルベルトは即そく座ざに諸侯に招集を掛けるでしょう。遠えん隔かく地ちの者は到とう着ちやくまで時間が掛かりましょうが、最終的には農兵も含ふくめて万を超こえるかと」

「そんなにたくさん来たら、ちょっと厳しいかな。わたしのアンデッド操作にも限界があるし」

「敵が集結する前に叩くべきでしょう。幸い、このウェサラから王都まで攻め上るに当たって大きな障害は存在しません。シエル＝テイラの東の守りの要かなめは、ウェサラとなっておりますので」

　さらりと説明したアラスターだったが、ルネはやりきれない気持ちになった。

　東の守りの要となるはずのジェラルド公爵が結局はノアキュリオ王国と間接的に結けつ託たくして国を脅おびやかしていたのだから笑えない冗じよう談だんだ。
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「国内の戦力以上に問題なのが東のノアキュリオ王国です」

　今やルネの忠実な僕しもべとして、別のベクトルで邪悪になった男は淡たん々たんと説明を続ける。レブナントとして生前の記き憶おくを完全に引き継いでいるアラスターは現在の内外情勢に通じていた。

「クーデターの折、シエル＝テイラの諸侯に圧力を掛けるため国境に集まっていた兵は既すでに解散されたようですが……もしヒルベルトが援えん軍ぐんを要よう請せいすれば二、三万ほどはすぐにでも差し向けてくることでしょう。むしろノアキュリオの側がそれを望んでいる。何か理由を付けて国内に軍を入れてしまえば、より強い影えい響きよう力を行使できるようになり、グラセルムの利権を手に入れる助けとなる」

「そう……いつかはノアキュリオも滅ほろぼさないとね」

　ルネは当然のこととして、そう言った。

　野望を抱いだいていたヒルベルトという爆ばく弾だんに火を付けたのは、シエル＝テイラの誇ほこる資源、グラセルム鉱脈を狙ねらう大国の支援だ。自国の利益のため、他よ所その国に乱を起こして憚はばからぬというのなら。ただ穏おだやかな暮らしを望んでいただけの無力な親子を踏ふみ躙にじって憚らぬというのなら。報むくいを受けるのは道理というもの。天も人もそれをしない、できないのなら……ルネが自らの手でやるだけだ。

「姫様の御意のままに。ですが今は時期が悪うございます」

　ルネは口を結び、静かに頷うなずく。腹の中で煮にえたぎる怒いかりを、ルネは飲み下して堪こらえる。

　まずは目の前の勝てる相手に勝つことが肝かん要ようだ。

「王都には軍属以外にも注意を払はらうべき敵が存在します。まず、魔物退治の専門家である冒険者。現在、王都の冒険者ギルドに問い合わせて名めい簿ぼを取り寄せておりますが、王都は冒険者も質量共に比ひ較かく的高い水準です」

「でも冒険者は、負けると分かっていれば逃にげ出すんじゃない？」

「ええ。報ほう酬しゆうに目が眩くらんだ者や、正義感や使命感にとち狂くるって向かってくる者は仕方が無いとしても、勝ち目が無いと思えば大半の冒険者は逃げ出すことでしょうな」

「一番良いのは殺してアンデッドにして、わたしの兵にしちゃうことだけど」

「左様ですな。ついで、聖職者です。ほとんどの者は戦せん闘とうなど専門外ですが、神聖魔法の使い手が多い。言うまでもありませんがアンデッドの天敵です。また、神聖魔法は癒いやしを得意とします。敵に怪け我が人が出たとしても、魔力の限り治ち療りようされてしまいます」

　王都の神しん殿でんともなれば聖職者の数も多い。神殿勢力はあくまで建前として国家から独立の存在だが、戦時は都合よく利用されるのだそうだ。

　特に、人同士の戦いではなくアンデッドを相手にするというのなら神殿も遠えん慮りよが要いらない。

「一ヶ月前の姫様のご活かつ躍やくで大打撃を負った衛兵隊は気にせずとも良いでしょう。後は市民義勇軍や臨時徴ちよう用よう……増やそうと思えば数だけは増やせますな」

　完全専業軍人である王宮騎士団が居るためか、王宮直ちよつ轄かつ領は農民にさえ兵へい役えきが無いのだが、招集して武器を持たせれば誰だって兵になる。どんなザコであっても数と運用次し第だいでは脅きよう威いだ。

「籠ろう城じよう戦は、短期的には守る側が圧倒的に有利で、数倍の戦力差を撥はね返すことが可能になります。……少なくとも数で上回らねば話になりません。その上で、防御を打ち破る策が必要です」

「まずは兵をどれだけ用意できるか、ね……」

「幸い、こちらは雑ぞう兵ひようであればいくらでも調達可能でしょう。姫様はアンデッドを作り、従える力をお持ちです。常人であれ、ゾンビやスケルトンにすればそれなりの力を持つようになりますし……恐きよう怖ふせず、常に命令に従う統とう率そつの取れた兵はそれだけで兵として優良ですから」

「でも普ふ通つうの人をアンデッドにしてもあんまり強くないから、騎士には負けちゃうんじゃないかな」

　まさかローレンスのような異常な領域の強者がゴロゴロ居るわけはないが、しかし、精鋭相手にいくら雑兵をぶつけても十じつ把ぱ一ひと絡からげに薙なぎ払われるだけなのだ。丁度ルネがそれをできるように。

　アンデッドの強さは、材料にした死体の生前の強さに依い存そんする。つまり、騎士や冒険者など、武人の死体を多く集めればそれだけ強いアンデッドの軍隊を編制できるわけだが。

「アラスター。あなたの臣下をこの街に集めて、全すべてアンデッドにしてしまうというのはどう？」

「私からもそれをご提案申し上げようかと考えておりました。訓練を積んだ兵からは相応に強力なアンデッドが生まれると言います。彼らは良き兵となることでしょう」

　生前の損得勘かん定じようなど全て吹ふき飛んで全てをルネに捧ささげる屍し人にん形ぎようと化したアラスターは、平然と外げ道どうなことを言う。ルネはもちろん大歓迎だ。

「……そうだ、ちょっと遠いけどガズールの切通しへも行けないかしら。昨日わたしが殺した騎士やナイトパイソンの戦闘員の死体があるはずだから、それも回収できたら嬉うれしいんだけど」

「ふむ……」

「あ、それとゲイリー侯こう爵しやくご一行様も死体を山の中に隠かくしたんだっけ。あれも掘ほり出せば使えそう」

「姫様。南へ向かうのでしたら、ついでに陽動を仕掛けるのはいかがでしょうか。ガズールの切通しの虐ぎやく殺さつで王宮の目は南に向いております。あの周辺でアンデッドを率い、被害をもたらすのです。『軍としての作戦行動』ではなく、あくまで散発的な『魔物の群れの襲しゆう撃げき』として。そして、調査あるいは討とう伐ばつのため差し向けられるであろう、冒険者や王宮騎士団を王都に戻もどれぬようにします」

「……なるほど。悪くないわね」

　策を閃ひらめいたらしいアラスターの進言をルネは採用した。

　敵を分散させれば、一時的にでも敵の数を減らして戦力差で有利になれる。もしルネが軍勢を率いて王都に向かう気だと知れたらヒルベルトは守りを固めるだろうが、そうと気付く前なら、ルネを討伐するため戦力を差し向けてくることは充じゆう分ぶんに考えられた。

「でしたら準備は急がねばなりますまいな。行って帰るだけでもかなりの時間がかかります故ゆえ」

「そうでもないよ。わたし、身体からだを捨てて魂たましいだけになれば超ちよう高速で飛べるから」

　霊れい体たい系のアンデッドは、自分を作った術者に紐ひも付づけられていたり未練がある場所に自じ縛ばくっていたりするので、あまり有効活用されない特性だが……魂の飛ひ翔しようは一夜に千里を駆かけるという。

　ルネは今使っている肉体を捨てて魂だけになることで超高速移動が可能だ。

　もちろん、移動先で活動するためには新しい肉体を現地調達する必要があるわけだが。

　──肉体、を、現地調達…………？

　ほんの一瞬の違い和わ感。足を踏み入れがたい……明かりのない夜道を覗のぞき込むような、恐怖の予感。

　適当に十歳さいくらいの女の子を探して取り殺し、新しい依より代しろにすればいい。ルネは当たり前のようにそれを考えかけ……何な故ぜか、それを忌き避ひするべき行動であるように思った。なんとなく嫌いやだった。

「左様でございますか。では、そのように──」

「待って、やっぱり今のナシ。この身体のままで飛んで行くわ」

　ルネは脊せき椎つい反射に近い勢いで自分の言葉を撤てつ回かいする。合理性や代案などを考えるより前に。

「承知致しました。ではそちらの肉体を継けい続ぞく使用するということで計画を立てましょう。……確かに南方への移動の途と中ちゆう、人里離はなれた場所で何度か作業をせねばなりませぬから、その都度肉体を調達する手間を考えたら魂のみで移動するよりそちらの方が良いかも知れません」

「そ、そう。そうなの。じゃあこのままで良いのね」

　ルネは何故か妙みように安あん堵どしていたけれど、自分でもその理由がよく分かっていなかった。

「ガズールの切通しの件は、ひとまず王宮を動かして現場を保全するようアラウェン侯爵に命じさせます。これで勝手に死体を回収されることも、盗ぬす人つとに荒あらされることもなくなるでしょう」

「分かった、それでお願い」

「かしこまりました」

　ルネは名状しがたき『気の迷い』のことを忘れ、また侵攻作戦のことを考え始める。しかし一瞬感じた奇き妙みような気持ちは、しこりのようにルネの中に残り続けていた。

　ウェサラ壊滅まで、あと六日。
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　ガズールは、ノーデン子爵がアラウェン侯爵より預かって治めている街だ。

　街かい道どうの中継地点だった宿場町がそのまま膨ぼう張ちようしたような街で、取り立ててこれと言えるような産業も無いが、それなりの賑にぎわいと平へい穏おんさを兼かね備えている。そんな街の中心部にノーデン子爵が居する『白い垣かき根ね』城があって、その城の一室にキャサリンは居た。

　キャサリン・マルガレータ・キーリー。キーリー伯はく爵しやくの娘むすめである彼女は犯罪組織ナイトパイソンによって誘ゆう拐かいされたが、この街の付近で冒険者パーティー〝竜りゆうの喉のど笛ぶえ〟に救出された。

　しかし家路に就ついた矢先、謎なぞの（……建前としては謎だが正体は丸分かりの）『賊ぞく』によって襲撃を受け、さらに何故かついでに魔法と思おぼしき天変地異にまで巻き込まれて、護衛の騎士らと共にガズールの街へ引き返すことになったのだ。

　切通しを崩ほう壊かいさせた謎の大魔法は、キャサリンたち一行を襲撃してきた『賊』だけを殺した。

　だがその戦いの中、味方の騎士や冒険者はほぼ全員が無事だったのに、ただ一人行ゆく方え不明になったのが、同行していた冒険者の少女・イリスだ。

　そしてイリスを追うのだとだけ言い残し、多くを語らぬまま東へ向かった〝竜の喉笛〟からは、二日経たっても何の連れん絡らくも無い。彼らが向かったウェサラでは商会本部が爆破されて領主居城にまで被害が出たという話だ。〝竜の喉笛〟は、何か恐おそろしい事態に巻き込まれているのではないか。

　ジェラルド公爵は冒険者ギルドからの問い合わせにも非協力的だそうで、遠く離れた場所のキャサリンには何も情報が伝わってこない。キャサリンは焦しよう燥そう感で胸をいっぱいにして、しかし何をすることもできず、過ぎゆく時間の重さに耐たえていた。

　──イリス……

　どこか世を拗すねたような表情の少女の顔が、キャサリンの脳のう裏りをよぎる。

　父であるオズワルドがひいきにしている〝竜の喉笛〟は、キャサリンにとっても皆、知った顔だ。全員心配は心配なのだけれど、まず何よりイリスのことが心配だった。

　勝手な偏へん見けんで遠ざけていた彼女と、キャサリンはここ一ひと月つきほどで親しくなった。

　世の中の全てを信用していないかのような調子の彼女が、キャサリンの前でほんの少しだけ笑った。あの瞬間が、何故だか瞼まぶたの裏に焼き付いていた。

『友達になろう』と言っておいて、ドサクサで答えをまだ聞いていなかった。それが酷ひどく勿もつ体たいなくて、取り返しの付かないことであるように思えた。

　──もしこのまま、イリスと……二度と会えないとしたら？

　そんなことは考えたくもない。

　こつこつと硬かたい音が耳じ朶だを打ち、テーブルの木目を見ていたキャサリンは顔を上げる。

　廊ろう下かを向かってくる、行進でもしているように一本調子で隙すきが無い、焦りの滲んだ速めの足音。

　それは部屋の前で止まると規則正しいノックをした。

「キャサリン──」

「お兄様！　何か分かりまして!?」

　キャサリンは部屋の入り口に駆け寄って飛びつくように扉とびらを開けた。

　厳いかめしい顔つきの青年が、ノックを空ぶった姿勢のまま硬こう直ちよくしていた。

　ハドリー・カスペル・キーリー。キャサリンの二番目の兄だ。彼は切通しでの襲撃や、ついでにキャサリンに頼たのまれて〝竜の喉笛〟に関しても情報収集をしていた。

　情報を摑つかんだのかとキャサリンは期待したが、しかし苦り切った顔でハドリーは首を振ふる。

「違ちがう…………その件じゃないんだ、キャサリン。とんでもない事になった。先さき程ほど突とつ然ぜん、王宮からの通信文が届けられた。キャサリンの身み柄がらを引き渡わたすように、と……」

「……えっ？」

　あまりに突然のことで、キャサリンは絶句するより他ほかに無かった。
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「きゃははははははははっ！」

　魔法で防音された公爵夫人の部屋に高笑いが響ひびいていた。

　子ども特有のキンキンと耳に響く高音で高笑いをしているのは、もちろんルネだ。

　笑い止やんで、一いつ拍ぱくおいて、ルネは傍かたわらのアラスターの方へ振り返る。

「…………どう？　忌き憚たんのない意見を言って」

「先程よりはよろしいかと思われます。しかし、無邪気に過ぎるかと」

「じゃあ駄だ目めね。もっと……怨うらみとか怒りとかが裏にありますよってことを感じさせないと……」

　ルネは高笑いを練習中だった。

「きゃははははは、あうぇっ!?　けほっ、けほっ」

「姫様!?」

　四本目の高笑いの途中でルネはむせ返る。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ。空気が足りなくなっただけ。呼吸が要らないせいで、息吸うの忘れがちなの」

　概してアンデッドは、たとえば筋肉を失っているはずのスケルトンが念動に近い原理で骨を動かしたりするように、肉体機能が損そこなわれた分は魔力で補って動いているものだ。しかし同時に『使える機能は使う』仕組みになっているようで、今はデュラハンの身体であるルネも、首を繫げている間は肺から送り出した空気で声帯を震ふるわせて声を発している。

　深呼吸一つで空気を補給して、ルネは鏡に向かってちょっとむくれる。

「幼女高笑い、案外むずい……」

「笑い方まで無理して変えずともよろしいのでは？」

「そうかも知れないけど……ううん、やっぱりこれは必要だと思う。『何も知らない子どもを勝手な理由で殺したんだ』ってことを叩き付けるためにも、ちょっと誇こ張ちようした感じで子どもっぽさを見せていく路線で行きたいの。あとほら、子どもって何しでかすか分からない怖こわさがあるでしょ」

「ううむ……？　言われてみれば、確かに、そうやも……」

　アラスターは今ひとつピンときていない様子。

　映画に漫まん画がにドラマにアニメにゲームに小説。娯ご楽らく文化が隆りゆう盛せいを極きわめコンテンツに溢あふれた世界に生きていた前世の記憶を持つルネだからこそ、こういう発想がすぐに出てくる……のかも知れない。

　決戦を前にして高笑いの練習なんかしているのは、アピール戦略を練り、恐るべきネームドモンスター〝怨獄の薔薇姫〟としてサマになるよう準備しているからだ。

　冒険者ギルドで自分の手配書を見たあの日から、ルネは自分自身の『振り付け』についてプランを練ってきた。どうすれば恐怖の象徴になれるのか。どうすれば戦う相手を最も苦しめられるのか。

「あんまり頭がおかしい感じにしちゃっても目的から外れるから……そこはバランス取らないと」

「左様でございますな」

「口調もよそ行きの時は変えないとね。実はこれまでも〝怨獄の薔薇姫〟として活動する時は、なるべくそれっぽい高飛車えらそーな感じでやってたんだけど。それでいけるかな？」

「生前の私が出で遭あった時のものですか。あれは確かに姫様のおっしゃる『路線』に合がつ致ちしたものであると思われます。嗜し虐ぎやく的でありながら僅わずかに舌足らずで──」

「待って、アラスター。今、舌足らずって言った？」

　聞き捨てならぬ評価に、アラスターの言葉を遮さえぎるルネ。

「子どもが無理して大人びた物言いをしているという雰ふん囲い気きでしたな。姫様に同情的な者であれば痛ましさを覚えることでしょう」

「……目的には合ってるんだけど微び妙みようにショック」

　絶望を突きつけるつもりでビシッと決めたはずだったルネは、少しヘコんだ。

「軍旗もあつらえておかねばならぬのですが……姫様の象徴はその、人血の薔薇となさるので？」

　アラスターが指差すのは、ルネが着ている冒険者用防具のダサローブに描えがかれた血の薔薇だ。描かれてから大分時間が経過しているはずなのに、酸素と反応して黒く乾かわいたりせず、鮮せん血けつと同じ色をして、不ふ吉きつなぬめりを保っていた。

「うん、〝怨獄の薔薇姫〟なんだから、やっぱり薔薇にするべきかなって。冒険者ギルドが付けた名前だけど〝怨獄の薔薇姫〟って二つ名は気に入ってるの。格かっ好こいいのにどこか悲しいって感じで。あと『姫』って入ってるのがポイント高いかな。そこは、ほら、主張すべきとこだと思うから。わたしが正統な王の後継者で姫なんですよー、って」

「なるほど。白薔薇をあしらったシエル＝テイラ国章への皮肉にもなりましょう。ではそのように。それと、姫様ご自身の装よそおいはどうなさいますか？　ものによってはご用意するにもお時間を要しますので、これはなるべくお早くお決めになっていただきたく」

「……あー、この格好のままってわけにはいかないよね」

　ダサローブをルネはちょっとつまむ。

　イリスの身体をアンデッドのものに作り変えた時、ちょうど着ていた服だ。

　第四等級の冒険者ともなれば、装備も相応の逸いつ品ぴんを持っているものだ。このローブだってそれなりに優秀な防具で、布の重さに鉄の防御力を備えている。だが、致命的に地味だった。

「『姫』の名を冠かんする以上、やはり服装はドレスであるべきかと思いますが」

「それ、戦う時に動きにくくならない？」

「丁度よい当てがございまして。もしお気に召めしましたらいかがでしょう」

　アラスターは気き障ざな仕草で手を叩く。

　合図を受けて、廊下に控ひかえていた物体が扉を開けて部屋の中に入ってきた。

　真しん鍮ちゆうのドラム缶かんのようなボディにエプロンを身につけた、裸はだかエプロン状態の家事用労働ゴーレムが、アームで純白のドレスを捧げ持ち、胴どう体たい下部の車輪をゴロゴロいわせながらやってきたのだ。

「私の娘が十歳になった時、誕生日を祝って城下の商人より献けんじられたものです。今まで死蔵しておりましたが、姫様がお使いになられてはどうかと思い、お持ちしました」

　輝くように白いドレスは、アラスターの娘が十歳の時というと何十年か前の物になりそうだが、不思議とおろし立てのように美しい。肩かたを大きく露ろ出しゆつしたデザインで、腕わん章しようのような形の袖そで部分には生き地じを折り合わせて成形した白薔薇状の飾りがあしらわれている。ふわりと広がったスカート部分はいくつもリボンを結んだように重層的に装飾され、上品ながらも存在感を主張する。

　気になる点があるとすれば、およそまともなドレスとは思えないくらい丈たけが短いことだが。

「何このギリギリのミニドレス」

「元々、冒険者向けの装備として作られたものだそうです。冒険者は己おのれの存在を誇示するために競きそうように奇き抜ばつな格好をするもので、むしろこれは常識的な範はん囲いです。そして王侯貴族の服装としても、冒険者風の奇抜な装いを敢あえて取り入れることもありますので不自然にはならぬと……」

「そういう問題なの……？」

　ドラム缶のような外見のメイドゴーレムからドレスを取り上げ、鏡の前で自分の身体に当ててみるルネ。サイズは問題無さそうだったが、別の部分に問題があるのではないかと思わざるを得ない。

　丈が短い代わりだとでもいうように、ドレスには純白のニーハイブーツが付属していた。『絶対領域』という言葉が暴風雨のようにルネの頭の中で吹き荒れる。

「冒険者向けの装備として作られただけありまして、こう見えて身体を動かす妨さまたげにならぬようにできているのだとか。また、複雑なように見えて装備者自身の手で着ちやく脱だつが可能です。多少の魔法抵てい抗こう力も備えており、何より修しゆう繕ぜんが容易なのです。修繕用のマジックアイテムが別べつ添てんされておりまして、綻ほころびても材料さえ用意すればすぐに新品同然に戻せると」

「…………そこまで便利だと使ってみたくなるなぁ」

　ルネの頭の中の天てん秤びんはあっさりと『採用』へ傾かたむいた。何より実用性第一。それに、多少奇抜ではあっても〝怨獄の薔薇姫〟の装しよう束ぞくとして似つかわしいのは確かだった。

　ルネはドレスのスカート部分を指でなぞる。じわりと、トレードマークの鮮血の薔薇が刻まれた。

「お気に召しましたのであれば幸いです」

「それじゃ、これ着てもう一回高笑いの練習いってみよー」

　さて、一人で着脱可能といってもどうすればいいのか、とルネがドレスを検あらため始めたところで、何やら面おも白しろがるような感情の動きをルネは察知した。

「どうかしたの？」

「いえ、復ふく讐しゆう劇の裏側にはこのような地道な準備が存在するものなのだな、と感かん慨がいを覚えまして」

「ちゃんと怖がってもらわなくちゃ、復讐の意味が無いもの。そのための準備は必要でしょ？　騎士が戦いのために剣けんの訓練をするのと同じようなものじゃない」

「左様でございますな」

　今やルネの忠実な僕であるアラスターは、主の考えに特に異論を挟はさまなかった。

　ウェサラ壊滅まで、あと五日。
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　キーリー伯爵領の領都エルタレフにある、伯爵居城たる『薄はく暮ぼの歌声』城。

　その地下には『通信室』が存在した。

　ここは文字通り、魔法によって遠隔地と会話をするための設備である。石造りの地下室に魔法陣じんを設置した通信室は、諸侯の居城の設備としては一般的なものだ。

　離れた場所へ声を届ける魔法そのものは初歩的で簡単なものだが、それを都市間で行おうとすると話は変わってくる。必要な魔力も増えるし、魔法としての難度も上がるため相応の設備を用意するのが普通だ。各街の通信局や領主居城の通信室は、地脈を流れる魔力を汲くみ上げて利用することで魔力消費を賄まかない、さらに声を送る時も地脈を経由することで消費を最小限に抑おさえている。

　魔法陣が放つ青白い光でぼうっと足あし下もとから照らし出される部屋の中、オズワルド・ミカル・キーリーは厳しい表情で虚こ空くうを見つめていた。

『申し訳ありません、父上！　みすみすキャサリンの身柄を……！』

「いや、いい、ハドリー。気に病やむな。お前はやれるだけのことをした」

　通信室に響く声は、ガズールの街の通信局に居る次男ハドリーだ。

　常には冷静沈ちん着ちやくなハドリーが取り乱した様子だったが無理もない。ガズールの街に滞たい在ざいしていたハドリーの所に、ヒルベルト派諸侯の一人であるサットン伯爵が王宮よりの使者として現れ、押おし問答の末にキャサリンを連れ去ってしまったのだから。

　──まずいところを狙われた……

　ハドリーの手前、平静を装よそおっていたが、オズワルドとて心中穏やかではない。

「もう聞いているか、ハドリー？　一昨日おととい、王宮から諸侯に一いつ斉せい通達があってな。妻と……子が居るなら子も最低一人を、常に王都に住まわせるようにと」

『ええ……迎えに現れたサットン伯爵がそれらしい話をしておりました』

　えげつないことを思いつくものだ、とオズワルドは考えていた。

　ヒルベルトは諸侯の家族を人ひと質じちに取り、それを制度化しようとしているのだ。

　ハドリーの所からキャサリンを連れ去ったのは、その布告に則のつとってのことだった。

「『このままご息女をお預かりする。奥おく方がたも早く王都へ寄よ越こすように』と、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな通信が届いたよ。通信文を衝しよう動どう的に破り捨てなかった自分を褒ほめたいね」

『母上も!?　し、しかし母上はジレシュハタール連邦で療養中で──』

「そう返したがな。『可能な限り早く王都に向かわせろ、王都にも腕うでの良い医者くらいは居る』と」

『馬ば鹿かげたことを……！』

　怒ど気きを滲ませ、声を振り絞しぼるようにハドリーは言った。

　王侯貴族ともなれば、寄進を積んで高位神官の神聖魔法に頼たより、大概の病気を治療できる。

　にもかかわらず転地療養をするというのは、つまり身体が弱っていて病気がちであるために静養しているということだ。シエル＝テイラの冬は深く厳しい。こんな時期に療養中の病人を呼び戻すなど、『死ね』と言っているに等しい。

「連れて来るなど無理だ。ひとまずそれで押し通すしかあるまい」

『……ああ、それと父上、例の事件にも動きが。王宮からアラウェン侯爵に働きかけがあり、ガズールの切通しに関しては現場の保全のみを行ってこれ以上近づくなと』

「露骨だな……私もあの襲撃に関して王宮に問い合わせたが、返事は未だに無い」

　ハドリーが遠く離れたガズールでどんな顔をしているのか、オズワルドには手に取るように分かった。今のオズワルドと同じように、傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに嫌けん悪お感を覚え顔をしかめていることだろう。

　あれがヒルベルト派の騎士とナイトパイソンの協働であったことはどうしようもなくあからさまだ。ハドリーが顔を知る騎士さえ襲撃に加わっていたくらいだし、死体の装備を見ればどこの誰なのか分かる。最初から目撃者全員の口を封ふうじる気だったのか、彼らは家紋すら隠していなかった。

　だと言うのに王宮は木で鼻を括くくったような対応で、この件に関してしらを切り通すつもりらしい。

　──ガズールの切通しと、ウェサラの事件……王宮の急な動きと何か関係があるのか？　キャサリンは、ナイトパイソンに攫さらわれるよりはマシな結果になったのか？　何も変わらないのか？

　通信室の隅すみにわだかまる闇やみを、オズワルドは睨にらみ付けていた。

　──私は……キャサリンを愛している。だが私はそれ以上に、キーリー伯爵領四万の民たみを預かる領主だ。キャサリンを人質にされようとも、民を守るためであれば、私は……

　犯罪組織と連れん携けいしてのなりふり構わぬ殲せん滅めつ作戦など、いくらなんでも一線を越こえている。

　ヒルベルトとは、こういうことを平気でする王なのだ。やがて暴政はシエル＝テイラ王国を壊こわし尽つくしてしまうだろう。そう薄うす々うす分かってはいたのに、オズワルドは自らの領土に飛び火することを恐れて様子見を続けていた。オズワルドはそんな己を恥はじていた。

　この国と自らの民を守るため、オズワルドは戦わなければならない。

　しかし、その時キャサリンはどうなるか。

　尊い犠ぎ牲せいだ何だと正当化する気は無い。もしそんなことになったらキャサリンを殺したのは自分だと、オズワルドは思い定めていた。それでもオズワルドは戦わなければならないのだ。
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　領主居城の地下に存在する設備と言えば、地下牢ろうも定番だ。

　鉱業が盛さかんなシエル＝テイラでは、犯罪者は大抵の場合鉱山労働に懲ちよう役えきされる。そのため地下牢は懲役囚しゆうを入れておく刑けい務む所しよと言うよりも、沙さ汰たを待つ者を放ほうり込んでおくための留置所だ。

『無尽の輝き』城にも地下牢があるが、今は囚人ではないものが詰つめ込まれていた。

「現地調達の当てがあるにしろ、不測の事態も考えられます。仮に向こうで予定していた兵が手に入らずとも最低限の陽動をこなせるよう、多少は兵をお持ちになるのがよろしいかと」

　冷蔵庫のような温度の地下室に二つの足音が響く。ルネとアラスターだ。

　鉄てつ格ごう子しの扉は全て開け放たれていたが、中に入っているのは全て死体なので脱獄したりはしない。今ここは、収容された死体の仮置き場にされているのだった。

「集めた死体はこれで全部？」

「はい。分類して並べております。最も手前が衛兵の死体、次が城内に居た騎士……私の生前の家族も含みます。あの辺りは商会本部倒壊の現場から回収した、ナイトパイソンの戦闘員。あちらの部屋に固めて置いてあるのが非戦闘員の死体ですが、男の死体は使えましょう。術師の死体は一応分けておきましたが、魂を捕とらえておりませんので、リッチに作り変えることは不可能ですな」

　邪悪に染まった死者や死し霊りよう……アンデッドモンスターは邪神の眷けん属ぞく。

　ルネは自らもアンデッドであるが、同時にアンデッドを生みだして従える力も持つ。それも当初は百やそこらのアンデッドを使うだけで精せい一いつ杯ぱいだったところ、魔法の素質を持つ者の魂を喰くらうことで自己強化し、アンデッド支配の能力を大おお幅はばに強化・効率化していた。

　王都を死者の軍勢によって陥かん落らくせしめるためだ。

　まずは王都へ攻め上る前に下準備をする必要がある。そのために、ここに用意した死体をいくらか持ってルネは南へ向かうことにした。

　死体は収納魔法で運うん搬ぱんできる。ルネ独りが空を飛んで移動し、目的地に着いたら収納していた死体をぶちまけ、その場でアンデッド化して死体を兵にするという無茶苦茶な空くう挺てい降下作戦も可能だ。もちろん収納魔法も容量に制限があるので、軍団を全部持っていくというわけにはいかないが。

　ルネはアラスターの説明と、装備を含めた死体の外見から戦闘力を概算し、振り分けを考える。

　本隊はウェサラから王都へ攻め上るのだから精鋭は残すべきだが、王宮を本気にさせてそれなりの戦力を釣つり出せるだけの陽動はしなければならない。向こうで拾った死体を持ち帰ることも考えると、出発時の荷物は少なくしたい。南へ持っていく死体を指折り数えながら進んでいくと……

「これは……」

　もちろん、それは、そこにあった。

　焦こげ茶の毛並みをした大柄な犬獣人コボルド。腹部を鎧よろいごと幾いく度たびも切り裂さかれている。

　身体に密着するような服装をした人間の男。胸部を魔法弾で撃うち抜かれ、爛ただれたような傷が残る。

　そんな死体が、牢の中に横たわっていた。

「こちらは姫様を追って来た冒険者の──」

「言わなくても分かるから」

「はっ……失礼致しました」

　アラスターの説明が腹に据すえかねるほどうるさく思えて、ルネはぴしゃりと黙だまらせる。

　八つ当たりだった。

　冒険者パーティー〝竜の喉笛〟のメンバー。リーダーで戦士フアイターのベネディクトに、盾手タンクをしていたが元々盗賊シーフのヒュー。イリスを追ってやってきた彼らは、ルネの手によって殺害された。

　だから、ここに死体があるのは当然だ。彼らは腕うで利ききの冒険者だったし優秀な兵になるだろう。

　それだけの話だし、それで充分だ。だがルネはこの時、凍いてつき動けなくなるような心ここ地ちだった。

　ルネは傍らに控える老紳士を見やる。生前は自らの権勢のため権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡めぐらせ、ルネが殺された原因の一いつ端たんとも言えるアラスター。しかし彼は今は、ルネに大いなる忠誠を捧げる下げ僕ぼくだ。

　ほとんどのアンデッドは自らを生み出した術者に絶対的忠誠心を抱く。ベネディクトやヒューも、蘇らせればきっとそうなる。甲か斐い甲が斐いしくルネに尽くすだろう。

　そう考えただけでルネの心は搔かき乱された。

　──………………嫌だ。

　彼らを身近に置いていたら、生前の彼らの優やさしさを思い出してしまう。無論それはルネではなく、ルネが身体を奪うばったイリスに向けられた優しさだったのだけれど。

　何故かその優しさが、今のルネにはとても苦しかった。温かな記憶は今の自分にとって危険な疵きずになるのではないかという予感がルネにはあった。何も思い出したくなかった。

　永遠に失ってしまったものを思い出すのが辛つらいから、だろうか？　違うかも知れない。ただ一つ確かなのは、今のルネにとって何か良くないものなのだ、ということ。

　胸中に宿る不穏なざわめきを、ルネは笑った。強がって、自じ嘲ちようしてみた。国すら滅ぼすつもりで戦いに臨のぞんでいるのに、死体の一つや二つに心乱されているのだから滑こつ稽けいな話だ。

　──この二人は、陽動部隊に回すのにちょうどいい。最前線に立たせよう。

　最前線で消費してしまえば、もう、こんな辛いものを見ないで済むから。

　ふと、牢の壁かべ際ぎわを見れば……死体と共に回収されていたのだろう。ベネディクトが振り回していた巨きよ大だいな剣があって、ヒューの投とう擲てき武器一式だの鍵かぎ開け道具だのがあって。

　それと一いつ緒しよに置かれていたのは、邪気によって爛れたように黒ずんでいる銀ぎん鞭べんの残ざん骸がい。ディアナがシルバーアクセサリーに偽ぎ装そうして身につけていた武器だ。

　──わたしの傍らには、こっちの方が相応ふさわしい。

〝竜の喉笛〟の一員になりすまして行動を共にした一ヶ月。

　思い出は、穏やかな日常であってはならない。無む残ざんなる鮮血の結末でなければならない。

　この銀鞭はきっと、思い出の縁よすがになる。

　──決意の証あかしに、なればいい。

　ルネは銀鞭の残骸を拾い上げ、それを己の左腕に巻き付けた。連ねられた刺とげ々とげしい銀ぎん塊かいは、石いし床ゆかの上で冷え切っていて、ルネをひやりと苛さいなんだ。
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　キャサリンを迎えに来たサットン伯爵はヒルベルト派諸侯の一人だ。

　あまりにもきな臭くさい状じよう況きようだったが、国王ヒルベルトの命令という大義名分には勝てず、同行する諸侯の騎士たちも腰こしが引けてしまい、キャサリンの身柄は引き渡されることになってしまった。

　雪上馬車が二台、王都へ向かって街道を北進する。前を行く馬車にはサットン伯爵が、元は荷物を積んでいたらしい後ろの馬車は、スペースを空けてキャサリンが乗せられていた。

　灰色の気持ちを抱かかえて、キャサリンは馬車に揺ゆられていた。全ての事態が悪い方へ転がって行って、しかも先の見通しが全く立たないように思えていた。

　姿を消した〝竜の喉笛〟のことも、この国のことも、キャサリン自身のことも。

　特に自分自身のことが、なんだかんだ言っても一番恐ろしい。これが体ていの良い人質だとキャサリンは理解していた。もし父が領民を守るためとか、この国を正すためにヒルベルトに反抗すれば、キャサリンは見せしめに殺されるのだろう。

　だが事態は想像の斜ななめ上の展開を見せた。キャサリンを乗せた馬車が急停車したのは、見通しが悪い冬ふゆ枯がれた森を突っ切る道に差し掛かった時だった。

「きゃあっ！」

　何かにぶつかったかのようにいきなり馬車が止まったので、座席に座すわっていたキャサリンは床に投げ出されておでこをぶつける。

　馬車の外からは何事か、切せつ羽ぱ詰つまったような騒がしい声が上がっていた。

「な、何が……？」

　馬車の小窓から外を見たキャサリンは、思わず口元を押さえて飛び離れた。

　キャサリンは行ゆく方えを知りたくて仕方なかった〝竜の喉笛〟の二人と会うことができた。

　最悪の形で。

「ベネディクト!?　ヒュー!?」

　矢も楯たてもたまらず馬車の扉を開けて外に飛び出すと、辺りには戦いの音が満ちていた。サットン伯爵に帯同していた騎士たちが倍以上の数のアンデッドの群れと戦っていた。

　武装した死体や、鎧よろい兜かぶとを身につけた骸がい骨こつが群れを成し、剣を振り上げ襲おそってくる。

　群れの先頭に立つのは、焦げ茶の毛並みを持つ大柄な犬獣人コボルド。そして二枚の大盾たてを構えた鎧の男。

　ベネディクトの毛皮は血にまみれ、その身体には既に剣が二本ほど突き刺ささっていたが、委細構わぬ様子で大剣を振り回して騎士たちを相手に暴れている。

　ベネディクトは鼻をひくつかせると、邪悪に輝く双そう眸ぼうでキャサリンの方を睨ねめ付ける。

「オ……ジョウ……サ、マ…………」

「ひっ……！」

　キャサリンは悲鳴を吞のみ込んだ。

「隙有りぃ！」

　ベネディクトがほんの一瞬、動きを止めた。それを見み逃のがさず、騎士の一人が深々と斬きり付ける。ベネディクトの鎧の隙間に剣を突き入れて抉えぐるように捌さばくと、間かん髪はつを容いれず跳ちよう躍やくして肩に取り付き、太い首を横合いから串くし刺ざしにした。

　だがベネディクトは動じない。その騎士の頭を大きな手で鷲わしづかみにして、地面に叩き付ける。

「ぐはっ!?　ちょ、待っ…………」

　待てと言われて待つはずもなく、倒たおれた騎士目がけてベネディクトは大剣を振り下ろす。

　ズンと地面の揺れる衝撃がキャサリンの方まで伝わってきて、騎士は動かなくなった。

「『輝かしきは叡えい智ち[image: ]我は標しるべを求む者[image: ]鉄てつ扉ぴを叩くは／自じ縄じようせし花か冠かん／頂いただきを蝕むしばみ三み度たび還かえらず[image: ]我わが怒りと為なれ、恩おん寵ちようの子』……《爆炎火球フアイアーボール》！」

　乱戦から少し離れた場所に居たサットン伯爵が魔法を使った。鎧ではなくサーコート風のローブと杖つえを身につけた彼は既に老境の騎士だが、魔法の力は修しゆ行ぎように費ついやした年月がものを言う。年老いてさらに力を付けるものだ。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが杖から生み出され、猛もう進しんする。それはベネディクトに直撃して、キャサリンの所まで熱波が届くような爆発を起こした。

「グオオオオオオオ!!」

　燃え上がるベネディクトが雄お叫たけびを上げながらサットン伯爵に突進した。まるで猪いのししの猛進だ。

　突進を止めようとした騎士たちは、割って入った大盾と鎧の男・ヒューに阻はばまれてしまう。

　次の魔法を使うまでには隙ができる。詠えい唱しようを破は棄きして隙を潰つぶせば魔法の威力は落ちて突進を止められない。サットン伯爵は絶体絶命かと思われた。しかし彼はさっきまで使っていたものとは別の、魔法文字まみれの短杖を取り出してベネディクトに向けた。

「食くらえい！」

　短杖から光の球が飛び出し、ベネディクトに叩き込まれた。これは術者が詠唱などしなくても、杖単体で即席の魔法を行使できるマジックアイテムだ。

　何かが弾はじけるような音がして、ベネディクトが吹き飛ばされた。鎧が破は砕さいされ、腐くさりかけた血を吐はいてベネディクトは仰あお向むけに倒れた。

「ベネディクト……！」

　思わずキャサリンは目を逸そらす。

「よし、仕留　　めっ？」

　サットン伯爵は快かい哉さいを叫さけぼうとして、その声がどこかへ飛んで消えた。

　銀髪銀目の少女が、獲え物ものを狩かる猛もう獣じゆうのような素す早ばやい動きで背後からサットン伯爵に飛びかかって深紅の剣を振るい、伯爵の頭部を水平真っ二つにしたからだ。

「うわああああああっ!!」

　伯爵のお供の騎士たちが悲鳴を上げる。伯爵を守るためベネディクトを止めようとした彼らは、邪魔をするヒューを集中攻撃して仕留めることに成功したが、しかしその間に後続のアンデッドたちに後背を突かれて総そう崩くずれになっていた。

　突かれても斬られても怯ひるまないアンデッドたちが、騎士に組み付き押し倒し、そして瞬またたく間にキャサリン以外に生きた者は居なくなった。馬車を牽ひいていた馬すらいつの間にか殺されていた。

「ふん……サットン伯爵と、その配下の騎士に間違いないわね。こんな所で遭うなんて──」

　冷たい風が冬枯れの森を揺らし、銀色の少女はサットン伯爵の死体を見下ろして冷たく吐き捨てる。彼女は純白のドレスを着ていて、そのスカート部分には鮮血の薔薇が描かれていた。

　銀色の少女とキャサリンの、目が合った。

　──どうして、ここに。

　それは、狂きよう騒そうの中で殺された悲劇の元王女。アンデッドとして蘇り、王都を大混乱に陥おとしいれ……しかし、第一騎士団長ローレンス・ラインハルトに討たれたはずの少女。

　ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。

　あるいはネームドモンスター〝怨獄の薔薇姫〟。

「貴女あなたは…………」

　銀色の少女は呆ぼう然ぜんとしていた。奇妙だった。〝怨獄の薔薇姫〟もまた、キャサリンを見て、『どうしてここに』と言わんばかりに驚おどろいて絶句していたのだから。

　あのベネディクトとヒューのアンデッドを、彼女が操あやつっていたのは確実だろう。

　だが、どうしてそんなことに？　ディアナとイリスはどこへ行った？

〝怨獄の薔薇姫〟が身につけている、あるものを見て、キャサリンは血の気が引いた。

「そのアクセサリーは！」

　淑しゆく女じよにあるまじき絶ぜつ叫きようだった。〝怨獄の薔薇姫〟はキャサリンに言われて初めて気が付いたかのように、左腕に巻き付けた銀色の刺々しいアクセサリーを見る。

　見間違えようもない。不吉に黒ずんで汚よごれてはいたけれど、これはディアナのものだ。

「それを……どこで手に入れたのです？　ベネディクトや、ヒューも、どこで……」

　胃を絞り上げられているような心地でキャサリンは問い詰めた。ベネディクトとヒューの死体をどこから調達したのか。彼女自身が死体を作ったと考えるのが最も自然だ。だとしたら彼女がディアナの持ち物を身につけているのも、そういうことなのだろうか。

〝怨獄の薔薇姫〟は答えない。神秘的な銀色の双眸をまん丸く見開き、口をぱくつかせるばかり。

「あなたが……みんなを、殺したの？」

「わたしが、殺し、た…………？」

　銀色の少女は呆然と繰くり返す。気付いてはいけないことに気付いてしまったかのような、忘れていたかったことを思い出してしまったかのような、そんな顔だった。

「ディアナはどこに行ったの！　イリスは……」

　キャサリンは恐怖も忘れて〝怨獄の薔薇姫〟に詰め寄った。

　みんな、〝怨獄の薔薇姫〟に殺されてしまったのか？　そんな酷いことがあっていいはずがない。〝竜の喉笛〟のみんなが何をしたと言うのだろう。

〝怨獄の薔薇姫〟は立ち尽くす。きっと、彼女はその手に持っている恐ろしげな剣でキャサリンを殺すことも、魔法だか呪のろいだかによって殺すことも、手下のアンデッドをけしかけて殺すことも簡単だろうに、それすらできない様子で。恐ろしくおぞましい化け物なのだという先入観を裏切り、外見そのままの少女であるかのように、何かに戸と惑まどった様子を見せる彼女は。

[image: ]

　落ち着き無く身じろぎし、右の踵かかとで左足の脇わきをさするような仕草をしていた。

「……靴くつをすり合わせるクセ？」

「え…………？　あ!?」

　銀色の少女は、『しまった』という顔をした。





◇






　──気付かれた？　こんなことで!?

　ルネの『感情察知』能力は、相手の思考まで読み取れるわけではない。しかしキャサリンの感情の爆発的な変動を見れば、気が付いてはならない絶望的な事実に気が付いてしまったのだと察せる。

　あのイリスが、ルネだったと気が付いたのだ。

　追い詰められたような心地になったルネだが、仮にキャサリンがそのことに気が付いたとして……なんだと言うのだろうか。別に大したことではないのだと、必死で自分に言い聞かせようとした。

「……どうして」

　溢れた感情が口からこぼれ落ちたように、顔面蒼そう白はくでキャサリンは呟つぶやいた。

　色々な意味を込めた『どうして』だとルネは思った。どうして〝竜の喉笛〟の皆を殺したのか、どうしてイリスに成り代わっていたのか、どうして噓うそをついていられたのか、どうしてこんなむごい巡り合わせになったのか。

　──どうして、だなんて。そんなこと、わたしが聞きたい……

　ただ母と二人、静かに暮らしていられたら満足だったはずの自分がどうして全てを奪われて、復讐の戦いに身を投じることになったのか。どうしてその戦いが、悲しみに満ちた道になったのか。

　ルネにだって不本意な部分はある。しかし、そんなのキャサリンには関係が無いことだ。

「あなたが、みんなを殺したの？　みんなが……あなたに何をしたっていうの？」

　怒りと悲しみに目を潤うるませて、無力な少女はルネに詰め寄る。

　彼女の言葉は、蘇ったベネディクトの姿を見た時のようにルネを苛んだ。これもまた自じ業ごう自じ得とくだ。

　──恨うらんで当然……お友だちにはなれなかったね。

　ルネは寂せき寥りよう感を抱いていた。その気持ちが身勝手なものだと自分でも分かっていながら。

　ガズールの街を抜け出そうとしたあの夜、キャサリンとはほんの少し別れがたく思っていたことを思い出す。『友だちになろう』だなんて言葉に絆ほだされて。

　最初から彼女のことは騙だましている立場だったのに。キャサリンは自らの幻げん想そうの中のイリスと仲良くなりたかったのであって、ルネのことなど見ていないのに。

　ルネが人の世から捨てられた独りぼっちだということは、変わるはずがないのに、甘あまい夢を見た。

　夢は泡沫うたかたと消え、冷たく血生臭い現実に向き合う時間だ。

　今は陽動作戦の最中。サットン伯爵一行は、〝怨獄の薔薇姫〟の脅威を印象づけるため、アンデッドになって自らの領地を荒らしていただく。キャサリンは兵としては役に立たないだろうからアンデッドにするわけではないが、惨殺死体は多い方が良い。

　深紅の閃せん光こうが迸ほとばしった。

　──さよなら、キャサリン。

　赤せき刃じんはほとんど何の抵抗も無く、キャサリンの身体を……

「…………！」

　両断しなかった。

　命を摘つみ取る刹せつ那な、ルネは、彼女を殺すことが取り返しの付かない過あやまちであるように思えた。

　ルネは咄とつ嗟さに剣閃を歪ゆがめた。赤刃が、軌き跡せきを変えた。

　真っ二つにするはずだったのに、赤刃はキャサリンの脇腹を浅く裂いたところで手前に引き抜かれた。生得的に剣技を操るデュラハンの姿だったからこそ為し得た絶技だ。

「ああぁっ……！」

　銀世界に鮮血の赤が舞まって、キャサリンは悲鳴を上げながらよろめき、たたらを踏む。

「あ、あぁ……どうして……どうして、止めたの……？　これは失敗じゃなくて、わざと…………」

　剣で斬られたのは初めてだろう。血の滴したたる傷を押さえて息も絶え絶えに、それでも声を振り絞りキャサリンは問う。剣技など知らないキャサリンでも分かる『手加減』だった。

　──殺せない……！　殺せない……！　殺せなかった……!!

　咄嗟に、殺害を取りやめてしまった。

　何ら正当な理由無く人を殺すだなんて、可哀かわい想そうだし道理に反している。それは、いけないことだ。……そんな信じられないほど常識的な理由でルネはキャサリンを殺せなかった。

　ルネは混乱していた。善良な一般人のように判断をした自分が理解できなかった。これまで復讐の標的のみならず、戦いの過程で一般市民さえ大勢巻き添ぞえにしてきたというのに。

　だがそもそもルネがいつから平気で人を殺せるようになったかと言えば、ヒルベルト派の騎士たちによって救い無き拷ごう問もんを受け、無む慈じ悲ひに殺されたからだ。もちろんそこには怒りや怨みもあったが、それだけでは無関係の者を殺せるようになったことまで説明が付かない。

　ルネは誰にも助けてもらえなかった。

　世界の全てに捨てられたような気分になったから。ならば自分も世界の全てを捨てられると……

『あんたの魂がいつか安らぐようにって、そう願わずにはいられないんだよ……』

　胸の奥おく底そこに突き立てられた記憶が蘇る。

『『もう復讐なんてしなくていい』って思えるくらいの幸せを……見つけてくれると、嬉しいね』

　少し掠かすれた優しい声。染しみ入るような慈悲。温ぬくもり。煙草たばこの匂におい。

　──あっ……

　人は誰かに大切にされて、初めて他人を思いやれるのだという。

　ルネがこの世に仇なす邪神の眷属に堕おちようと、見捨てなかった人が居た。その事実は、残ざん酷こく無道の復讐者にとって疵となり、繫ぎ止める楔くさびとなっていた。ルネはここ数日感じていた奇妙な胸のざわめきが何だったのかようやく理解する。……あり得ないと思っていたのだが、良心の疼うずきだ。

　そんなものが芽生えてしまった。もはや引き返せないのに、足あし枷かせを嵌はめられてしまった。寒さなど感じないはずのアンデッドの身体なのに、ルネは震えていた。既にルネは戦いの真まっ只ただ中なかに居るというのに、手にしていた武器が錆さび付きヒビ割れたなまくらだと気付いてしまった。

　ディアナは確かにルネに負けたが、〝怨獄の薔薇姫〟にとって致命的な一いつ矢しを報いていた。

　キャサリンが気を失って崩れ落ちる。

　それを思わず抱き留めて、ルネは諸もろ共とも、雪の上にへたり込んだ。

　──騎士たちは殺せた。戦えなくなった……わけじゃない、はずだけど……

　ルネは絶望に近い恐怖を抱えていた。戦えなくなったとしたら、もはやそこには、何ひとつ成せぬまま破滅する道しか待っていないのだと思った。

　──確かめないと……わたしは、まだ戦えるのか…………

　ルネが腕に巻いた銀鞭の残骸には、冷たく霜しもが降りかけていた。
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「う……んん……」

　朝日によって闇が徐じよ々じよに払われるように、意識の焦点が合う。

　キャサリンが目を開けると、そこには見慣れない天てん井じようがあった。

「ここは!?」

　キャサリンは跳ね起きる。そこはキャサリンが乗ってきた馬車の、座席の上だった。毛布にくるまれて、ご丁てい寧ねいに魔動カイロまで胸に抱かせてあった。

〝怨獄の薔薇姫〟に斬られて、倒れて、そして……

「ケガ……治ってる……？」

　服は切り裂かれ、血に濡ぬれていた。しかしその下の肌には傷きず痕あとすら残っていない。

　口の中に苦みの残ざん滓しが漂っていた。そして床の上には、サットン伯爵かお供の騎士が持っていたと思しき治癒ヒーリングポーションの小こ瓶びんが転がっていた。空っぽだった。

「これはイリス、じゃなくて…………あの子が？」

　分からない。何故殺されなかったのか。何故、彼女は殺さなかったのか。

　だが、そんなことを悠ゆう長ちように考えている場合ではないとキャサリンはすぐに気付く。既に襲撃者たちは立ち去ったようだが、馬車を操っていた御者も、牽いていた馬も殺されているのだ。動けぬまま夜が来ればどうなるか。

　馬車の中には荒っぽく荷物をひっくり返して何かを探したような痕こん跡せきがあって、わざとらしく数枚の通話符コーラーがぶちまけてあった。

　通話符コーラーとは、離れた場所と会話をするためのマジックアイテムだ。見た目はびっしりと呪じゆ文もんを書き付けた長方形の紙切れで、書かれた呪文によって二枚一組になっているのが普通だ。表面の紋様をなぞって起動すると、ペアになったもう片方の通話符コーラーと一定時間会話ができる。

　使えと言わんばかりに置いてあった通話符コーラーを拾い上げ、キャサリンは逡しゆん巡じゆんする。

　おそらくこれはサットン伯爵の持っていた通話符コーラーだ。その繫がる先はきっとどれもキャサリンにとって望ましくないものだろう。

　通話符コーラーで助けを呼んだりせず一人で逃げれば、家族のところへ帰れるかも知れない。でも、十中八九途中で魔物や盗賊に襲われたり、雪に埋うもれてあえなく凍とう死しすることになってしまう。

　意を決して、キャサリンは通話符コーラーを起動した。








２　輪りん廻ねを鎧よろう






　凍いてつく地下牢ろうに血ち生なま臭ぐさいニオイが満ちていた。

　牢の一つに老ろう若にやく男なん女によ問わず十人ほどの人々が閉じ込こめられ、そして概おおむね殺されていた。身体からだを真っ二つに分けられ、はらわたをぶちまけ、鮮せん血けつの中に横たわる。

　まるで猛もう獣じゆうの檻おりに閉じ込められた生き餌えのような有様だが、実際似たようなものではあった。牢の中に居るルネに逃にげ場無く斬ざん殺さつされたのだから。死んでいる人々は、アラスターが適当な理由を付けて城下から攫さらってきた者たちだ。身寄りの無い者や路上生活者などばかり、つまり消えても怪あやしまれにくい者ばかりである。そんな人々を使ってルネは、己おのれの刃やいばの鈍なまり具合を確かめていた。

「……男女は関係無い……病人も障しよう碍がい者しやも関係無い……ヒルベルトの同シ調ン者パじゃなくても殺せた……大人も、老人も殺せた……あとは……あとは…………」

「ひえっ！」

「こ、こないで…………」

　屍しかばねまみれで血まみれの牢の中、まだ生きているのが二人。壁かべ際ぎわで震ふるえているのは、ぼろを着た子ども二人だ。十歳さいぐらいの男の子と、八歳ぐらいの女の子。

　この二人以外、ルネは何の躊躇ためらいも無く斬きり捨てることができた。……この二人以外。

「こ、ろす、ころすころす殺す殺す殺す殺してやるーっ！」

　破れかぶれのように雄お叫たけびを上げてルネは斬りかかる。全すべてを絶つ赤せき刃じんが振ふり下ろされ、少年少女は反射的に目を閉じて身を固くする。

　そして赤刃は空くうを切った。バターに突つき刺さしたナイフのように、石いし壁かべに突き刺さっていた。

「あ、う…………？」

　子どもたちは恐きよう怖ふの涙なみだに頰ほおを濡ぬらしつつも、ルネと赤刃を見比べる。彼かれらは無傷で生きている。

　ルネは顎あごが砕くだけてしまいそうなほどに奥おく歯ばを嚙かみしめていた。

　──やっぱり、殺せない……

　子どもだ。ルネは子どもを殺せなくなっていた。ディアナの慈じ愛あいを受けるべき子どもたちを……

「……もういい、片付けておいて」

「はっ」

　ルネが試ためし斬りの的に背を向け命じると、アンデッドの兵たちは死体を運び出し始め、生き残った子どもたちには無理やり手て枷かせを嵌はめてどこかへ引っ立てていった。

「上う手まく行きませんでしたか……」

　牢の外から見守っていたアラスターは労ねぎらいと落らく胆たんを込めた溜ため息いきをつく。

「精神的な問題だろうから、何をどうしても物理的に殺せないなんてことはないと思うけど……」

「精神的な問題だからと言って、決意や根こん性じようで乗り越こえられるとは限らないと私は考えております。……まあ、私はそれに悩なやまされるよりも、他人の精神的問題を利用する側でしたが」

　生前、政治巧こう者しやだったアラスターの言葉には含がん蓄ちくがあった。

　壁に突き刺さった赤刃を引き抜ぬき、ルネは軽く振ってみる。目の前に人が居たらこれで死ぬ。とてもとても簡単だ。なのに今、ルネはそれを実行できなかったわけで。

　可能不可能というだけの話ではなく、たとえば戦場で一いつ瞬しゆん躊躇っただけでもそれが致ち命めい的な隙すきになるかも分からない。相手が憎にくい仇かたきだろうが、偶ぐう然ぜん進路妨ぼう害がいした子どもだろうが、駆かけ抜けながら撫なで斬りにできるくらいでなければならない。でなくば復ふく讐しゆうの戦いなど完かん遂すいできまい。

　まあ戦せん闘とう能力的な意味でルネの障害になる子どもはそうそう居ないだろうけれど、最たる問題は身体を手に入れる時だ。ルネは同じ年とし頃ごろの少女に取り憑ついて取り殺し、その身体をアンデッドに変成させて戦っている。本体の魂たましいが無事なら、身体を破は壊かいされても別の身体に乗り換かえて復活できる。

　だが、ルネが身体を手に入れるとは、つまり少女を一人殺すことだ。

　子どもを殺せないというのは、ルネにとって致命的な足枷だった。

　ディアナの愛は孤こ独どくな少女にとって救いであり、復讐者にとっては呪のろいだった。

「……麻ま薬やくでも、怪しい魔ま法ほうでもいい。恐怖とかを感じなくする手段って、何か無い？」

「心当たりは合法非合法問わずいくらでも。しかしアンデッドにも効くものとなりますと……」

　髭ひげを撫でてアラスターは考え込む。

「専門家をお呼びしましょう。落ち着いて話を聞くため、レブナントに変えていただけますか」

　ルネは特に返事をしなかったが、アラスターは承しよう諾だくと見み做なした様子で出て行った。
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　まだ血けつ痕こんが残る石いし床ゆかの上に、火ひ鉢ばちのようなものが置かれていた。護ご摩ま炉ろにも似ているそれは、外見通りに香こうなどを炷たくためのものであるらしく、灰を敷しき詰つめた真ん中には熾おき火びのように燃えるものがあった。部屋の上の方にある小さな換かん気き口こうへと煙けむりが流れていく。

　灰の中に片手を突っ込んで、ルネは恰かつ幅ぷくの良い中年男（ただし先さき程ほどルネに殺害されてレブナントにされた）と向かい合っていた。

「こやつは私が生前に使っていた術師。言うなれば洗脳の専門家です」

「洗脳と言えるほどの効果を及およぼすかは場合によるのですが、似たようなことならしております」

　アラスターに紹しよう介かいされたその男は、術師らしいローブではなく、いかにも医者みたいな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる白衣を身につけていた。レブナントにされる前から死んだ目をしていたので、むしろマッドサイエンティストのような風ふ情ぜいもあったが。

「精神をいじる魔法には二種類あります。まず第一に、肉体に働きかけるもの」

「ホルモンとか脳内麻薬とか、そういうこと？」

「……おそらく、それかと」

　術師は誤ご魔ま化かすように頷うなずく。この世界の神様どもは生きとし生けるものに様々な知識を賜たまわしているのだが、内ない分ぶん泌ぴつの知識は与あたえていないか、与えていても一いつ般ぱん常識ではなかったようだ。

「ですが、こちらはアンデッドが相手となると基本的に不可能です。アンデッドの肉体は魔力によって動く傀かい儡らいのようなもの。内部がいくらか狂くるわされても問題無く動いてしまいます。となると、魂に直接働きかける魔法を使うべきなのですが」

「そっちにも問題が？」

「ございます。姫ひめ様さまの魂はそもそも規格が違ちがうのです。そのために魂に働きかける魔法の効果が、良くも悪くも発揮されにくい性質であるようです」

　術師が指差したのは、火鉢の灰の上に刻まれた紋もん様ようだ。

　ルネが手を突っ込んだ部分から灰が搔かき分けられるようにして、灰の上に象形文字かナスカの地上絵みたいな紋様が浮うかび上がっていた。これは有効な魔法を見み極きわめる検査であるらしい。

　はっとしてルネは胸に手を当てる。デュラハンの身体に宿る本体たましいに触ふれるかのように。

「わたしが、邪じや神しんから直接加護を受けてアンデッドになったから？」

「おそらくは」

　ルネの基き礎そ能力は魔法の領分すら超こえている。特に、他者の魂を喰くらって自己強化する能力などはもはや奇き跡せきとしか言いようがない。本来は神々のみに許された領域の力だ。

　そんな能力を持つルネの魂が尋じん常じようのものであるはずがない。

「じゃあ……打つ手無し、ってことなの……？」

「お役に立てず申し訳ありません。ただ、これまでに述べましたのはあくまでも私の知識に過ぎません。姫様には姫様のための魔法が存在するのやも……」

　術師はそれを期待している様子だったが、ルネにはそんなものの心当たりは無い。

　邪神から授さずけられた能力はどれも手足のように把は握あくしているので、逆に言えば隠かくし能力が密ひそかに眠ねむっていたりはしないはずだ。

「いかがでしょうか。これまでに使って効果が確かく認にんできた魔法などございませんか？」

「別に特別なことはしてないわ。ただの根性論でどうにかしていたんだもの」

「根性論？　と、申しますと」

「あまり人に言うことでもないのだけど……わたし、前世の記き憶おくがあるの。前世のことを思い出すと、少しだけ心が強くなったように思えて、それで……」

　子どもより多少の人生経験を積んだ大人の方が精神的強度で勝ったというだけの話だが、ルネにとって前世の存在は助けになっていた。

　しかし、鎧のように使っていた『前世の感覚』が、今は遠く朧おぼろだった。ディアナとの戦いを経てルネの中で何かのタガが外れていた。

「本当にただそれだけ。何の参考にもならないわよね」

「いいえ！　大変参考になりました！」

「………………え？」

　もう諦あきらめて別の対処法を考えるつもりだったルネだが、術師は食い気味に目を輝かがやかせる。

「試したい魔法があります。あまり使われる手段ではないのですが、この場合は効果的かも知れません。外からの変化に耐たい性せいがあるとしても、元からそこにあるものを使うだけなら……！」

　そして彼は鞄かばんを開き、何やら小さくて透すき通った石を床に並べ始めた。
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　魔力灯の明かりを落とし、明かり取り兼けん換気用の小さな窓も塞ふさぎ、闇やみの中に沈しずんだ牢の中。

　プラネタリウムのように輝いているのは、星図のように床に置かれた小さな石たちだ。

　経を読むかの如ごとく術師が呪じゆ文もんを唱えると、石たちは何らかの規則性をもって光を明めい滅めつさせる。

　その輝きの中心にルネは座すわっていた。

　闇の中で瞬またたく光を見つめていると、不思議と、十倍速で記録映像を見ているかのようにルネの頭の中に記憶が巡めぐり始めた。前世の、地球に生きて死んだ人生の記憶が。

　幼い頃から続いた両親の暴力。校庭の池に撒まかれた教科書。罰ばつゲームで告白してきてすぐに大泣きした片思いの女の子。強制加入の運動部で奴ど隷れい同然の扱あつかいを受けながら死ぬ気で続けたトレーニング。バイトで学費を稼かせぐため遊ぶ暇ひまも無かった大学時代。就活地じ獄ごく。ブラック労働とクソ上司。

　笑えるほどにツイていない前世だったけれど、それだけの苦難に耐たえたのだから、次の何かも耐えられるというほんの少しの自信と勇気が湧わいてきた。

　そして、こんな前世だったからこそ。

　今生で母と過ごした十年間の穏おだやかな日々は、何物にも代えがたく輝くような宝物であり……それを踏ふみ躙にじり奪うばい去っていった全てに対して、無限の怨うらみが黒い炎ほのおとなって燃え上がる。

「わたし、前世で戦闘狂きようでも快楽殺人鬼きでもなかったんだけど、それでもちゃんと効く？」

「……傾けい向こうとして申しますれば、子どもよりも大人の方が感情の振れ幅はばが小さいものです。それを呼び起こすだけで充じゆう分ぶん。特定の感情を消し去ることはできずとも、弱めることは可能でしょう」

「性差はあったりするの？　実はわたし、前世では男だったんだけど大だい丈じよう夫ぶ……？」

「方向性の違いでしたら多少は。男性は善よきにつけ悪あしきにつけ戦闘的で単純な感情が強く出ます。戦いに際して雑念を払はらうのであれば、むしろもってこいだと申しましょうか」

　光が消え、記憶の嵐あらしが過ぎ去ると、ルネは自分の心がいつの間にか落ち着いているのを感じた。

「おそらく成功です。ご気分は？」

「……別人になったみたいだ」

　ルネは『前世の感覚』を取り戻もどせた。いや、自己暗示みたいなやり方じゃなくちゃんと魔法を使ったためか、心を纏まとう幻げん想そうの鎧はむしろ前よりも強固に思えた。口調まで自然と変化する。

　術師は期待に応こたえられたことでほっとした表情を見せるが、すぐに顔を引き締しめた。

「ただ、申し上げにくいのですが……この魔法の効果は数分程度かと」

「長持ちしないのか？　なら、儀ぎ式しき無しでどうにか戦闘中に掛かけ直せるとありがたいんだが」

　ルネがそう言うと術師は難しい顔で腕うでを堅かたく組んで考え込む。

「方法は思いつかないでもないですが、ご用意するには多少のお時間をいただきたく……」

「可能な限り早く準備せよ。……アラスター、必要な資金や人員があれば支し援えんするように」

「「はっ！」」

　屍どもは恭うやうやしく応じた。

　ふと左腕を見れば、そこには銀ぎん鞭べんの残ざん骸がいが今も巻き付けられている。これのせいでキャサリンに気付かれてしまった。ルネは失しつ笑しように近い自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。こんなものを自分の決意の証あかしとして都合良く使おうとしたのだから、自じ業ごう自じ得とくだ。

　ルネは腕に巻き付けた銀鞭の残骸を解ほどいて……それでも、捨てる気にはなれなかった。

「ところで姫様、お加減を早さつ速そく確かめられてはいかがでしょうか」

　アラスターが指を鳴らす。すると、数体のアンデッドが縄なわを引いてやってきた。引かれてくるのは、手枷を嵌められた二人の子ども……先程ルネが殺せなかったストリートチルドレンだ。二人は脅おびえた様子でルネの方を見ていた。

　弾はずむように、散歩でもするようにルネは、脅えた顔の二人の間を通り抜ける。

　その擦すれ違いざま。

　目にも留まらぬ速度で振るわれた赤刃は本当に一瞬で、二人の子どもを何分ぶん割かつもされた血まみれの肉にく塊かいに変えた。ルネの背後で、水風船でも破は裂れつしたかのように鮮血が飛び散ってしぶいた。

「問題無し」

「よろしゅうございました」

　ウェサラ壊かい滅めつまで、あと三日。
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「何な故ぜだ、何故だ、何故このようなことが……」

　ヒルベルトはここ数日、そればかり呟つぶやいていた。執しつ務む室にすら出る気にならず、自身の肖しよう像ぞう画がと銅像を飾かざった自室に引きこもり、書類を並べた机に向かって頭を抱かかえていた。

　ヒルベルトに反はん抗こう的な諸しよ侯こうが精せい鋭えい戦力を出し合った、ナイトパイソン討とう伐ばつ部隊……

　あれを排はい除じよすれば反対派の気勢を大きく削そぎ、さらに武力での抵てい抗こうを事前に封ふうじられたはずだ。だと言うのに、襲しゆう撃げきに参加した者は全員が返り討うちにされた。

　原因はもう分かっている。〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫〟のせいだ。約一ヶ月ぶりに〝怨獄の薔薇姫〟の目撃証言が得られた。サットン伯はく爵しやくによって護送され王都に向かう途と中ちゆう、〝怨獄の薔薇姫〟に襲おそわれて生き残ったキャサリン・マルガレータ・キーリーによって。

　ナイトパイソンの不自然な失敗、ゲイリー侯こう爵しやく一行の失しつ踪そう、ガズールの切通しの虐ぎやく殺さつ、サットン伯爵一行の殺害、そして昨日からサットン伯爵領内で発生しているアンデッドの襲撃。全て繫つながる。いずれも王都の南西を中心に、相そう互ごに比ひ較かく的近い場所で発生した出来事だ。

　──キーリー伯爵と〝怨獄の薔薇姫〟の共闘は……違うだろうな。だとしたら、みすみす娘キヤサリンをこちらへ渡わたしはしないはず。だが、密かに繫がっていたのだとでも言えば汚お名めいを被かぶせられる。

　ヒルベルトは必死で事態を好転させるための方策を練っていた。しかし、それもまず〝怨獄の薔薇姫〟の脅きよう威いを排除してからの話だ。これ以上彼かの女じよを野放しにしてはおけない。

　ジェラルド公爵からは、ウェサラの事件は〝怨獄の薔薇姫〟とは無関係であり、幸いにもナイトパイソンの首しゆ領りようと、組織の基幹部分は無事であると報告が来ている。しかしナイトパイソンが戦力の大部分を失ったことは確かで、〝怨獄の薔薇姫〟討伐の手助けとするのは難しいだろう。

　──王宮騎き士し団を出すより他ほかに無いか。だが空っぽの王都を奇襲されたりしたら元も子もない。奴やつに一度勝利している第一騎士団は念のため備えとして残し、第二騎士団を差し向けよう。

　考えがまとまるなりヒルベルトは即そく座ざに、机の上の葉は書がき立てに挿さしてあった通話符コーラーに手を伸のばす。

　そしてそれを起動する前に、通話符コーラーがじわりと青白く輝いた。ヒルベルトが起動する前にセットになっているもう一枚が起動されたのだ。ヒルベルトの心臓が弾んだ。

『第二騎士団長バーティル・ラーゲルベックが陛下に奏上致いたします』

「…………何事だ」

　洗練されているせいで逆に胡う散さん臭くさいような男の声が聞こえてきた。通話符コーラーで会話する際の定型的な名乗りだ。ヒルベルトは、音を殺した深呼吸をしてから通話符コーラーに声を掛ける。

　第二騎士団長バーティル・ラーゲルベック。三十手前の若いローレンスと対照的に、彼は四し十じゆう絡がらみのベテランだった。

　クーデターに際して積極的に協力した第一騎士団と異なり、第二騎士団は静観を貫つらぬいた。と言うと反対派の諸侯と同じようでもあるが、バーティルはヒルベルトが玉座を奪うより前にヒルベルトと接せつ触しよくし、もしクーデターが成った暁あかつきには統治に協力すると確約していた点で異なる。そして今のところバーティルは前言通り、しおらしくヒルベルトに仕えていた。

　しかしヒルベルトはバーティルを信用していない。なんだかんだ言って積極的に協力しなかったのは確かだし、バーティル自体が何を企たくらんでいるか分からないような煮にても焼いても食えない男だからだ。未いまだ尻しつ尾ぽを摑つかめていないが、バーティルはジレシュハタール連れん邦ぽうと接触している気配もある。だが彼はローレンスに次いで（そして忌いま々いましいことにおそらくヒルベルトより）国民の人気も高いので、もし騎士団長を挿すげ替かえるにしても段取りとタイミングは慎しん重ちようにならねばならない。

『我わが方より遣つかいにやりましたキーリー伯爵ご令れい嬢じようへのお迎むかえが、早馬を乗り継ついで先程到とう着ちやく致しました。即座にご令嬢を伴ともない王都へ向かわせます』

「うむ……そうか。報告、大儀であった」

　内心少しだけホッとしていたが、そんな感情を表には出さずヒルベルトは威い厳げんを持って応じた。

〝怨獄の薔薇姫〟に襲われたキャサリンは、サットン伯爵の荷物に入っていた通話符コーラーで彼の居城と連れん絡らくを取り、そこから話が伝わって雪中移動に長たけた第二騎士団から迎えを出すことになった。

　とにかくキャサリンは早く回収して手元に置きたい。以前ヒルベルトが吟ぎん遊ゆう詩人から聞いた話だが、極東の支配者タイクーンは自らの城下に諸侯の妻子を住まわせ人ひと質じちとすることで支配を盤ばん石じやくなものにしているらしい。自分に近しい諸侯の騎士とナイトパイソンの戦闘部隊を失ったことで、諸侯に睨にらみを利きかせるための窮きゆう余よの一策としてヒルベルトはこれを真ま似ねた。

　──あの堅物頭アダマントヘッドの娘むすめを確保できたのは幸さい先さきが良い。他も急がせねば。

　ヒルベルトがキャサリンの確保を特別に急いだのは、キーリー伯爵が何もかもを操あやつっているという疑念があったからだ。その疑念は〝怨獄の薔薇姫〟が姿を現したことによって薄うすれたが、反抗的な諸侯を束ねて動かしていたというのはそれだけで警けい戒かいに値あたいするとヒルベルトは思っていた。

『ご報告は以上となります。これにて失礼を──』

「待て、第二騎士団長。アンデッドの群れが我が国土を荒あらしていること、既すでに聞き及んでおろう。そなたらには、これより〝怨獄の薔薇姫〟討伐のため南へ出向いてもらう」

『……承知致しました。王都の守りには第一騎士団を残されるということで？』

「ああ。その代わり、冒ぼう険けん者を雇やとうといい。金ならばいくら使ってもよい、王都と現地のギルドから腕利きを呼びつけよ。それから神しん殿でんを締め上げてでも協力させろ。王都の神殿騎士を数人なら借りられるであろうし、戦えぬ神官でも神聖魔法さえ使えれば、傷の治ち療りようや武具の祝福をこなせる。アンデッドとの戦いを有利に進められるはずだ。可能な限り早く準備を整えるように」

　こうしてテキパキと指示を下していると、ヒルベルトはやはり自分が有能なのだということを再確認せずにはいられなかった。

『御ぎよ意いに。……ですが、三度目のご即位記念パレードはどうなさいますか？』

「予定通りだ、当たり前だろう！　このような時こそ君主の堂々たる姿を国民に見せて、不安を拭ぬぐい去らねばなるまい！」

『かしこまりました。では、警備はいかが致しましょうか。団長を含ふくむ第一騎士団の大部分と私が行進に参加する予定でした故、第二騎士団を主体に警備する計画を立てていたはずですが』

「それは……うむ、残る者をやりくりすればどうとでもなろう。そなたは〝怨獄の薔薇姫〟を討つことのみ考えておればよい」

『はっ。それでは準備に入らせていただきますので、これにて失礼します』

　そしてバーティルは接続を切る。光を失った通話符コーラーを葉書立てに戻し、ヒルベルトは溜息をつく。

「私こそが……私こそが最も偉い大だいなる王だ。私より早く生まれたというだけの理由で王になった、あのボンクラとは違う……そう、そうだ。私は民たみの笑顔を守らねばならぬ。邪魔はさせんぞ。何者にも、何者にもな……」

　自らの凜り々りしく猛たけ々だけしい肖像画と銅像に囲まれ、独りの部屋でヒルベルトは呟く。

〝怨獄の薔薇姫〟は討たねばならぬ。これは正義のための戦いだとヒルベルトは確信していた。

　ヒルベルトが民の幸福を願うのは、民の賞賛が己の自尊心を満たすからであった。そのため反抗的な者や反発する者、自分にとって邪魔な者は、守るべき民ではなく駆く除じよするべき害虫のようにしか考えていなかったのだが、ヒルベルトはそれを矛む盾じゆんとも思っていなかった。

　元々ヒルベルトはルネを憎む気持ちなど無く、むしろ利用したことに豆一粒つぶ分くらいの後ろめたさは抱いだいていた。しかしこれほどまでに道を阻はばまれるとあっては看過できぬ。既にヒルベルトは心の底からルネを憎み、同時に、最大の脅威として恐おそれていた。





＊　＊　＊






「…………様？　姫様！」

　何度かアラスターに呼びかけられて、ようやくルネは、そこにアラスターが居ると気が付いた。

　仮宿としている公爵夫人の部屋は広々としていて、ルネはその隅すみで体育座りをしていた。膝ひざの上に頭部が転がっていて、ルネは頭部が着ちやく脱だつ可能でなければ不可能なほどに深く肩かたを落としていた。

「あ……何かご用？」

「ご報告を……いえ、それよりもご気分が優すぐれぬように見受けられますが、いかがなさいました？」

「なんでもない」

　気き遣づかわしげな老紳しん士しに、この話はこれで終わりだという意味で、ルネは虫でも払うように手を振って応じる。

「昨日のことでしょうか」

「…………察しの良い臣下を持って幸せよ、わたし」

　海千山千の政治巧者には、少女の意地などお見通しだった。

　ルネは梳くしけずるように己の銀ぎん髪ぱつを搔き乱す。ルネは自らが殺した、名も知らぬ子どもたちのことを思い出して罪悪感に苛さいなまれていた。

　子どもを殺せなくなってしまったルネ。そこを上手いこと誤魔化す手は見つかった。見つかったのだが、しかしノーダメージとはいかなかった。魔法の効果が切れれば、自責の念が押おし寄せる。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとルネは自分自身で思っていた。国を滅ほろぼせば、子どもを含む大勢が困こん窮きゆうして野垂れ死ぬ。親を殺された子などは尚なお更さらだ。そういった間接的な死には大して心が痛まないのに、自分の手で殺すことだけは躊躇われて、『可哀かわい想そうだ』とか本気で思ってしまうのだから。

　しかし、思えば人の善性なんてその程度のものなのかも知れない。いずれにせよ、ルネが自分自身の良心をどんなに嘲あざ笑わらったところで、その呪じゆ縛ばくからは逃のがれられなかった。

「申し訳ありませぬ。姫様への配はい慮りよに欠けた行動にございました」

　思いがけず、アラスターが頭こうべを垂れた。ルネに試し斬りを勧すすめたことを詫わびているのだ。

「あなたが謝あやまる必要なんてない。戦いのために必要なことをしただけだから。わたしだってそう」

「しかし……」

「作戦をちゃんと進められるならそれでいいの」

　アラスターが謝罪する筋合いは無いというのがルネの考えだ。

　ちゃんと殺せるかどうか確かめておかなければならないとルネ自身も考え、斬ったのだから。

　いかなる悪逆を為なそうと復讐を遂とげるという意志に全く変わりは無い。ルネは怨んでいたし、怒おこっていたし、自分から全てを奪った奴らが勝ち逃げするなんて道理が通らないと思っていたから。

「ウェサラと……王都攻こう撃げきの計画も調整致しましょうか？　現行の案では姫様のご負担が……」

「そういうところで気を使わないで。わたしが求めているのは最高で最悪の復讐だけ。必要があれば誰だれであろうと殺すし使う。あなたたちもそれを徹てつ底ていして」

　ルネはぴしゃりと叩たたき伏ふせるように命じる。

　別にルネの下げ僕ぼくに限った話ではないが、ほとんどのアンデッドは術者と精神的な結びつきがあり、受信に限ったテレパシー能力を持つ。はっきりと指示を出しておかなければ（場合によっては指示を出したとしても）ルネの意思を勝手に酌くんで、子ども相手に手加減するようになってしまう恐れもあった。子どもだけは狙ねらわない政治的に正しいポリテイカリテイーコレクトアンデッド軍団なんてジョークとしても笑えない。

「かしこまりました。以後そのように」

「ところで、報告って？」

「ああ、はい。例の魔法を掛けるためのマジックアイテムですが、試作品が完成しました」

「本当!?」

　ルネは頭部を抱え上げて再設置し、立ち上がる。一晩でできあがったのだからかなり早かった。アンデッドらしく不ふ眠みん不休で貫かん徹てつ作業をしてくれたようだ。

　アラスターは、引き出物のクッキーでも入っていそうな小ぶりの透とう明めいケースを取り出した。

　中にはまるで血液を固めたような、茎くきまで真っ赤な一輪のミニチュアの薔薇が収められていた。

「……随ずい分ぶんデザインに凝こってるのね。余計な工数使ってない？」

「液体成形の雛ひな形がたを用いただけとのことです。魔法によって形を持たせたポーションに術式を仕込んだものでして、容器から出した後、握にぎり潰つぶせば効果が発現すると」

「思ったよりワイルドな使用法」

　ミニチュアの薔薇は手に持ってみると確かに液体のような質感に思えて、それでいてしっかりと形を保っている。

　ぎゅっと手を結んでデュラハンの膂りよ力りよくで潰すと、それは簡単に割れた。涼すずやかな音を立てて真っ赤な破は片へんが舞まい散る。

　その途と端たん、ルネの腕に変化が起きた。薔薇を握り潰した手から肘ひじに掛けて、茨いばらのような深しん紅くの紋様が刻まれていく。古い煉れん瓦がの壁に蔓つる草くさが這はう様子を数十年分早回しで見ているかのように。

「いやちょっとこれ、グロッ！　……でも効いたみたいだ」

　ルネは赤く染まった手をためつすがめつする。特に痛みなどは無い。

　不思議と、呼吸が楽になったような気がした。アンデッドなのだから呼吸は不要だけれど。

「見たところ、なんか薬液を身体に吸収させてるっぽく思えるけど、何故これで効くんだ……？」

「アンデッドの肉体に通常の薬品は効果がありませんが、これは魂に働きかける触しよく媒ばいです。それを体内に取り込むことで、魔法をかけ続けるという発想だとか。そうして効果時間を延ばしています」

「ああ、つまりマジックアイテムのアクセサリーを身につけるのと同じような理り屈くつか。代謝吸収されて体内で効果を発揮しているわけじゃないんだな」

「術師が言うには、二十分程度はもつと。腕の赤い紋様は魔法の効果切れと共に消えるでしょう。成功でしたら、こちらの品を可能な限りの数、生産致します。ただ、王都侵しん攻こうに間に合わせるための急造品ですので、いくつかの問題点には目をつぶっていただくことになります。まず容器から出したら三分以内に使用すること。また効果時間中は注入部位……腕ですな。腕を欠損しないようご注意を。それと薬液そのものが猛毒ですので生きた肉体には使えません」

「了りよう解かいした。……ところで、アラスター。この魔法に一つ副作用を見つけたのだが」

「何ですと？」

「いや、作戦上気にしなくてもいい些さ細さいなものなんだけど……」

　ルネは鮮血の薔薇で汚けがされたドレスを見下ろして、生ぬるく笑う。

「……スカートに違い和わ感を覚えるようになる」

「左様でございますか」

　前世の感覚を想起した結果として、ギリギリミニドレスが別の意味でキツかった。

　ウェサラ壊滅まで、あと二日。








閑かん話わ１　隠おん密みつ頭がしら　トレイシー






　王都・テイラ＝ルアーレを拠きよ点てんとする冒ぼう険けん者パーティー〝いななきの夜〟が定宿としている『緑の蝶ちよう』亭ていへ小こ柄がらな人ひと影かげが飛び込こんできたのは、〝いななきの夜〟のリーダーである戦士フアイターのマークが食堂で帳ちよう簿ぼとにらめっこしている時だった。

「はぁい、こんちわー。みんなのアイドル、トレイシーちゃんが遊びに来たよん」

「おお、トレイシー！　王都に来てたのか！」

　がらんとした昼下がりの食堂に姿を現したのは、軽装鎧よろいを着た少女だ。

　……少なくとも外見上は。

　くりくりとよく動く夕焼け色の目に白磁の肌はだ。蜂はち蜜みつ色の長い髪かみ。

　劣種竜マイナードラゴンである蛇竜ワームの革かわを使った鎧は、女性冒険者向け装備によくある『コルセットメイル』とか呼ばれるデザインだ。いかにも盗賊シーフらしい身体からだにフィットした服装だが、それだけに巻きスカートが異い彩さいを放つ。絶対領域が眩まぶしい。この露ろ出しゆつのために服に防寒の魔ま化かを施ほどこしているそうだ。

　盗賊シーフのトレイシー。王都の東にあるテイラ＝カイネの街を拠点とする第六等級の冒険者で、特定のパーティーに属さず、依頼クエストによってあちこちのパーティーを渡わたり歩く。

　少女めいた愛くるしい容姿で愛あい敬きようを振ふりまくトレイシーは……しかし、実のところ三十代半ばの男性だった。その意味が分からない若々しさと外見は冒険者たちの間で『シエル＝テイラ七不思議筆頭』と囁ささやかれている。

「まぁナッツケーキでも食ってけよ」

「わぁ、おごってくれるの？　ありがとー！　ボクこれ大好きなんだ！」

　自分用に頼たのんだがまだ手を付けていなかったナッツケーキをマークが譲ゆずると、トレイシーは大げさなくらい喜んだ。マークも自然と顔がほころぶ。年ねん齢れいだの性別だのは置いといて、こんな可愛かわいい子に感謝されて良い気にならない男は居ないだろうとマークは自己弁護した。尚なお、マークは異性愛者であるがトレイシーを見ていると自信が無くなってくる。

「そ言えばさ、王様が冒険者集めてるそうじゃない？」

「ああ、そうだ。流石さすがに耳が早いな」

　ケーキを頰ほお張ばりながら軽い調子で、天気の話でもするようにトレイシーが言う。

　つい昨日、『腕うで利ききの冒険者を出せるだけ出してほしい』と王宮から冒険者ギルドに問い合わせがあり、〝いななきの夜〟もその対象としてギルドからお声が掛かかった。

　内々にギルドから伝えられたところによると、仕事の内容は南に現れたという〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫ひめ〟の討とう伐ばつ、もしくはその補助だ。

「あれね、乗っといた方が良いよ」

　夕焼け色の目を輝かがやかせて、トレイシーは小さなフォークをマークに向ける。

　マークはごくりと唾つばを飲んだ。彼かの女じよ……もとい彼かれは耳みみ聡ざとく、誰だれもが知らないような情報をどこからか聞きつけてくる。マークがトレイシーとの関係を良好に保っているのは、決して彼が可愛いからというだけではなく、彼との情報交こう換かんが冒険者としての命いのち綱づなになると考えてのことでもあった。

　声を低め、マークはトレイシーに顔を近づける。なんだかよく分からない良い匂においがした。

「とは言え、あのローレンスを手こずらせるほどのネームドが相手だ。危ねえかと思ったんだが」

「第二騎き士し団が全力出しゆつ撃げき予定、おまけにもう〝零れい下かの晶しよう鎗そう〟が参加を決めてる。危ないところは強い人がやってくれるよ。それより先々を考えると、王様のご機き嫌げん損そこねる方が危ないんじゃないかな」

　いつの間にかトレイシーの顔からは人ひと懐なつっこい笑えみが消えて真しん剣けんな色合いを帯びていた。

　参加せずに居るのは本当に危ないということか。わざわざトレイシーが忠告しに来るほどだ、彼は何か明かしがたい裏の事情をまだ知っているのかも知れない。

　実際、マークも王の不興を買う危険と戦いの危険を天てん秤びんに掛けているところだった。天下無敵のローレンス・ラインハルトと互ご角かくの戦いを演じた恐おそるべきネームドと戦うのは割に合わない仕事だが、自己顕けん示じ欲と猜さい疑ぎ心の塊かたまりみたいな王様に睨にらまれるのも王都の冒険者としてまずいのだから。

「……なるほど。感謝するよ、トレイシー。ケーキもう一個食ってけ」

「あは、二個は流石に太っちゃうからやめとく。気持ちだけいただきまーす」

　ケーキをペロリと平らげて茶を一いつ杯ぱい飲むと、トレイシーは多少の世間話をして帰って行った。
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「……騙だましてごめんねぇ。でも今王都に居たら多分酷ひどい目に遭あうからさ。まんまと釣つり出されておいた方が安全なんだ」

　華はなやかなオーラを消して、群衆の一部として街に溶とけ込みながらトレイシーは呟つぶやいた。

「これで〝零下の晶鎗〟、〝双ふた子ご毒どく蜂ばち〟、〝いななきの夜〟、〝白雪の団〟に〝笛ふえ吹ふき人形〟か。〝果断なるドロエット〟はボクが言っても聞かないだろうけど、ちょうど王都を離はなれてるみたいで助かったぁ。後は〝水すい月げつ〟に話通せば下の方の皆みなさんも半分くらいは逃にげてくれるかな」

　トレイシーは指折り数える。王都に来てから大車輪で知り合いのパーティーに声を掛けて回り、〝怨獄の薔薇姫〟討伐への参加を勧すすめて承しよう諾だくさせていた。

　トレイシーは他人に取り入る術すべに長たけ、誰からでも『ここだけの話』を聞き出すことができる。

　そしてそんなちょっとした秘密でも、百や二百搔かき集めればジグソーパズルのように絵が浮うかぶ。

　怪あやしい気配を感じたトレイシーは、ここしばらく国中の知人と通信連れん絡らくを取りまくっており、その成果として、今この国で何が起きているかほぼ正確に把は握あくしていた。

　もうじき〝怨獄の薔薇姫〟が王都に攻せめてくると。それも、おそらくは軍団で。

　もしこの予想を王宮騎士団にでも伝えて信じさせることができたら今後の展開は大きく変わるかも知れない。しかしトレイシーは自分が知り得たことを胸に秘ひめ、手が届く知人だけを助けることにした。〝怨獄の薔薇姫〟の電撃的な奇き襲しゆうによって国が滅ほろんだ方が、泥どろ沼ぬまの戦いになるよりもまだ多くの人が生き残りそうだと考えたからだ。

　──ジェラルド公こう爵しやくはもう死んでるんだろうなー。あーあ、ボクが生まれ育ったこの国、もう終わりなのかなあ。せめてボクが生きてる間くらい続いててほしかったんだけどー。

　半分他ひ人と事ごとの調子でトレイシーは嘆なげく。トレイシーは善悪の分別くらい持っているが、全人類への義務感を持つような博愛主義者でもないし、国への義務感も持っていない。とりあえず知人と自分が助かり、後はなるべく後味悪くなければそれで良しだ。

「……はぁ。しょーがないか。ボクは〝零下の晶鎗〟に交まぜてもらおーっと」

　白い溜ため息いき一つ、晴れた冬空に浮かべて、トレイシーは王都の街並みに消えた。








３　反はん撃げきの狼煙のろし






『無む尽じんの輝かがやき』城の倉庫の一つに、搬はん入にゆうされたばかりの物資が積み上げられていた。

　剣けんに槍やりに弓に矢、魔ま法ほうの杖つえ、マジックアイテムや比ひ較かく的小型の魔動機械アーテイフアクト兵器、マジックアイテムを動かす電池である『魔石』、鎧よろい兜かぶとや盾たて、馬や騎き獣じゆうのための装具、種々のポーション、材木等々。

　ただし普ふ通つうの戦いくさ支じ度たくとは異なり、食料はほぼ存在しない。アンデッドで統一された軍勢は食料をほとんど必要としないからだ。

　こんなに物資を急に集めたら普通は謀む反ほんを疑われるものだが、『アラスター・ダリル・ジェラルド』には、一いつ切さいの事情を詮せん索さくせず全すべてに口をつぐんで仕事をする忠実な御ご用よう聞ききが、商人にも運輸業者にも存在していた。

　視察に来たルネを案内し、アラスターは胸を張る。

「軍ぐん需じゆ物資は王宮に気け取どられぬ範はん囲いで集めております。後は街を平らげる際に略りやく奪だつすればよろしいかと。明日までには騎士と精せい鋭えい農兵、合わせて千五百ほどがウェサラに到とう着ちやく予定です。明朝九時頃ごろ、彼かれらを城へ招きます。訓示の名目にて中庭に招集致いたします故ゆえ、そこを」

「分かった。……なるべく騒そう動どうが漏もれないよう、他よ所そへ連れん絡らくが飛ばないようにしたいんだけど」

「事を起こすのと同時に通信局への魔力供給を絶ちますので外部への連絡は不可能となります」

「それでもなるべく静かに、全員まとめて殺したいんだよね。狭せまい場所に詰つめ込こんで《滅びの風デスクラウド》が一番手っ取り早いだろうけれど、ただ、それだと丈じよう夫ぶな人は三十秒くらい生き残るかも」

「魔法の威い力りよくを増強するための陣じんをあらかじめ敷しいておいてはいかがでしょうか」

「やっぱ、そうなるかな……領主サマが味方なら地脈からの魔力供給も使えるし」

「邪じや気きを一時的に隠いん蔽ぺいするための仕し掛かけもご用意致しましょう」

　都市の地脈の魔力管理は都市防衛に直結するので、管理用コンソールである『龍律極ルーター』は領主居城の地下に設置して厳重に守られていることが多い。

　逆に言えば、その領主を取り込んでしまえば流すも止めるも自在だった。

「姫ひめ様さまの手により国内各所に配置された街かい道どう封ふう鎖さ工作兵も、問題無く待機中です」

「準備万ばん端たん、後は実行に移すだけか」

　王都での敗北から一ヶ月ちょっと。ルネの主観にしてみれば長い雌し伏ふくだった。

　身一つで国家という怪かい物ぶつに挑いどみ、『最強のアンデッド』は敗れ去った。だが、今は違ちがう。極ごく上じようの魂たましいを喰くらってルネは自己強化し、基き礎そ能力の向上だけでなく、本来あり得ないほど多数のアンデッドを同時に操あやつる能力を得た。

　邪神から賜たまわった加護の一つ……他者の魂を喰らい、無限に成長する力。前世でそれなりにゲームを嗜たしなんでいたルネは、『食べた魂の質に応じて経験値とスキルポイントが貰もらえるようなもの』と理解していた。アンデッド支配の効率化はルネが望んで得た能力だ。ルネ独りでは勝てなかった怪物を、数の暴力で圧殺するために。

「それから、こちらを」

　アラスターはアタッシェケースのような宝箱とも鞄かばんともつかない物を持ってきて、それを開けてみせた。クッションに埋うもれて収められているのは、ミニチュアの薔ば薇らを入れた透とう明めい容器が四つ。

「作戦開始までにあと二つは作れる見通しです」

「じゃあ全部で……六つか。少ないと言えば少ないけど、最終決戦まで温存すればいけるかな」

「術師も同行させますので、状じよう況きようが許せば儀ぎ式しきで賄まかないましょう。私は最終決戦で作戦が失敗した場合の次善の策も複数準備しておきます」

「分かった。ならわたしはひとまず、戦いに集中するから」

「はっ。姫様の勝利をお祈いのり申し上げます」

　積み上げられた軍需物資は、人の世に牙きばを剝むくその時をじっと待ち続けていた。

　ウェサラ壊かい滅めつまで、あと一日。
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　そして、明くる日。騎士たちは殺され、ルネの手によってアンデッドとして蘇よみがえった。

　中庭に居並ぶ異い形ぎようの騎士団は、破は滅めつの命令が下されるその時を待っていた。

　死体がそのまま動き出したアンデッド・ゾンビは、知能の低下と引き換かえに力が強い。

　骨だけの戦士・スケルトンは命令通りに動く程度の知能しか無く、肉の鎧を失ったためにゾンビより脆もろいが、身軽で敏びん捷しよう。

　スケルトンと似たような骸がい骨こつ姿だが魔法の杖を持っているのはリッチだ。生前に魔法の使い手だった者を魂ごとアンデッドにしたもので、知能が高く魔法を操る。

　蒼そう白はくを通り越こして灰青色とも言える肌はだと濁にごった目をした者は、グールというアンデッド。食しよく屍し鬼きとも呼ばれる種族で、維い持じのコストは多少嵩かさむが身体能力が高く、生者と遜そん色しよくない知ち恵えを持つことからゾンビやスケルトンを統とう率そつする前線の指揮官としてこれを充あてた。

　生者に偽ぎ装そうしたアンデッドであるレブナントも少し作ったが、この戦せん闘とうではまだ出さない。

「もっとアンデッドの種類を増やせたら良かったんだけど……無い物ねだりをしても仕方がないか」

「アンデッド作りを専門とする邪術士は、残念ながら国内に心当たりがありませんな。信しん頼らいできる者を探し、繫つなぎを付ける時間もありませんでした」

　ルネの使った魔法《屍兵作成クリエイトアンデツド》は死体をその場でアンデッドにできる便利な魔法だが、実は『アンデッド』と呼ばれる魔物のごく一部……死体をそのまま利用するような種類しか作れない。

　特とく殊しゆなアンデッドを作るには知識と技術と準備が必要で、今のルネにはそれができなかった。

　だが、王都を攻せめ落とすには現状の手札で充じゆう分ぶんだ。

　小隊長となるグールたちに、アラスターは通話符コーラーを配る。指揮官であるアラスターは後方から通話符コーラーで前線と連絡を取り合い、リアルタイムに情報を把は握あくして指揮をする態勢だ。

「わたしは街を巡じゆん回かいして兵を増やすから、もし太た刀ち打うちできないような強い相手が居たら、すぐにわたしを呼んで」

「姫様御おん自みずから遊撃のお役目をなさると」

「しょうがないでしょ。放置して無む双そうされたら兵がごっそり減っちゃうし、それだけ強い敵は確実にアンデッドにして戦列に加えたいもの」

「かしこまりました」

　アラスターは周囲に仕掛けられたマジックアイテムの方を見やり、そして空を見上げる。中庭に邪気を封じ込めた結界がチリチリとスパークしていた。

「長くはもちませんな。気に聡さとい者は、そろそろ邪気に気が付くことでしょう」

「なら急ぎましょ。……開戦よ」

　ウェサラ壊滅まで、あと三時間。
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　騎士たちが公こう爵しやく居城に呼びつけられている、丁度その頃。

　ウェサラの一等地である商業地域の、その中でもさらに一等地と言える場所。

　トーマン商会の長であるウルリッヒ・トーマンのところへ、ジェラルド公爵領の役人として通商に携たずさわっているホルガー・ベーカーが訪ねてきたのは、ちょうどウルリッヒが休きゆう憩けいを取って、広い執しつ務む室の応接スペースで脂あぶらでギトギトの焼き菓が子しを食べている時だった。

「トーマン様、お久しぶりです。ざっと七十時間ぶりくらいでしょうか」

「ああ。最近は妻よりも君の顔をよく見ている気がするよ」

　領の役人の証あかしである青黒の官服を着たやせぎすのホルガーと、真っ赤で豪ごう奢しやな服を着ていてどんな初対面の子どもにも『豚ぶた』と呼ばれる特技を持つウルリッヒは気安く笑えみ交かわし、握あく手しゆをする。

「それで、色よい返事は貰えたかね」

「はい、先方は是ぜ非ひ話がしたいと」

「それはありがたい！　これも公爵様とお前と……いや、何よりも新王陛下のおかげだな！」

　ウルリッヒは膝ひざを打とうとして、間違って張り出した自分の腹を引っぱたいた。

　トーマン商会は主に輸出を、そしていくらかは輸入も手がけている貿易商だ。扱あつかう品の中にはシエル＝テイラが誇ほこる目玉産品・グラセルムも含ふくまれる。

　今までグラセルムは国に言われた通りの値段で鉱山から買い、国に言われた通り（即すなわち、ジレシュハタール連れん邦ぽうが言う通り）の値段で連邦に輸出するばかりだった。

　その値段がどれほど不公平なものだったか！　お上の許可を受けて超ちよう高級品を取り扱っているはずなのに儲もうけは雀すずめの涙なみだだった。『グラセルムを扱わせてもらえるほどの商人』という名めい誉よだけで飯は食えない。だが、そんな屈くつ辱じよくの日々も遂ついに終わろうとしていた。

　ジェラルド公爵はノアキュリオやディレッタにも人脈があり、グラセルムの販はん路ろを開かい拓たくするべく領として調整に当たっている。近いうち、グラセルムを連邦以外へ売れるようになるだろう。

　……ウルリッヒは明日も明後日あさつてもその先も、今日と同じように鉱山からグラセルムが買えるものと信じていたが、四大国がグラセルム鉱山の経営権を要求していることを彼は知らない。

　生前のジェラルド公爵が守ろうとしていたのはあくまでも税収であり、『縁えんのあるノアキュリオ貴族を自領の鉱山の担当に引っ張ってきて不適切な関係を構築する』という公爵のプランが実現していたとしても民間の利益は大して増えない計算だったことを、彼は知らない。

　そして、既すでにジェラルド公爵が死んでいることも、そもそもウルリッヒ自身生きて明日の朝を迎むかえられる可能性が限りなく低い状況であることを、やはり彼はまだ知らない。

「そういえば、私が例の事件の時に王都に居た話はもうしたっけかね？」

「……伺うかがっておりません」

「そうか！　なら聞いていきたまえよ」

　ウルリッヒはここ最近、会う人会う人みんなにこの話をしていた。彼はあの処刑の日、仕事のために王都まで来ていたのだ。この話をするとみんな聞き入ってくれるのでウルリッヒは大得意だ。

「……ギロチンがバラバラになったと思ったら、娘むすめが切られた首を持って立ち上がったんだ。驚おどろいたのなんの！　しかしそこからだよ、奴やつめ妙みような魔法を使って、集まった人をまとめて殺したんだ！　そりゃあもう大おお騒さわぎさ。みんな慌あわてて逃にげ出すだろう。雪崩なだれみたいなもんさ！　私も慌てて逃げたね。その間も奴は魔法を使って……」

　身み振ぶり手振りを付けてウルリッヒは熱弁する。助かったのが単純に幸運の産物だったとしても、あの大事件からの生せい還かんが聞く者の耳を引きつける武勇伝なのは間違い無い。なにしろ当事者の話なのだから吟ぎん遊ゆう詩人の語りなんかを聞くよりも迫はく力りよくがあり、生々しいリアリティに満ちている。

「……騒ぎが収まってから街を見て歩いたが、酷ひどいのなんの。美しい王都テイラ＝ルアーレの街並みが滅め茶ちや苦く茶ちやだった。建物がこう、まとめて壊こわれていたりね。人が積み重なって倒たおれて……」

　ウルリッヒはそこで言葉を切って、声を低めつつ密談めかして囁ささやいた。

「そう言えば、倒されたはずの奴がまた現れたっちゅうのは本当かね？」

「それは……」

　こうして商売などしていると、嫌いやでも耳が早くなるし、そうでなければ生き残れない。

　明らかに何か知っている様子でホルガーの顔色が変わった。

「言わん！　誰だれにも言わんよ、言おうにも肉が重くて口が開かん。だから教えてくれんか？」

「……サットン伯はく爵しやく領にて目撃されたと。王宮が既に動いており、公爵様も協力なさるそうです」

「ふむーん、だとすると今度こそ奴も終わりかなあ。ぶひゃひゃひゃひゃ！」

『かはははは！』と快活に笑ったつもりだったウルリッヒだが、顔の肉に邪魔されて押おしつぶされたような笑い声になっていた。

「あの時は、いきなり街のど真ん中に現れて大暴れされたわけだが、まあ二度も三度もし損じはするまいて。王宮騎士団も冒ぼう険けん者も出てくるだろうし、公爵様の兵もお強い。これで今度こそ陛下はシエル＝テイラから前王の影かげを払はらうことになるだろう。害虫は早めに駆く除じよするに限る！」

「ええ。きっと上う手まくいくでしょう」

「そして素す晴ばらしき繁はん栄えいがもたらされるのだ」

　これから始まるであろうシエル＝テイラの栄光の日々に想おもいをはせて、ふたりはにんまりと笑う。

「全ては陛下と公爵様のご英断あってこそだ。いくら感謝しても足りないよ。それに引き替かえ暗あん愚ぐの先王は！　あいつらの首が切られていくのは胸のすくような思いだった。まあ私にしてみれば、連邦に殺された数百数千の金貨の仇かたきさ。これで我わが国も私の商会も安あん泰たいだ。ぶひゃひゃひゃひゃ！」

「はは……──」

　つられて笑ったホルガーだったが、その笑い声がぶつ切れになった。

　轟ごう音おん。

　砦とりでのように堅けん牢ろうな石組みの、トーマン商会本部が揺ゆらいだ。

　ホルガーはソファから床ゆかに崩くずれ落ち、血だまりを作っていた。

　爆ばく発はつの魔法で外がい壁へきと廊ろう下かと部屋の壁かべが壊され、その余波として飛んで来た瓦が礫れきがホルガーの頭を直撃し、半分にしたのだとウルリッヒが気付くには十秒くらい掛かった。

「…………わたしは正しかった」

「ひ？」

　もうもうと立ちこめる土つち煙けむりの向こうから、冷たく燃えさかるような少女の声がした。

「まだまだこんな奴らが溢あふれているのに……安らかに眠ねむってなんかいられないわ……」

　カツーン、と高く石いし床ゆかを鳴らす靴くつ音おとが響ひびいた。

「は、あ、あ、ああああああああ!?」

　ウルリッヒはソファの背もたれに縋すがり付きながら不格好な悲鳴を上げた。

　部屋に侵しん入にゆうしてきたのは、スカート部分に鮮せん血けつの薔薇を描えがいた白いドレスを着た少女だ。

　銀ぎん髪ぱつは輝くように美しいが、あどけない顔は怒いかりのあまり無表情だった。銀色の目には凍いてつく湖のように冷たく輝く殺意が宿る。手にするは、宝石を削けずり出したような赤い剣。

　ウルリッヒの話から飛び出してきたかのように、あの日の怪物がそこに居た。

　何な故ぜここに、という考えで頭はいっぱいだった。

　まだ倒されていなかったとしても、居場所は遥はるか南西ではなかったのか。

　ルネは楽しげに、しかし目だけが笑っていない笑顔で言った。

「わたし今ちょっと退たい屈くつなの。それでね、良いことを考えたわ。わたしとゲームをしましょ」

「げ、げぇむ？」

「そう。簡単なゲームよ」

　子どもらしく遊びをねだる少女という上うわっ面つらとは裏腹な、おぞましい圧力を感じた。戦いに関しては完全に素人しろうとであるウルリッヒでさえ分かるほどの、首筋が冷たくなる気配。これは、殺気だ。

　ウルリッヒは腰こしを抜ぬかしかけていたが、どうにか立ち上がって化け物から距きよ離りを取ろうとする。

「それじゃ、行くわよ。《凍枷アイスロツク》」

「ぎひい!?」

　ガギン！　と音を立ててウルリッヒの両足がくっつき、バランスを崩したウルリッヒは腹から倒れ込んだ。脂し肪ぼうをクッションにして軟なん着ちやく陸りく。

　首の肉を無理やり折りたたむようにして足あし下もとを見ると、ウルリッヒの両足は氷の塊かたまりに覆おおわれていて、それが足かせのようにくっついてひとつになっていた。

「《風刃ウインドカツター》」

「ぎゃああ!!」

　さらにウルリッヒの両腕うでをかまいたちが抉えぐった。

　風の刃やいばが服の袖そでごと両腕をズタズタにして、無残な腕から血が滴したたった。

「……その状態でわたしから逃げてみなさい。追いつかれたらあなたの負けで、おしおきよ」

「な、なにいい!?」

　足を封じられるだけでも大変なのに腕までまともに動かなくされた。

　ウルリッヒは腕わん力りよくに自信なんて無い。腕立て伏ふせだって一回もできない……腹の肉を支えにして腕を立てて伏せることならできるけれど。こんな状態で逃げ切れるわけがない。

「ただ、わたしはハンデとしてこいつを乗り物にするわ。よかったわね、あんまり速くないわよ」

　胸を突つき刺さされて死んだと思おぼしき、スーツを着た男のゾンビが四つん這ばいで部屋に入ってきて、銀色の少女は高貴な婦人が馬に乗る時の作法のように、男の背中に横向きに腰掛けて座すわる。

　ウルリッヒは目を剝いてその光景を見ていた。

　この男の名前は……別に覚えていないが、とにかくウルリッヒの部下のひとりだったはずなのだ。

　その彼が、小さな男の子の騎士ごっこに付き合って馬役をする親のように、四つん這いになって化け物を背中に乗せている！

「さ、はじめましょ」

　絶望の逃とう走そうが始まった。
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　廊下の壁に開いた大穴から大通りへ這はい出たウルリッヒが見たのは信じがたい光景だった。

　悲鳴、怒ど号ごう、また悲鳴。鎧の鳴る音。……そして、屍しかばねの群れ。武装したゾンビやスケルトンなど、アンデッドモンスターが街中を走り回っている。そして逃げ惑まどう人々を次々と仕留めていくのだ。

　何かに追い立てられた商会の従業員たちが通りへ逃げて来ては待ち受けていたアンデッドに襲おそわれる。もちろん商会は用心棒も雇やとっていたが、そいつはとっくに死体になって襲う側に回っていた。

「な、なんだ……？　何が起きているんだ……!?」

「わたしの騎士団よ」

「ぎゃああああ!?」

　背後から声が聞こえてウルリッヒは悲鳴を上げる。銀色の少女が、すぐ後ろにいた。

　ウルリッヒは状況を吞のみ込みかけていた。だが、あまりにも絶望的で理解したくなかった。

　衛兵も、集まった公爵の兵も薙なぎ払って、街中メチャクチャにしなければここまでは辿たどり着けない。街の中心部をアンデッドが闊かつ歩ぽしている現状は、この街が攻め落とされたことを意味する。

　……実際には、街を守るべき公爵の兵がまるごとアンデッド化したという更さらに絶望的な状況だったのだが、もちろんウルリッヒがそれを知るよしも無かった。

「でも安心して。特別にあなたのことだけは襲わないようアンデッドたちに命令しておくわ」

「う、うひいいいーっ！」

　ウルリッヒは氷の足あし枷かせを引きずりながら、亀かめには勝てる程度の全速力で這い進んだ。

　冬の晴れ間に解けかけた雪で、大路の石いし畳だたみはビチャビチャだ。

　腹回りはしっとりと濡ぬれて身体からだの底から震ふるえが来る。厚い脂肪が無ければとっくに凍こごえ死んでいたかも知れない。貧びん乏ぼう人どもの家より高価な服は既に泥どろだらけだ。

　腕は一這い進むごとに千切れそうなくらい痛んだ。ウルリッヒの進んだ後には垂れた血の痕あとが残る。手の平は冷え切り、既に感覚が無かった。

「おおい、だ、誰かあ！　助けてくれ！　金は出すぞぉ!!」

　痛みを誤魔化すように叫さけびながらウルリッヒは進んだ。

　辺りからは戦いの音が、殺さつ戮りくの音が、悲鳴が響く。

　あちこちで散発的にアンデッドが暴れているらしく、人が逃げる方向さえ一定ではない混乱状態だ。ウルリッヒを追い越していく者、擦すれ違う者、誰も彼かもが必死であり、ウルリッヒの声を聞いて助けようという者は無かった。

　その時だ。ウルリッヒは前方から必死で走ってくる馬車を見た。そしてその前面に掲かかげられた紋もん章しようを見た時、商売敵がたきが株で大損した時以来、一年三ヶ月ぶりに神への感謝を思い出した。

「ば、馬車!?　馬車だ、うちの馬車だ！　おい、乗せろ！　私だ！」

　二頭立てで立派な馬に牽ひかれたそれはトーマン商会の馬車。ウルリッヒや幹部たちが移動の際に使う社用車だった。御ぎよ者しやは馬にビシバシ鞭むちを入れ、全速力でやってくる。

「乗せ……」

　そしてウルリッヒの隣となりを走り抜けた。

　御者がウルリッヒを見て、驚き、苦い顔をして、何かを諦あきらめるように目を逸そらすのが、ウルリッヒにはよく見えていた。

「あ、あ、あ、あの野や郎ろう！　首だ！　あああああ！」

　ウルリッヒは首の贅ぜい肉にくを震わせて吠ほえた。あの御者はウルリッヒを迎えに来たのではなく、ただ単に逃げていたのだ。そして自分の命を優先し、ウルリッヒを見捨てた。

「特に忠誠心は無かったみたいね」

「ひあっ！　あわわわわ……」

『馬』に乗った〝怨えん獄ごくの薔薇姫〟が、声の聞こえる距離にまで迫せまっていた。

　慌ててウルリッヒは速度を上げた。ただ死にたくないという一心で気力を振り絞しぼって進んだ。

　その前方で、戦いが繰くり広げられている。

「冒険者!?」

　鎧を着て剣を持った若い男たち。

　三人ほどの冒険者が倍ほどの数のアンデッド相手に大立ち回りを繰り広げていた。

　しかも、善戦している。

　これこそ神が用意した最後の助けと見定め、ウルリッヒは声を嗄からして叫んだ。

「ぼ、冒険者！　おい、私を助けろ！　この化け物を倒せ！　謝礼は金貨でたっぷり……」

「《血染槍衾カズイクルベイ》」

　そのウルリッヒの後ろから何かが飛んでいった。

　赤黒い槍のようなものが唸うなりを上げて飛ひ翔しようし、冒険者たちを紙のように貫つらぬいた。

「うあっ……」

「げほっ!?」

「があああ……!!」

「…………あへ？」

　三人は悲鳴を上げて倒れ、ウルリッヒは呆ぼう然ぜんとする。

「んー、いい材料が手に入ったわー。第四等級くらいかしら？」

　何が起こったか分からないウルリッヒの背後で、〝怨獄の薔薇姫〟がご満まん悦えつだった。

　ウルリッヒは理解した。頭のどこかで分かっていたがついに吞み込んだ。

　これはゲームだ。冒険者だって一いつ瞬しゆんで殺せるような彼かの女じよは、ウルリッヒなんていつでも殺せた。

　それを、わざと生かしてなぶって遊んでいるだけなのだと。

　ちょっと考えれば当たり前の事実が、ようやく頭にしみこんで腑ふに落ちた。

　そう思った瞬間、気力で動かしていた手が、ついに動かなくなった。

「げぶぅっ！」

　腕が力を無くし、ウルリッヒは突っ伏す。

「あら、もうゲームオーバー？」

『馬』がウルリッヒを追い抜き、〝怨獄の薔薇姫〟はウルリッヒを正面から見下ろした。

　銀色の目が冷たくウルリッヒを見み据すえる。

　その顔を見ているうち、ウルリッヒは……なんだか腹が立ってきた。

　ついに死を覚かく悟ごした者の一瞬の蛮ばん勇ゆう、あるいは破れかぶれの逆上だった。

「お、おかしいじゃないか！　この国に何十万の国民が居ると思ってる!?　その中でどうして私だけがこんな目に遭あわなければならない!?　私は騎士でもなければ王でもない！　ただの商人だぞ！　お前を殺したわけではないのだぞ！」

「ええ、そうよ」

　ウルリッヒがあらん限りの声で糾きゆう弾だんしても、銀色の少女は涼すずしい顔だった。

「わたしを殺したのは、直接的には騎士たち。そして僭せん主しゆヒルベルト。だけどね、彼らを焚たき付けたのは民衆とか大衆っていう……よく分からないふわっとしたものなのよ。そこに復ふく讐しゆうしようと思ったら国民皆みな殺ごろしくらいしか手は無いのだけれど、いくらわたしでもちょっと無理だわ。手が届く場所にいる人を殺している間に残りが逃げてしまう。だって、この世界は広いもの」

　可能かどうかという以前に、そんなことを本気で考える時点で異常だとウルリッヒは思ったが、それを口には出せなかった。だが確かに、どんな恐おそろしい殺戮者でも完全な皆殺しは無理だろう。

「だからわたしはちょっと雑にならざるを得ない。百人の人が居たら、全員殺すのは無理でも五十人は殺せるかも知れない。そういう殺し方をするの。大おお雑ざつ把ぱに殺して、気まぐれに殺して、生き延びた人々に恐きよう怖ふを植え付けることを以もつて『大衆』への復讐とする」

「そ……そんな！　滅茶苦茶な！」

　それでは極論すれば殺す対象はクーデターに反対だった者でも良いという話になる。

　そんなデタラメがあってたまるかと思ったが、銀色の少女は昏くらく静かに笑うだけだ。

「誰にも助けてもらえず独りぼっちで殺されたわたしが、どうして他人の命を尊重してあげなくちゃならないの。わたしにとって、誰かが生きているということ自体には何の意味も価値も無いわ」

　ウルリッヒは恐怖した。不幸にもウルリッヒは、理解してしまったのだ。この怪物がどのように歪ゆがみ、狂くるっているのか。異常だ。化け物と呼ぶに相応ふさわしい！

　相手が復讐の対象かどうか、という以前に。彼女は人を『殺したい』か『どうでもいい』で分類しているのだろう。まあ多分ウルリッヒは前者だが、『どうでもいい』人は本当にどうでもよくて、生きていても死んでいても自分の手で殺しても大した違いは無い。……手を差し伸のべる者も無く、自分は世界に切り捨てられたのだと思った時、彼女にとって全ては無価値になったのだ。

　そして彼女は、復讐によって己おのれの死の重さを証明しようとしている。

　歯の根が合わないウルリッヒを見て、彼女は、くすりと笑う。

　何がおかしいのか、少女めいた愛らしい微笑ほほえみだった。

「そんな中であなたはたまたまわたしの目にとまって、わたしに直接殺されるだけ。暇ひまつぶしを兼かねた回りくどい方法でね。あなたは単純に運が悪かったの。……これは、ただの『理不尽』よ」

　絶句しているウルリッヒの前で、〝怨獄の薔薇姫〟は何かに気付いたように一枚の紙切れを取り出す。通話符コーラーだ。呼び出しがあったようで、彼女は符ふの向こうに居る相手と何事か会話を交わす。

「分かったわ、ちょっと待ってて。……呼ばれちゃったわ。だから遊びの時間はここまで。不出来で不細工なオモチャだったけど少しは楽しめたわ」

　そして少女は、指を鳴らす。

「その身体じゃゾンビにしたところで鈍にぶそうだし……栄養をたっぷり取って頑がん丈じようそうな骨だけ使ってあげる。そこの者。こいつの肉を削ぎなさい」

〝怨獄の薔薇姫〟に呼びつけられて近くに居たスケルトンが寄ってきた。

　騎士鎧を着たスケルトンが剣を構え、ウルリッヒの胸むなぐらを摑つかんで引きずり起こす。

「おい……やめろ。やめろ。じょ、冗じよう談だんだろう？」

　スケルトンは何のためらいも無く、ウルリッヒの腹部に剣を突き立て、腹の肉を切り取り始めた。

「あ、あ……ぎゃああああああああああああ!!　うがあああああああああ!!」

　ウルリッヒは頭が真っ白になったような感覚で大だい絶ぜつ叫きようを上げた。痛いという感覚を超こえて痛い。こんなに寒いのに脂あぶら汗あせが全身から噴ふき出し、血がぼたぼたと石畳の上に流れた。

　スケルトンはひと思いに殺そうとしない。まず腹の脂を少しずつ削そいでいく。そして次に何か細長いものをずるりと搔かきだした。腸だ。

「あ、あひい！　やめ……たふけ……許ひて!!　あっ…………あぎゃあああああああああ!!」

　少しずつ身体の体積を減らしていったウルリッヒは、やがてついに叫ぶこともできなくなった。





◇






　本当なら《屍兵作成クリエイトアンデツド》でスケルトンを作ろうとすれば、死体から肉が剝はがれ落ちて骨だけで立ち上がってくれる。だから生きたまま肉を削ぐ必要なんて無いのだけれど、これはルネのちょっとした悪戯いたずら心だった。

「『やめて』『助けて』『許して』。……同じことを散々言ったっけ。誰も聞いてくれなかったけど」

　ルネは吐はき捨てるように、そう呟つぶやいただけだった。





＊　＊　＊






　シエル＝テイラに巣くう犯罪組織『ナイトパイソン』は、埒らち外がいの力を持つ強者を三人擁ようしていた。

　ドワーフの格闘家、〝虎とら殺し〟のゴド。凄すご腕うでの女暗殺者、エスト。そして『サムライ』を名乗るカタナ使い、ウダノスケ。彼らは三人まとめて『用心棒』と呼ばれ、恐れられた。

　その最後の一人、ウダノスケ（本名：ヨシュア・カーティス）は路地に隠かくれて息を潜ひそめ、三サン度ド笠ガサで顔を隠しながら（サムライはこれ以外の装備で顔を隠すことは許されないと教わった）、突とつ如じよとして街に溢れ出したアンデッドの軍勢を観察していた。

　──なんてこった。これじゃ師し匠しようが言っていた盆踊りボン・ダンスじゃねえか！

　アンデッドたちはジェラルド公爵家の家臣を表す紋章付きの鎧を着ていた。折しも、街には領内から兵が集結しているところ。何がどうしてこんなことになったかは分からないが、騎士たちがアンデッドにされてしまったことは分かった。

　アンデッドの大進撃を見ていたウダノスケは、すぐにアンデッドの数を数えるのを止やめた。この街を滅ほろぼすには十分な数だとは分かった。それで充分だった。

　逃げなければならない。

　だが、このまま身ひとつで逃げ出してはものすごくまずい事情があった。

　──逃げる前に『サムライの魂』を、せめて一ヶ月分は確保しとかなきゃ俺おれは狂い死ぬ！　吸引用のパイプはキセルで代用できるにしても、クサそのものを他所の街でどこに行けば買えるかなんて知らないぞ！　絶対高ぇし！

　ウダノスケは、ある特定の種類の薬草を『サムライの魂』と呼んでいる。サムライたる自分に必ひつ須すの物だから、そう呼んでも差し支つかえないだろうと考えているのだ。

　そもそもウダノスケが本部の倒とう壊かいに巻き込まれずに済んだのも、あの晩は売人のところへ『サムライの魂』の補充と注入をしに行っていたからだったりする。

　とりあえず、事件以降ウダノスケが潜せん伏ぷくしていた宿の部屋に三日分と愛用のパイプがある。後は馴な染じみの売人の所へ行くだけ行ってみるしかあるまい。

　そうと決めたウダノスケの行動は早かった。熟練の摺すり足で風のように街を駆かけた。この大騒ぎの中で余計な手間を取らなければならないのだから急がなければならない。師匠によれば、極東のことわざにも『急げば善人』とかなんとかいうのがあったはずだ。

　通りには、アンデッドを見て逃げてきた人々とまだ異変に気付いていない人々が入り乱れパニックになっていた。ウダノスケはその合間をサムライの正式な作法に則のつとり、進行方向に対して身体を垂直にしたチョップスタイルでスイスイ通り抜けていく。

　すると、行く先で一気に悲鳴が盛り上がった。

　──こっちにもアンデッドが来やがったか！

　逃げ惑う人々を透すかすように見ると、アンデッドの数は少数。ウダノスケには倒すも逃げるも容た易やすい数だ。まあ一いつ般ぱん市民はゾンビ一匹ぴきでも街の中に出たら大パニックになるだろうけれど。

　都合の良いことにアンデッドたちは道みち脇わきに集まり、数人の市民を壁かべ際ぎわに包囲していた。殺すのではなく捕つかまえようとでもしているかのように、死者たちはじりじりとにじり寄っていく。

「ぼ、冒険者さん！　助けて！」

　半円形のアンデッド包ほう囲い網もうの中から、ウダノスケに向かって男の子が叫ぶ。ウダノスケが武器を持っていることから冒険者と勘かん違ちがいされたらしい。

　──相手にしてられるか！　あいつらが食われてる間に逃げるぞ！

　ウダノスケは助けを求める声を完全に無視して包囲網の傍かたわらを通り抜けようとする。

　しかし。

「ぎえええええっ!?」

　全身の皮下を虫が這いずっているかのようなえも言われぬ不快感に襲われ、ウダノスケは身み悶もだえしつつ間抜けな叫び声を上げてしまった。禁断症しよう状じようだ！

　その声を聞きつけたアンデッドたちが一いつ斉せいにウダノスケの方を振り返る。

「……畜生タヌキ！　そう簡単にゃいかないでござるか！」

　ウダノスケは舌打ちしつつ、愛刀〝ドウチョウアツリョク〟（極東の言葉なので意味はよく分からないが格かつ好こいい名前だと思っている）を抜いた。そして、丹タン田デンに気を溜ためて戦士の呼吸をする。

「【気刃キ・エツジ】！」

〝ドウチョウアツリョク〟が白く輝いた。

　これもサムライの技わざ。カタナに気を宿し切れ味を高める。神聖魔法による聖気とは違うが、この状態ならアンデッドにも有効な打撃を与あたえ、霊れい体たいすら斬きることができる。

　アンデッドたちは前口上も何も無くウダノスケに襲いかかってくる。スケルトン、ゾンビ、グールと多様だ。元が兵だけあってなかなかの精鋭アンデッドらしい。装備も良いものを着けている。

　だが。ミスリルすら切り裂さく練達のカタナ使いウダノスケにはものの数ではない！

「ウオオオオオオッ！　スシ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にウダノスケは斬りかかった。

　先せん鋒ぽうのスケルトンを頭部両断。ゾンビの胴どう体たいを鎧ごと真っ二つ。同時に斬りかかってきた二体のスケルトンを薙ぎ払い、さらにひときわ良い装備を着たグールを迎え撃うつ。

「練技解放！」

　ウダノスケはカタナを腰溜めに構え、グールに突っ込んだ。

　体内を生体魔力が巡めぐり、それが武器に作用する。

　技を極きわめた戦士が、生体魔力を装備に作用させて魔法の如ごとき力を発揮する武技。……『練技』だ。

「ハラ！」

　グールの腹部を鎧ごと横一文字に裂く！

「キリ！」

　縦一文字に裂く！

「ＳＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＨ!!」

　袈け裟さ懸がけに斬りながら走り抜ける！

「……斬り捨て御ご免めん！」

　バチン！　とカタナを鞘さやに収めると同時、背後でウダノスケの斬ざん撃げきが爆発した。

　これはウダノスケの体得した必殺の練技【ハラキリスマッシュ】。

　三連続で切りつけた後、納刀をトリガーとしてもう一度斬撃が襲いかかるのだ。

　腹部が爆発四散したグールは、アンデッドといえどもはや動くことも叶かなわぬ様子で倒れ伏した。

「いかんいかん、首をはねなければサムライではない。化け物とはいえ首のある相手でござるぞ」

　いそいそとグールに歩み寄ったウダノスケは、兜かぶと飾かざりを摑んで千切れた上体を引き起こす。

「首クビ・実ジツ・検ケン！」

　そしてかけ声と共に首を落とし、勝利の確定を天下に示した。

　アンデッドが皆動かなくなったとみると、壁際で固まっていた人々が安あん堵どした様子でウダノスケに寄ってくる。ウダノスケに成り行きで助けられたのは、十歳さいくらいの少女とその両親。その家族とは無関係らしい老ろう婆ばと、やはり別口らしい少年だった。

「あ、ありがとうございます！」

「今にも食われそうでしたが、注意を引いてくれたおかげで助かりました！」

　お礼を言われてからウダノスケは己の失態に気付く。

　──しまった。いつもの仕事の時の癖くせで、うっかりサムライらしい振る舞まいをしてしまった！

　普段サムライらしい振る舞いをしているのは、『サムライ』という神話的猛も者さの看板を殊こと更さらひけらかすことで闇やみの世界に名を轟とどろかせ、敵を震え上がらせるためだ。今そんなことをする必要は無い。

　三サン度ド笠ガサだけならまだいいとして、加えてカタナに首クビ実ジツ検ケン。エキゾチックなサムライ言葉に、ご丁てい寧ねいに技の名前まで『ハラキリ』だ。相手に知識が無くて幸いだった。

　ウダノスケが修行時代を過ごした神聖王国にもほとんどサムライは居なかったが、シエル＝テイラにウダノスケ以外のサムライが存在するという話は聞いたことがない。もし相手がウダノスケを知っていたら今ので気付かれていたかも知れないところだ。

　裏の世界で有名な仕事人だとバレたら流石さすがにまずい。幸い、誰も気が付いていないようだが。

「冒険者さん、どちらへ!?　そちらにはアンデッドが居ますよ！」

　去りゆこうとするウダノスケを老婆が呼び止める。

「ゆ、友人を！　取り残されている友人を助けに来たのだ！」

　咄とつ嗟さにそれっぽい言い訳をしたが売人はある意味友達なので間違いではない。

　だがこれに少年が食いついた。

「オレも連れてってください！　じいちゃんがあっちに住んでるんです！」

　師匠から教わった『一人旅がしたくても道連れは結局増える』という諺コトワザを、ウダノスケは苦く嚙かみしめていた。
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　路地裏を駆け抜けるウダノスケの後を少年が付いてくる。

「スシ!!」

　気合いと共にアンデッドを斬り捨てる！
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　横丁を駆け抜けるウダノスケの後を少年と、数人の男女が付いてくる。

「ゲイシャ!!」

　気合いと共にアンデッドを斬り捨てる！
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　繁はん華か街がいを駆け抜けるウダノスケの後を少年と、十数人の男女と、ふたりの少女が付いてくる。

「ハラ！　キリ！　ＳＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＨ!!」

　気合いと共にアンデッドを斬り捨てる！
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　ウダノスケの後を付いてくる人々は、いつしか二十人以上になっていた。皆、道すがらウダノスケが斬り捨てたアンデッドに襲われていた人々だ。逃げ遅おくれた人々は、このまま逃げるよりウダノスケに付いていって一いつ緒しよに逃げる方がいいと判断したようだ。

　──なんなのだこれは……！　見つかりやすくなるだけだ。くそっ、いっそ全員斬ってひとりで逃げた方がいいのか？

　だいたいウダノスケは人助けをする気など無い。『サムライの魂』を手に入れて街から逃げるのだけが目的だというのに。

　幸運にも、これだけ足手まといが居るのにウダノスケは無事、目的地に辿り着けた。

「冒険者さん、ここが……？」

　繁華街の片かた隅すみ、地下へと伸びる階段。看板も何も出ていないが、そこは店だ。

　無言でウダノスケが下りていくと、少し遅れて足音が付いてくる。

「ダメだ、そこで待っていろ！　中にはアンデッドが居るようだ!!」

「ひっ!?」

　言うだけ言ってウダノスケは階段下の扉とびらに飛び込んで、後ろ手に扉を閉めた。

　そこはカウンターしか無いような狭く暗く薄うす汚ぎたない店内だった。そして、もう誰も居なかった。

　いつもはカウンター奥おくの棚たなに布が掛けられていて、その中に『サムライの魂』が陳ちん列れつされている。

　だが、今はそこに何も無い。金と商品はしっかり消えていた。火事場泥どろ棒ぼうが入ったという雰ふん囲い気きでもない。異変を察知して、売人が金目の物を持ってトンズラしたのだ。

　──くっ……遅おそかったか！

　宿に残った三日分が尽つきるまでにどこかで次のものを調達しなければならない。

　更にまずいことに、既に手に震えが来ている。これでは、じきに戦いもままならなくなる。

　──ここで一服していけば落ち着くと思ったのに！　どこかに少しくらい残っていないか!?

　カウンターの中に押し入ったウダノスケは辺りを引っかき回し、そして奇き跡せきに巡り合った。

　──使用済みのパイプ！　クサの燃えさしが残っている……！

　片隅に転がっていたパイプを摑み上げたウダノスケは、一緒に落ちていた魔動ライターで着火すると、しゃぶりつくようにそれを口にくわえた。

「ぼ、冒険者さん！　大丈夫ですか！」

「大丈夫だ、来るんじゃない！」

　状況を怪あやしんだのか、外から声が掛かる。ウダノスケは慌ててそれに返事をした。

　確かにウダノスケは『サムライの魂』無しでは生きていけない身体だが、それを隠すだけのサムライ的奥ゆかしさまで失ってはいなかった。

　サムライにとって公衆の面前で恥はじを晒さらすことはハラキリにも値あたいする罪だ。今後の仕事を考えても、こんな所で『サムライ・ウダノスケ』の汚お名めいを広めるわけにはいかない。

「来ては……んふぅー……ならん！　スハー……ここは危険……あ[image: ]～……でござるるる……」

　焦こげ臭くさくて効きは悪かったが、それでも『サムライの魂』が注入されていく。

　──よし、これで禁断症状は抑おさえたか？

　大きく深呼吸をして余よ韻いんを味わったウダノスケは、念のためパイプを懐ふところに収めて店を出た。

　そして扉を開けたところで、意外なほど近くから戦いの音が聞こえて驚く。

「なんだ!?」

　階段を駆け上がったウダノスケが見たのは、ドアやら雨戸やらあり合わせのものを盾にして壁を作り、鉄棒や木の棒やとにかく長いものを振り回している市民たちだった。

　ウダノスケが店内で幸せになっている間にアンデッドの一部隊がこちらに来ていたのだ。ウダノスケに救出された市民たちがそれと戦っている。

「ああ、来たか冒険者さん！」

「こ、この状況は!?」

「あんたが戦ってるのに、俺らだけ見てられっか！」

「おう！　これだけ居るんだ、なんとかやってやる！」

「あんたが中に居る間はどうにか守ってやったぞ！」

　皆が顔を真っ赤にして武器を振り回していた。彼らの目には戦士の高こう揚ようがあった。英えい雄ゆうによって鼓こ舞ぶされ、後に続く戦士の高揚が。十歳ほどの少年少女すら板きれを支えて戦線に加わっている。

　実際、数の利でどうにかなっているのか何なのか、こちらに犠ぎ牲せい者は出ていない。アンデッドどもは腰が引けていて攻こう撃げきに消極的であった。

「それで冒険者さん、お友達は？」

「あ、か、彼は……もう既に……」

　言い訳的にそう言いながら、ウダノスケは愕がく然ぜんとしていた。

　アンデッド相手に逃げ惑うばかりだった市民たちが、自分の後に続き、自分のために戦っている！

「それは……ご愁しゆう傷しよう様です」

「いや、今はそんなことはいいでござる！　とにかく、このアンデッドどもを斬り伏せるでござる！　しばし待たれよ！」

　ウダノスケは抜ばつ刀とうすると、バリケードのように連なった戸板らしきものをひらりと飛び越え、アンデッドの群れへと躍おどり込んだ。





＊　＊　＊






　ウダノスケたちは市街を駆け抜けた。

　悲鳴の数はだいぶ減っていた。それは敵の勢力がおさまったのではなく、悲鳴を上げる生きた人の数がそもそも減っているためだ。少なくともウダノスケの周辺では。

　ただ、逆にそれが上手く作用してもいた。

　アンデッドどもは獲え物ものが居る場所を集中的に襲っているようで、用済みの領域には長居しない。

　あまりに統率の取れた動きで不気味だが、おかげで帰りはほぼ会敵せずに済んだ。それでも幾いく度たびか途と中ちゆうで出会ったアンデッドはウダノスケが全て斬り伏せた。

　後に続く市民たちは勇ましくも鉄棒やスコップみたいな武器を構えているが、彼らの出番は無い。自然発生するアンデッドは大して強くないものだが、能力ある術者によって生み出されたアンデッドは素材の能力が引き出される。市民がアンデッド化したと思しきザコなら別として、元兵士のアンデッドの相手を彼らにさせるのは危険だった。

「さすがだ、旦だん那な！」

「あんた本当に強いなあ！」

　背後からの賞賛を受けながら、こういうのも悪くないと思い始めている自分にウダノスケは気付いた。誰かを守るなんてことは久しく忘れていた。ウダノスケが守るのは徹てつ頭とう徹てつ尾び悪の存在であるナイトパイソン、そして自分に渡わたされる報ほう酬しゆうだった。

　だが、いつか師匠も言っていたではないか。強いだけならブシドーではないと。弱者を守ること。桜の花見をすること。腹を切ること。それがブシドーなのだ！

　忘れかけていたブシドーの心がウダノスケの胸に燃える！

　ウダノスケが潜伏していた街外れの宿まであと少し。そこからなら同行する生存者たちも街の外へ逃げ出せるだろう。幸い、まだ昼だ。西の空から迫っている分厚く重い雪雲が気に掛かるが、今からなら歩いてでも日が暮れる前に隣の宿場町まで逃げられるだろう。

「冒険者さん！　後ろに！」

　引きつった叫び声が上がり、ウダノスケは後ろを振り向く。

　大通りのはるか後方にアンデッドの一部隊が現れ、こちらに駆けだしてきたところだった。

「走り続けるでござる！　奴らが追いついてきたら拙せつ者しやが相手を！」

「ま、前にも！」

「何だと!?」

　前方の交差点からもアンデッドの部隊が現れた。

　明らかにウダノスケたちを目標にした挟はさみ撃ちだ。これだけの人間が一緒に移動しているので、遂に敵の目に留まって狙ねらわれたのかも知れない。

　一行の足が止まる。

「ど、どうすれば……」

「待つでござる。マゲを乱したまま会話をすることはハラキリに値するのでござる」

　後頭部の高いところで括くくっているくすんだような色合いの金髪をウダノスケは纏まとめなおす。

　その間にウダノスケは周囲の地形を確かく認にんした。

　建物の中を突っ切って裏口に抜けられそうな場所はいくつかある。だがそもそも足の速さでは勝てない。こちらは老人も含む一行だというのに、アンデッドは疲つかれ知らずで走り続けられるときている。速度を落としたり脱だつ出しゆつまで時間を掛ければ、増ぞう援えんが次々と押し寄せる可能性もあった。

　逃げるべきではない。

「スケルトンは素早くて力が強いでござるが知性は皆かい無む！　ゾンビも阿あ呆ほうにござる！　おそらくアンデッドどもはグールを指揮官とした小部隊で戦っている！　拙者がグールを斬り倒せば連れん携けいは乱れるはずでござる！　その隙すきに駆け抜けるでござるよ！」

〝ドウチョウアツリョク〟で前方を指すと、さすがに聞いていた市民たちがざわめいた。

「あそこを抜けるってんですか!?」

「時間を掛けては危険でござる。拙者が安全を確保するゆえ、一息に突っ切るでござる！」

　ややあって、最初に助けられた少年が声を上げる。

「行くぞ！　冒険者さんがそう言ってるんだから大丈夫だ！」

　そして周囲の者も続いた。

「応！　なんとかしてやる！」

「爺じいさんは俺に任せろ、担かついでくわ」

「この鉄け棒んと雨た戸てで目に物見せてやらあ！」

「おい、まず逃げんだぞ！」

「命預けたぞ！　旦那！」

　その声に背中を押され、ウダノスケは斜しや面めんを滑すべり下る御オン柱バシラのように駆けだした。

　やはりグールは最さい後こう尾びに引いた位置から全体を指揮しているように見える。

　後続が追いつく時間を考え、まず敵の先鋒を斬り伏せたウダノスケは、次に一気に攻撃をかいくぐって突破を図はかった。

　槍が、剣が、ウダノスケに迫る。刻み殺してアンデッド仲間にしてやろうと。

　飛び越える。半身になる。斬り払う。かがむ。押しのける。

　避よけきれなかった刃が脇腹を裂く。構うものか。

　グールの指揮官は慌てたようにウダノスケに剣を向けるが……もう遅い。

「ハラ！　キリ！　ＳＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＨ!!」

　目にも留まらぬ三連れん斬ざん。駆け抜けたウダノスケはその場で立ち止まり、バチン！　と納刀する。

「斬り捨て御免！」

　グールの上体が吹ふき飛んだ。

　そしてそれと同時に、周囲のアンデッドたちの動きが緩かん慢まんになる。惰だ性せいのようにのろのろとウダノスケの方に向かってきたのだ。その隙に、同行者たちは壁際を走り抜ける。

「上手くいった！　冒険者さん、すっげえ！」

「礼には及およばぬ。弱き者を守ること、特に少年を慈いつくしむことは衆シユ道ドーと呼ばれるブシドーの掟おきて！」

　快かい哉さいを叫んで走りつつ飛び跳はねる少年に、ウダノスケはサムズアップで応じた。

　その間にもウダノスケは残りのアンデッドたちと切り結んでいる。背後からの部隊も迫り来る。

「皆の衆、先に逃げるがよろしかろう！　この場は引き受けたでござる！」

「そんな！　俺らも助すけ太だ刀ちしますぜ！」

「それでは敵の増援が来た時、また戦って追い払わねばならぬでござる！　拙者ひとりであれば逃げるのも容易いでござる！」

　ウダノスケが言うと、苦くもどかしい沈ちん黙もくがあった。

「……分かった」

「旦那の足手まといにはなれねえ、済まんが先行くぜ」

「なあ冒険者さん、最後に名前くらい聞かせてくれよ！　きっと、すごい戦士フアイターなんだろ！　……オレはエドフェルト侯こう爵しやく様の騎士・ユインの息むす子こウィルフレッドだ！」

　去り際、最初の少年が名な残ごり惜おしげに叫ぶ。

　ウダノスケはほんの少し、苦く笑しようした。

「名乗るほどの者にはござらぬ。拙者はただの一いつ介かいのサムライに過ぎぬ。されど拙者はサムライの魂に突き動かされ、皆の衆をお助け申した！　覚えおくがよいでござる。常勝の軍神・ダイホンエイに仕えし者！　この世で最も気高く強い戦士！　これぞサムライ！」

　まるっきり師匠の受け売りとなる言葉だが、ウダノスケは今ならその意味が分かる気がした。

「ダイホンエイ？　俺は二十年も神学者をやってるが、そんな名前一度も聞いたこと──」

「サムライさん！　ありがとう！」

「ありがとうございます！」

「無事でいてくれ！」

　口々に礼を言いながら同行者たちは逃げていく。それを見送りもせずウダノスケは戦い続けた。

　精鋭のアンデッドといえどウダノスケには物の数ではない。統率を欠いた部隊を全ぜん滅めつさせるのは容易かった。だが後続は、数が多い。アンデッド化した市民があり合わせの武器を持って五十体ほどはやってきた。

　──技量は低そうだが、これだけ多いとまぐれ当たりがあり得るか。後退しつつ仕留めていく！

　ウダノスケは囲まれないように退きながら戦い始めた。

　一対一なら負けない。一対一を五十回繰り返せば五十のアンデッドとて倒せるのだ。

　だがそれは師匠から聞いた、極東に存在するという河原に石を積んでは蹴けり倒される過カ労ロー死シ拷ごう問もんの話を思い起こさせた。

　──落ち着くのだ、ウダノスケよ……！　神聖王国での修行を思い出せ！　毎朝暗いうちに起きて土ド俵ヒョーを整えたあの修行時代を！　千のマメを六ロツ古コ窯ヨーから六ロツ古コ窯ヨーへハシで移すまで寝ねかせてもらえなかった、あの修行時代を！

　集中を切らせば圧あつ倒とう的物量に押しつぶされる。

　それでも逃げるわけにはいかない。ウダノスケの背後には守るべき者らが……！

「あら。生きの良い材料が居るわね」

　戦場には似つかわしくない、涼やかな少女の声が聞こえた。

　アンデッドたちが戦闘を中断して退き、跪ひざまずく。

　ウダノスケが頭上を振り仰あおげば、建物の上に立つ少女の姿があった。

　美しい銀髪銀目。あどけない顔立ちながら支配者の風格。フリルのようなもので飾り立てられた純白のドレスを汚けがすは、鮮血で描かれたと思しき薔薇の紋章。細い首には血の滲にじんだような紋が刻まれ、手には宝石を削り出したような真っ赤な剣を持っていた。

　アンデッドたちが退いてできた空間に、彼女は軽かろやかな身のこなしでストンと飛び降りた。

　──この童女は……!!

　恐怖のあまり全身に鳥肌が立っていた。

　尋じん常じようならざる重圧と邪悪な気配だけでも、これが只ただ者ものでないのは分かる。

　それにウダノスケは聞いていた。王都で起きた騒ぎのことを。

　ウダノスケは盾にするように両手でカタナを捧ささげ持ったままピッタリ三十度のお辞儀をした。サムライは貴人に対して取るべき礼というものがある。たとえアンデッド相手といえど、だ！

「やあやあ我こそは剣ケン豪ゴーにしてサムライ、ウダノスケなり！」

「あら、こんなとこに『用心棒』最後のひとりが……名乗られたからには名乗りを返すべきね。わたしはルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。この国の正統なる王の血を引く者よ」

「やはり！」

　いろんな意味で、そうであってほしくはなかった。

　心情的に戦いにくいというのと……話を聞く限り勝てる気がしないというのと。

　だが、それでもここで彼女を止めねばならない。騎士団が壊滅したらしい今、この街に居る誰かが〝怨獄の薔薇姫〟を止められるとしたら、それはウダノスケをおいて他ほかに無い！

「女子どもに手を掛けるはサムライの名折れなれど、このように暴れられては他の方々のご迷めい惑わくになりますので！　即ちブシドーの誅ちゆう伐ばつ対象なり！」

「見たとこ、剣には自信がありそうね。ちょっと稽けい古こを付けてもらうわよ」

　ルネは手にしていた赤い剣を地面に突き刺すと、後ろに手を出す。

　スケルトンのうち一匹が恭うやうやしく跪いて、自分が使っていた剣をルネに手渡した。

　トン、とひとつ弾はずんだルネは、一気にウダノスケの懐に踏ふみ込んでくる。

　そして出いで立ちにふさわしく、舞まいを踊おどるように剣を振るった。

　ルネの剣は複雑な軌き跡せきを描き波状攻撃を仕掛ける。

　火花が散る。手て応ごたえは子どもの姿にあるまじき重さ。

　だがウダノスケはそれを見切り、的確にカタナを打ち合わせて防いだ。

「速く強く麗うるわしい！　なれど無む駄だ多し！　ウオオオオ、スシ──ッ！」

　叩たたき伏せるようなウダノスケの一撃。

　ルネは身軽くこれを躱かわした。攻撃の隙を狙い、切り返す。

　ウダノスケはカタナを抱かかえて横っ飛びに転がり、回かい避ひしつつ距離を取った。

　そして踏み込みながら勢いを乗せた大振りの一撃。さらに一撃！

　適当にカタナを振り回しているように見えて、その実、相手の間合いと隙を見切り反撃の隙を与えない連続攻撃である。

　ひときわ大きく澄すんだ音が、死都と化しつつあるウェサラの大通りに響き渡った。まるでカタナで岩を殴なぐりつけているような手応え。軽く剣を構えているように見えるルネは、渾こん身しんの打ち込みを受けても体勢が崩れない。ザコアンデッドたちは跪いたまま主人の戦いを見守っていた。

　攻撃の合間にウダノスケは誘さそいの隙を見せる。

　ルネが反応した。カタナを振り上げたウダノスケの腹部を突くように剣を繰り出したのだ。

　だが。ウダノスケは突き出された剣を目がけてカタナを振り下ろす。不安定な体勢で武器に一撃を受けて、さすがに少しルネの上体が泳いだ。

　これを見み逃のがしはしない。ウダノスケは返す刀でルネの胴部を横薙ぎに斬り付ける。

「ハラ！」

　素早く反応したルネが不完全な体勢ながら攻撃を受け流す。

　続いてウダノスケの縦斬り。

「キリ！」

　これはルネが小さかったということが全てだろう。カタナが標的に届くまでの時間がいつもより……刹せつ那な、長い！

　銀の髪かみを一ひと房ふさ切り落とされながらも、ルネは体たい捌さばきだけでこの一撃を躱した。そして。

「ＳＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＨ!!」

　全力の袈け裟さ斬ぎり。

　ルネは正面からこれを受け止めた。

　衝しよう撃げきのあまりルネは両足で石畳を削りつつ後方にスライドした。だがルネは、受けきった。

「……くっ、防ぐとは！」

　ウダノスケはカタナを鞘に収める。バキン！　と音を立ててルネの剣がへし折れた。【ハラキリスマッシュ】の追撃は攻撃が当たった場所に発生するのだ。

　武器は破壊できたが、しかしそれだけだ。彼女はまだ本来の武器であるらしい赤い剣を使っていないし、背後のアンデッド軍団から即そく座ざに代わりの剣が投げ渡されて彼女はそれをキャッチする。
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「決めた！」

　彼女は剣を持ったまま、ぽすんと手を打ち合わせた。

　とっておきのイタズラでも思いついたように無邪気に楽しげに、しかし傲ごう然ぜんと彼女は微笑む。

「あなた、わたしの剣術指南をしてちょうだい。グールとしてわたしに仕えてもらうわ。宮仕えよ、光栄に思いなさい！」

　剣を突きつけられ、ウダノスケは冷や汗が噴き出す思いだった。

　なんだか知らないが気に入られたらしい。……すごく嫌な予感がする。

「あいにくと、それはできぬ相談──」

「《禍血閃光プレイグレイ》」

　ルネが突きつける剣の先端に赤黒い光が収束した。

　──魔法……！

〝怨獄の薔薇姫〟に関する情報の中にあったではないか。魔法で人々を虐ぎやく殺さつしたと。

　彼女は本当にウダノスケに稽古を付けてもらうつもりで手加減して戦っていたのだ。

　そしてウダノスケを気に入り、自らの眷けん属ぞくとするため、今、本気を出した。

　剣先の光が……膨ふくれあがる！

　──まだだ！　護ご符ふがある！

　前回の仕事の時に持たされた護符が五枚。いざという時は売って金に換えようと思っていたがここで役に立った。どんなバカみたいな魔力を持っていたとしても、これだけ防御があれば充分。正面から突っ込んで斬り伏せるには充分だ。

　ウダノスケは突進した。全身をおぞましい感かん触しよくが撫なで上げていった。赤黒い光が……途切れた！

「ゲイシャアアアアアア!!」

　そのカタナは虚むなしく空くうを切った。

「なに!?」

　居ない。ルネはそこに居ない。さっきまで確かに居たはずなのに。

『残念でした』

　悪お寒かんのするような反はん響きようを伴ともなって少女の声が聞こえてきた。

　振り仰あおいだ先、ウダノスケのカタナが届かない屋根の上に、白いドレスを着た……骸骨の姿が。

　その手には宝石を切り出したような赤い杖を持っていた。

　──転移だと!?　しかもなんだあの姿は！　……リッチか!?

　杖の先に赤黒い光が灯ともる。先ほどよりも数段大きくおぞましい輝きを宿す。

　護符はまだ残っているが……確信的な予感がある。耐たえきれない！

　──ウィルフレッド少年は、生存者たちは、逃げ切れただろうか。ああ……死ぬ前に一度、この目で極東を見たかった……！

　赤黒き光が膨れあがり、ウダノスケを吞み込んだ。
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　王都・テイラ＝ルアーレでは、ヒルベルト二世にとって三度目となる即位記念パレードが執とり行われていた。

　その日は吹雪ふぶきだった。しかし、王都には光の屋根がある。本来都市防衛のために使われる、都市全体に魔法の障壁を張る設備の力だ。吹き付ける雪は光の壁に受け止められ、王都を白く包む。

　魔力を無む駄だ遣づかいしないため、普通は天気対策に障壁を張ったりしないが、こんな日は特別だ。

　磨みがき上げられた白銀の鎧の隊列が、高く足を上げて一糸乱れぬ行進をする。着飾った楽団が高らかに管楽器を吹き鳴らし、石の街並みに勇ゆう壮そうで晴れ晴れしい音楽を響かせる。

　屋根の無い馬車を白馬に牽かせたヒルベルトが姿を現すと、沿道に居る人々は大歓かん声せいを上げた。花吹雪、紙吹雪が道脇の建物の上階から振りまかれ、宙を彩いろどっては地に舞い落ちる。

　軽く手を上げて歓声に応えながらも、ヒルベルトは少し不満に思っていた。三度目ともなれば見に来る人が減っているからだ。それは仕方の無いことだと分かってはいても、民が自分に飽あき始めているかのようにも感じてあまり良い気分ではなかった。

　しかし、それでも人々の歓喜の表情はヒルベルトを勇気づけた。自分は今、最も正しき道を歩んでいるのだと確信させられる光景だった。

　だが、後方から何かを訝いぶかるような人々の声が巻き起こり、それが連鎖的にヒルベルトの方へ近づいてきた。何事かと気になったが、王がここで背を向けるわけにはいかない。

「…………緊きん急きゆうのご報告を申し上げます」

　馬車の脇わきから、気き後おくれした様子の伝令が話しかけてきて、ヒルベルトは原因を察した。彼がパレードの中を突っ切ってここまで来たから、何事かとどよめきが起こっていたのだ。

　ヒルベルトの機き嫌げんは獲物を狙う鳥のように急降下していた。

「何事だ。どれほどの正当な理由があって祝祭に水を差した」

「ウェサラが…………壊滅しました」

　報告する伝令自身が、王の怒りすら意に介かいさぬほどに当惑している様子で、半信半疑というか、信じがたいし信じたくないという様子だった。

　ヒルベルトはあまりにも理解を超えた報告に、音として認にん識しきしながらも意味を吞み込めなかった。

「……今、なんと言った？」

「ウェサラが壊滅しました！　集結していた公爵旗下の兵が全てアンデッド化し市民を攻撃！　殺された市民もアンデッド化して街を襲い始め、ついに街は壊滅。現在、周辺の村や街に避難民が流入している模様です！」

　騎士団が丸ごとアンデッド化するなんて悪夢と言うも生ぬるい。

　アンデッド……蘇った死体や、神の懐へ還かえれぬ悪あく霊りよう。不ふ浄じようなる邪神の眷属たち。

　ヒルベルトはこの事態を、当然のようにとあるネームドモンスターと結びつけて考えた。

　かつてヒルベルトの姪めいであった者。この国の全てを憎にくんで憎んで憎み抜いているであろうもの。

〝怨獄の薔薇姫〟……ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。

　ヒルベルトが絶句していると、また別の伝令がパレードの隊列に構わぬ勢いで血相を変えてすっ飛んできた。

「ご報告申し上げますっ！」

「今度はどうした！」

「王都より東、エドフェルト侯爵領テミナ付近に赤薔薇の軍旗を掲げたアンデッドの軍勢を確認！　総数は約四千！」

「……何だと!?」

　ヒルベルトは理想の王としてあるまじきことに、驚きよう愕がくの声を上げていた。
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　宿場町テミナは街道の両脇に宿などが立ち並ぶ構造をしている。

　冬期はさすがに客も少ないのだが、数少ない旅人や、冬だろうとお構いなしに移動する冒険者、宝石やスノーローズの買い付けに来た商人などがちらほらと訪おとずれていた。

　そんな宿場町のど真ん中を、堂々とアンデッドの大群が通過していた。

　吹き付ける雪風をものともせず、動く死体や骸骨たちが心持ち早足で、しかし整然と行進する。武装して整然と進むアンデッドたちの姿はまさしく軍勢、軍隊であった。

　道いっぱいに広がったアンデッドの行列が数えるのも馬ば鹿からしくなるほどに続いている。ゾンビ化したヒポグリフにスケルトンが乗っていたり、ゾンビ馬が荷馬車を牽いていたりもする。

　そんな陣列の中でひときわ目立ったのは、輿こしだ。

　十体ほどのスケルトンに担がれ、周囲を騎士鎧姿のグールたち（一体だけ着流し姿だ）に囲まれている、玉座を収めた天てん蓋がい付きの輿。雪がそこだけ避けて降っていた。

　御み簾すが垂らされていたが正面だけは開かれており、もし勇気あるいは蛮勇によって陣列を観察する者があったとしたら、輿に座す者を見ることができた。

　足を組み頰ほお杖づえを突いて玉座に座っているのは、赤薔薇が染められた白いドレスを着て美しい銀髪を持つ少女。あどけない顔立ちながらも悠ゆう然ぜんとした表情には凄みがあった。彼女の首には血のように赤い紋が浮うかんで、首回りをぐるりと一周していた。まるで何かの繫ぎ目であるかのように。

　輿の周りにアンデッドたちが押し立てる軍旗は、頭ず陀だ袋ぶくろを引き裂いて作ったようなボロボロの布に真っ赤な薔薇が染められたもの。人の血で殴り描いたような旗は耽たん美びで背徳的な美しさもあり、禍まが々まがしさもある。

　薔薇はシエル＝テイラ国章の一部でもあるが、それは白薔薇だ。

　シエル＝テイラ特産の『スノーローズ』は雪の中で咲さく白薔薇である。観賞用としても珍ちん重ちようされ、輝くように美しい花弁はポーションの材料にもなる。普通なら農のう閑かん期きとなる冬場に、農民たちに大きな収入をもたらす作物であり、鉱物資源と並んでシエル＝テイラの豊かさを支えている。

　ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラの名前も（すなわちそこから引いた〝怨獄の薔薇姫〟というネームドモンスター名も）、その銀髪銀目を白薔薇に見立てて名付けたものだ。

　だが、今彼女は鮮血の薔薇を軍旗として押し立てている。

　白薔薇の姫を血で染め上げた者たちに、その罪を示すように。

　あるいは、この赤こそが償つぐないとして流されるべき血の証だとでも言うように。

　宿場町に居合わせてしまった者らは、いくつかに分かれて固まり、じっと身動きせずに耐えていた。物音ひとつ、呼吸の音ひとつでも立ててしまったら殺されるとでもいうように。

　休憩も睡すい眠みんも必要としない異形の軍隊は、ほぼ止まることなく西を目指していた。

　ただひたすらに、王都へと。
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『軍議の間』の広い机に突っ伏すようにヒルベルトは頭を抱え、王都は吹雪に白く染まる。

「第二騎士団と……冒険者どもは王都に戻もどれるか？　ほら、なんとかという、凄く強い冒険者が居ただろう。彼らだけでも空行騎兵で迎えに行けないか!?」

「この吹雪では難しいかと。……まさか天候を操ったとは思えませんが、奴は吹雪の日を選んで行動を起こしたのでしょう。こちらの結集は遅れるが、奴らは既に死んでいるから平気で行軍できる」

　広い『軍議の間』に二人きり。ローレンスは地図に目を落とし、眉み間けんに皺しわを寄せて首を振った。

「奴らはいつ頃王都ここに辿り着く？」

「……どう計算しても、明日未明には」

「なんだと!?　し、しかしウェサラを攻め落としたばかりだぞ!?」

　まるで見えない剣を突きつけられたようにヒルベルトは椅い子すから立ち上がった。

「既にエドフェルト侯爵領テミナにまで迫っているのです。全てアンデッドだというなら人間の行軍速度など参考にもなりませぬ。アンデッドには疲ひ労ろうの概がい念ねんが無い。意思統一の必要も無い。それから、アンデッドは夜目も利ききます。夜間も行軍は続くことでしょう」

　ローレンスが奥歯を磨すり潰つぶしそうな形相で言う。

「ぐ……！　兵を、搔き集めるぞ！　国中の領主が出せるだけだ！　何人凍え死のうが構わん、明日の朝までに一人でも多くの兵を王都まで来させる！　……王都に残った冒険者も総動員だ。神しん殿でんを締しめ上げて神官と神殿騎士団を動員する。それから……」

　上擦った声でまくし立て、ヒルベルトはふと、針でも吞んだように感じて黙だまった。

「ノアキュリオにも……援軍を要よう請せいするか……」

　絶望的な口調で、呟くようにヒルベルトは言う。

　これでもし生き延びたとしてもノアキュリオの前線基地にされるのは確実だろう。だが、この期ごに及んで先々の面めん倒どう事ごとなど考えてはいられない。

　どれだけの貸しをどこに作ろうとも、使える札を全て使って生き延びなければならないのだ。

「ご英断にございます。我が無力、慚ざん愧きの念に堪たえませぬが……攻囲を独力で破ることは難しいかと思われます。ノアキュリオ軍が来るまで耐えるのであれば可能です。そして……」

　ローレンスは腰に佩はいていたテイラ＝アユルを鞘ごと取り上げ、捧げ持ってヒルベルトに示す。

「援軍とも力を合わせ、今度こそ私が奴を討ち果たしましょう。連邦に国を売った愚ぐ王おうの娘。死してなお祖国に仇なす奸かん賊ぞく。もはや奴がこの地上に存在する一分一秒が御おん身みの治世への冒ぼう瀆とく！　再び姿を現した今こそ奴の最さい期ご。このローレンスめが必ずや討ち果たしてご覧にいれましょうとも!!」

　湯気が立ちそうな程に力強い口調だった。

「倒せるなら倒す。それが一番良い……しかし奴が再びノコノコとお前の前に出てくるとは限らんだろう。まずは生き延びることだ。そして好機あらば、その時こそ頼たよらせてもらおうか」

「はっ!!」

　ローレンスの勇ましい敬礼に勇気づけられ、ヒルベルトはほんの少しだけ『なんとかなるんじゃないか』と思うことができた。








４　誠実なる欺ぎ瞞まんの盾たて






　サットン伯はく爵しやく領、領都ラジリウル。

　主あるじを失った城の会議室にて、客人たちが軍議を始めようとしていた。円えん卓たくに座す者たちは皆みな、武人としての誇ほこりと自信に満ち、しかし緊きん張ちようと切せつ迫ぱく感を滲にじませてもいた。

　この場に居る者らは、シエル＝テイラ王国第二王宮騎き士し団の幹部だ。

「時間が無い。手早く状じよう況きようを整理しよう」

　切り出したのは、どこか親しみやすさと胡う散さん臭くささがある黒くろ髪かみの男だ。

　外見から年ねん齢れいを推察するなら四よ十そ路じ近い。着ているのは灰銀色に輝かがやくミスリル合金の鎧よろい。濃のう紺こんの房ふさ飾かざりは王属の騎士団長だけに許されるもの。軍人らしい引き締しまった体たい軀くだが、整えているはずの黒髪が何な故ぜか無ぶ精しように見える。

　彼かれは第二騎士団長、バーティル・ラーゲルベック。

　現在バーティルは第二騎士団を率い、〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫ひめ〟討とう伐ばつのため王都より南へと出しゆつ撃げきしていた。

　しかし、周辺で暴れているアンデッドの群れへの対応を開始した矢先、明後日あさつての方向から凶きよう報ほうが飛び込こんできたのだ。

「ウェサラが壊かい滅めつした。バルターク商会本部倒とう壊かい事件を受けて、そして我ら〝怨獄の薔薇姫〟討伐部隊の援えん軍ぐんに差し向けるため、ジェラルド公爵は兵を集めていたが……それがアンデッドに変えられて市民を虐ぎやく殺さつ。アンデッドの軍勢は王都を目指して街かい道どうを西進中だ」

　既すでに幹部たちは大まかに事態を把は握あくしているのだが、バーティルが口にすると改めて緊張が走る。

　ジェラルド公爵がこちらに援軍を出すと言った時、バーティルは何事かと訝いぶかしんだものだ。公爵は、何をするにも政治的意図を深く織り込んで動くような政治の化け物だから。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになりかけたが、実態は想像の斜ななめ上だった。……おそらく〝怨獄の薔薇姫〟が自らの兵とするため公爵の兵を集めた。その招集の口実に使われたのだ。

　──公爵が自らの意思で兵を集めたわけではないのだろうな。一週間前の事件の時点で公爵はアンデッドにでもされていたかも知れん。そして、ルネ殿でん下かに都合の良い命令を出させられた。……陛下は公爵とナイトパイソンに頼たよりすぎた。彼ら自身の動向も王宮の『隠おん密みつ』に追わせていたら、異変に気付けたやも……いや、今はそんなことを考えている場合ではないか。

　バーティルはやるせない気持ちに蓋ふたをする。まずは目の前の緊きん急きゆう事態にどう対処するかだ。

「では、すぐにでも王都へ戻もどらなければならないのでは……」

「もちろんそうなるが、ウェサラの崩ほう壊かいと時を同じくしてゾフの崖がけ道みちが爆ばく破はされた」

「なっ……!?」

　こちらの報しらせはたった今、バーティルにもたらされたものだ。

　騎士たちは驚きよう愕がくの声を上げる。状況が悪化したことへの驚おどろきもあるだろうが、それ以上に、皆、『嵌はめられた』ということに気が付いたからだ。

　バーティルは机の上に広げられた地図の一点を指の節で突つく。

「我らが今居るサットン伯爵領から王都へ向かうには、この崖道を通る必要があるわけだ。だがそれが綺き麗れいに爆破されて通れなくなった。……もとより、この道は南から攻せめられた時に最終手段として通行不能にすることも考えられてた場所だ。それを逆に利用され、我らは王都から切り離はなされた。今ここに居ること、それ自体が大きな間ま違ちがい。我々はまんまと陽動に騙だまされたわけだ」

　辺りの空気が重さを増したかのようだった。皆、〝怨獄の薔薇姫〟の脅きよう威いを見誤っていたのだ。どれほど強く、どれほど怨うらんでいようとも、ただモンスターであり、ただの少女であると。

　それは間違っていた。敵は一匹ぴきの魔ま物ものでなく将であり、戦う相手は群れではなく軍だ。

　激しい吹雪ふぶきが窓を不ふ穏おんにガタガタと揺ゆらしていた。

「事態は一刻を争う、我らは全速力で王都へ戻もどらにゃならん。ならんのだが……知っての通り面倒なことになっている。このピクニック日び和よりのお天気もそうだし、そもそも半分がこの場に居ない」

　シエル＝テイラの王宮騎士団は十人ばかりの分隊の集合体だ。この分隊の構成は統一されず、弓兵ばかりが集まった分隊や術師が交じった分隊もある。そんな分隊を複数、一人の隊長に纏まとめる。

　この場に居る幹部たちは複数の分隊を指揮する権限を持つ、隊長の立場だ。だが本来揃そろうべき人数の半分ほどしか居ない。残りは部下と雇やとった冒ぼう険けん者を率いて周辺に散っているのだ。

　第二騎士団がラジリウルへ到とう着ちやくするなり、隣りん接せつする領も含ふくめた三、四カ所で同時にアンデッドの群れが現れた。一つ一つの群れは大したことのない数だったが、戦力を分散させて対応せざるを得なかった。つまり今、彼らはバラバラの状態だった。

「で、王都へ向かうには西か東から回り込まなければならない。より近いのは東回りだが、これはアンデッドの軍勢が侵しん攻こうしてくるルートでもある。だが逆に言えば、自分らが通るまでは道を塞ふさいだりしないはずだ。西はちょっと遠回りだが、ほぼ平野部を通る道だから塞ぐのは難しいだろうな」

　皆の目が地図に集まった。

　シエル＝テイラの国土は険しい地形が多く、道を一つ塞いでしまえば足止めにできるような場所が多い。そうやって援軍の到着を遅おくらせている間に王都を攻め落とすのがルネの作戦であるようだ。

　お互たがいに時間との勝負であると言えた。

「ついては、騎士団を三つに分ける。カーヤ、お前はここに居る騎士たちの指揮を執とれ。可能な限り早く出しゆつ立たつの準備をして、東回りで王都に戻れ。行軍用の魔法を使って歩き通せば明日朝には王都に着くだろう。魔力補給マナポーションは足りるな？　分かってると思うが、馬は良いが馬車と馬ゾリは使うなよ、魔法が効かん。……周辺に散っている者らはガトリンに任せるか。結集の後、道を塞ぐことがほぼ不可能な西回りで、遅れて来る諸しよ侯こうの増援と共に王都を目指す」

「…………団長は？」

　指名を受けたカーヤ・ランナーがバーティルに問い返す。

　カーヤはこの場に集まった隊長格の騎士の中では紅一点。猟りよう犬けんのような目つきと鞭むちのような体つきをした三み十そ路じ前後の女だ。真っ赤な髪を短く切りそろえている。

　領地経営を行う貴族としての騎士はやはり男ばかりだが、王宮騎士団は実力主義であり身分も性別も関係ない。……少なくとも建前は。実際はといえば、やはり女騎士は珍めずらしいものだった。

「私は少数部隊で東へ先行する。姫様は、自分が通った後は東回りの道も塞いでしまうだろう。だからカーヤたちが来るまで姫様には、俺おれと楽しく『雪合戦』でもして時間を潰つぶしていただく。どうせ増援の到着を間に合わせるためには、誰だれかが足止めをしなきゃならない」

　バーティルは努めて淡たん々たんと作戦を伝えるが、カーヤをはじめ、騎士たちは色めき立つ。

「無茶を……」

「ははは、俺が死ななくて済むように急いでくれよ」

　もちろん死ぬ気はない。王都に馳はせ参じて戦わなければならないのだから。

　だが、そのためには命いのち懸がけの作戦を決行しなければ。矛む盾じゆんしているようでも仕方の無いことだ。

「雇った冒険者たちはガトリンの部隊へ？」

　問われてバーティルは少し考え込む。

　この討伐部隊に参加した冒険者は国内でも指折りの腕うで利ききばかりだ。アンデッドの軍勢と戦う上で大きな助けになるのは間違いないだろうが、問題は参戦の意思があるかどうかだった。

「冒険者は……厳しいだろうな。もし王都に居て逃にげ遅れたら、彼らも生き延びるために死に物もの狂ぐるいで戦うだろう。しかし都合良く離れた場所に居るとなれば、わざわざ死地へ飛び込んでは行くまい。〝零れい下かの晶しょう鎗そう〟みたいに献けん身しん的なところなら付いてきてくれるだろうけれど……」

　冒険者は所しよ詮せん、金で動く傭よう兵へいのようなもの。『国家のため』とか『力無き人々のため』なんてご立派な理由で戦う者は少ない。

　そんな中、国一番の冒険者パーティーである〝零下の晶鎗〟は義があれば報ほう酬しゆうにかかわらず冒険をするという、『勇者』と呼ぶに相応ふさわしい冒険者と評判だ。実力も申し分ない。

　しかし、第二騎士団に同行して王都から南へ来た彼らは、今は間が悪いことに別行動中だ。

〝怨獄の薔薇姫〟が現れたときに対たい抗こうできるのは、バーティルを中心とした第二騎士団の精せい鋭えい部隊か、でなければ〝零下の晶鎗〟だろうという話になり、敢あえて本隊と離れた場所に彼らを差し向けたのだ。確かこれは〝零下の晶鎗〟に同行していた冒険者・トレイシーの提案だったろうか？　とにかく、〝零下の晶鎗〟の合流を待っていては出発がさらに遅れてしまう。

「陽動だとしても民たみに被ひ害がいが出ている以上、どうせ放ってはおけないんだ。冒険者諸君にはこちらでアンデッドへの対応を願おう。その上で来てくれる者は……采さい配はいは冒険者ギルドに任せるべきかな。どうせ支援を要よう請せいすることになるだろうし」

「了りよう解かいしました」

「よし、それじゃあ早さつ速そく行動開始だ」

　バーティルが合図のように一つ手を叩たたくと、皆の顔が引き締まる。

「……正直、俺が考えてたより数段厄やつ介かいなことになった。だが、まだ終わっちゃいない。シエル＝テイラを守ろうじゃないか」

「「「はっ！」」」

　力強い応こたえが返った。

　慌あわただしく動き始めた部下たちを見送りながら、バーティルも立ち上がる。既に準備を整えているバーティルは、数人の術師を伴ともなってこの後すぐに東へ出発する予定だ。

　──気の進まない戦いだが、さて。殿下はどこまでやる気だろうか。民を皆みな殺ごろしにするまで戦うのか、それとも……

　既にバーティルは先のことを考えていた。仮に奇き襲しゆうで王都を落とされたとしたら……ヒルベルトにとってはそれで終わりだろうが、その後にも守るべき民はまだ残されているのだから。
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　シエル＝テイラの国土はデコボコしていて、どこを見ても山が見えるのが常だ。死者の軍勢は銀ぎん嶺れいを背負い、銀嶺を左右に見ながら銀嶺に向かって行進していた。雪の香かおりに満たされて清すが々すがしく澄すんだ空気に死し臭しゆうが混じっていた。

　街道は山の合間の平らな地形を縫ぬうように続き、所々では谷間やトンネルを抜ぬけて引かれている。力が強く疲ひ労ろうを知らないアンデッド兵たちは、人には踏とう破はできないような地形も進めるはずだが、行軍速度や荷物を運ぶことを考えたら結局は街道などの進みやすい場所を通ることになる。

「姫様、状況に変化が」

　輿こしに揺られながら王都戦での作戦カンペを再確かく認にんしていたルネにアラスターが話しかけたのは、まだ夕方と言うには少し早い時間だった。折しも、一日中続く予報だった吹雪は多少弱まっている。

「斥せつ候こうから通信で報告がありました。第二騎士団の半分ほどが、何らかの魔法を使っていると思われる高速行軍の態勢でこちらへ向かっていると」

　第二騎士団。陽動に引っかかって南へ釣つり出されていたが、事態を察知してすぐに対応したようだ。王都へ戻る最短経路を封ふう鎖さされ迂う回かいし始めている。

「この吹雪の中を歩いてくるの……」

「第二騎士団は本来、守りの軍。シエル＝テイラの国土を熟知し、雪中行軍の訓練もよく積んでおります。流石さすがに魔法の助けなくば、この吹雪の中を行軍するのは苦しいでありましょうが」

　第二騎士団長バーティル・ラーゲルベックは統とう率そつ力と判断力が高い優ゆう秀しゆうな指揮官で、戦場でも自らの部下を手足のように動かしていたという。第二騎士団が即そく応おうすることはアラスターの予測の範はん囲い内だった。……予想外なのは、街道封鎖が難しい西ではなく東回りで王都を目指していることだ。

「より短たん距きよ離りで王都入りできるため東回りの進路を取ったのでしょう。ただ、この調子であれば、我らが街道を抜けて封鎖する方が早いかと──」

　その時だった。前方右側の山の斜しや面めんから、何かが発射されたのは。

　最初ルネは、鳥でも飛び立ったのかと思った。だが、すぐに気が付いた。それは鳥よりもかなり大きく、放物線を描えがいて真まっ直すぐこちらに飛んできているのだということに。

　それは、白くて巨きよ大だいな……

「……雪玉？」

「いかん！　姫様、あれは爆発します！」

「え!?　ええと…………《耐衝障壁シールド》！」

　ルネが魔法を行使すると、空中に光の壁かべが生み出された。

　巨大な雪玉はそこにぶち当たってかち割れ、そして、砕くだけた欠片かけらが各おの々おの大爆発を起こした。

　ルネの乗る輿が爆風で揺さぶられ、雪ゆき煙けむり混じりの風が吹ふき荒あれる。咄とつ嗟さに使った《耐衝障壁シールド》はカバー範囲が足りず、障壁の脇わきから風が抜けてきたのだ。

「これは!?」

「……機動魔砲撃戦術『雪合戦』。第二騎士団が得意とする曲芸です。どうやら少数で、こちらの足止めのために先行したようですな」

「山の上に陣じん取どって雪玉をぶん投げてるの？」

「魔法で雪を固め、さらに《遅延爆破デンジヤークロツク》の魔法で爆発するようにして、相手の位置を計算した精密な《念動テレキネシス》によって射出。本来魔法の射程が及およばない遠距離から投げつけるというものです」

「ほぼ大たい砲ほうじゃない……」

　この世界パンゲアにおいても大砲は使われている。地球と違うのは、推進力が火薬ではなく魔力である点、そして実じつ弾だんではなく魔力エネルギーを投射する大砲もあるという点だろうか。

　魔法は便利だが、戦場の基準で見れば射程はそこまで長くない。射程を無理やり伸のばそうとすれば途と端たんに燃費が劣れつ悪あくになり、そんな延長ですら限界が存在する。

　だが、魔法によって雪を固めた弾たまはその時点で魔法が完結しているので術者から離れても弾のままだし、物体などに力を付ふ与よする付与魔法エンチヤントも当然同じだ。推進力を与あたえるのも発射の時だけでいい。

　大砲と同じ発想で、魔法が届かない場所に魔法攻撃をする。それが『雪合戦』だった。

　ルネは、常識的に考えればあり得ないほどの魔力を蓄たくわえることができ、その収束力（つまり魔法の出力）も人族最高の術師に匹ひつ敵てきする水準だろう。魔法の力を極限まで引き出せる。

　しかし逆に言えば、ルネも『魔法の限界』を超こえることはできなかった。魔法は、激げき烈れつな効果をもたらすものほど限界射程が短い。攻撃魔法などその最たるもので……反撃には射程が足りない。

「対処法は!?」

「防ぼう御ぎよは先さき程ほどのように！　迎げい撃げきしても爆発物が砕けて分散するのみです」

　アラスターが叫さけぶのとほぼ同時に、次の雪玉が山の斜面から発射された。
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「弾着。また防がれたか」

　魔動双そう眼がん鏡きようで異い形ぎようの軍勢を観察しながらバーティルは言って、鎧の肩かた当あてに積もった雪を払はらう。

　第二騎士団は雪の斜面を魔法で掘ほり返し、僅わずかに平へい坦たんな場所を作って陣取っていた。ここに居るのは全部で八人。バーティル以外は全員、三角フード付きのローブを身につけ杖つえを持った術師だ。

　少数であれば移動は素す早ばやく、さらに魔法などで敵の目を眩くらませて隠密行動もできる。バーティルと騎士団の術師たちは斥候の目をかいくぐって移動し、ルネの行く先に陣取って『雪合戦』の準備をし、待ち伏ぶせていた。

「流石に輿の周りは防御が堅かたいな。お供の魔法か、殿下自身の力か……」

　雪玉を受け止めた光の盾が宙に浮ういていた。攻撃を防いだだけ魔力を消費してはいるだろうが、少なくとも強度不足で防御が破られたりはしなかった。それだけの出力があるのだ。

　四千余りのアンデッドを自らの魔力によって維い持じ・統率して、尚なおこれだけの魔法を使えるとしたら恐おそろしいものだと思う。

「このまま撃うち続けますか？」

「いや、中央を諦あきらめて端はしから削けずるぞ。隊列が伸びてるうちに奥おくを狙ねらおう」

　行軍中の軍隊はどうしても長くなる。ルネの軍勢は徐じよ々じよに輿を中心に集まり、方円陣を作るような動きを見せているが、後ろの方に居た兵はまだ追いついていなかった。

　防御が薄うすいであろう、その部分を狙えば良い。

　──計算用の魔動機械アーテイフアクトを作ろうかって誘さそいが前あったっけな……あー、断るんじゃなかった。これ疲つかれるから嫌いやなんだよ。

　無数の数式がバーティルの頭の中に浮かんでは消え、ものの二秒ほどで解となる数字を弾はじき出す。

「詠えい唱しよう代入値、方位二〇九三の強度一七一六へ変へん更こう」

「方位二〇九三、強度一七一六了解！」

「これでも防がれるなら次は狙いを分散させてみよう。兵の数を減らすのはもちろん、物資にも被害を出せれば最高。だが第一目標は『このままじゃ先へ進めない』って思わせることだな。ほんのしばらくでいい、拮きつ抗こうすれば次へ繫つながる」

　辺りの雪は地面が見えるほどに掘り返され、既にいくつも雪の砲ほう弾だんが並んでいた。

「付与詠唱開始！」

「『灯ともされしは怒いかり[image: ]我は練り研とぐ者[image: ]まつろわぬ闇やみに……』」

　バーティルが手を叩くと、それに合わせて詠唱が始まる。

「射出詠唱開始！」

「『環かんする名は礎いしずえ[image: ]我は停てい滞たいを破る者[image: ]水ならずも流れ……』」

　彼らは『雪合戦』のため、常に同じリズムで詠唱ができるよう多少の訓練を積んでいた。

　後はバーティルがタイミングを見計らって、詠唱開始の指示を出せば良い。

「『……影かげを捕とらえよ、恩おん寵ちようの子』。《遅延爆破デンジヤークロツク》！」

「『……因果を結べ、御み手て座ぐらの天てん秤びん』。《念動テレキネシス》！」

　雪玉が時限爆弾と化した直後、射出のための詠唱も終わり、白い砲弾は天を舞まった。
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『《耐衝大障壁ラージシールド》！』

　骨だけの姿となったルネは深しん紅くの魔ま杖じようを振ふるう。リッチの姿になり魔法適性を高めたのだ。

　ルネは射程ギリギリに光の大盾を展開したが、雪玉はその更さらに向こうへ飛んで、陣列を直撃した。雪煙の中、バラバラになった骨と死体が吹き飛んで散る。

『……ここからじゃ駄だ目めかな。次に後ろへ飛んだらわたしもそっちへ行って守ろう』

「了解致いたしました。隊列の集合も急がせております」

　後続のアンデッド兵たちは駆かけ足でこちらへ向かってくる。防御の魔法にも射程がある以上、一カ所に集まればそれだけ守りやすくなるからだ。

「折を見て反撃に移りましょう」

『飛んでくる物を真っ直ぐ撥はね返す《慣性反転リバースベクトル》って魔法使えるんだけど、いけそう？　これなら防御しつつ反撃できるかも知れない』

「あれの爆発は衝しよう撃げきではなく時間によって発生します。然しかるに……」

『そうか、こちらの魔法の射程に入る頃ころには爆発寸前っていう……ああもう！』

　撥ね返すのはもちろん、迎撃しようが止めようが何らかの被害を負うことになりかねないわけだ。

「姫様。ウェサラより拉ら致ちした少女たちを人ひと質じちとしてお使いになりますか？」

　アラスターの進言を受け、ルネは少しだけ考え込んだ。

　ウェサラに居た者はほぼ全すべて殺し、使える者は兵にした。その中で敢えて殺さずに生きたまま連れてきた者がある。十歳さい前後の少女が十人余り。魔法で眠ねむらせ、輸送隊の積み荷としている。

　持ち出して盾にすれば第二騎士団は砲撃を思いとどまるかも知れない。

　しかし。

　──それ…………は…………!!

　考えただけで、底なしの穴に落ちていくような怖おぞ気けを感じた。

『それは、薔薇が要るわ』

　苦々しく、ルネは言う。素しら面ふのルネには選べない作戦だ。

　今から精神統一して儀ぎ式しきをしている余よ裕ゆうは無く、限られた数のジョーカーを浪ろう費ひすることになる。

　ただ、この作戦を避さけるべき理由は他ほかにもあった。

『……言い訳じゃないけど、人質の効果があるかどうかも分からないし。同じ歳としの女の子ばっかり連れてるところを見せたら何かに勘かん付づかれるかも知れないし。そういう意味でも避けた方が……』

　バーティルはどうだか知らないが、ヒルベルトなら絶対に人質など意に介さず攻撃するだろう。そういう命令を受けていたら人質は意味が無い。

　それにルネの憑ひよう依い能力はまだ秘密だ。本格的な戦せん闘とうの前にネタバレするのは避けたい。

「かしこまりました。何が最適解か不ふ明めい瞭りような状況です、それもまた妥だ当とうではあるかと。であれば、防御を継けい続ぞくしつつ排はい除じよに動きましょう。四千の兵を守りながら突っ切るのは現実的ではありません」

『やり方は？』

「気が付かれぬように、あるいは相手を上回る速度で追いかけて直接の戦いに持ち込むことです」

『言うは易し、かな……分かった、アサシン部隊を向かわせましょ』

　アンデッドの兵たちは生前の技能を継承している。

　ナイトパイソンの本部から回収した死体の中には、忍しのび込みや暗殺を仕事としていた者があった。また、ウェサラで殺害した冒険者の中にも、野伏レンジャーや盗賊シーフなどの身軽な者があった。アンデッドと化した彼らを使えば険しい地形の中でも奇襲を掛かけられるはずだ。

『半はん端ぱな戦力だと返り討うちにされるだろうから、団長対策としてウダノスケも行かせるべきかな』

「向こうにとっても大きなリスクを取った足止め策です。ここで無防備な第二騎士団長を討ち取れれば、今後の戦いで有利になるのですが」

『そっちの指揮は任せるわ。わたしは陣じんを守りながら、撃ち返す』

　ルネは思考によって周囲のアンデッド兵に指示を出し、スペースを少し空けさせた。高度な意思疎そ通つうのためには言葉を使った方がやりやすいが、《屍兵作成クリエイトアンデツド》で生み出された全てのアンデッドはルネとの間に繫がりを持ち、ルネの意思に逆らうことはできない。そして、この繫がりを介して簡単な命令ならすることができた。

『《氷塊作成クリエイトアイス》……《遅延爆破デンジヤークロツク》……でもって』

　積もっていた雪が寄り集まって白い砲弾になった。そして。

『《騒霊ポルターガイスト》っ!!』

　それは唸うなりを上げて吹き飛んでいった。
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　山が揺れる。

　雪混じりの風が……爆風が吹き抜けていく。

　どこかで小規模な雪崩なだれが発生しているような音がする。

「ふう、撃ち返してきたか。だが狙いは甘あまいな」

　ルネが放った雪の砲弾は、バーティルたちが居る場所から少し離れたところに着弾していた。魔法で防御したりするまでもなく、ダメージは無い。

　魔法の射程内なら精密なコントロールもできるだろうが、これは本来射程外になる場所を無理やり攻撃するための戦術。正確に狙いを付けて発射しなければ当たらないのだ。

　まぐれ当たりはあり得るので注意しなければならないが、それはそれで防御の手段も逃げの手段も用意している。適当に撃ち返してくるだけならどうということはない。

　もっとも、それだけで反撃が終わるとはバーティルも思っていないが。

「別働隊がこちらへ向かっている模様です」

　魔動双眼鏡を覗のぞいていた騎士が報告する。バーティルも自分の双眼鏡で確かく認にんすると、白い風の中、陣列から分かれて山に入っていくアンデッド兵の姿が見えた。

「『風読み』は俺がやる。砲撃に集中してくれ」

　バーティルは腰こしに吊つっていた小さな金色の杖を手に取ると、それで地面をトンと突いた。

　ふわりと風が舞い上がり、薙なぐように広がっていく。バーティルはまるで闇の中で手て探さぐりをしているかのように、広大な空間のシルエットを頭の中に浮かべていた。

　気配や姿を消して接近してくる敵に対する探査魔法の行使、もしくはそれをする術師のことを『風読み』と言う。闇の中でコウモリが鳴き声を上げ、その反はん響きようによって辺りの様子を知るように、魔法の風によって周囲の様子を探るのだ。

　射撃の指示を出しながらもバーティルは風を読み続けた。戦闘中の風読みは『見落としがあれば死ぬ』という緊張感から精神を病やむ者も出る重労働だが、バーティルはこういう仕事が得意だった。

　やがてバーティルは探知する。風のような速度で山中を駆ける屍しかばねの群れの、見えざる姿を。

「来やがった！　クソ、多いな。逃げんぞ！」

「《集団転移マステレポート》！」

　待機していた術師が無詠唱で転移テレポートの魔法を行使するや否いなや。

　足あし下もとの地面に描かれていた魔法陣が青白い光を発し、その中にバーティルたちは吞のみ込まれた。
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　雪玉が再び、ルネ目がけて飛来する。

　先程は右前方からだったが、今度は左から。

『《耐衝大障壁ラージシールド》！』

　アンデッドの兵たちは多少の被害を出しつつも既に方円状に集合していた。軍勢の真ん中からルネが魔法を飛ばして防御する。宙に浮かんだ光の盾に遮さえぎられ、雪玉は爆風さえ届かなかった。

『発射地点が変わった!?』

「用心深いことだ……事前に山中の魔力溜まりホツトスポツトに転移の魔法陣を敷しいていたものと思われます」

　別働隊は最初の発射地点に迫せまっていたはずだ。ところが、山の斜面が光ったと思ったらいきなり別の場所から雪玉が飛んでくるようになったのだ。

　地脈の魔力が集まる場所を『魔力溜まりホツトスポツト』と呼ぶ。大きな魔力溜まりホツトスポツトには、大たい抵ていの場合、その魔力資源を求めて都市が築かれるものだ。

　だが都市には及ばないまでも、小さな魔力溜まりホツトスポツトと言える程度に魔力が濃こい場所はそこかしこに散在する。そこに陣を敷けば地脈の魔力を利用して、ちょっと大がかりな魔法も使えるのだ。

　──つまり、追い詰つめる度たびに次の魔法陣へ飛ばれるってこと？

　ルネは思わず周囲を見回した。山、山、また山だ。サットン伯爵領から急行したとして、どれほど準備の時間が取れたかは分からないが、この山の中にいくつ転移陣を仕込んでいるのだろうか？

「別働隊が発見した魔法陣は破壊させました。しかし、これでは次に追い詰めても……」

『次に飛ぶ魔法陣の位置を突き止めて先回り……いや、無理か。魔法陣と魔法陣が一対一で対応しているならいいけれど、どの陣へでも飛べるなら全部を見張らなきゃならないし、魔法陣の数が多かったら全部に団長を倒たおせるだけの兵を置くのは無理だし』

「そうなります。多少時間が掛かっても魔法陣の在あり処かを突き止めて全て破壊するしかないでしょう」

　探査のアイテムに探査の魔法。いずれを使うにしても効果範囲の問題で、結局は足を混ぜなければ有効とは言い難がたい。魔法を使えるリッチや、マジックアイテムを持たせた兵を手分けして山中の捜そう索さくに当たらせなければ魔法陣は見つからないのだ。それでも発見漏もれがあれば逃げられてしまう。

『雪合戦・改』とでも言うべきか。相手は少数なのに、破ろうと思うと非常に面倒くさい作戦だ。

　……普ふ通つうなら。

『要するに、この辺り全部を一気に探査して、魔法陣の在処を全部突き止めれば良いのね？』

「！　……はい、左様でございます」

『追い詰めて転移させれば、直後の二十秒くらいは雪玉が飛んでこないから……向こうが次に転移したら、その隙すきを狙って探査の魔法を掛ける』

　骨だけの顔でルネはほくそ笑えむ。ルネは、普通ではなかった。
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　バーティルが二度目の転移をした辺りから、アンデッドたちの動きが変わった。

　当たらない反撃がほぼ無くなり、防御一辺倒になった。それと同時に、アンデッドの兵たちが一体ずつ分散して山の中へ入っていった。

　──転移魔法陣を探しに動いたか？

　少しでも長く時間を稼かせぐため、バーティルは時間の許す限り転移の魔法陣を仕掛けてルネを迎むかえ撃った。正確には、この魔法陣を仕掛けたのは通信でバーティルから連れん絡らくを受けたエドフェルト侯こう爵しやくの配下の術師で、バーティルは『雪合戦』を始める直前にこちらへ到着したのだったが。

　少数であることを最大限に生かし、追い詰められたら転移によって逃げる。転移の魔法は概がいして魔力消費が激しいものだが、地脈を利用し、更にこの少人数ならどうにかなる。

　真正直にバーティルを追いかけていては魔法陣の数だけ逃げられてしまうのだから、先に魔法陣を潰そうという発想そのものは妥当だ。

　だが、周辺の山中に隠かくされた魔法陣を全て見つけ出そうとすれば、それはそれで時間が掛かる。

　──時間を稼げればそれでいい。

　要するにこの場では、勝利どころか打撃を与える必要すら無い。

　目的は時間を稼いで味方の結集に繫げ、後はここから生せい還かんすることだ。

　こちらの作戦を破るために時間を使ってくれるなら、それはそれで望むところだった。

「次に何かが迫ってきたら近場の魔法陣じゃなく、砲撃が届くギリギリの場所まで飛んでくれ。多分何も居ないと思うが……一いつ旦たん様子を見よう」

「了解しました！」

　バーティルは『風読み』をしつつ、砲撃の指示を出す。騎士たちはポーションで消しよう耗もうを回復しつつ、雪玉作りと砲撃を続けた。

　そんな時間がしばらく続いて、そして唐とう突とつに終わった。

「次弾準備。付与詠唱……」

　バーティルが何十度目かの砲撃命令を下しかけた時だった。

　爆発音が同時多発的に、山やま彦びこのようにあちこちから響ひびいた。

「……んだと？」

　それはもちろん、雪玉の着弾音ではない。別の何かだ。

　バーティルが魔動双眼鏡を手にすると、山のあちこちから何かが爆発したような煙が立っていた。

　その爆発地点を脳内地図にマーキングしてみて、バーティルは血の気が引いた。

「おい、生きてる転移陣はあるか!?　どれでもいい！　呼びかけてみろ！」

　まだ状況を吞み込めない様子の部下にバーティルは命じる。

　転移担当の術師が何度か魔法陣を杖で突くが、みるみる顔色が変わっていった。

「…………駄目です！　応答、一つもありません……！」

　アンデッドの兵たちは魔法陣を探しに動いた、のではない。

　とっくに魔法陣の場所は全て割り出されていて、ただ破壊に動いただけだ。

　魔法陣を破壊するのは簡単だ。地面に書いたものであるなら、適当にその辺を掘り返すだけでいい。簡単な魔力爆弾でも爆発させれば一発だ。

　──この短時間でどうやって全ての魔法陣を見つけ出した？

　バーティルが魔法陣の埋まい設せつを依い頼らいした術師たちは、注文通り、街道を狙える広範囲に分散していくつも魔法陣を設置していた。探査の魔法やマジックアイテムにも有効射程というものがあるのだから、屍じん海戦術を取るにしたって探し回る時間が掛かるはずだった。

　──不特定多数の魔法陣を探すなら、指向性のある『探知シーク』系は使えない。『走査スキヤン』系はお手軽だが、あれは『点』を走らせて探すから広域探査だとやべえ時間が掛かる。《魔力感知マナサーチ》なら一いつ瞬しゆんだが範囲をキロメートル単位に広げようと思ったら都市レベルの魔力を注つぎ込む必要が…………

「まさか」

　思わずバーティルは声を漏らす。

　それを、やったのだとしたら？

「……冗じよう談だんきついぜ」

　苦く笑しようのようなものが顔に浮かんだ。常識を超ちよう越えつしている。

　さて、袋ふくろの中にネズミを捕らえたら次は何をするだろうか。決まっている。

「くそったれが！　逃げろ、お前ら！」

　バーティルの『風読み』は、包囲するように迫り来る屍の群れを捉とらえていた。
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　サムライ・ウダノスケはグールとなった。

　生前の自分がどのような存在であったか記き憶おくは朧おぼろだが、それはウダノスケにとって大した問題ではなかった。自分がサムライであると分かっていて、仕えるべき主が居る。それで充じゆう分ぶんだった。

　何しろハラキリをしても死なないのだから今のウダノスケはサムライ以上にサムライだ。偉い大だいなる姫様の下でサムライの道を貫つらぬき、姫様の敵とあらば全てを斬きり捨て御ご免めんにする。それだけだった。

　ニンジャの如ごとき動きのスケルトンアサシンたちに続き、ウダノスケは山中を駆けた。

　身体からだが軽い。生前より身体能力が高まっている気がする。トウフを踏ふみ分け進むような繊せん細さいで厄介な雪道も、ウダノスケのコンバット摺すり足を止めることはなかった。

　敵の『風読み』の有効圏けんは既に姫様が割り出している。その少しだけ外側に待機していた兵たちが一いつ斉せいに包ほう囲い網もうを狭せばめていた。転移する先の魔法陣を全て潰した今、騎士どもは網あみの中のトンボだ。

　突き出た木々を支えに斜面を駆け上ると、遂ついにウダノスケは騎士の姿を捉える。

「いいか、窮きゆう屈くつでもなるべく低くを飛べよ！　木よりも高く飛ぶと狙い撃たれるぞ！」

「団長は……」

「すぐに追いつく！　行け！」

　空飛ぶ箒ほうきに乗った術師たちが雪を蹴け立たてるように、ウダノスケたちと反対の方向に飛んで行った。

　後に残る騎士はただ一人。灰銀色の鎧を着た男は、左右の腰に剣けんを吊っていた。

　彼はその剣を抜き放ち、一方の剣は順手、一方の剣は逆手に構える。

「五分だ！」

　男は、咆ほえた。

「てめぇらの時間を五分貰もらう！」

　そして彼の姿は搔かき消えた。雪煙が舞い上がる。

　殺気と怖気を感じ、ウダノスケは咄嗟に愛刀〝ドウチョウアツリョク〟を抜く。

　胴どう体たいを両断しようとした一撃が、抜きかけのカタナによって辛かろうじて阻そ止しされた。
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　砲撃が止んだと見るや、ルネはデュラハンの姿になり《飛翔フライ》の魔法で発射地点へ急行した。

　デュラハンだのリッチだのに度々姿を変えているルネだが、本体は奈落の忌霊アビススピリツトという負の感情をエネルギーとする霊れい体たい系アンデッドであり、他者の感情を察知する能力がある。その応用として、感情の発生源を辿たどればあたかも生体レーダーであるかのように人の居場所を知ることができるのだが……戦いの現場を『感情察知』能力の圏内に捉えるなりルネが認にん識しきしたのは、『異常な速度で動き回る点Ｐ』だった。

　山の斜面が滅め茶ちや苦く茶ちやに引っ搔き回されて雪煙を立てている。

　近づいてみれば、それは雪の上を飛ぶように駆ける灰銀の鎧の騎士だった。

　噂うわさには聞いていたが、それを見るのは当然初めてだ。

　第二騎士団長・バーティルの練技【無音駆け】。脚部鎧グリーブや鉄靴サバトンに働きかけて脚きやく部ぶの装備からジェット噴ふん射しやのような推進力を生み出し、影が舞うような超ちよう高速で駆け回ることができる。

　バーティルの装備は、脚あしだけが持って行かれないよう脚部から腰、そして胴体に至るまでほぼ一体化したパーツが支え合う特注構造になっていて、超高速機動下で身体を支えているという。

　動体視力の限界に挑いどむかのような速度で駆け回る彼は、その勢いを乗せた順手逆手の二刀流でアンデッドの兵たちを次々と斬り倒していた。まともに切り結べているのはウダノスケぐらいだ。

　──練技の起点になっている防具を魔法で壊こわせば、あの大暴走は止められる。護ご符ふは多分使っていないか……もし使っていたとしても練技の効果まで打ち消したら意味無いから、脚部の防具には護符の効果が及ばないよう加工してあるはずだけど……

　どうやって攻撃すれば適切か、ルネは寸の間、考え込んだ。

　一瞬、宙より見下ろすルネは、バーティルが自分の方を見上げて目が合ったような気がした。

　そして次の瞬間にはバーティルは駆け去っていた。立ち上る雪煙が晴れた後に、深い轍わだちを残して。

「って、逃げ足速っ！」

　分が悪いと悟さとったのか、ルネが来たら逃げると最初から決めていたのか、バーティルは即座に逃げを打っていた。

　飛行の魔法を解いて降り立ってみれば、辺りは酷ひどい有様だ。死体が散らばっているのは……元から死体なのであまり変わらないかも知れないが、雪の上にはお絵かきソフトの折れ線ツールで引いたような、複雑に折れ曲がった一本の轍が刻まれていた。

「畜生タヌキ……」

　ウダノスケは珍ちん妙みような悪態をついてバーティルを見送り、それからルネの前に跪ひざまずく。

「面めん目ぼく次し第だいもないでござる。あの騎士め、面めん妖ような術を……」

「【無音駆け】よ。騎士団長の技わざは有名なはずだけど、知らなかったの？」

　まるでそれを知らないかのようなウダノスケの言い草にルネは違い和わ感を覚えた。

　二人の騎士団長は国民的英えい雄ゆうであり、彼らの必殺技についてはルネでも……国の片かた隅すみで市し井せいに生きていた十歳の女の子でも、しばしば耳にしていたからだ。

「さては、グール化した時に忘れちゃったのかも。あの技は、国民ほぼ皆知ってるはずだから」

「だとしたら、おそらくは忘れてしまったのでござろう。申し訳ないでござる」

　ウダノスケは恐きよう縮しゆくしているが、これはウダノスケに責任が無いことだ。

　──アンデッド化したとき生前の記憶は曖あい昧まいになることが多いって分かってはいたのに……もうちょっと気をつけとくべきだったな。

　消える記憶と残る記憶の基準はルネも知らなかったし、他人に教えてもらう機会も無かった。実験すればデータを取って傾けい向こうを見つけられるかも知れないが、それは今後の課題だ。

「次があれば勝手はさせぬでござる。奴やつの動きはもう目に焼き付けた。『一回噓うそをついたら二回目は正直になる』とも俗ぞくに言うでござろう」

「言うの…………？」

　もしかしたら『三度目の正直』と関係があるのかも知れないが何もかも間違っていた。これも記憶欠落のせいだろうか。多分違う。

　逃げ去った者らの姿は既に見えなくなっていたが、ルネは『感情察知』の力で戦闘の気配を捉えていた。生ある者が二人、いや一人。やがてルネの持つ通話符コーラーが輝いたので、ルネはそれを携けい帯たい電話のように耳に当てる。

『姫様、箒で包囲を突破しようとした騎士を一人殺害、一人生け捕どりました。そちらの状況は？』

「殿しんがりを務めていた第二騎士団長はわたしを見て逃とう走そう。……兵がいくらか薙ぎ払われたけど、直したら使えるのもあるかも。ウダノスケは無事よ」

　ルネがアラスターに答えを返してから、返答まで少し間があって、遠い場所で何か話すような声が聞こえていた。

『失礼、斥候からの通信が……うむ……分かった。姫様、悪い報せです。我らが足止めされている間に第二騎士団の一部がラス峡きよう谷こくを抜けて王都へ向かったと、斥候より報告が』

「そっか……」

　陽動作戦はあくまでも、その後の街道封鎖ありきだ。

　迅じん速そくに情報収集し、迅速に判断し、動ける兵だけでも迅速に動かし、あんな無茶な手でルネを足止めしたことで第二騎士団は半分だけでも帰き還かんに成功した。

　戦況はより面倒な方向へ傾かたむくこととなったが、ルネは別のことを考えていた。

「敵意はあったけれど、憎にくんでいなかった」

『む？』

「第二騎士団長のことよ。あの人、使えないかな」

　あれだけ近寄れば当然『感情察知』の力によって、ルネはバーティル・ラーゲルベックの感情を読み取ることができた。

　戦場にて相対した以上、そこに敵意があるのは当然。

　しかしそれ以上の、今まさに国を滅ほろぼさんとしている魔物に対して向けるべき憎しみをバーティルから感じることは無かった。

　彼は一応ヒルベルトの治世に協力しているが、元々クーデターには傍ぼう観かんを貫いていた。

　第二騎士団が傍観の姿勢を見せたことでヒルベルトはいよいよ決定的な行動に出たようなので、無罪とは言いがたい相手ではあるが……

『……策を練りましょう。行軍と並行することになりましょうが』

「分かった」

　何にせよ、これ以上行軍を遅らせられないのだけは確かだ。

　ルネは再び天を舞い、屍の群れはすぐさま雪の斜面を下り始めた。
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「アラスター、後から調べられても洗脳とバレない魔法的な洗脳方法とかって知らない？」

「それはほぼ不可能です。言いなりにするとか、本来の意思に反して行動させるとか、そういった強きよう烈れつな魔法は後こう遺い症しようが出やすく、また然るべき手段で調べれば痕こん跡せきが分かります」

　再び王都に向かって動き始めた陣列の中。

　輿に揺られるルネと、その下を歩くアラスターは物ぶつ騒そうな相談をしていた。

「ですので、そもそも『調べさせない』という方向で考えます。調べられる前に自害させるとか、洗脳を疑われないよう慎しん重ちように調整するなどですね」

「そっか……じゃあ、倒された後もアンデッドとバレないアンデッドとかは」

「……姫様でもご存じないのであれば私には考えつきませんな。アンデッドは邪じや気きによって身体を維持しております。残留する邪気によって、ただの死体とアンデッドを峻しゆん別べつすることは容易かと」

「うーん……一定時間で溶とけるカプセルの中に聖水を仕込んでおいて、やられた後に体内の邪気を中和するようにするとか……」

「なるほど、面おも白しろいかも知れません」

　推理小説みたいな手を考えてはみたけれど、どうも心こころ許もとない気がした。

　そんな仕掛けを行軍しながら準備してぶっつけで使うというのは堅けん実じつとは言い難い。

「……今から色々考えてても、使えるとは限らないけどね。状況次し第だいだから」

　ルネが企たくらんでいるのは、バーティルとの『交こう渉しよう』だ。

　かつてクーデターを傍観したように、交渉によってルネの王都侵攻を傍観してくれるなら最高。だがそうでなくても、バーティルの反応によって何パターンかの計略をルネは考えていた。

　生前の記憶を引き継ついでいるアラスターによれば、ヒルベルトはクーデターに積極的に協力した第一騎士団長ローレンスを全面的に信しん頼らいする反面、第二騎士団長バーテイルには疑い混じりの目を向けており、そのことが二人の団長の間でも微び妙みようなミゾになっているという。

　もしかしたら、そのことが付け入る隙になるかも知れない。

「いずれにせよ、まずは第二騎士団長との会談が実現してからですな」

「うん、そのためにはまず……」

　ルネは振り返る。……正確に表現するなら、頭部を首から外し、後ろに向けて持った。

「あれを言いくるめないと」

　輿の少し後ろには、ゾンビ馬に牽ひかれる幌ほろ付きの馬車があった。
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　馬車の座席に縛しばり付けられたハンフリー・マイルズは、今現在、自分こそが世界一不幸な男だろうと百回くらいは考えた。

　ハンフリーはシエル＝テイラ王国第二騎士団に所属する術師だ。王宮直属の騎士団に取り立てられたことで一代貴族の称しよう号ごうを得た元平民である。所領は持たず、国から給金を貰って暮らしている。四年前に雑貨商の娘むすめと結けつ婚こんし一男一女を儲もうけた父親でもある。

　団長に付き従い、『雪合戦』の要員として戦っていたが、空飛ぶ箒で逃げだそうとしたところアンデッドの包囲網を抜けられずに捕ほ獲かくされてしまった。

　そして今ハンフリーは、王都へ向かう屍たちの行軍に同行させられている。

　身体を縛る鎖くさりは堅く、暴れてみてもビクともしない。犬用口輪みたいな外見をした詠唱の力を封じるマスクと、指による印組み効果を封じる手て錠じようまで掛けられては得意の魔法も使えない。

　マスクの下に猿さるぐつわまで嚙かまされているのは、おそらく舌を嚙み切って死なないようにするためだろう。とりあえず死なれては困るらしいが、だとしたらアンデッドが生きている人間に何をするというのか見当も付かない。

　もはや残照も消え、闇に落ちた馬車の中にはランプ形の携行魔力灯が吊るされてぼんやり光っている。馬車の中にはハンフリー以外誰もおらず、軍ぐん需じゆ物資らしき箱が詰め込まれているだけだ。

　一人きりは、隣となりにゾンビやスケルトンが座すわっているよりも恐ろしかった。風でひらつく入り口を搔き分け今にも恐ろしい化け物が入ってくるのではないかと、そんなことばかり考えてしまって。

　だが、その少女が馬車に入ってきた時、ハンフリーは恐きよう怖ふ以外の理由で絶句した。

　夜空に輝くべき銀の月が地上に顕けん現げんしていた。否、それは白いドレスを着た少女だった。背中辺りまでの長さがあるストレートの銀ぎん髪ぱつは輝かしく、銀の目は魅み入いられてしまいそうに妖あやしく美しい。

　子どもらしくあどけない顔立ちだというのに、その立ち居振る舞いにはどことなく気品が滲む。

　抜けるように白い肌はだも含め、全身が白と銀で統一されている。……細い首をぐるりと取り巻く紅あかい傷きず痕あとと、ドレスのスカート部分に大きな絵筆に鮮せん血けつを浸ひたして殴なぐり描きしたような薔薇紋もんを除けば。

　その高貴さと美しさに、ハンフリーは雷かみなりに打たれたようになっていた。

　──銀髪銀目の高貴な少女……だとすると、彼かの女じよが!?

　ハンフリーたちが今まさに戦っている相手。前王の遺児であったアンデッド。〝怨獄の薔薇姫〟。ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラだ。

「はじめまして、騎士さん。あなたは偽いつわりの王に仕える不忠の身なれど、今は捕ほ虜りよたるあなたに一軍の将として礼儀を尽つくしましょう。わたしはルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラと申します」

『鈴すずを転がすような声』という詩的すぎる比ひ喩ゆに実例が存在するのだとハンフリーは思い知った。

　狭せまく揺れる馬車の中でもバランスを崩くずすことなく、ルネはスカートの裾すそをつまみ、軽く膝ひざを折ってお辞儀をした。優ゆう雅がでありながら、どこか少女めいた拙つたなさも感じる所作だった。

「このような強ごう引いんな真ま似ねをしてしまってごめんなさい。ですが、どうしても第二騎士団の方とお話ししたかったんです」

　ハンフリーの頭の中には、耳から流れ出そうなほど大量の疑問が渦うずを巻いていた。

「あなたとの話し合いがどのような結果に終わろうとも危害を加える意思はありません。王都に辿り着きましたら、あなたはわたしの転移の魔法で街まで送り届けます。……ああ、それとも先行して王都に向かってもらい、隙を見て逃げ出したことにでもしましょうか？　とにかく落ち着いて話を聞いてください。今、拘こう束そくを解きます」

　解きます、とルネが言うなりハンフリーの身体は楽になった。

　なんだか分からないが、ハンフリーを縛り上げていたもの全てが解けて散らばったのだ。

「ほ、本当に……アンデッド？」

　猿ぐつわが取れるなり、頭の中に渦巻いていた疑問の中で、真っ先に口を突いて出たのはこれだった。『アンデッド』とは邪神の呪じゆ詛そによって仮かり初そめの生を得た死体や、死してなおこの世に留とどまる怨おん霊りようの総称。そんなおどろおどろしいイメージと、眼前の儚はかなげで可愛かわいらしい少女が一致しない。

　ハンフリーは言ってしまった後で『しまった』と思った。ものすごくどうでもいい質問だった。こんな無礼なことを言って、もしルネの機き嫌げんを損そこねたら今すぐ殺されてしまうかも知れない。

　しかし、あっけにとられたような顔をしたルネは、すぐに破顔し、上品に口元を押おさえて笑った。

　裏表無く愉ゆ快かいそうで、その姿だけ見るなら化け物とは思えない。ただの育ちの良い女の子だ。

「ふふふっ。その通りですよ。あなたも術師なら、気配を読めばお分かりになるのではありませんか？　……わたしは確かに殺されて蘇よみがえりました。いかにもアンデッドらしいおぞましい姿にもなれますけれど、生きている方とお話をするのにわざわざそんな姿で怖こわがらせる必要はありませんもの」

　そして、ちょっと緊張したような真ま面じ目めな顔になって、彼女は切り出した。

「お話というのは他でもありません。なるべく犠ぎ牲せい者を少なくして戦いを終わらせるために、第二騎士団長に協力していただきたいのです」

　真しん摯しな眼まな差ざしを受け、ハンフリーは息を吞む。つまりは内通、裏切りの誘いということ。

「団長とお知り合いなのですか……？」

「いえ。でもクーデターに与くみしなかった彼ならばわたしの言葉に耳を傾けてくれるかも知れません」

　ルネの口調は、バーティルこそが最後の希望だとでも言うように悲ひ愴そうであった。

　王弟ヒルベルト二世がクーデターの旗を立てた時、第一騎士団はローレンス主導でそれに荷か担たんし、第二騎士団がそれを黙もく認にんしたことで流れは決定的になった。

　だがハンフリーは知っている。団長は決して『王などどうなってもいい』と思ってクーデターを黙認したわけではないのだと。

　もし第二騎士団が王に付いて第一騎士団と戦ったとしたら、お互いに消耗しきった末に第二騎士団が負けるだろうというのがバーティルの読みだった。そうなればシエル＝テイラは滅茶苦茶になり、さらに騎士団が壊滅してもエルバート王及び第二騎士団の背後に付いた連れん邦ぽうと、王弟ヒルベルト及び第一騎士団の背後に付いた四大国がシエル＝テイラを舞ぶ台たいに争うことになりかねない。

　バーティルは部下たちとよく話し合い、意見を聞き、王弟ヒルベルトと第一騎士団の行動を愚おろかと思いながら、苦く渋じゆうの選せん択たくとしてクーデターの黙認を決めたのだ。

「わたしだって、復ふく讐しゆうのために王都を焼け野原にして多くの人々を殺すのは本意ではありません。そのために、第二騎士団長に協力してほしいのです」

　ハンフリーは目を見張らずにはいられなかった。

　怨みのあまりアンデッドとして蘇った姫が。四千ものアンデッドを率いて王都に攻め上り、これを滅ぼさんとしている復讐者が。なるべくなら無む辜この市民を殺したくないと言うのだ。

「ですので、わたしを取り次いでほしいのです。お願いできますか？」

「……団長と第二騎士団に何をさせるのか次第です」

　慎重に、慎重に言うハンフリーを見て、ルネは微笑ほほえんだ。優やさしく輝く銀の月のように。
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「ぐえー」

　馬車を飛び出すなり、ルネは川岸で鳴いている蛙かえるのような声を上げて天を仰あおいだ。

「姫様、いかがなさいましたか？　上う手まく行きませなんだか」

　アラスターが心配げに声を掛けてくる。

「ううん、上手く行ったと思うけど……舌嚙むかと思ったし、口から砂糖吐はくかと思った」

「左様でございますか」

　コッテコテの演技は少しばかり精神に来るものがあった。








５　謀はかりごと






　王都北の山中。街かい道どうから細道を分け入った先に、石を切り出して作った小さな塔とうみたいなものが立っていて、その隣となりには妙みように真新しい掘ほっ立て小屋があった。

　雪を踏ふみ分けて小屋に近づいていくと、まだ夜も明けきらない時間だというのに、すぐさま衛兵が飛び出してくる。

「待て！　何者だ、貴様！」

　鎧よろい兜かぶとで完全武装した衛兵が、視界が白はく濁だくするほどの光量の明かりでこちらを照らした。

「この場所は、許可無き者の立ち入りを王命により禁じている！」

「そんな……わたし、ただお墓参りに来ただけなのに」

　バスケットを掲かかげ、中に収まっている数本の白しろ薔ば薇らを示すと、衛兵は訝いぶかしんだ様子で一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。こんな時間にこんな場所へこんな理由で、少女一人きりで姿を現したことを奇き妙みように思ったようだ。

　しかし、それはそれとして彼かれには役目があった。

「まさか、この『大逆塚づか』へ参ろうというのか？」

「そんな名前だとは知らなかったけれど、そうよ」

「……これは傑けつ作さくだ。この大逆塚へ葬ほうむられたのは、祖国に仇あだなした罪人ばかり。彼あ奴やつらを参り、弔とむらうというのであれば、祖国と陛下への侮ぶ辱じよくなるぞ！」

　衛兵は威い圧あつ的に言うなり剣けんを突つきつけてきた。よく研とがれた刃やいばが、魔ま力りよく灯とうに照らされてギラつく。

「参る者や遺骨を取り戻もどそうとする者があらば、捕とらえるようにとのご命令だ」

「……そう」

　衛兵は兜の狭はざ間まから冷たく見下ろす。

　だが次の瞬間、深紅の閃せん光こうが迸ほとばしり、彼の手にしていた剣は輪切りにされた。

「は……？」

「やれるものなら、やってみなさい」

　すっぽりと身体からだを覆おおっていた外がい套とうのフードを撥はね除けたルネは、何が起きたか分からない様子で驚きよう愕がくする衛兵に冷たく言い放つ。その手には、衛兵の剣を叩たたき斬きった深紅の刃は。

「そ、そんな馬ば鹿かな！　なんでここぎへぇっ!?」

　無様に尻しり餅もちをついた衛兵を、ルネの赤せき刃じんは無む慈じ悲ひに両断した。

　騒さわぎを聞きつけて間かん髪はつを容いれず、見張り小屋の扉とびらが開く。

「どうした!?　悲鳴が聞こえ……ぎゃっ！」

「う、うわあ！　来るな、来るなぁっ!!」

　戸口に姿を現した衛兵を串くし刺ざしにしてルネは押おし入った。

　その場に詰つめていた衛兵数人が全すべて死体となるまでに、十秒もかからなかった。
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　石を掘った小さな塔を、スケルトンナイトたちが力尽ずくでずらしていく。

　すると、その下には箱状のスペースがあって、大量の骨が突っ込こまれていた。

「中の遺骨は全て砕くだかれております。また、聖気による浄じよう化かの痕あともあり、我々では手が出せません」

　小隊長のグールが中を調べ、忌いま々いましげに所感を述べる。

「何が何でもアンデッドにならないようにした……だけ……」

　それは決して、まともな『弔い』ではない。ただの『浄化』だ。死体を適当に焼いた後、アンデッドとして蘇よみがえらぬよう聖気によって遺骨を浄化しただけだった。

　ここはヒルベルトによって政治犯として処しよ刑けいされた者たちの遺骨を納めた場所。

　弔うことができないよう、山の中に隔かく離りして監かん視しまで付けた、祈いのる者無きゴミ捨て場だ。

　ルネの父であるエルバートも、ルネと共に殺された母・ロザリアも、おそらくここに遺骨を放ほうり込まれたはずだ。しかしどれがロザリアなのかなんてもう分からない。何かの魔法で探せるとしても、そうする気が失うせるほどの有様だった。叩き割られた骨の破は片へんが百人分以上混ぜこぜにされているのだから。

　骨の主の霊れいが彷徨さまよってはいないかと、ルネは周囲を見回した。迷える魂たましいなど見当たらない。

　怨おん霊りようの一つや二つ出て来てもおかしくないシチュエーションだが、しかし周辺にそれらしき霊が見当たらないのは、浄化が行き届いているからだろう。

　そうでなくても、政治犯とされた者の多くは王おう侯こう貴き族ぞく。神しん殿でんに寄進を積んで、生前に祝福を受けていたはずだ。死して後も邪じや神しんに魂を奪うばわれず、神の懐ふところへ還かえれるようにと。

　ルネの母・ロザリアだって、一度は王おう妃ひであった身の上だ。きっと、魂は処刑されて間もなく天に引き上げられたのだろう。邪神の手先に堕おち、復ふく讐しゆうの戦いに身を投じたルネとは違ちがう。

　──今のわたしには、弔うことも許されない……

　できるのは、手前勝手な復讐で、ルネと母を殺した者たちに報むくいを受けさせることだけだ。

　全てを奪われたばかりでなく、何な故ぜ、死して後もこのように貶おとしめられなければならないのか。

　グチャグチャに切り裂さかれた衛兵たちの無む残ざんな死体を、ルネは見下ろす。

　こんなちっぽけな死では償つぐないきれない。より多くの死を。無念を。悲しみを。

「……滅ほろびればいい。こんな国……」

　一昼夜吹ふき荒あれていた吹雪ふぶきはいつしか止やみ、夜は白々と明け始めていた。

　木々の合間を透すかして東の方を見やれば、やや手前に王都が、そして山やま間あいの道をゾロゾロと抜ぬけてくる軍勢の姿が確かく認にんできた。王都を滅ぼすためにルネが用意した、死者の軍勢だ。

　ローレンスに敗れ、王都から逃のがれて一ヶ月余り……ルネはようやく、ここまで戻って来た。
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　人族は概がいして『夜』を、アンデッドをはじめとしたモンスターたちの時間であると考えがちだ。

　アンデッドの軍勢が夜のうちに来なくてよかったと思った騎き士しは多いだろう。

　だが、朝日に照らされて行進する禍まが々まがしき軍勢を見た時、果たして姿が見えるのと見えないのではどちらがマシなのだろうかと彼らは疑問に思うことになった。

　足並みを揃そろえて進む死体。鎧を着た骸がい骨こつ。腹を裂かれた騎き獣じゆう。約四千という第一報はほぼ正しかった。鮮せん血けつの薔薇を刻んだボロボロの旗がいくつも天を突き翻ひるがえる。

　東側からやってきたアンデッドの軍勢は、本隊が東の街道を封ふう鎖さするように布ふ陣じん。別働隊が王都を包囲するように回り込み、まるで真白い皿に泥どろ水みずを注いだように、王都・テイラ＝ルアーレの位置する雪の盆ぼん地ちへ展開していった。

　集合が間に合った兵は少ない。

　まず、近場でヒルベルトの側に付いた騎士は半分以上がガズールの切通しにて殺害されていた。指揮をする騎士がいないようでは、その下の農兵も動けない。

　南に討とう伐ばつに出ていた第二王宮騎士団は半数ほどが辛かろうじて帰き還かんするも、残りは封鎖された街道を迂う回かいして西から大回りしている。

　王宮は神殿の神官たちから協力を取り付けたが、神殿騎士団は神官の護衛程度の数しか居ない。

　後は王都に居た冒ぼう険けん者や傭よう兵へいを『金貨袋ぶくろで殴なぐって』雇やとったのだが、有力な冒険者はことごとく南への討伐行に参加していたうえに、何故か王都を留守にしている冒険者が多かったせいで集まりが悪く、さらに一いつ旦たんは参集に応じながら、現れたアンデッドの大軍を見て逃にげ出す者もあった。

　ヒルベルトを熱ねつ狂きよう的に支持する市民義勇軍も現れたが、半はん端ぱ者ものを迂う闊かつに戦わせれば死体が量産されて敵の戦力になってしまう。一部の実力ある者以外は一旦後方待機とせざるを得なかった。

　街門は固く閉とざされ、街がい壁へきもろとも青い魔力光の幾き何か学がく的ラインを走らせている。

　魔石と土地の魔力を燃料にして防ぼう御ぎよを張るマジックアイテム……いや、魔法建造物マジツクストラクチヤ。この防御を正面から破ろうと思えば、攻こう撃げき側も膨ぼう大だいな魔力が必要になる。

　壁かべの外に生きた人族は居ない。雪に埋うもれた農地があるだけだ。

　充みち満ちた邪悪な気配に当てられて逃げ出したのか、獣も鳥も今は姿を見せない。

　息詰まるどころか窒ちつ息そく死ししそうな緊きん迫ぱくした空気の中、離はなればなれで密談をする者たちがあった。
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　そこは街壁の一部。東街門の『二階部分』とも言える、門塔の中だった。

　重じゆう厚こうな石を積んだ丸い部屋には、ふたりの男だけが居る。

　片方は、アンデッドの軍勢に捕らえられたと思ったらとんでもないニュースと共にひょっこり帰ってきた男。術師のハンフリー。攻撃魔法で背中を焼かれ、太ももに矢を突き立てられて、それでも箒ほうきを飛ばして自ら治ち癒ゆの魔法を使いながら命からがら逃げ帰ってきた。同どう僚りようたちは歓かん喜きと共に彼を出で迎むかえたが……奇き跡せきの生還には裏があった。彼は敵と取引をして逃がされたのだ。

　そしてもう片方は、誰だれあろう、第二騎士団長バーティル・ラーゲルベック。

　バーティルは机の上に置いた幻像通話符ヴイジヨナーに手を置いている。符ふを起動して、ペアになった符に呼びかけているのである。これはハンフリーが持ち帰ったものだ。

　幻像通話符ヴイジヨナーは通話符コーラーと同じように二枚組にして使う通信アイテムだが、声だけを届ける通話符コーラーとは違い、使っている者の姿の幻まぼろしを映し出して相手に見せる力がある。

　声だけでは伝わりにくいニュアンスも相手に伝えられる……と言うと便利そうだが、実際はこんなものが通じるほど近くに居るなら直接会って話せばいいわけで、使い道の限られるマジックアイテムだ。なにしろ通話符コーラーと違い、これは射程が短い。

　ただし、今この時に限っては非常に有用だ。戦場で敵同士が会談を行う際などに、直接出向くという危険を冒おかさず顔を合わせるために幻像通話符ヴイジヨナーは使われることがあった。今のように。

　やがて幻像通話符ヴイジヨナーが接続され、バーティルから机を挟はさんだ反対側に小さな光の人ひと影かげが立った。

　この国では忌いみ子とされる……しかし、あまりに美しく幻げん想そう的な銀髪銀目。

　子どもらしくあどけない顔立ちだが、立ち姿からは貴人としての振ふる舞まいを学んでいるように見てとれる。ちょっと所作がたどたどしいのは子ども故のご愛あい敬きようと言うべきか。清らかな純白のドレスを着ているが、しかしそのスカートには不気味で禍々しい赤薔薇が描えがかれていた。

　──この少女が……〝怨えん獄ごくの薔薇姫ひめ〟……

　今まさにシエル＝テイラを滅ぼしかけている怪かい物ぶつとは思えなかった。

　幻像通話符ヴイジヨナーが映し出した幻像は、バーティルと手を重ねるように手を伸のばしている。彼かの女じよもまた陣の奥おくで、机の上に置いた幻像通話符ヴイジヨナーに触ふれているらしかった。よく見ると彼女の幻は足が少し宙に浮ういている。踏み台を使っているのか、それとも向こうの机はバーティルのものより低いのか。

　呆ほうけかけたバーティルだが、すぐに我に返って礼をする。

「シエル＝テイラ王国第二王宮騎士団長、バーティル・ラーゲルベックです。幻像通話符ヴイジヨナー越ごしには見えないでしょうが、先さき程ほどあなたからの言こと伝づてを持ち帰ったハンフリーも同席しております」

『ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラと申します。突とつ然ぜんのお願いにこうして応じていただけたこと、感謝の言葉もありません』

　幻像の少女は片手を符に置いたまま、もう片方の手だけでスカートをつまんで礼をした。

『先程、一度繫つながりかけて切れてしまいましたが……』

「ああ、すみません。騎士団の本ほん拠きよからでは通じませんでしたので、より近い場所へ移動して再使用しているのです。幻像通話符ヴイジヨナーの射程の問題ですね」

『あら、それはそれは……わざわざご足労いただきましたようで申し訳ありません』

「いえ、構いません。お気き遣づかい無く」

　ルネは本当に裏表無く済まなそうにしていたけれど、なるほどとバーティルは思う。彼女の外見は充じゆう分ぶんに武器になる。声しか届かない通話符コーラーで済ませるなんて勿もつ体たいないと考えるのも道理だった。

　バーティルにしても、こうして直接ルネの反応を見られるのは悪いことではない。

『お話の前に念のため確認したいのですが、この会話が他ほかの方に盗ぬすみ聞きされている可能性はありませんか？』

「……皆かい無むとは言えませんが、その危険は非常に低いかと。この部屋は前線の指揮拠きよ点てんとして探知阻そ害がいが行われており、魔法による覗のぞき見や盗み聞きは遮しや断だんされます。物理的な盗み聞きに関しても無いでしょう。この部屋には私とハンフリーのみ、そして周囲に人はおりません」

『本当ですか？　王を僭せん称しようする王弟も……第一騎士団長も……神殿の方や……なんらかの見張りの方も……聞いてはいませんね？』

　疑うたぐり深いと言うよりも、ルネはただ不安げに見えた。闇やみを恐おそれる子どものようで、相手が超ちよう越えつ的なアンデッドモンスターだと分かっていても庇ひ護ごの情をそそる姿だ。

「はい。保証します」

『そうですか……』

　ほっとした様子のルネを見て、バーティルは少しだけ胸が痛む。

『分かりました、本題に入りましょう。……と言いましても、おそらくわたしのお願いは察しが付いていることでしょうね。あなたには僭主ヒルベルトを裏切り、わたしに荷か担たんしてほしいのです』
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　来たか、とバーティルは思った。

　予想はしていたが面と向かって言われると、それは心臓を鷲わしづかみにされるような気分だった。

　クーデターで玉座に就ついた現王を裏切り、弑しいし奉たてまつる……

「お聞かせ願いたいのですが、何故、私にそのような話を？」

『あなたであれば、私の話を聞いてくださると思ったからです。あなたは僭主ヒルベルトのクーデターに際して、国内の混乱を厭いとって傍ぼう観かんしたと。であれば、あなたの忠義は個々の王ではなく国家そのもの……あるいはそこに生きる民たみの上にあるのではありませんか？』

　バーティルは無言で応じた。

　事実それはバーティルの考えに近かったのだが肯こう定ていするわけにもいかない。

『わたしは無用の殺せつ生しようをする気はありません。復讐を遂とげた後にこの国が栄えるも滅ぶも興味ありません。もし、あなたが乱を望まず、この地の安あん寧ねいのみを求めるというのであれば、早く戦いを終わらせるという一点においてわたしたちの目的は一いつ致ちするはずです』

　ルネは胸に手を当てて、懇こん願がんするように述べる。

　バーティルは表情を動かさぬようにしつつ、その様を見ていた。ルネの言葉全てに信を置くことはできないが、しかし、こんな物言いをするアンデッドなど彼女の他に居るだろうか。聡そう明めいで物の道理を分かっている子という印象だった。こんな子がクーデターの熱狂の中で無残に首を落とされたと思うと痛ましくてならない。

　それでも、情に流されて首を縦に振ったりはしなかった。

「具体的には、私にどうせよと？　その見返りは何かありますか？」

『防ぼう衛えい網もうに隙すきを作り、侵しん攻こうルートを開けていただきたいのです。何でしたら、こちらから陽動を仕し掛かけますので敢あえてそれに釣つられてくださればよろしいかと。その報ほう酬しゆうは……まず、あなたがわたしに何を求めるか、おっしゃってくださいませんか？』

「ふむ……もし私が『市民を誰一人傷つけるな』と言ったら、それを守れますか」

『戦いに支障が無い限りは、そのように。いかがでしょうか』

　もしルネが市民を一人たりとも傷つけず、ヒルベルトと兵だけを殺して何ど処こかへ去っていくつもりなのだとしたら、どうだろうか。それはそれで平和になるのかも知れないとバーティルは思った。

　この国はきっとこれからヒルベルト王によって混こん迷めいの渦うずの中に巻き込まれていく。だが今、幾いく許ばくかの血を流すことと引き換かえに立ち止まり、違う道を行くことができるなら。ヒルベルトという暗あん愚ぐの王を排はい除じよし、国を立て直すことができるなら。

　それはバーティルにとっては、確かに望ましい結末の一つであるように思われた。

「これは信用や信しん頼らいの話ではなく、取引の公平性の話としてお聞きくださいますと幸いなのですがね。もし私が裏切ってあなたの軍勢を王都内に引き入れたとしましょう。その後で取引を反ほ故ごにして市民の虐ぎやく殺さつが始まっても、私にはもうどうしようもないと思いませんか？」

『なるほど、それはごもっともですね』

　バーティルはあくまで是ぜとも否とも言わず、自分が出した条件の陥かん穽せいを自分で突く。ルネは真剣に悩なやんでくれた。

『では、逃げ道を作るというのはいかがでしょうか』

「……何ですって？」

　名案だとでも言うように、ルネはふんわり笑った。

『現在、わたしの騎士団は王都を包囲し、東西南北の街道は封鎖状態にあります。ですがここで西側のみ包囲を解とき、王都の人々の逃げ道を作るというのはいかがでしょうか？　西街門に対しては攻撃を仕掛けず、西への街道からも兵を退かせましょう。もちろん、逃げ出した人々を攻撃するようなことは致いたしません。第一騎士団の者やヒルベルトを除いて、ですが』

　確かにそれは客観的に分かりやすく、『先さき払ばらい』が可能な代価だ。しかし……気前が良すぎる。

　──街道の話は撒き餌だな。どうする気か知らんが、多分援えん軍ぐんが来る前に勝負を決める考えハラだ。だから街道を空けても痛かねぇはず……だが西門を攻撃しないってのはでかい。大型兵器も大たい砲ほうも無く数だけは多い敵さんの陣容を見る限りじゃ、数を頼たのんだ飽ほう和わ攻撃で無理やり街壁によじ登って制圧するのが最適解だ。頭数の差を考えりゃ、全方位から攻せめられた方が守る側としては厳しい。西の守りがガラ空きになったとこで反故にして攻めるのもアリだが……

　もしルネが本当に言ったとおりにするのなら、ルネにとって損が大きい取引になるという気もする。包囲攻撃に意図的に穴を作ると言っているのだから。

　ルネは心持ち緊きん張ちようしたような表情でバーティルを見上げている。その姿は、『最強のアンデッド』という虚きよ勢せいを張って強大な国家に向かい合う哀あわれな少女としか思えなかった。

　──落ち着け、バーティル。自分がすべきことを考えろ。

　バーティルの頭の中では様々な計算と、今後の動きに関するシミュレーションが動いていた。

『また、第二騎士団の者は殺さないよう兵たちに徹てつ底ていさせましょう。不自然でない程度にケガはさせると思いますが、殺させはしません。……手勢が無事であれば、仮にわたしが約束を違たがえたとしてもあなたは即そく応おうできると思いますが？』

　仮に第二騎士団の者が殺されたり避ひ難なん民が襲おそわれたりしたら、その場で徹底抗こう戦せんに方針転てん換かんすればいい、という話だ。

「反撃で倒たおしてしまってもよろしいので？」

『構いません。そうでないと裏切りを気け取どられてしまうことでしょうから。……本当なら、第二騎士団の皆みな様さまが堂々と裏切って第一騎士団を倒してくださいますとありがたいのですけれどね』

「流石さすがにそれは。この戦いを生き延びることができたなら、我らにもその先の立場というものがありますので」

『ええ、無理は申しません』

　ルネは殊しゆ勝しような態度を崩くずさなかった。

　──確かにこれなら、どっちに転んでも損は無い。俺おれ個人としても望むところだし、戦術的にも価値がある。そして仮に向こうから取引を反故にされてもすぐに対応できる……できるが……

　手放しで飛びつく気にはならなかった。なにしろ、話がうますぎる。

　──何を企たくらんでいる？　それとも、何も考えていないのか？　まさかそんなわけがあるか！

　シエル＝テイラでは『朝あさ靄もやと握あく手しゆをするよう』という言い回しがあるが、バーティルはまさにそれを感じていた。バーティルは今ルネと交こう渉しようらしき会話をしているが、全く手て応ごたえがない。

　何か、バーティルが見ているものとは別の場所にルネが守ろうとしているものと、得ようとしている成果がある。そんな気がした。

『第二騎士団は今、どちらの守りに？』

「主に東街門周辺に。どうせ数も減っているので身軽ですし、私が先頭に立って臨機応変に動くことになっていました」

　これを言うことは問題無い。バーティルの側から取引を破は棄きしたいなら、今からでも作戦を変えればいいからだ。しかし形式的には機密を明かしているようにも聞こえるわけで、譲じよう歩ほを引き出すためのちょっとした牽けん制せいの一撃だ。

　ルネは特に驚おどろいた様子も無く、それを受け容いれて話を継ついだ。

『でしたら、ちょうどいいですね。こちらはまず三方向から攻撃を仕掛け、南側に兵を集める素振りを見せます。ですので第二騎士団はそれに対応して南側へ移動してください。然しかる後、こちらは手て薄うすになった東から北を狙ねらって攻勢を掛けます』

　単純だが確かに効果はあるだろうとバーティルは思った。嵌はまれば、の話だが。

「くれぐれも、市街戦に突入したとしても市民への攻撃を控ひかえていただきたいのですが」

『先のことは保証しかねますが、この王都の戦いに限って言うのであれば、わたしにとって第一の目的は僭主ヒルベルトと、それに与くみした第一騎士団の誅ちゆう殺さつです。市民を傷つけぬようにすることであなたにご協力いただけるのであれば、可能な限り善処しましょう』

　胸に手を当て、ルネは微笑ほほえむ。

　──言い回しが慎しん重ちようだ。前提条件付きだし、それでも言い切らないな。言げん質ちを取らせる気はねぇってか。嫌いやんなるぜ、本当に十歳さいかよ？

　仮に何らかの理由で市民を傷つけても約束破りにならないよう、彼女は『絶対』と言わない。逆に言えばそれは噓うそをつく気は無いということであり、誠意でもあった。

　お互たがい、多少の欺ぎ瞞まんには目をつぶり、落としどころを探さぐるのが交渉事だ。彼女はそういう話し方をしている。バーティルは内心舌を巻いていた。もし誰かが背後で振り付けをしていたとしても、ルネ自身が利発な少女であることは間違いないだろう。

　──頃ころ合あいかな……

　ルネの譲歩をこれ以上引き出そうとするより、この辺りで落としどころを作った方が良いだろうとバーティルは判断した。決けつ裂れつしては何にもならない。

「……分かりました。ひとまず様子見には応じましょう」

『ありがとうございます！』

　ルネの顔がぱっと明るくなる。感かん極きわまった様子だった。

「では、まずは西側の兵を退かせてください。話はそれを確認してからです。市民が……本当なら全員避難してから攻撃してほしいのですがね」

『残念ながら難しいです。二時間の猶ゆう予よを差し上げますから、それでどうにかなりませんか』

　バーティルは驚きの表情を辛うじてかみ殺した。ルネは多少の譲歩としてそう言っている調子だが、二時間も稼かせげるなら守る側にとっては非常にありがたい。豪ごう華かすぎるオマケだ。

　都合が良すぎてかえって怪あやしい。それが提案を断る理由にはならないが……

「……致し方ありませんか。では、これで取引成立と致しましょう」

『はい。あなたの選せん択たくがあなたの望む結果に繫がりますよう祈っています』

　バーティルが礼をして顔を上げると、既すでに幻像通話符ヴイジヨナーの接続は切られていた。

　幻像通話符ヴイジヨナーの効果が確かに切れているのを確認すると、バーティルはすぐにポケットの中から折りたたんだ札を取り出した。

「というわけだ。聞こえていたか？　ローレンス」

『……バーティル!!』

　バーティルの取り出した通話符コーラーが大声で吠ほえた。

　札からツバが飛ばないのが不思議に思えるほどだ。

　通話符コーラーの向こうで怒ど鳴なったのは第一騎士団長ローレンス。彼は王の護衛として城壁の指揮所に詰めており、この通話符コーラーは彼らの元へ繫がっていた。

　ハンフリーはルネが言った通り、まっすぐバーティルの所へ向かったのだが、バーティルはこれを自らローレンスに報しらせた。

　その理由の半分は自分の立場に保険を掛けるためだ。もし既にローレンスやヒルベルトがこの動きを察していたら、あるいは今後気付いたとしたらバーティルは追い込まれる。そうならないように先手を打ったのだ。

「そんな大声を出さなくても通じるよ」

『なんだ今の言い草は！　お前本当に裏切る気か!?』

「リアルだったろ？」

　ルネの物言いは当然のこと、それに同調するようなバーティルの態度も気にくわないようでローレンスは怒鳴り散らす。バーティルはそれをいなすように軽い調子だった。

「とにかく、この状じよう況きようをどう利用するかだよ。向こうの行動を多少は縛しばれたんだから、付け入るにはどうすればいいか考えるだけだ」

『奴やつの妄もう言げんなど一いつ顧こだにする価値も無い。油断させるとか利用するとか考えるだけ無む駄だだ。全て虚言と心得るくらいでいいだろう』

　ローレンスのその言葉は、願望混じりだとバーティルは思った。

　敵ルネには徹てつ頭とう徹てつ尾び、邪悪であってほしい。邪悪に違いない。そこに人族的な情じよう緒ちよなどあるはずがない。連れん邦ぽうに国を売った悪魔の娘むすめだ。邪神にも勝まさる邪悪なのだ……と、まあそんなところだろう。

「虚言なら虚言で良い。ただ、そうだな……陽動を仕掛けてくると分かっているなら逆に本命の攻撃を引き込んで打撃を与あたえられるし、第二騎士団の者を殺さないと言うならうちの者を盾たてにしてくれれば優位に戦えるだろう？」

『どうせ、そのつもりで裏を搔かいてくるぞ』

　ローレンスは、ルネが約束を守るなどとは微み塵じんも思っていない様子だった。

　もちろんバーティルもそれを想定して動くつもりだが、ルネに対する評価は定まっていない。

「警けい戒かいしておけばいい。本来、戦場で相手がどう動くかなんて最初から分からないものだ。敵が前言通りに動いてくれるなら儲もうけものさ。攻撃の猶予も……それから、西への避難もな」

『伏ふく兵へいでも潜ひそませているのだろう。大勢の者を逃がすため門を開けてしまえば、奴らはそこから侵入してくるぞ。それに、西から逃げられるなどという話が街に広まってみろ。噓だろうが本当だろうが人の移動で街に大混乱が起こる』

「それは確かに。今しばらくは秘ひ匿とくすべきだな」

　一ヶ月前にルネが王都で暴れた時は、逃げようとする人が折り重なって死人を出したりもした。あの悲劇は繰くり返せない。

「じきに西から援軍が到とう着ちやくする。その時、西が空いていれば避難民を押し通らせることも可能だ」

『そう上う手まくいけばいいのだがな』

「まあ、本当に西門を殴らずにいてくれるなら助かるのは間違いないだろう？　西門の防衛部隊は奇き襲しゆうを受けても時間を稼げるだけの人員を残し、後は臨機応変に動けるようにしておけば──」

『それは陛下がお決めになることだ』

　冷たく、扉を閉じるようにぴしゃりとローレンスは言い放った。

「……そうだな、僭せん越えつだった。意見具ぐ申しんと考えてほしい」

　──陛下、ね。

　バーティルは口の端はしだけで笑う。

　ローレンスは先王に対しても模も範はん的な軍人として仕えていた。だが、ヒルベルトに対しては常じよう軌きを逸いつした持ち上げようだ。そのうち、ヒルベルトに否定的な市民に片っ端から決けつ闘とうを挑いどんだりはしないかとバーティルは内心心配していた。

『バーティル。くれぐれも、くだらんことを考えてくれるなよ。お前がどうしても騙だまされたいと考えて勝手に破は滅めつするなら知ったことではないが、その場合は独りだけでやってくれ。この国を巻き込まないでくれたまえ！』

　ローレンスが言うだけ言うと、通信はぶつりと途と切ぎれた。

　通話符コーラーは既に茶色く風化した紙くずになりかけている。バーティルはそれを破って握にぎり潰つぶし、部屋の隅すみに投げ捨てた。通話符コーラーは長くても数分しかもたないのだ。

　話も終わったし、そろそろ符が燃え尽つきるところだったから通信を切るタイミングとしては不自然ではないのだが、苛いら立だちをぶつけるような切り方であった。

　バーティルは苦く笑しよう、あるいは失笑し、首を鳴らす。

「さて、それでは戦闘準備だ。まさか〝怨獄の薔薇姫〟その人と話したなんて言えないけれど、俺自身が先頭に立てばみんな付いてきてくれるだろう」

「団長」

　部屋を出ていこうとするバーティルをハンフリーが呼び止めた。

　成り行きでここまで来ていた彼だが、〝怨獄の薔薇姫〟と団長ふたりの会話を前にして、部屋の隅で身を固くしてじっと成り行きを見守っているだけだった。

　ようやく声を出した彼の表情には、戸と惑まどいの色があった。

「済まないね、なんか馬鹿でかい秘密を背負わせることになっちまった」

「いえ、そのことではなくて、その……このようなことをこの場で言うべきではないかも知れませんが……今話されていた方は、本当に第一騎士団長に相そう違いないのでしょうか？」

　バーティルは一瞬、その質問の意図をくめなかった。

「……ははあ、なるほど。ローレンスは自分が国の看板だってことを分かってて外面をよくするからね。かんしゃくを爆ばく発はつさせるところなんて団員でも知らない奴の方が多いか」

　ハンフリーは常には無いローレンスの姿を見て、あれが国民的英えい雄ゆうたる第一騎士団長とはにわかに信じがたかった様子だ。

「あれではまるで、団長が裏切り者と決めてかかっているようではありませんか」

「つっても実際、半分は裏切ったようなもんだしなあ……いや、もともと味方じゃなかったと言うべきか。陛下もローレンスも俺らをどうにかしたいと思ってんだよ。第二騎士団が俺の下で一致団結して反旗を翻したりしたら面めん倒どうだからな」

　バーティルはルネからの誘さそいを敢えて隠かくさず伝えたが、バーティルが裏切りの誘いを掛けられたこと自体がローレンスの疑念を搔き立てているようだ。ヒルベルトやローレンスは、バーティルを潜せん在ざい的敵対勢力と見み做なしており、そしてそれは別に間違っていない。

「率そつ直ちよくに言うなら、俺は……怖こわいんです。敵を憎にくむのは当然のことですが、第一騎士団長が〝怨獄の薔薇姫〟に対して向ける感情は、何か違う気がして……そのせいで団長に対してまで敵対的になっているという気がするんです」

　カリスマ性、輝かがやかしいばかりの武勇、整った容姿に振る舞いの端たん麗れいさ……

　英雄たるべく生まれついたようなローレンスには皆が憧あこがれる。一いつ般ぱん市民は当然、騎士団に所属する騎士たちであれば尚なおのことだ。

　そのせいでハンフリーは余計に戸惑っているのだろうか。

　──別になあ、ローレンスも『英雄』って生き物じゃあなく人なんだけどね。

　肩かたをすくめてバーティルは溜ため息いきをついた。

「ローレンスは勤勉だし優やさしいし真ま面じ目めだし最強だし正義感が強くてカリスマ性もある。第一騎士団長の座を預かるにふさわしい騎士だと思うよ。だけど、憎んでも憎んでも属国的に礼を尽くさざるを得なかった連邦に対して遂ついに一ひと泡あわ吹かせ、連邦を相手に戦って国を守れるって状況に興奮して、ちょっと見境が無くなってるんだろう。あいつは東部の出だからな。連邦よりノアキュリオに親近感あったろうし……あと、なんか実家が連邦絡がらみでひでー目に遭あったらしいし」

「れ、連邦？　ですか？　今戦っている相手は〝怨獄の薔薇姫〟では？」

「たぶんあいつ『敵』の括くくりが大おお雑ざつ把ぱなんだよ。前王陛下は親連邦派だった。ならば連邦の一部だ。ルネ殿でん下かは前王陛下の娘だ。ならば連邦の一部だ。〝怨獄の薔薇姫〟は前王陛下の娘が蘇ったモンスターであり、新たに立ち上がりかけた国体を脅おびやかす敵。ならば連邦の一部だ……ってな。……戦士としちゃ才能だと思うぜ？　戦場でグチャグチャ悩んで迷ってたら死ぬからな」

　きっとローレンスは〝怨獄の薔薇姫〟に連邦の影を見ている。これはローレンスにとって悪あしき連邦の侵略に対する戦いなのだ。劣れつ勢せいであることも相まって、手負いの獣のように獰どう猛もうになっている。

「俺のことも連邦の味方に分類しかけてるわけ」

　バーティルがそう言っても、ハンフリーはまだ腑ふに落ちない顔をしていた。

「いい友達だったのになあ」

「嫌きらわれてしまったわけですか」

「……女の子の首を切り落としてはしゃいでるような奴とはお友達でいたくないんだ。俺がね」

　──あーあ、言っちまったよ。あいつのこと見捨てたくなかったのになあ。

　バーティルは静かに目を閉じ、そして開いた。

　ローレンスが第一騎士団長になった経いき緯さつは、彼にとっても不幸だったとバーティルは思っている。

　ジレシュハタール連邦とノアキュリオ王国の代理戦争の様相を呈ていした、南の十年戦争……シエル＝テイラの王宮騎士団は連邦の要よう請せいで駆かり出され、既に老境に差し掛かっていた先代の第一騎士団長は四年前、事故に近い戦死を遂げた。

　当時二十五歳だったローレンスは第一騎士団長としては若すぎたが、戦果を上げすぎ、国民に人気がありすぎ、強すぎた。騎士団の士気を保ち、国民の戦意を高こう揚ようさせるために、次の第一騎士団長は彼でなければならなかった。

　バーティルは先王エルバート……つまりルネの父から『ローレンスをよろしく』と言われた日を思い出す。バーティルも先代第一騎士団長の背中を追って勉強中の身だったけれど、逆にローレンスを導き支える立場になってしまった……

　──俺にも責任が無いわけじゃねぇな。くそっ……

　ならバーティルはどうすれば、責任を取ることになるのだろうか？

「コウモリにならせてもらうよ。どうすれば一番穏おん便びんに全てが終わるのか……様子見しつつ動こう。この国を守るということは民を守るということだ。陛下を守ることとは限らない。ひとりでも多くの民を生かすためなら、俺は……神様おそらに顔向けできなくなったって構わねぇさ」

　バーティルは第一騎士団とアンデッド軍を食い合わせて互いに戦力を削けずらせることを考えていた。そのための布石としてルネからの誘いを敢えてローレンスにも漏もらした。両方の戦力が上手いこと減ってくれれば、バーティルが状況を操作しやすくなる。

　現状、ルネの軍は多すぎる。そのため初手ではルネが不利になるよう、彼女の裏を搔いたのだ。

　最終的にどうするか決めるのはまだ早い。窓の外には、死を形にしたような軍勢が布陣していた。
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　ルネが幻像通話符ヴイジヨナーで会話を行っていた場所は、本陣にある天幕の中だ。

「食わせ者ね」

　ルネが端的に感想を述べると、立ち会っていたアラスターは顔をしかめる。

「やはり噓がございましたか」

　ハンフリーに通話符コーラーではなく幻像通話符ヴイジヨナーを渡わたして持っていかせたのはもちろんわざとだ。こうすれば射程の都合という理由をつけて『感情察知』の効果圏けん内ないまで呼び出すことができる。

　ルネはバーティルとの会話の中で感情を読み、どの程度協力的であるかや噓の有う無むを調べていた。

「ヒルベルトとローレンスのことを言った時に反応があったから、このふたりは聞いてると思う」

　特に反応した言葉が何か、から推理すれば、実際にはどんな状況だったのか分かる。

　アラスターも腕うでを組んで唸うなる。

「彼奴らがまさか、あの場所に出てくるはずもなし。となると……」

「『一いつ緒しよに居るか』ってところでは反応しなかったから……多分、通話符コーラーを置いて作戦司令部に会話を中ちゆう継けいしてたんでしょ」

「いかにもバーティルあいつのやりそうなことで溜息も出ぬわ」

　バーティルがどのような人物か、クーデターに対してどのような態度だったか。ルネは事前にアラスターから聞いて詳しよう細さいに把は握あくしている。

　話を総合すると、煮にても焼いても食えない男という印象だ。そして心情的には味方寄りであろう人物だが、慎重で、軍人として民を守護するという己おのれの役割から外れることがない。

　バーティルは話に応じはしたが、ルネに全てを賭かけるような軽挙をせず、しかし完全にローレンスたちの味方という気もしない。様子を見てどちらに荷担するか決めたいのだろう。

　だが。

「まあ、いいわ。それはそれで利用できるから」

　ルネは最初から何パターンかバーティルの反応を想定していた。

　この会話をローレンスやヒルベルトに聞かれていると目星を付けた時点で、ルネは聞かれていることを前提にバーティルに対する要求をした。次への布石だ。

　ルネがバーティルに取引を持ちかけたということ、それ自体がローレンスの疑心を生む筈はず。

　バーティルは、ローレンスやヒルベルトとの間に微び妙みようなミゾがある。そのミゾを押し拡ひろげて断絶に変えることができれば趨すう勢せいは大きく傾かたむく。ルネは罠わなを一つ仕掛けた。

「アラスター、作戦の再確認を」

「はっ。まずは予定通り、街全体を脅して多少のパニックを起こさせます。そうすれば市街に潜入した時に行動が容易になりましょう。……その後、最初の一当てで都合の良い死体を確保します」

「いきなり最初から勝つ必要は無い、ということでいいのよね？」

「はい。必要な物資を確保しつつ、姫様のお力を示すことができれば充分にございましょう」

　仕掛けられた罠の上で、いよいよ戦いが始まろうとしていた。
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　王都に連れ去られたキャサリンは一時的に、第二騎士団長バーティル・ラーゲルベックの邸てい宅たくに預けられていた。

　キーリー伯はく爵しやく家も王都滞たい在ざい用の館やかたを持ち合わせているのだが、そこにキャサリン一人を放り込んでおくわけにもいかない。伯爵がキャサリンの世話をする使用人を派は遣けんするか、あるいは王都で臨りん時じ雇やといの者を都合するまで、ひとまずキャサリンはバーティルの預かりとなっていた。

　名目上は客人として。実質的には王命による見張り付きの軟なん禁きんとして。

　キャサリンが普ふ段だん住んでいるキーリー伯爵居城は戦闘も想定した造りだが、王都にあるこの館はただ単純に豊かな生活のための空間だった。

　シエル＝テイラの王宮騎士団は悪い言い方をすれば王宮の『雇われ軍人』で、功績によって領地を与えられるとか、引退後に親の領地を継承する貴族の出自でもなければ、あくまで所領を持たぬ一代貴族。そのため、血筋によって貴族たる者たちからは『品の無い番犬』だなどと揶や揄ゆされるものだが、第二騎士団長たるバーティルはその館だけを見ても品格を感じられた。

　シンプルな直線と曲線によって構成された客間の家具たちは機能美に溢あふれ、一つ一つ磨みがき上げたかのよう。所々に存在する真しん鍮ちゆうの意い匠しようを見るに、これは連邦の流行なのだろうか。一般的な貴族趣しゆ味みから一線を引きながらも全体として繊せん細さいな調整によって調和が図はかられ、しかしそれを誇ほこらない謙けん譲じようの美徳が光る。

　鉄の骨が入った浮玉鼠バルーンラツトみたいな魔力灯の明かりの下でキャサリンは読書をしていた。

　……いや、退たい屈くつしのぎにとバーティルが気を利きかせて用意してくれた本だったが、ページを開いていてもとても内容が頭に入ってこなかった。

　無論、事実上の人ひと質じちとして軟禁状態にある自分がこれからどうなっていくのかという心配もある。しかし、それよりもキャサリンの頭と胸をいっぱいにしているのは、サットン伯爵領での出来事だ。

　死者たちを率いる銀色の少女。ベネディクトやヒューとの再会。そして……

　キャサリンは全然読み進められなかった本を閉じ、真鍮色の枠わくの丸窓から空を見た。

　あの日の出来事を何度も反はん芻すうしているうち、キャサリンの中ではいくつかの疑ぎ惑わくが確信に変わっていた。……あれは、イリスだ。キャサリンがイリスだと思っていた少女だ。

『お母さんが居るだけで幸せだ』と言った時の、底なしに空虚で悲しげな目が忘れられない。

『みんな不幸』と言った時の、この世の不幸を全て背負ったかのように重い声こわ音ねが忘れられない。

　それはイリスの言葉だったのだろうか。……そうかも知れない。だが、ルネの言葉として考えればあまりにも符ふ合ごうしすぎている。何もかもがしっくりと収まるのだ。

　毎夜、他愛たわいも無い話をした。彼女から冒険譚たん（でっち上げだったのか、本当に『イリス』が体験していたのかは分からないが）を聞き、キャサリンも身の回りの話をして。

　おかしなことがあれば笑って。ホットミルクの温ぬくもりに嘆たん息そくして。

　あれは全部、噓だったのだろうか？　復讐のためイリスの姿を借りて潜伏し、疑いを持たれぬようイリスとしての演技をしていただけなのだろうか？　楽しくお喋しやべりをしているつもりだったキャサリンを、心の中で嘲あざ笑わらっていたのだろうか？

　否、とキャサリンは思った。

　復讐者の仮面を脱ぬいだ、ひとりの少女としてのルネがあそこに居たのだと思った。

　ルネはキャサリンにとって同年代の女の子だ。もし自分が理り不ふ尽じんな理由で両親を失い、首を切られたとしたらどうだろうかとキャサリンは想像した。

　悲しくて悔くやしく寂さびしくて辛つらくて、とても耐たえられる気がしない。

　彼女がそれほど多くの人の命を奪ったとしても、憐あわれまずにはいられなかった。

　──でも……〝竜りゆうの喉のど笛ぶえ〟のみんなも、殺したの……？

　普通に考えたらそうだろう。

〝竜の喉笛〟の三人はイリスの異変に気付いて追跡し、〝怨獄の薔薇姫〟に邪魔者として殺害された。そう考えれば話は通る。だけど、何かがキャサリンの頭の中で引っかかっていた。

〝怨獄の薔薇姫〟が身につけていた、ディアナのアクセサリー……

　彼女はどうして、あんなことを？　戦利品として身につけるに値あたいするような強力なマジックアイテムだったのだろうか？　いや、だとしても何かが引っかかる。

　どこがとは言いにくいのだが、キャサリンは〝怨獄の薔薇姫〟に遭そう遇ぐうしたとき、彼女が身だしなみにとても気を配っているような印象を受けた。これは生まれたときからおめかしを宿命付けられてきた貴族女子としての勘かんのようなものだ。ルネは着慣れていないドレスが映はえるよう、ぎこちなくも胸を張っているという印象を受けた。

　そんな彼女がどうして薄うす汚よごれたアクセサリーを身につけていたのだろう？　何か、この疑問がとても重大なものであるように思えて、それでもキャサリンは安易に答えを出せなかった。

　キャサリンは縋すがるように空を見上げた。そんな場所に答えなどあるはずもないのに。

　そして、青い光が天に浮かんだ。

　薄い板状になった青い光が王都上空にいくつも浮かび、そこに銀色の少女の姿を映し出した。

「えっ!?」

　予想外の出来事に、思わず驚愕の声が口を突いて出る。

『王都の皆様、どうか、わたしの声を聞いてください。わたしの言葉を聞いてください。……わたしはルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。不当なる王位簒さん奪だつ者によって命を奪われたエルバート王の娘です』

　遠えん雷らいのような反はん響きようを伴ともなって、どこか切なげな少女の声が轟とどろいた。

　──イリス、じゃなくって、ええと……

「…………ルネ」

　キャサリンは独り、その名を呼んだ。
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「たはははは……おいおい、何だよこれ。連邦の幻像投影機プリズムグラフじゃねーんだぞ」

　東街門に詰めているバーティルは、スリット状の窓から空を見て苦笑していた。

　人族の国同士が戦う場合、戦いの前に戦場で各おの々おのが正当性を主張するのが作法だ。だがこんなド派手なやり方をするのは見た事が無い。

　魔法によって拡声して呼びかけるのはよくやるが……空にいくつも浮かんだ光の『画面』ときたらどうだ。これなら王都のどこに居る者もルネの姿を見ることができる。

　なるほど、とバーティルは思う。ルネの外見は武器になる。

　神秘的で儚はかなく可か憐れんな容よう貌ぼうと、アンバランスな首の傷きず痕あと。不穏なものを感じながらも美しさのあまり皆が目を離せなくなる。使わない手は無いだろう。

『あなた方は何故、偽いつわりの王を戴いただくのですか？　多くのものを踏み躙にじり、流すべきでない血を流した王を、何故？』

　役者だな、とバーティルは思った。切々と訴うつたえる姿は、相手の罪悪感を刺し激げきする。

　先程の会談で彼女の強したたかさを見ていなければ、バーティルも絆ほだされていたかも知れない。

『わたしは忌み子として王宮を追われて以来、この国の片隅に母と二人、静かに暮らしていました。多くを望んだことはありません。富も名めい誉よもわたしには必要ありませんでした。心穏おだやかに過ごせる日々が続けば、それで充分でした。人並みの人生を送り、やがてわたしは年老いて死んだことでしょう。……何も、なければ』

　愁しゆう眉びを寄せ、俯うつむきがちにルネは言う。

『その後のことは皆様よくご承知のことと存じます。わたしと、わたしの母であるロザリアは、この世の全ての苦しみを合わせたようなおぞましい責め苦の果てに命を奪われました』

　苦痛の記き憶おくに耐えるように、ルネはドレスの裾すそをぎゅっと摑つかんでいた。

　俯いて微かすかに震ふるえていたルネが、やがて、顔を上げた。

『どうして生きてるの？』

　狂気と怨えん嗟さの炎ほのおが、銀色の双そう眸ぼうに灯ともった。
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　静かに言葉を紡つむいでいたルネが、狂的な憤ふん怒ぬの形相を浮かべたその瞬間。街中のどよめきがキャサリンの居る場所まで聞こえてきた。

　キャサリンも、腰こしを抜かしたように声も無くへたり込む。ルネの怒いかりと悲しみが感う染つってしまったかのような心ここ地ちで、心臓が痛いほど脈打っていた。

『わたしたちを殺した王が！　騎士が！　わたしたちの死を祝福したあなたたちが！　どうしてのうのうと生きていられるの!?　わたしも、お母さんも、全てを奪われて殺されたのに！』

　怒りのままにルネは咆ほえ猛たける。思いの丈たけを人々に叩き付ける。あくまでお上品に自らの立場を訴えていた先程までとは打って変わって、感情的……あるいは狂気的だった。

　それはまるで、純じゆん粋すいで純じゆん朴ぼくな少女が狂気に堕おとされた過程を再現しているかのようで。

『許さない……』

　どこか遠くで起こっている雪崩なだれのような声で、ルネは呟つぶやく。

『許さない許さない許さない許さない許さない許さない許さない許さない許さない!!　わたしが痛かったのと同じだけ、みんな、みんな、死ぬほど痛い目に遭わせてやるんだから!!』

「ひっ……」

　キャサリンは悲鳴を吞のみ込んだ。

　子どものかんしゃくなんて言い方はとてもできない。ルネがどうしてこうなったのかを思えば、この怒りは重く焼け付くように感じられる。

　そして、彼女がこれから怒りのままに何をするかと問うならば、答えは明白だった。

　彼女の怒りはこの王都に向けられ、降り注ぐ。

　恐れ戦おののく人々のざわめく声が、降り始めたばかりの雨の音みたいに街に満ちていった。
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『……と、言いたいところですが、皆様に生き延びるチャンスも差し上げようと思います。攻撃開始は二時間後。命が惜おしければそれまでに、自分が間違っていたと、この国は間違っていたと認め、偽りの王を捨てて逃げ出しなさい。西側の街道から兵を退き、通れるようにしておきます。なるべく殺す気が失せるよう、無様にお逃げくださいな』

　一転してルネはまた静かに上品に語る。だが紡がれる言葉は、破滅への宣告だった。

「マジか。言っちまったよ、あの話。こりゃ大パニックになるぞ」

　ルネの宣戦布告を聞いていたバーティルは、ちょっと苦い顔をしてみる。

　混乱を避さけるためにバーティルたちは情報を秘匿したが、ルネが自ら宣伝してしまった。

　──一般市民は巻き込まない姿勢を示すことで、自らの正当性をアピール……か？　いや、それもあるかもだが街を騒がせることそれ自体が目的かも知れん。西門へ人が殺到するだろうし、逃げ支じ度たくのために皆が浮うき足あし立つ。何かする気か？　何をする気だ？

　バーティルはあくまで戦術的観点からルネの振る舞いを解読しようとしていた。意味があるようでいて、特に無いようでもあり、しかしきっとどこかに狙いがある。

　──時間はこっちの味方だ。本当に二時間待ってくれるなら、それまではわざわざこっちから攻撃を仕掛けたりしない予定だが……改めて考えると二時間って結構禍々しい猶予だな。西門は開けられねえ。だが二時間もあれば、そこに逃げようとする人が集まって……

　混乱が起きそうだ。それはバーティルにとって望ましい展開ではない。しかし、攻め手側の戦略目標として考えると今ひとつショボい。……本当に狙いはそれだけだろうか？

『王都に残るのであれば残念ながら命の保証は致しかねます。偽りの王に仕える不忠の騎士たちの血ち飛沫しぶきと叫さけび声を、最さい期ごまで間近でお楽しみください。命懸けで、ね。……きゃははははははっ！』

　狂くるった通達と歪ゆがんだ笑いを残して、空に浮かんだ画面は消え去った。

　子ども特有の甲かん高だかい声が、何い時つまでもバーティルの耳の奥に響ひびいているような気がした。

　街側の窓から外を覗いてみれば、狼狽うろたえ逃げようとする人々の姿が通りに見え始めていた。
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「名演説にございました、姫様。最後の高笑いも練習通り、完かん璧ぺきでした」

「アラスター」

　ルネが演説を終えるなり、アラスターは恭うやうやしく労ねぎらう。ルネは思いっきり胡う乱ろんな目で見てやった。

「あの台本って…………いや、なんでもない。内容には満足しているから」

「恐きよう悦えつにございます」

　政治巧こう者しやのアンデッドはスピーチライターとしても優ゆう秀しゆうだった。

　聞く者を恐きよう怖ふさせる内容であり、ルネの心情をよく酌くんで伝えるものだった。

　だがあの台詞せりふが、この慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという概念を形にしたような老紳しん士しの頭からひねり出されたものだと思うと複雑な気分になるルネだった。
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　ザア、ザアと虫の羽音のようなものが響く。

　それは足音だった。あまりにも揃いすぎた足音だった。

　幻像による演説からちょうど二時間後、アンデッドたちが陣列を進め始めた。走っているのに足を踏み出すタイミングまで同じという病的な揃いっぷりで軍勢が突進する。

　彼らが持つのは、木材を組み合わせた適当な梯はし子ご。そして巨きよ大だいな丸太の先端に鉄の帽ぼう子しを付け大勢で担かつぐ攻城兵器・破は城じよう鎚つい。

「う、撃うて！　撃て、撃てえええええ!!」

　それはどこかの隊長だったのか、はたまたヒラの騎士だったのかもはや定さだかでないが、誰かが叫んだことで皆がようやくぎくしゃくと動き始めた。

　魔力で駆く動どうする大砲が轟ごう音おんと共に発射される。十匹ぴきほどのスケルトンが吹き飛んでバラバラの骨片として巻き上げられた。しかし他の者は速度を緩ゆるめない。黒い波のような突進は続く。

　聖水に浸ひたした矢が雨あられと射かけられる。運悪く直撃したアンデッドは浄化されて単なる屍しかばねとなり二度と起き上がらない。しかし他の者は速度を緩めない。黒い波のような突進は続く。

　やがて逆に街壁上に矢が飛んでくるようになった。

　地上のスケルトンアーチャーたちが街壁上を射程圏内に収め、山なりに弓を撃ち始めたのだ。一糸乱れぬ射撃は横一線に並んだ矢となり舞い落ちる。置き盾に身を隠し損そこねた騎士が倒れた。

　材木が門前で斜めに組まれ、そこに釣り下げられた破城鎚がズン、と街門を打つ。

　溝みぞに落とす構造の頑がん強きような街門はわずかにへこんだだけだ。しかし、これが続けば破られる。

　街壁の上から破城鎚を持つアンデッドへ集中攻撃が始まった。矢を浴びせるが、大きな盾を持ったスケルトンたちが屋根を作って破城鎚の持ち手を守る。

　そこへ、側防塔に備え付けられた定置魔ま弓きゆうが斉せい射しやを浴びせた。弦つるを持たない巨大なクロスボウみたいな防衛設備だ。地脈から汲くみ上げられた魔力が光の矢となり、流星群の如ごとくばらまかれる。地を削り、掲げられた盾を乱打し、ゾンビの屍し肉にくを焼き焦こがしつつ貫つらぬいた。

　続いて石やら土を詰めた壺つぼやら何やら、とにかく鈍どん器きになるものが投げ落とされた。直撃したスケルトンがバラバラになった。

　火傷やけどさせるための煮え油は大したダメージにならなかったが、ついで着火したままの魔動ライターが投げ落とされて、街門前のアンデッド数体が燃え上がった。全身を焼かれたゾンビが緩かん慢まんに踊おどるような動作で破城鎚の持ち手を外れる。だがすぐに別のゾンビが穴を埋めた。

　破城鎚の第二撃とほぼ同時、いくつもの梯子が街壁に掛けられた。街壁周囲の壕ほりは全く用を成さず、リッチが放つ氷の魔法によって道を作られてしまっている。

　ゾンビやスケルトンが梯子をよじ登って来る。騎士たちは剣を抜き、上がってくる者を叩き落としながら梯子を倒しに掛かった。だがアンデッドは梯子から落ちた程度ではびくともしない。またすぐに立ち上がり梯子を掛けてくる。

「《爆炎火球フアイアーボール》！」

「《水撃弾ウオーターシヨツト》！」

「《聖光の矢ホーリーアロー》！」

　攻撃魔法が打ち下ろされ、直撃したアンデッドを叩き潰す。しかし、あまりに数が多すぎた。

「術師は攻撃を控えろ！　回復と強バ化フに魔力を回すんだ！」

　既に街壁上のあちこちで白兵戦が始まっていた。

　このままではアンデッドが数に任せて街壁上に満ちあふれる、かと思われたその時だ。

　壁の中から巨大な影がぬっと姿を現し、街壁上のアンデッドたちをゴミを掃はくように薙なぎ払った。

　巨大な翼つばさが力強く羽ばたく。

　白くふわふわした羽う毛もう、鋭するどい目とくちばし。産うぶ毛げのような茶毛に覆われた馬の下半身。

　鷲獅子馬ヒポグリフだ。それに乗っている騎手が馬上槍ランスを振り回しつつ街壁上を飛び抜けたのである。

　さらに、わらわらとヒポグリフに乗った騎士が壁の中から姿を現す。王宮騎士団の空行騎兵だ。
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　姿を現した空行騎兵たちは、壁上のアンデッド目がけて投げ槍やりを落として狙い違たがわず貫き、さらには鳥が狩かりをする時のような滑かつ空くう攻撃で壁上を薙ぎ払っていく。

　弓が射かけられるがほとんどは外れ、二、三発当たってもびくともしない。すぐ射程外の高度に舞い昇のぼって体勢を立て直す。空を戦場とする空行騎兵に地上から対抗するのは限界があった。

「敵の空行騎兵がお出ましね。アラスター。わたしの空行騎兵も見せてあげて」

「かしこまりました。……スケルトンライダー、出撃せよ」

　風が舞い起こり、ルネの輿こしの御み簾すが滅め茶ちや苦く茶ちやに煽あおられた。本陣近くで待機していたヒポグリフゾンビ四騎が羽ばたき、舞い上がったのだ。スケルトンたちを三人乗りケツさせて。

　これはジェラルド公爵領が保有していた三騎と、ウェサラで某ぼう金持ち（既にルネは彼の名前を忘れたが『豚ぶただった』とだけ覚えている）が私有していたものを強制徴ちよう用ようした一騎だ。

　四騎のヒポグリフゾンビは足あし跡あとの代わりに逆巻く風を残し、先を争うようにして飛んでいった。
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　敵陣から飛び立った巨影を確認すると、生ける空行騎兵たちは高度を上げ、迎え撃つ姿勢を取る。

　飛ひ翔しよう体たいが不規則に交こう錯さくし王都上空を飛び交う。猛もう禽きん類るいの縄なわ張ばり争いさながらのドッグファイトが始まった。ただし、それを行っているのはタカやハヤブサではなく巨体のヒポグリフだ。武器は蹴け爪づめではなく、騎上の者が構えた馬上槍ランスである。馬でトラックを回りながらふたりの騎士が馬上槍ランスで突き合う形式の馬上試合があるが、空行騎兵同士の戦闘では同じようなことが実戦で行われる。

　交錯の衝しよう撃げきで羽毛が舞い飛んだ。馬上槍ランスの根元、ほとんど盾と言ってもいいような大きさの腕覆いアームガードで穂ほ先さきを逸そらし合い、擦すれ違った二頭のヒポグリフが弧こを描いてターンする。しかし、追撃の矢が刺ささって騎士団のヒポグリフは悲鳴を上げた。スケルトンライダーの後ろに乗っているスケルトンアーチャーが矢を放ったのだ。

　ヒポグリフゾンビの動きは軽快だ。乗っているのは骨だけの騎手なのだから。

　制空戦闘はほぼ拮きつ抗こう。数に劣おとるヒポグリフゾンビとスケルトンライダーたちは、アンデッドであるが故のアドバンテージで倍数以上の空行騎兵相手に互ご角かくに戦っていた。時折思い出したように、定置魔弓からの高射がヒポグリフゾンビを狙うが、壁下から迫せまるアンデッドを押し返す必要に迫られ攻撃はまばらだ。

　騎士団側の空行騎兵は地上の戦いに手が出せなくなり、再びアンデッドが押し寄せる。

　そして。

「出たぞ！　〝怨獄の薔薇姫〟だ!!」

　誰かが叫んだ。その名で、つまり彼女を『姫』と呼ぶことは第一騎士団長ローレンスの名において禁じられていたが、それでも冒険者ギルドの付けた名前を騎士たちは口にした。

　異い形ぎようの軍勢の突撃に交じって悠ゆう々ゆうと街壁へ向かってくる、地に堕ちた星のように輝かしい銀色の少女。手にした深紅の魔剣が陽光を浴びて禍々しくぎらついた。

　大砲が撃ち込まれる。砲ほう丸がんは空中で砕け、少女は歩みを止めずに迫る。

　矢が撃ち込まれる。つむじ風に巻き取られたように矢は吹き飛び、少女は歩みを止めずに迫る。

　魔法弾だんが撃ち込まれる。全て見えない壁に当たったように爆はぜ、少女は歩みを止めずに迫る。

「おい馬鹿、そっちにばっかり集中するんじゃない！」

　攻撃が集中し、しかもことごとく無効化されたため、周囲のアンデッド兵が妨ぼう害がいを受けずに次々と街壁上によじ登っていた。

　街壁上にアンデッドの数がいくらか増えたところで突然、アンデッドたちは何かを足あし下もとに叩き付ける。途端、ミルクのような色合いの煙けむりが爆発的に発生して、街壁上の一区画に立ちこめた。

「煙えん幕まく!?」
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　ほとんどの人族は外界の情報を得る上で視覚に依い存そんしている。しかし、ほとんどのアンデッドは魔力による知覚が主であり、夜間でも煙の中でも平然と行動できる。

　そのため戦いを有利に運ぶため、辺りに視界が通らないようにしたのだ。

　……というのは、いささか考えが甘あまかった。これはただ一瞬効果があれば充分な目隠しだった。

「早く煙を吹き飛ば──」

　煙の中に囚とらわれていた者は、最期まで何が起きたか理解できなかったかも知れない。しかし少し離れた場所、煙の外に居た騎士にはそれが見えた。

　自分への攻撃が途切れるや、壁の下で〝怨獄の薔薇姫〟が魔法を使うのを。

「《岩塊壊撃モノリスモルター》！」

　アンデッドの突撃で踏み荒らされた雪を突き破り、三つの巨大な岩がん塊かいが地面から生えてきた。

　やや楕だ円えんに近い歪いびつな形の岩塊は全長十メートルほど。重さなど考えるだに馬鹿らしくなる。

　ふわりと岩塊が浮かび、日差しを遮さえぎる。蜘く蛛もの子を散らすように、街壁上の煙の中からアンデッド兵たちが飛び出したかと思うと、その岩塊は煙幕目がけて叩き付けられた。

　街壁が激しく揺ゆらいだ。

　一瞬遅おくれて風の魔法が煙幕を吹き飛ばしたが、既に手遅れだった。

　飛来した巨岩は街壁の一部を崩しつつ、ただシンプルに騎士たちを潰してかち割れていた。半分くらいの大きさになった岩が血と肉片を纏まとって転げ落ち、壕の氷を割って大きな水しぶきを上げた。

　今の岩塊の直撃で逃げ遅れたアンデッドも数体潰されていたが、味方の巻き添ぞえもお構いなしだ。

「くそっ、〝怨獄の薔薇姫〟を自由にさせるな！　奴を攻撃し続けっ……!?」

　苦しげな声で指示が飛ぶ。防御に手を割かせれば、攻撃の魔法は飛んでこないという判断だ。

　だがそこに、銀の流星が一ひと条すじ。

　魔法によって飛翔した〝怨獄の薔薇姫〟が、深紅の宝石を削り出したような異形の剣で騎士を真っ二つにしつつ街壁上に着地した。

「う、うわああっ!?」

「《死の烙印ネクロブランド》！」

　慌あわてる暇ひまさえあらばこそ。

　街壁の歩ほ廊ろう上で定置魔弓の操作に当たっていた操機兵が死の呪のろいに搦からめ捕られて静かに倒れた。

　そこへ、側防塔の屋上に設置された定置魔弓が火を噴ふいた。魔法の矢が歩廊上に撃ち下ろされる。光の奔ほん流りゆうがつるべを打つように銀色の少女に叩き込まれる。だが、それは彼女に当たる前に、見えない壁にぶつかったように弾はじかれ、狙いの逸れた矢が逃げ遅れた周囲の騎士に直撃する。

　光のにわか雨が降り注ぐ中、〝怨獄の薔薇姫〟は自らの魔法で攻撃を防ぎつつ駆ける。赤刃を振るって一息で二人、藁わら束たばのように騎士を真っ二つにした。

「守りなさい！」

　少女の指示で、大盾を構えたスケルトンが定置魔弓の射線上に割って入る。盾の陰かげに隠れた〝怨獄の薔薇姫〟は、そこで防御の魔法を解いて攻撃に転じた。

「《連爆閃華スターマイン》！」

　轟音、閃光、爆風。ばらまかれた魔力が連鎖的に爆発を起こし、少女を中心に色とりどりの炎の花が繚りよう乱らんに咲さいた。周囲の騎士はアンデッド諸もろ共ともに吹き飛ばされ、直撃を免まぬがれた者も耳を押さえている。鼓こ膜まくを破られたようだ。

　辺りを払う一撃で戦いの流れが途切れた、刹せつ那な。

　姿を捉とらえられぬほどの猛もう烈れつな速度で斬りかかる者があり、深紅の魔剣は火花を散らした。

「これはこれは殿下！　一日ぶりでしょうか」

「あら不思議ね、二時間ぶりくらいって気がするわ！」

「ご冗じよう談だんを！」

　灰銀の鎧に、薔薇を模した濃のう紺こんの房ふさ飾かざり。二刀流の騎士が、第二騎士団長ことバーティル・ラーゲルベックが少女の前に立ち塞ふさがった。

　すぐにまたバーティルは高速機動に入る。灰銀色の風となったバーティルが纏わり付くように攻撃を仕掛けると、〝怨獄の薔薇姫〟は一回転しながら舞うように剣を振って全ての攻撃を弾き、さらに一歩ステップして踏み込みながら突きを打った。

　順手逆手で交差させたバーティルの双剣がその一撃を受け止める。

「なるほど、これはデュラハンの剣けん技ぎだ。判を押したように同じですね」

「デュラハンと戦ったことがおあり？」

「二回ほど」

「なら、これはどうかしら」

〝怨獄の薔薇姫〟は一旦剣を引き、立てるように両手で垂直に構えると、トン、と一つ弾はずんだ。

「………………寿す司し」

　神速の踏み込み。深紅の閃光がバーティルを真っ二つにかち割らんと迫った。

「うおあ！」

　間一髪の回避。バーティルの兜の側面が僅わずかに削られ、灰銀色の粉を散らした。

　さして広いとも言えない街壁の歩廊の上、二人は目まぐるしく位置を入れかえながら切り結んだ。それは速度と危険度を別にすれば舞ぶ踏とうのようでもあった。

「やべえよ、両方とも……」

「援護できるか？」

「無理。強バ化フだけ飛ばすぞ」

　周囲の騎士たちは割って入ることができず、バーティルを魔法で支援していた。





◇






　戦いながらもルネは『感情察知』の能力で周囲を探っていた。

　──来てる来てる。念入りに気配消してるなあ。確かにこの乱戦の真っ最中に『風読み』をしてる余よ裕ゆうなんか無いし、普通なら不意を打てるよね。

　ルネが他者の感情を読み取る能力は、相手が姿を隠そうと気配を絶とうと問題無く機能する。そのため、本来の用途ではないが生体レーダーのように使うことが可能だった。

　王都をぐるりと取り巻く街壁の内側、市街をこちらへ向かってくる『敵意』がいくつもある。姿を消すのはもちろん、魔法かマジックアイテムで気配まで絶っているようで、そこに感情の発生源があるということ以外はルネにも分からない。ルネは気が付いていないふりをした。

　やがて、突とつ如じよ。

　集合住宅の上に、教会（街中の各所に存在する小神殿）の鐘かね撞つき堂に、民家の屋根の上に。

　街壁上を狙える場所に軽装の騎士たちが姿を現した。

　そのほとんどは弓を携たずさえ、既に射撃の体勢だった。

「撃てぇ！」

　弓弦の返る音が一斉に鳴り、矢が飛んだ。

　アンデッドの弱点、聖気を纏わせた矢だ。ルネは吐はき気を催もよおすような感覚で察する。しかも、この矢は先端を丸めてあり、万一刺さってもダメージを最小限にするよう返しが削られていた。誤射が発生しても被ひ害がいは最小限だが、アンデッドには痛打となる。

　戦塵を切り裂き飛翔した矢は狙い違わず十数体のアンデッドを射い貫ぬき倒し、ルネは自分を狙った矢を赤刃で切り払った。呪じゆ詛そと怨うらみの魔剣が、聖気を受けて刃は毀こぼれした。

「今だ、押し返せ！」

　雨あられと聖気の矢が射かけられ、街壁上のアンデッド兵が次々と倒されていく。

　ルネは即そく座ざに逃げを打った。今現在、街壁上にいる兵を捨て駒ごま……もとい殿しんがりとして、自らは街壁から飛び降りた。壁の下で門に攻撃を加えていた兵と共に、街壁上が制圧されるより前に退散した。
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　ローレンスと他数名の騎士、そしてヒルベルトは、砦とりでのように堅けん牢ろうな城壁の一部である指揮所に詰めていた。城壁は、街壁と同様に対魔法の防御機構が備わっている。場合によっては城壁に守られた城よりも城壁そのものの方が安全なのだ。

　また、戦場に国王が居る以上、指揮官は国王となる。形式的にでも国王は武装して指揮所に入らなければなるまい。壁かべ際ぎわの椅い子すで青い顔をして震えているだけだったとしてもだ。

　部屋の中央にある広い机の上には、王都とその周囲の地形を記した地図が広げてあり、赤と青の駒が並べられて戦況を示していた。その周囲には何枚もの通話符コーラーが並んでいた。

『二百前後のアンデッドを討伐。敵は一時撤てつ退たいの構えです』

　街壁南門から通話符コーラーを通じて報告を受けたローレンスは、快かい哉さいを辛うじて吞み込み威厳を保った。

「よくやった。可能な限り追撃を加え、敵の頭数を減らせ。深追いはするなよ、間違っても街壁から降りて行ったりはするな。味方に被害が出れば敵が増えるのだからな」

　騎士団は、街壁西側の守備を減らした分の人員で遊撃隊を編制していた。精強な弓兵を中心とした部隊に種々のマジックアイテムによって隠おん密みつ行動の備えをさせ、引きつけた敵に奇襲を掛ける。

　あの『アンデッドだけに強い矢』は冒険者ギルドの入れ知ぢ恵えだった。街壁上の乱戦に対して、誤射をも厭わぬ射撃攻撃を浴びせて打撃を与えるために用意しておいたものだ。

　街壁北側に対する大規模攻勢の気配は感じられず、そのため遊撃部隊の半数ほどが南門の戦いを援護しに動いた。結果は大成功だ。

「北はどうだ。報告せよ」

『北街門、小康状態です。敵に大きな動きはありません』

　報告を受け、今し方水中から浮かんできたかのようにヒルベルトが息をついた。

「結局、南への攻撃が本命だったか」

「ええ。第二騎士団長を信じていたら酷ひどい目に遭っているところでした」

　幾許かの私情も込めてローレンスは吐き捨てる。

　南門に対する敵の攻勢は、捨て身と言ってもいいほどの強烈なものだった。どこが陽動か。

「……各隊、被害を報告せよ」

『こちらゴメス・マクリー。十名ほどが死亡あるいは瀕ひん死しの重傷です。死体は奪われておりません』

『こちらドナルド・ファム。死者はおそらく一桁けた……確認中です。重傷者は約三十名』

『こちらヒューバート・スティーブンス──』

　通話符コーラーが口々にさえずり被害を報告する。ローレンスの隣で補ほ佐さの騎士が数字を書き留めていく。

　被害の一覧を見てローレンスは唸った。敵は本当に第二騎士団の騎士を殺していなかった。

　しかし投入された敵兵数はかなりのもので、終しまいには敵将自ら姿を現す始末。これを陽動と思っていたら食い破られていただろう。

　──バーティルめ、騙されたのか？　それとも奴と結けつ託たくして我らを嵌めようと……？

　状況は複雑で予断を許さない。しかしバーティルが信用できないのは、ローレンスにとって一いつ貫かんした動かしがたい事実だった。敵が約束を違えた場合の備えも進言していたが怪しいのは違いない。

『西街門、ご報告申し上げます！』

　突然、卓たく上じようの通話符コーラーが燃え上がるように光を放って叫んだ。

「どうした、敵か!?」

『いえ、依然として敵てき影えいは見えませんが……人々が門の内側に詰めかけております』

　ローレンスは舌打ちをしそうになった。

『逃がしてやる』だなんていう魔物の妄言を真に受け、騎士団の堅守を信じず、さらに何よりも許しがたいことに唯ゆい一いつ絶対の王を捨て逃げようという愚民どもだ。

「関かかわっている暇は無い、適当に追い払え！　《催涙煙幕テイアガス》くらい使っても構わん！」

『で、ですが廷てい臣しん方の姿もあり、我々では……』

「許す」

　金かな槌づちで地を打ち鳴らすような声で、ローレンスの背後のヒルベルトが言い放った。

「対処しろ。この場で私を見捨てて逃げ出すような者など神聖なるシエル＝テイラ王宮には必要無い。後々爵位を剝はく奪だつしてやるから、逃げようとした者の名前は控えておけ。抵てい抗こうするなら斬れ」

「……だ、そうだ。分かったな？」

『ははっ！』

　命じながらもローレンスはさらに闘志を燃やしていた。

『逃げるのが正解だった』なんて結末にはさせない。愚者の選択は誤りでなければならないのだ。
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　王都を包囲するルネの軍勢は攻め手を緩め、戦いは半ば睨にらみ合いになっていた。……表面的には。

「ローレンスは出てこなかったな。王サマを守りつつ、わたしとの戦いのため後方待機かな？」

「でしょうな。迂闊にローレンスを動かせば後方がガラ空きになる」

「……ここまでは百点満点で何点？」

「九十点でしょうか。次は西を除く全周囲から攻撃し、守備を街壁に釘くぎ付づけにします」

　天幕をいくつか並べた本陣にて、ルネはここまでの戦果を確認していた。

　想定よりも兵の被害がやや多いが、実のところそれ自体は何の問題も無い。

　極論すればこの大騒ぎは、ローレンスを万ばん全ぜんの状態で戦わせないための下準備に過ぎない。

　ルネやローレンスは比ひ喩ゆでも何でもなく一騎当千の力を持つ、傑けつ出しゆつした強者。この戦いの勝敗を決定づけるのはルネとローレンスの直接対決だろうし、そこで勝つのは『環かん境きようを整えた方』だ。

　ルネが単独で乗り込んで戦っても意味が無い。まずローレンスから味方を引き剝はがし、ルネはお供をゾロゾロ引き連れて王都に侵入し、相手の地の利を上回るだけの力で圧殺するのが基本方針だ。

　最終的にそれが実現するのであれば、その過程で兵がどれだけ倒れようと構わない。

　最初の一当ての目的は、まずルネが派手に暴れて相手を萎い縮しゆくさせること。次に、ちょっとばかり必要なものを調達することだ。後は自然な形で一時撤退する予定だったので、むしろあのタイミングで敵の伏兵が出て来たのは渡りに船だった。

「南街門の戦いで手に入れた第一騎士団員の死体のうち、使えそうなものがこちらとなります」

　アラスターは天幕の中に寝ねかされている二つの死体をルネに示す。白銀の胸当てを身につけた軽装の騎士が二人。街壁上で定置魔弓を操作していて、ルネに魔法で殺された騎士だ。

　ルネが使った魔法は《死の烙印ネクロブランド》。アラスターを殺害した際にも用いた、高位の呪詛魔法だ。

《死の烙印ネクロブランド》はルネの知識の中でゲーム的に理解するなら要するに『即そく死し魔法』であり、その効果は、余計な傷一つ付けることなくただ対象の生命活動を停止させるというもの。肉体を損傷させて結果的に殺すのではなく、直接的に『死』という結果をもたらすことに全エネルギーを注つぎ込む。

　それだけでも恐るべき魔法だが、副次的効果として『綺き麗れいに殺せる』という長所がある。ルネがアラスターを殺害する際にこれを使ったのも、レブナントとして表社会で動く駒にするためだった。

「《屍兵作成クリエイトアンデツド》」

　ルネが魔法を使うと、死体たちは鎧を鳴らしながら起き上がった。レブナントとして蘇ったのだ。

　ルネは思考によって二体のレブナントを操あやつり、用意しておいた椅子に座すわらせる。定置魔弓を動かす銃じゆう座ざに着いていた時のように。

「ウダノスケ、やりなさい」

　天幕内で控えていた着流し姿のグールにルネは命じる。

「拙せつ者しや、剣は専門ではないのでござるが……」

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなるわ」

「然らば……」

　サムライのようなものがルネの命を受けてレブナントたちの背後に回り込んだ。

　蒼そう白はくな肌はだをしたグールサムライは愛用のカタナではなく、アラスターが用意していた剣を構える。

「……スシ!!」

　そしてウダノスケは気合いの一声と共に、騎士のレブナントを突く。

『座っているところを背後から剣で刺された死体』が二つ、完成した。

　作戦は次の段階へ移る。そこで、このレブナントたちは鍵かぎとなるのだ。








閑かん話わ２　武装侍じ女じよ隊隊長　ミアランゼ






　テイラ＝ルアーレの大通りには、西街門に続く馬車の渋じゆう滞たいができていた。

　財産をまとめて脱だつ出しゆつしようとした者らが詰つめかけているのだ。用心棒らしき武器を持った男だの、馬車に積みきれない荷物を持つ使用人だの、身一つで逃にげようとする庶しよ民みんだのも交じってごった返し、辺りは上着が要いらなくなるほどの熱気だった。

　そんな中、ミアランゼは木製の重い荷箱を二つ重ね、震ふるえる足あし腰こしを支えて立っていた。

　世界には未いまだ奴ど隷れい制度の残る国も多いが、神しん殿でん勢力は奴隷制廃はい止しのキャンペーンを長く行っている。それが功を奏したか、ジレシュハタール連れん邦ぽうは四十年余り前に列強五大国の中で二番目となる奴隷解放宣言を行い（もちろん一番乗りは神殿の影えい響きよう力が強いディレッタ神聖王国だ）、連邦の政治的影響が色いろ濃こいシエル＝テイラもそれに続いた。

　……だとしたら今の自分は何なのだろうとミアランゼは思う。

「忘れたんなら教えてやるよ！　家か畜ちくだよ!!」

　そう。

　家政婦長ハウスキーパーのブレンケ夫人に言われるまでもなく分かっている。

　シエル＝テイラの廷てい臣しんであるゼーバッハ侯こう爵しやく家に飼われている……『家畜』、だった。

　このシエル＝テイラに獣じゆう人じん種の扱あつかいを定めた法律は存在しない。それを逆手にとって、奴隷が禁じられているなら家畜扱いすればいいと、さらに酷ひどい扱いを受けている。

　獣人は国内に何人居るかも分からないほど少ない。そのために制度の欠けつ陥かんが認にん識しきされない、見えない被ひ害がい者となっていた。そして、この国では神殿さえも頼たよりにならないと、ミアランゼは過去の経験から知っていた。

　ミアランゼは猫獣人ケツトシーと人間のハーフである。人間で言うなら十七、八歳さいくらいの容姿だ。

　とはいえ、その姿はかなり人間寄りで、獣人らしい特とく徴ちようと言えば常人より堅かたく鋭するどい爪つめ、光によって瞳どう孔こうが大きく変動する琥こ珀はく色の目、後は頭の上にある大きな三角形の耳くらいだ。放っておくと全身が頭とう髪はつと同じ艶つややかな黒の体毛に覆おおわれてしまうのだが、それはこまめに剃そらされていた。

　人間、エルフ、ドワーフ、獣人、その他諸もろ々もろをひっくるめて『人族』と呼ぶ。これらの種族は交雑可能であるが、純血のそれに比べて子どもが生まれる可能性は低い。猫獣人ケツトシーと人間の間に生まれたミアランゼは奇き跡せきの如ごとき『希少種』であり……そこに高い価値を見いだしたのが今の主あるじだ。

　南の方の森で両親と暮らしていたミアランゼは『密みつ猟りよう者』に両親を殺され、そしてシエル＝テイラに売られてきた。

　主人であるゼーバッハ侯爵はミアランゼをたいそう気に入っている。

　もっとも、その気に入り方というのが奇き怪かいにねじくれていて、ミアランゼがひたすらに苦く悶もんする姿を見ては悦えつに入いるという悪あく趣しゆ味みなものだ。

　ミアランゼはこの家でどんな使用人よりも地位が低い者として扱われ、死ぬようなものでなければどんな用事でも言いつけていいという決まりになっていた。

　朝も早くから暖だん炉ろ掃そう除じ、食事の下ごしらえ、掃除、洗せん濯たく、荷運び、厩きゆう舎しやの掃除……

　物理的にこなすのが不可能な量の仕事を押おしつけられ、遅おくれてはグズノロマと怒ど鳴なられる。

　そして一日を終え、ボロボロくたくたになったミアランゼを見て侯爵はご満悦で、時にはそのまま慰なぐさみ者にもするのだ。

　ミアランゼはありきたりのメイド服に加え、ゴツい外見で黒くぬめる、鈴すず付きの革かわ首輪をいつも着けている。本人の意思とは無関係に言うことを聞かせるマジックアイテム『隷れい従じゆうの首輪』だ。ミアランゼはこの首輪によって逃とう走そうを禁じられていて、さらに種々の命令を拒きよ否ひできなくされている。

　高価なマジックアイテムなので、こんなものをわざわざ着けるというのは寵ちよう愛あいの証あかしではあるのかも知れない。ミアランゼには不要な愛だが。

　ちなみに鈴はアイテムの機能と全く関係なく、ミアランゼがどこに居るか周囲の者が分かるようにと侯爵の提案で後から付けられたものだった。

　今ミアランゼがしている仕事は、ゼーバッハ侯爵が王都を脱出するための荷物持ちだ。ミアランゼも大おお雑ざつ把ぱに状じよう況きようを把は握あくしてはいるが、本当に逃げることができるような状況かは分からない。ただ、いずれにしろ主人がすることに異論を差し挟はさむことはできない。

　侯爵の財産は三台の馬車に分けて積まれていたが、ミアランゼは更さらに荷物を持たされていた。明らかに持ちきれない量の荷物を。それでも命じられた以上、限界まで耐たえるしかない。

　特徴的な耳はフードで隠かくしていた。これは好奇の目を避さけるためと言うよりは、侯爵が世にも珍めずらしい『猫人間』を飼っているのだと、あまり大っぴらにせぬための措そ置ちだったが。

「あっ！」

『何か』がミアランゼの足を刈かり取った。積み上げて持っていた荷箱が石いし畳だたみに落ち、ミアランゼはその上に崩くずれ落ちる。

　顔を上げると、そこに嫌いやみったらしく笑う同どう僚りようメイドの姿がある。荷物のせいで前が見えなかったが足あし払ばらいを掛かけられたという気がする。だがミアランゼに口答えは許されない。

「このドクズ！　ウスノロ！　大事なご主人様の荷物をよくも汚よごしてくれやがったね！」

「ああっ!!」

　すぐさまブレンケ夫人がすっ飛んできて、御ぎよ者しやから取り上げた馬ば鞭べんで思いっきりミアランゼの尻しりを引っぱたいた。陰いん湿しつな笑い声が周囲から上がる。

　侯爵家の使用人はともかく、それ以外の者も見て見ぬフリだ。使用人如きが主や上役からどんな扱いを受けようと、止める義理は無いし普ふ通つうは止められない。こんな時に割って入るのは向こう見ずな冒ぼう険けん者ぐらいのものだが、ミアランゼに勇者様は現れなかった。

「……ちょっと！　何か壊こわれてるんじゃないかい!?」

「あ…………」

　ブレンケ夫人が言う通り、落とした荷箱から粘ねん性せいのある液体が滴したたっている。

　荷箱の蓋ふたを開けてみれば、一角魔鯨モノケアノスの腹はら脂あぶらオイルの瓶びんが割れていた。高価な精せい力りよく剤ざいだ。

「申し訳……ありません」

　ミアランゼは踏ふみ荒あらされた溶とけかけの雪でグチャグチャの石畳の上に頭を擦こすり付けて詫わびた。原因が何であろうとミアランゼが関かかわっていればミアランゼが悪いことになる。そういうルールだ。

　ブレンケ夫人はただミアランゼの背中に鞭を叩たたき付けた。

「っ、あ…………！」

「旦だん那な様のものをだめにしちまって。これがいくらだか分かってるのかい？」

「すみ、ごほっ！　……ません」

「片付けておきな！　どう弁べん償しようすればいいかは後で旦那様がお決めになるだろうさ」

　ふらつきながらミアランゼは立ち上がる。

　クスクスと、霜しも柱ばしらを踏む音のような笑いを浴びながらミアランゼは荷箱の中身を整理し始めた。詰め込こまれた物品は油まみれになっていた。

　……ふと急に邪じや悪あくな所業を思いついたり実行してしまうことを、人は『邪神が囁ささやいた』と言う。

　だとするなら、その時ミアランゼは確かに邪神の囁きを聞いた。

　ミアランゼは隷従の首輪の力によって種々の命令で行動を縛しばられている。

　しかし、『主の財産に火を付けるな』とは、まだ言われていない。

　ミアランゼは主への報復のため、密ひそかに魔ま法ほうの訓練を積んでいた。その結果、分かったのは『自分にはまるで魔法の才能が無い』という絶望的な事実だったのだけれど、初歩の初歩に当たる魔法を一つだけ、まともに使えるようになっていた。

　辺りは人や馬車でごった返し、騒さわがしく、簡単な魔法一つこっそり使うくらいわけもない。

「……《着火イグニツシヨン》」

　その瞬しゆん間かん、紅ぐ蓮れんの光が噴ふき上がった。

「きゃあっ！」

　豊富に魔力を含ふくんだ油は、炎ほのおの魔法に劇的に反応して爆ばく炎えんを上げた。火を付けたミアランゼ自身が驚おどろき、さらに爆風に煽あおられるように尻しり餅もちをついた。

「うわあああっ！」

「火事だ、火事だ！」

　悲鳴が上がる。悲鳴が上がる。炎はたちまち侯爵の馬車に燃え移った。

　火の手が上がり、人々が逃げ惑まどう。ぎっしりと大通りに詰め込まれた馬車の間を縫ぬうように。

　ただ、馬車たちには逃げ場など無い。炎が伝でん播ぱする。馬が炎に脅おびえて暴れ出す。それをなだめる御者はとうに逃げている。

　燃える馬車がぶつかり合った。間に挟まれた人が動かなくなった。逃げる人々が折り重なって倒たおれた。悲鳴が上がる。悲鳴が上がる。炎は赤々と勢力を強め、火の粉を高く舞まい上げた。

「ふ、ふふ…………」

　地じ獄ごくのような光景を見て、ミアランゼは、心の底から笑っている自分に気が付いた。

　──燃えればいい、死ねばいい！

　何が燃えても、どれだけ人が死んでも、楽しいだけだった。

「あはははははは！　あっははははははははは!!」

　おかしくて、楽しくて、こんなに笑ったのは侯爵のところへ来てから初めてだ。

　大通りは炎に埋うめ尽つくされた。石造りの街はそう簡単に燃えないのだけれど、このまま炎がテイラ＝ルアーレを灰にしてくれたら良いのにとミアランゼは考えた。

　ああ、それとも。

　もし〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫ひめ〟が全すべて殺し尽くしてくれたなら、きっとそれは爽そう快かいな眺ながめになるだろう。








６　北風と太陽






「あーらら、誰だれかの煙草たばこの火でも燃え移ったのかな」

　ルネは、モブになるために作られたかのような地味なフード付き外がい套とうで姿を隠かくし、燃え上がる大通りを歩いていた。

　ルネはここまで、マジックアイテムと自らの魔ま法ほうを併へい用ようして姿と気配を隠し、普ふ通つうに城じよう壁へきをボルダリングして侵しん入にゆうしてきた。見つかったらその時はその時というつもりだったけれど、門の下でこれだけ人が集まって大おお騒さわぎになっていては『風読み』の精度も落ちるのか、西門を攻こう撃げきしなかったせいで警けい戒かいレベルが低いのか、単純にそれどころじゃないのか、発見されることはなかった。西門が封ふう鎖さされて人が集まっているのは想定通り。好都合なことに想定以上の混乱が起きていた。

　市街に潜せん入にゆうしたとはいえ、このまま王城を狙ねらうのは言うまでもなく無む謀ぼう。

　向かう先は高級住宅街だ。諸しよ侯こうが王都に滞たい在ざいする際の別べつ邸ていや、宮きゆう廷てい貴族たちの屋や敷しき。そして少々格は落ちるが、庶しよ民みんの基準からしたら充じゆう分ぶんに立派な王宮騎き士し団員たちの住居。そんな見るからに金が掛かかっている一画だ。都市の街壁は地脈の魔力量によって大きさが決まるもので、そう簡単に拡張できず、建物が詰つめ込こまれた王都は高級住宅街にも庭がほぼ無く家々は縦に長い。

　ローレンスとの戦いに備えて手に入れておくべきものがここにある。

　普段は閑かん静せいなはずの高級住宅街は騒そう然ぜんとしていた。既すでに逃にげ出した者も居るようだが、未いまだに逃げ支じ度たくをしている家もある様子で、使用人らしき者らが行き交かっている。

　諸侯の大邸宅などには目もくれず、ルネが向かう先は王宮騎士団員の住居が並ぶ通り。言うなれば公務員宿舎のような一帯だ。実家が裕ゆう福ふくでない者はここで家を借りて住まっているらしい。建売住宅が並んだ新興の住宅街みたいに、判で押おしたように同じ石造りの二階建て家屋が並ぶ。

　ルネは『感情察知』の範はん囲いを広げ、周囲に居る人の位置を探さぐった。

　既に家人が逃げ出して、あるいは元々独居であったのか、もぬけの空になっている家も多い。しかし未だに家の中に結構な数の人が残っている。脅おびえながらじっとしている。

　ひとまずルネは留守になっている家の一つに目星を付けた。

　呪のろいの赤せき刃じんを小さく形作り、ナイフサイズのそれをドアの隙すき間まに突つっ込んで鍵かぎを切断し、侵入した。暖だん炉ろがある石造りのリビングは、友人数人を呼んでホームパーティーができる程度には広い。

「《収納領域インベントリ》」

　ルネはそこに死体を積み上げた。百体ほどの武装した死体が虚こ空くうからどっと降ってきて、リビング狭せましと積み上がる。収納魔法に突っ込んで兵を持ってきたのだ。

「……あー、重かった」

　ルネはなんとなく肩かたをほぐす。

　物理的に重かったわけではないのだが、大容量の収納魔法を使っているとそちらに魔力を取られて思い通りに魔法が使えないし、胸に何かつかえているような鬱うつ陶とうしさがあった。

　死体はまだアンデッドにしない。ルネは死体置き場と化したリビングを出て、隣となりの部屋に入り、そこで半はん畳じようくらいの大きさのカーペットを広げた。転移の魔法陣じんが刺し繡しゆうされたものだ。

　転移系の魔法は魔力の消費が激しいのだが、入り口と出口にちゃんと魔法陣を敷しいておけば使いやすくなる。この場でルネは地脈を確保できていないので、バーティルの『雪合戦』みたいな無茶な魔力消費は厳しいが、今回はこれで充分だった。

「さーてと。お仕事開始と行こうか」

　ルネはフード付き外套を被かぶり直し、メモを取り出して広げた。

　これは王宮騎士団員居住区の地図。事前にアラスターに調べてもらっておいた情報だ。

　王宮騎士の家族が逃げていないのは予想通り。逃げ始めていたらそれはそれで別の手を考えていたが、おそらくローレンスから家族を勝手に逃がさないよう命令が出ているのだろう。

　ルネは地図を見ながら歩き出す。十歳さい前後の娘むすめが居る家には、赤い印が付けられていた。





＊　＊　＊






　ルネは赤刃で鍵を切り裂さき、裏口から家屋に不法侵入した。

「なっ……」

「《集団誘眠カレスクレイドル》」

　抱だき合うように寄り添そっていた母と娘は、驚おどろきの声を上げる間もなくルネの魔法で眠ねむりに落ちた。

　安らかに眠っている娘をルネはデュラハンの膂りよ力りよくで軽く抱かかえ上げ、内側から窓を開けて飛び出す。





＊　＊　＊






「だれ!?」

　独り、父の帰りを待っていたのであろう少女が脅えた声を上げる。

「《誘眠スリープ》」

　崩くずれ落ちる少女の身体からだを抱き留め、ルネは彼かの女じよを連れ去った。





＊　＊　＊






「……天使さま？」

「どっちかって言うと逆なんだけど……」

　病やまいの床とこに臥ふせる少女が、茫ぼう漠ばくたる眼まな差ざしでルネを見上げた。

「使う前に死なれても困るし、治しとくか。……《緊急療治イメデイエートトリートメント》」

　ルネの持つ膨ぼう大だいな魔力の一部が生命力に転てん換かんされ、少女の身体に注がれた。





＊　＊　＊






　魔法で眠らされた少女が、ポータブル魔法陣カーペットの上に寝ねかされていた。

　骸がい骨こつ姿になったルネが魔ま杖じようを振ふるうと、魔法陣はぼんやりと青い光を放つ。

『『世界は交差する[image: ]我は果てを垣かい間ま見みし者[image: ]滴したたり／積み上げ／轍わだちは刻まるる[image: ]門を開け、背理の傀かい儡らい』……《他者転移テレポートアザー》』

　魔法陣から光が噴ふき上がると、眠れる少女は姿を消した。

『……これで六人』

　ルネが地図を取り出し指をかざすと、赤い印の上からバッテンが付いた。

　と、その時ルネが持つ通話符コーラーが燃えるような光を放つ。

『姫ひめ様さま、上空のヒポグリフ騎兵よりご報告です。第一騎士団長が部下を率い王城より出撃しました』

『もう気が付いたの？　了りよう解かい。後はやれるだけやって、持ってきた兵を倒させたら撤てつ退たいするわ』

『ご武運を』

　街の中でルネが姿を現せば、ルネと戦うために温存されている決戦部隊が出てくるのは見えていた。ここからはもう隠れている必要は無い。時間との勝負だ。

『……《屍兵作成クリエイトアンデツド》！』

　ルネが魔杖を一振りすると、留守宅のリビングに詰め込まれていた死体たちは一いつ斉せいに動き出して剣けんを抜ぬき、ある者は窓から、ある者は玄げん関かんから、ドカドカと飛び出していった。

　ルネも戦せん闘とうに備えて自身の身体を作り変え、再びデュラハンの姿になる。全身が肉の重みを取り戻もどしてドレスに中身が詰まり、宝石を削けずり出したような深しん紅くの魔杖は剣へと姿を変える。

「今はまだ、あまり殺さないように。非戦闘員は適当に一発殴なぐって黙だまらせるだけにして」

　ルネは地図を見て、それを頭に強く思い浮うかべることでアンデッドの兵たちに共有する。一方通行だが、この程度の単純な情報なら思考で伝達可能だった。

「あ、アンデッドだああ──っ！」

「どうしてこんな所に!?」

　往来にアンデッドが姿を現すと、辺りは蜂はちの巣を突つついたような騒ぎになった。

　我先に逃げ出す者あり、手近な建物に逃げ込む者あり。

「きゃあああっ！」

「おねえちゃーん！」

　悲鳴が上がる。アンデッドたちが住居に押し入り、少女を連れ去る。

「《他者転移テレポートアザー》！」

　縛しばり上げられた少女が魔法陣に横たえられ、それをルネは転送した。少女は光の中へ消え去った。

「次！　敵が来る前にできるだけ数を……」

　顔を上げ、携けい帯たい魔法陣を巻き取り、ルネが駆かけだした時だった。

　目が合った。

　豪ごう華かなお屋敷から、転がるように飛び出してきた少女と。

　蜜み柑かん色の髪かみ。赤と灰のオッドアイ。

　幼いながらも貴族の血筋に生まれた者としての気品と気負いを滲にじませた物もの腰ごし。

　──何な故ぜ、今、ここに……！

　キャサリン・マルガレータ・キーリー。ほんの数日前にルネが殺しかけ、殺せなかった少女。

　ヒルベルトは諸侯の妻子を王都に集めて実質的な人ひと質じちとして住まわせるという、どこかの国の幕府みたいなことをしようとしていた。そのためにキャサリンは拉ら致ち同然に連れて行かれ、先日はその途と中ちゆうでルネと遭そう遇ぐうしたのだ。あの後、傷の手当てをして連れん絡らく手段と共に放置してきたのだから、再移送されて王都に来ているのは不思議ではない。

　だとしてもルネと鉢はち合あわせたのは、致命的な間の悪さだが。

　飾かざり物だったと思おぼしき、サイズが合わない兜かぶとを被って飛び出してきたキャサリン。アンデッド出現の報を受けて逃げだそうとしていたのだろう。

　彼ひ我がの距きよ離りはルネの歩ほ幅はばで二十歩ほど。お互たがいに驚き立ちすくんでいた二人だが、キャサリンは意を決したように、あろうことかつかつかと歩いてルネに向かってきた。

　ルネは当然、面食らう。戦う力すら持たないキャサリンが、真まっ直すぐこちらへ来るのだから。

　ルネはもうイリスではないのだからキャサリンにとって、良くて無関係、普通に考えれば恨うらみの対象……で、あるはずなのだが、決然とした様子のキャサリンは何か別の感情を抱いだいているようで。

　──待って。落ち着いて考えないと。……キャサリンは、わたしにとって、何？

　この王都で〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫〟の侵しん攻こうに逃げ惑まどう『その他大勢』の一人。単なる邪じや魔ま者だ。

　利用価値はほぼ無い。こんな場所で薔薇を浪ろう費ひするわけにもいかないから、適当に脅おどして追い払はらうか、無視するのが得策なのだろうけれど、一点、しこりのように気がかりが残っていた。

　──キャサリンを殺せるか、それを試ためしてみるべき……？

　ルネは以前キャサリンに遭あったとき、彼女を殺せなかった。

　キャサリン自体の生き死には置いておくとして、今後こんな風に精神的な理由で人を殺せず見み逃のがすようなことになれば、事前に用意していた計画が狂くるったりするかも知れない。

　だからルネはそれに対たい抗こうする策を用意した。

　つまらぬ感傷に囚とらわれて刃やいばが鈍にぶらぬよう、『魂たましいのメッキ』を用意した。

　既に無関係の子どもで試し斬ぎりは済ませているが、キャサリンは一度殺し損そこねた相手だ。きっとここでキャサリンを殺しておくことは今後のルネにとって、ある種の覚かく悟ごの源になるだろう。

　それに、何かキャサリンからはルネの心を乱し波立たせる『嫌いやなもの』を感じていた。確かに彼女を斬る瞬しゆん間かんは辛つらいかも知れないが、それで心の雑音が減るように思えた。

　ルネは無む詠えい唱しようで《収納鞄アイテムポーチ》の魔法を使い、手の中に円えん筒とう形の透とう明めい容器を取り出した。中には茎くきまで真っ赤なミニチュアの薔薇が収められている。

　キャサリンを殺す。彼女を殺せることを確かめて、ルネは非情の復ふく讐しゆう装置として己おのれを確立する。

　あと一歩。あと一歩キャサリンが近づいてきたら、こちらから踏ふみ込んで兇きよう刃じんを振るおうと、そう考えていた時だった。

「…………ルネ」

　息が止まるかと思った。正確には最初から止まっているのだが。

　キャサリンは、その名を呼んだ。春を告げる暖かな風のような声で彼女はルネを呼んだ。

　他者の感情を察知できるルネは、キャサリンから香かおり立つように立ち上る恐きよう怖ふを感じ取っていた。しかしキャサリンはそれ以上に強きよう烈れつな感情に突き動かされて動いていた。

「あなたのお話を聞かせてはくださらない？」

　イリスの身体だったときはキャサリンと同じくらいの身長だったのだけど、今はキャサリンの方が少し、背が高い。キャサリンは胸に手を当て、心持ち膝ひざを折ってルネと視線の高さを揃そろえ、ルネの目を覗のぞき込んできた。

　ルネは、全身が痺しびれながら燃えているように感じた。何故か、比ひ喩ゆではなしに胸が痛んだ。

「……もしかして声が出ないんですの？　ちがいますわよね？　先さき程ほどは魔法で街中に声を……」

　次の瞬間、キャサリンの柔やわらかな頰ほおに、赤い線が一筋刻まれた。

　呪いの赤刃が突き出され、キャサリンの蜜柑色の髪を一ひと房ふさ散らしていた。

「つっ……！」

「誰の前に居るか、分かっているの？　わたしは今すぐにでもあなたを殺せる。命が惜おしければ逃げなさい。見逃してあげる。わたしには、あなたに関かかわっている暇ひまなんて無いの」

　ルネは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張った。逃げてくれと祈いのった。色々考えていたことはキャサリンのたった一言で吹き飛ばされて、今はもう、どうしていいか分からない。

　自らの頰に触ふれて、流れ出た血を見て、キャサリンの恐怖が膨ふくれあがる。それでもキャサリンは、外見上は取り繕つくろい落ち着き払った風でいた。

「……その通りですわね。あなたがそのつもりなら、もう私はとっくに死んでいたはずですわ」

「何が、言いたいの」

「ご存じ？　何か辛いことがあったとき、それを誰かに話すと……背負っていたものの半分は相手にあずけることができて、それは冬げ至し祭りの日に空に消えていくんですって」

「つまらない御お伽とぎ話ばなしね」

「……あなたはひみつがあったから、私に何も話せなかった。でも私、今ならあなたのお話を聞ける気がしますの」

　キャサリンが抱くものは、研とぎ澄すましたナイフのように一直線な、憐れん憫びん。

　裏表の無い感情がルネに突き刺ささる。

「何か勘かん違ちがいしていないかしら。わたしは、あなたが知る誰でもないわ」

「いいえ！　あなたはイリスですわ。イリスとして私に会っていたのですわ！」

　はぐらかしても、キャサリンは既に確信している様子だった。

　気が付いたきっかけは些さ細さいなことだったかも知れないが、それは彼女が見た全すべてに符ふ合ごうする。

　誤魔化すのは、無理だ。

「……ならその妄もう想そうに付き合ってあげましょう。わたしがそのイリスだったとして何だというの」

　別に口くち喧げん嘩かで勝ったところで何かが得られるわけじゃない。会話に応じている時点で何かが間違っているという気はした。だけどルネは必死で、冷静ではなかった。

　──……嫌きらわれてやろう。

　ふと、ルネは思い立つ。敵意を向けてくれれば気き兼がねなく殺せるかも知れないと。

「ああ……そう言えばあなた、わたしの騎士たちとお知り合いだったようね」

　キャサリンは、上げかけた声を吞のみ込むように口を結ぶ。だがルネはキャサリンの動どう揺ようを読み取っていた。先日遭った時もキャサリンが気にしていたのは、まず〝竜りゆうの喉のど笛ぶえ〟のことだった。

「生きていた頃ころはちょっとばかり、わたしに反はん抗こう的だったのだけどね。躾しつけてあげたら良い兵士になったわ。見ていたかしら？　生ゴミになるまで戦ってくれた忠実な道具よ」

「…………あなたは、本物のイリスを殺したの？　〝竜の喉笛〟の皆みなは、それで……？」

　キャサリンはその辺りの事情にまで察しを付けていたようだ。

「わたしを倒たおしに来た者の動機なんていちいち確かく認にんしてられないわ。邪魔者は、殺す。襲おそわれたから返り討うちにして兵にした。それだけよ」

　艶えん然ぜんと超ちよう然ぜんと悠ゆう然ぜんと……少なくともルネ自身としてはそのつもりで、挑ちよう発はつ的に嘲あざ笑わらった。

　キャサリンはその手で自身の胸むな元もとをぎゅっと摑つかんでいた。

「ディアナは、どうしたのです。先日は姿が見えませんでしたけれど」

「ディアナ？　それが傾かぷき者の女おんな神しん官かんのことなら、わたしに挑いどんで無む残ざんに死んだわ」

　噓うそではない。しかしキャサリンは腑ふに落ちない様子で、ルネの左腕うでを見た。

「……銀のアクセサリー、今日は身につけていらっしゃらないのね」

　ルネとしてはポーカーフェイスのつもりだったけれど、果たしてどの程度取り繕えたやら。

　細かいところをよく見ていると言うべきか、見ていて当然だと言うべきか。

「あなたは……言葉をおしんでいるか、何かかくしているのではありませんの？」

「どうして？」

「……ディアナが、あなたを放っておくはずがない」

　キャサリンの口調は確信に満ちていた。

　キャサリンとディアナにどの程度の交流があったのか、ルネはよく知らない。もしかしたらイリスは知っていたのかも知れないが、ルネが憑ひよう依い中に読み出さずにいた記き憶おくはイリスの死と共にアクセス不能になった。ただ、キャサリンはディアナの人ひと柄がらをよく把は握あくしている様子で、この予想は的確だった。ルネが銀ぎん鞭べんを身につけていたことから何かを察してもおかしくはない。

　……だとしたら、『何も無かった』なんて言っても、きっとキャサリンは信じない。

「思い出したわ。あの女ときたら、死ぬ寸前までピーピーさえずってた。わたしを救うだの何だのって！　あんまりうるさいから、まずそのうるさい口から切り裂いて首を刎はねて殺した後、バラバラに解バ体ラして街中で晒さらしてやったわ！」

「うそをおっしゃらないで！　そんな……そんな、辛つらそうに！　ルネ、あなたうそをつくのは苦手なのではありません？　わたし、当然のようにうそをつく小悪党みたいな女の子に何人も会ったことがありますわ。それと比べたら、あなたは全然ですわ！」

「噓……だ、なんて、そんな…………」

　剝むき出しの心臓を摑み取られたかのようにルネは感じていた。痛い。胸が、痛い。

　消えない。纏まとわり付く憐憫と優やさしさが、キャサリンの感情が、消えてくれない。

　ルネはディアナの愛によって、ほんの一ひと欠片かけら、失った良心を取り戻してしまった。

　なら、次は。ああ、キャサリンにまでこんな風に憐あわれまれてしまったら、次は。

　何を斬れなくなる？

　闇やみの中に独りで立っているかのように心こころ許もとなく、形の無い恐怖がルネの足を竦すくませる。

　──あ、あああああっ……！

　咄とつ嗟さに、ルネは持っていた容器を中身の薔薇ごと握にぎり潰つぶしていた。

　ガラスのようでガラスかどうか分からない容器が砕くだけ散り、中身の薔薇も潰れた。

　ルネの手に真っ赤な紋もん様ようが這はい上る。薬液を媒ばい介かいした精神安定の術式だ。キャサリンを殺すためではない、彼女という存在から心を守るために使わざるをえなかった。

　だが。

　術式を肉体に取り込んで尚なお、未だ手足の感覚は頼たよりなく、涙るい腺せんから激情が溢あふれ出しそうだった。

　──効いて、ない……!?

　いや、効いてはいるはずだ。深呼吸一回分くらいは冷静になれた気がする。だが、それだけだ。

　術師曰いわく、これは前世おとなの感覚を呼び覚まして感情の振れ幅を抑よく制せいするもの。逆に言えば、抑制した以上の強度で感情を揺ゆさぶられれば意味が無いわけでもある。

　もはや『子どもだから』とか、そういう問題ではない。キャサリンの存在そのものがルネを揺るがせ得る。彼女は、ルネにとって危険だった。

「……『ひとりきりで苦しむことができるほど、人は強くないのだ』と……かの詩人ケルセルは言っていたそうですわ。ルネ。私があなたのためにできることは何もありませんの……？」

「あなたに……！　何が分かるって言うの！」

「それは…………」

　甘あまい考えを咎とがめられたと感じたのか、キャサリンは口ごもる。

　同情などされてたまるものか、と。その意地が、反発が、ルネの心を辛かろうじて支えていた。

　全てを奪うばわれた悲しみも。『拷ごう問もん』の苦痛と屈くつ辱じよくも。自ら救いデイアナを切り捨てた悲ひ愴そうな決意も。

　安い同情で癒いやせると思っているなら大間違いだ、と。

　しかし。

「……あなたがどれほど辛い目にあったのか、たとえ言葉を尽つくしても私が全てを知ることはないのかも知れません。それでも、あなたの悲しみの全てを知らなくても、そのうちほんの一欠片でも、冬至祭りまで私があずかっておくことはできませんの？　私はっ……！」

　いつしか恐怖も忘れた様子で、感かん極きわまってキャサリンは訴うつたえる。

「私は、あなたとはお友だちになれると思っていたから……！」

　大いなる質量を持った銃じゆう弾だんによって貫つらぬかれたかのように、ルネは感じた。

　膝が崩れないよう、無様を晒す前にルネは叫さけぶ。

「……うるさいっ！　《声嗄れボイスシール》！」

「……………………!!」

　魔法によって声を封ふうじられたキャサリンが、それでも何かを言おうと口をぱくつかせた。

　これ以上キャサリンの言葉を聞くのは危険だと判断し、咄嗟に声そのものを封じた。

　熱いものがじわりと込み上げ、ルネの視界を滲ませる。

「わたしは〝怨獄の薔薇姫〟。ルネ・〝薔薇の如きローズイ〟・ルヴィア・シエル＝テイラ。わたしはあなたなんて知らない。あなたも……わたしを知らない!!」

　拒きよ絶ぜつ。それが今のルネにできる精一杯の抵てい抗こうだった。

　体温の無いはずの身体が熱を宿したかのようだった。だがそれは、愛と呼ぶにしても優しさと呼ぶにしても憐憫と呼ぶにしても、復讐者ルネにとって破は滅めつを約束する甘かん美びな毒だ。

　尚もキャサリンは何事か言いつのろうとして、声が出ず、キッと睨にらむようにルネを見つめた。

　ルネは『感情察知』の能力で敵意を……相手の攻撃の意志を読み取って動きを先読みし、戦いを優位に進めることができる。しかし、逆に『感情察知』の能力に頼りすぎている面もあった。

　彼女の動きには全く敵意が無く、ついでに動揺してもいたので不意を突かれ、全く戦いの素人しろうとであるはずのキャサリンにルネは間合いへ踏み込ませてしまった。

　駆け寄ったキャサリンが両手で突っ張るように、軽快にルネの両手をかち上げた。

『はいたっち』。

　キーリー伯はく爵しやくの所へやってきたゲイリー侯こう爵しやくを、キャサリンと阿あ吽うんの呼吸で協力してやり込めた一件の時、痛快に思って上じよう機き嫌げんだったルネはキャサリン相手にこれをした。
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　今ここで再現したキャサリンの言わんとすることは明白だ。

『私はあなたを知っている』と。それが、ほんの一欠片の理解でも。

「……《呪縛カースバインド》！」

「！　…………!!」

　黒こく紫し色の光で編まれた呪じゆ詛その鎖くさりがルネの手から迸ほとばしり、キャサリンを縛り上げた。

　バランスを崩したキャサリンは倒れ、声を封じられているため悲鳴すら上げぬまま身を横たえる。

「もういい加減にして！　今度遭えば、わたしは……わたしは……っ！」

　どうすれば良いのだろうか。何を言えば良いのだろうか。

　混乱する頭の中から、ルネは安直な答えを摑み出す。

「その時こそ、あなたを殺すから！」

　強がりだ。

　ルネの精一杯の噓も見抜いたキャサリンに、それが強がりだと分からないはずがない。ただ、声も身動きも封じられたキャサリンは、もはやその灰と赤の目で射い貫ぬくようにルネを見ているだけだ。

『姫様、第一騎士団が既にそちらに──』

「……ローレンス・ラインハルト！」

　警告を聞いて、はっとルネは街路の向こうに顔を向ける。

　通話符コーラー越ごしにアラスターに言われるまでもなく、ルネも感知している。凍こおり付いたドブ川のような憎ぞう悪おの塊かたまりが接近していた。いくつもの戦意と敵意……配下の騎士たちを従えて。

　キャサリンに関わっている間に時間切れだ。彼女自身にその意図が無かったとしても、ルネを釘くぎ付づけにして時間を稼かせいだ格好だった。もしルネが自由だったらローレンスが迫せまるまでに、あと一人二人は標的の少女を連れ去れたかも知れないところだった。六枚きりの切り札さえ浪費した。

　ルネは魔法陣の上に立ち、アンデッド兵たちが拉致してきた少女を三人ほど足あし下もとに転がさせた。

　アンデッド兵団は回収作業を中断し戦闘態勢を取る。

「あなたはなるべく身体が傷つかないよう、できれば神聖魔法で倒されなさい」

「かしこまりました、姫様」

　先程ウダノスケに背後から突き刺された騎士のアンデッドは、ルネの命令に恭うやうやしく応じた。

「《集団転移マステレポート》！」

　転移の魔法陣が青白く輝かがやく。ルネはその場に兵を残し、戦利品の少女たちと共に逃とう走そうした。
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　王都内のみならず国内全ての神しん殿でんを統括するテイラ＝ルアーレ大神殿。

　神聖にして静せい謐ひつな祈りの場である聖堂は、野戦病院の如ごとき様相を呈ていしていた。

　適当に毛布が敷かれ、そこに怪け我がをした騎士たちが並んで寝かされているのだ。神聖魔法と言えば、やはり回復魔法。戦闘が起こっている時に神殿が救護所になるのはままあることだった。

　今回の場合、神殿は国からの要よう請せいがある前に救護活動を始めた。どうせ命令されたら逆らえない状じよう況きようなのだから、自分から行動を開始することであくまで自発的な人道的支し援えんだと言い張り、神殿の主体性を主張するという筋の話だった。人ではなく魔物が相手の戦争だから政治的問題も無い。

　聖典を読み上げる祈りの文句ではなく、傷ついた者たちの苦痛の声が辺りには満ちていた。彼かれらは傷の治ち癒ゆを早める《治癒促進リジエネ》の魔法を掛けられて手当てをされる。即そく座ざに傷を塞ふさぐような魔法は魔力の消費が大きく、安全な後方で大量の怪我人を手当てするなら使うべきではないのだ。

　そんな神殿の片かた隅すみで、傷の手当てとは別の魔法が試みられていた。普段は個室病びよう棟とうとして使われているらしい小さな部屋のベッドの上に、呪詛の鎖で縛り上げられたキャサリンが寝かされていた。

「『天の門開かれり[image: ]我は夜闇を明かす者[image: ]其それは輝く／其れは迸る／其れは無に還かえす／其れは寵ちよう愛あいなり[image: ]故ゆえに我は跪ひざまずく、主よ応こたえ賜たまえ』……《加護：破邪解呪セイクリツドデイスペル》」

　白い髭ひげを蓄たくわえた神殿長が、高位の解かい呪じゅ魔法を自ら行使する。

　輝かしくも温かい光が群れ集つどい、キャサリンを縛り上げていた呪詛の鎖は断たち切られて消えた。

　うっすら痣あざのようになった腕をさすりながら、キャサリンはゆっくり身を起こす。

「あー、あー……こちらも治りましたわ」

　声も出るようになっていた。

「……解けたか。まこと恐おそるべき呪力よ」

　偉えらそうな僧そう衣いに偉そうな帽ぼう子しを被った神殿長は、半ば感服したように溜ため息いきをついた。

　彼がこの大神殿で最も熟練した神聖魔法の使い手であるらしい。そして、キャサリンに掛けられた呪いは他の神官たちの解呪をことごとく弾はじき、神殿長にしか解けなかった。

「ありがとうございました、神官様。私はオズワルド・ミカル・キーリーの娘、キャサリン・マルガレータ・キーリー。このごおんは忘れません」

「いや、何の。悪あしき呪いに苛さいなまれる者あらば、これをお助けするのも我らの役目です」

　膝を軽く折って礼をするキャサリンに、神殿長は鷹おう揚ように応じた。

「しかし何故、貴女あなただけがあのような拘こう束そくを？　騎士たちは、そのことを訝いぶかしんで緊急の解呪を私に依い頼らいしてきたようですが」

「それは……」

　流石さすがに正直に言うわけにはいかなかった。今や邪神の眷けん属ぞくとなったルネを案じただなんて言ったら、父の立場を危あやうくする材料にもなりかねない。

　だからって噓を言うのも、卑ひ怯きような気がして嫌だったけれど。

「私は……彼女をひどくいら立たせることを言ってしまったのですわ。他に特別なことは、何も」

「ふぅむ……とにかく私は騎士団の方を呼んで参りましょう」

　神殿長が出て行って一人になると、キャサリンはベッドに腰掛けて肩を落とした。

　──言いたかったことの半分も言えなかった……

　どうしていきなり街の中に居たのか分からないけれど、逃げ出そうとしたところで鉢合わせるなんて奇き跡せきのような偶ぐう然ぜんだ。

　ルネと会って話をする機会なんてものがそもそも貴重で、先程のあれは千せん載ざい一いち遇ぐうだったはず。

　だが結局、自分と関わりがある〝竜の喉笛〟の話ばかりをしてしまったという気がする。

　そうではなくてキャサリンは、ルネが抱えているものの重さを想おもい居ても立ってもいられないような心ここ地ちで、ただルネのために何かできないかと……

「あっ」

　キャサリンは思わず自分のおでこに手を当てた。

「お返事をさいそくするの、忘れてましたわ」

　別れる前に言ったきり、結局うやむやだった。『お友だちになりましょう』と。
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「早く、術師を呼びつけよ！　手の空いている者は施し術じゆつのための天幕を整えよ！」

　アラスターが緊きん迫ぱくした声こわ音ねで矢や継つぎ早に指示を飛ばす。

　転移の出口にした魔法陣の上で、ルネはぺたりと座すわり込んでいた。

　本陣へ転移して緊張の糸が切れた瞬間、ルネは一歩も動けなくなっていた。

　雪交じりの土を、ざりりと摑む。

　ルネは既に、祈りを抱いてしまった。無力な者を踏み躙にじった上に存在する欺ぎ瞞まんの調和を許さないのだと。復讐を止やめれば、自らの怨うらみと怒いかりに焼かれ続ける無む間けん地じ獄ごくが待っているだろう。

　だから、この戦いは止やめられない。その戦いの邪魔になるものは抱えて行けない。

　心を乱す雑音を、耳に入れてはならないのだ。

　ディアナもキャサリンもおぞましき怪物ルネを恐れ厭いとうばかりでなく、心を救おうとしていた。その愛はきっと、全てを失ったルネにとって『復讐の成じよう就じゆ』の次に欲ほしいものだ。

　ぬるま湯のような救済は、手を伸のばせば手に入ったのかも知れない。ただ、その愛は復讐の刃を鈍らせる。受け容いれてしまった時、ルネは〝怨獄の薔薇姫〟でいられなくなるだろう。

　ルネは、たまらない想いを抱き潰すように、自分自身を抱きしめた。

　キャサリンという存在をルネは見誤っていた。彼女はルネを揺るがせた。

　耳を貸してはいけない。関わり合ってはいけない。

　だけど。

「う、うぅ…………っ」

　捨てるには惜しい、宝物だった。

　手に入れることが許されないのだとしても、自分のためにそこに在ってほしいと思うほどに。
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　二重に張られ、光を遮しや断だんする暗い天幕の中。地に撒まかれた星が瞬またたいていた。

「……お加減はいかがですか、姫様」

「大だい丈じよう夫ぶだ……落ち着いた」

　明滅する光の中心で、ルネは座ざ禅ぜんのような座り方で精神統一っぽいことをしていた。それで魔法の効きが良くなるかどうかは不明だが。

　ちょうど戦闘も小休止を挟はさむタイミングだったので、結局ルネは気持ちが落ち着くまでこの儀ぎ式しき魔法を続けてもらった。

「この魔法、もっと強くできないのか？」

「申し訳ありません、強度を望めるやり方ではありませんので」

　ルネの対面では、レブナントの術師が呪じゆ文もんを唱えては石の配置を小刻みに調整していた。

　ひとまず『子どもが殺せない』という弱点を穴あな埋うめする程度の効果はあるわけだから、それで充分とするべきかも知れないと思うルネ。キャサリンは……あれは極きわめて例外的な存在だろうから、そこまで無敵性を要求するのは無理筋だし、馬ば鹿か正直に会話に応じてしまったルネの失敗だろう。

「薔薇を……一つ、無む駄だにしてしまったけれど、作戦はこのままで行けるだろうか」

「薬液を注入した身体を捨て、乗り換かえた際の効果残留時間次し第だいですな。不可能でしたら次の策も、その次の策もご用意がございます故、その点は姫様のご判断を」

「分かった、無理だと判断したら作戦変へん更こうを指示する」

　ローレンスを倒すための策略は一つではない。であるがしかし、完かん璧ぺきな復讐のためにはなるべく絶望的な負け方をさせてやりたいところだった。

「それと、施術の邪魔でなければ、このまま戦況をご報告申し上げたいのですが」

「ああ、わたしはじっとしてるだけだから構わない」

「では失礼して。……第一騎士団の騎士の娘たちは、八名の確保に成功。可能なら市街へ侵攻した際に追加確保したいですな。また、姫様が市街に残してきた部隊は予定通り全滅した模様です」

「そうか。ならばそろそろ、死体の傷に気が付いた頃だろうか」

　ルネが言うと、アラスターは悪い顔で同意した。

「生体魔法を専門としている術師が第一騎士団にはおりましてな」

「ああ、お前が『見かけても殺さないように』と言っていた者か」

　生体魔法とは、生物の身体……特に人体を操作する魔法の区分であり、神の加護に頼らずとも傷の治癒や強バ化フを施ほどこせる。

　ただ他人が組み立てた魔法を使うだけなら別として、深く探究しようとすれば人体の知識が不可欠だ。つまり、そういう術師が第一騎士団には居るらしかった。

「死体を診みるのが趣しゆ味みだなどと嘯うそぶいている輩やからです。この状況なら確実に出しゃばってくるはず」

　ルネにとっては非常に都合が良かった。
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　赤々と炎ほのおが燃えていた。

　大神殿の狭い前庭には聖火が焚たかれていた。聖別された油『聖油』をくべたこの炎には、邪悪を祓はらい清める力がある。

　冒ぼう険けん者や騎士たちが、荷車や何かにアンデッドの残ざん骸がいを積んで、神殿の前庭に運び込んでくる。それらは片っ端ぱしから聖なる油を掛けられて、略式の祈りの後で炎の中に突っ込まれていった。

　敵も味方も二度とアンデッドにならぬよう、死体を浄じよう化かしているのだ。そんな中。

「こちらです、団長」

「これは…………」

　第一騎士団に所属する術師スレイン・ユスチノフは、ローレンスを不ふ審しんな死体の前に案内した。生体魔法を専門とするスレインは人体に対する知識が深い。半分は研究のため、半分は何か思わぬ戦略的発見が無いか調べるため、戦場では敵味方の死体を見て回るのが常だった。臓器の損傷まで分ぶん析せきして、敵が特とく殊しゆな毒物を使っていると見破ったこともあったりする。

　それと比べたら今日の発見はひどく単純だが、しかし重大だった。

「火傷やけどのような痕あとは神聖魔法によるものです。アンデッド化した後に付けられたもので、死因ではありません。死因と呼べそうなのは、この……」

　スレインはうつ伏せ状態で寝かされた死体の背中を指し示す。深々と突かれた傷痕があった。

「背後から一撃か。傷の角度からすると、高所から突き下ろされたようでもある……」

「座っているところを背後から刺されたと見るのが自然でしょう。装備でお分かりのことと存じますが、彼は操機兵です。定置魔ま弓きゆうの弓座に着いているところに、不意を打たれたのかと」

「こいつはゴメスの隊の者だな？　であれば、配置は南街門だったはずで……」

　ローレンスの眼光が鋭するどく死体を見み据すえる。スレインの言わんとすることを理解したようだ。

　定置魔弓の射手が背後から刺されるほど街壁上に敵が登ってきているのに、我わが身を顧かえりみず壁の下へ攻撃を続けたのだろうか？　有りうるだろうが、さらに不ふ穏おんな事態を想定する方が、しっくり来る。……何者か、攻撃してくるはずの無い者に不意を打たれたのだと。

　ローレンスは携行していた通話符コーラーを起動し、指揮所で留守を預かっていた部下に命令を飛ばす。

「第二騎士団長を街門の守備から外し、見張りを付ける。奴やつから目を離はなすな。怪あやしい動きがあれば報告するように。団員の配置は追って指示する」

　通話符コーラーを止めた後もローレンスは難しい顔でそれを睨み続けていた。

「……裏切ったのでしょうか」

「分からん。だが、備えねばならん」

　ローレンスは苦く顔をしかめて言った。
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「……これで決けつ裂れつするなら楽なのですが、猜さい疑ぎの種を蒔まくだけでも意味はございましょう。今後も第二騎士団の手引きを疑い得る手段で仕掛けていきます。戦場で背中を預けねばならぬ味方を警戒しなければならぬとあれば、心理的にも手数の上でも思い切った真ま似ねをしにくくなる。第二騎士団が裏切っても対応できるよう備えるとなれば、それだけ我らへ向けられる剣の数は減りましょう」

　滔とう々とうと戦術的有用性を述べるアラスターだが、この作戦を提案したのはルネで、アラスターは主の意向を受けて作戦を具体化しただけだ。

「もしかして、こういうやり方はお前の流りゆう儀ぎとは違ったか、アラスター」

　ふと気になって聞いてみれば、アラスターはあっさり頷うなずく。

「そうですな。姫様のご要望とあらば如い何かなる戦術戦法もご用意致いたしますが、私自身の判断で動くのであれば、より直接的で確実なやり方を好みます」

　確かに殺せるなら殺した方が楽で良いだろう。生きている相手はどう動くか分からず、誘ゆう導どうして操あやつるのは一苦労だが、死んでしまえば（ルネのような例外を除いて）それっきりだ。

「姫様はこのように、人心を弄もてあそび破滅させるやり方がお好みで？」

「半分は趣味……もとい、習性とか本能と言う方が良いか。わたしはそういうアンデッドだから」

　戦いに関しては素人なのに、なんだかやたらと策を弄ろうしたくなる。これは自分の習性だとルネは自己分析していた。

　アビススピリットは、人の負の感情を食らう忌いまわしきアンデッド。恐怖や絶望の感情を読み取るとき、ルネはそれを自らの糧かてと為なし、さらに『美味である』と感じる。復讐の成就という結果は同じにしても、その過程でより良質の餌えさが得られるよう、判断が引っ張られていることは否いなめない。

「別に仲なか違たがいじゃなくてもいいけれど、力尽くで押し潰すんじゃなくて、相手の精神を苛むような一ひねりが欲しい。それが理由の半分」

「では、もう半分の理由は？」

「愚おろかさ故にわたしを殺したなら、愚かさ故に死ぬべきだと思うから。ただ戦って、用意できた戦力の多た寡かを比べ合うのではなくて、ね」

「なるほど」

「……敵が死体を回収して調べるだけの猶ゆう予よを取ったら、次の攻撃に移る」

　ルネの戦いは復讐の戦い。もちろん第一目標は勝利することだけれど、それと同じくらい大切なのは、より無様に屈辱を感じるような敗北の中で敵を死に至らしめることだ。

　計略で嵌はめた敵に、冥めい土どの土産みやげとして種明かしをしてやるのはさぞかし痛快だろう。……瀕ひん死しの主人公相手に自分のしたことをベラベラと解説する敵かたき役の気持ちがルネは痛いほど分かった。しかし自分がやるときは相手の生存フラグを立てないよう、まず勝利を確実にしてからだと心に誓ちかった。
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　東街門門もん塔とうの薄うす暗ぐらい部屋に、銀色の少女の幻げん像ぞうが描えがき出されていた。

『何故誰もお逃げにならなかったのです？　お約束通り、逃げられるようにしておいたのですが』

「……こちらにも段取りがありまして。ご厚こう意いを無下にしてしまいましたようで申し訳ありません」

『いえ、わたしは構いませんので、どうかお気き遣づかい無く』

　バーティルは何食わぬ顔で応じながらも、内心では舌を巻いていた。

　──まったく、利発な子どもってのは手に負えないよ。

　とぼけたことを言っているが、これはルネにとっても想定通りの展開だろう。シエル＝テイラという国が丸ごと彼女の手玉に取られている。

「それよりも、先程は事前の申し合わせ通りには進まなかったようですが」

『南街門の戦いの時点で、このまま作戦を続行するのは無謀であると判断しました』

　しれっとした様子で言うルネを見て、バーティルは彼女の真意を測りかねる。

　──遊撃に回った部隊の話をしているのか？

　南街門付近の戦いでは、遊撃部隊が奇き襲しゆうを掛けたことで多くのアンデッドを討ち取った。

　この動きに怪しいものを感じて作戦を変更したというなら、それは確かに筋が通る。だが、だとしたらバーティルから作戦が漏もれたのかも知れないとは考えないのだろうか？

　しかし未だに西の街かい道どうは開放されており、ルネはこうしてバーティルとの会談にも応じている。相手が間抜けとも思えないだけに、バーティルは不気味だった。

「……では、次はどのように？　私としましては西街門及および街道の開放、私の部下たちの命の保証。そしてなるべく非戦闘員に攻撃しない努力を。すなわち現状維い持じを求めたいのですが」

『次は市街に対して兵を少数ずつ潜もぐり込ませ、散発的に戦闘行動を取らせます。市街に配置された防衛設備を狙う素そ振ぶりを見せ、申し訳ありませんが、その過程において市民にも死傷者を出します』

　バーティルは顔をしかめてみせる。ルネは澄ましたままだった。

　市街地を攻撃されたら対応せざるを得ない。地脈の魔力を利用して障壁を張り、砲ほう弾だんなどの飛来物や魔法攻撃を防ぐ防衛設備は街の各所に分散配置されている。狙われたら放置できない。

「そう言えば、先程も殿でん下か自ら市街へおいでになったようですが」

『あれは布石です。後方への攻撃もあり得ると、印象付けられたかと』

「第一騎士団の者の家族ばかり数人が連れ去られたようですね」

『少々ご不快な思いをさせることになってしまいましたが、つつがなく戦いが終われば無事にお返しできるでしょう』

　ルネは少しだけ困ったように笑う。

　──まあ、人質だよなあ……

　ルネが人質をどう使うのかはまだ分からないが、ローレンスもヒルベルトも、数人の人質を国と引き換えにはしないだろう。だとしたら人質は惨むごたらしく殺されて戦意を削そぐために使われる。それを止めるほどの交こう渉しよう材料はバーティルの手元に無かった。

『第二騎士団は市街への対応に向かってください。その間にこちらは街壁の突とつ破ぱを試みます』

「被ひ害がい者は少なければ少ないほどいいんですがね……」

『それはもう、あなたの部下の騎士の皆さんに頑がん張ばっていただければよろしいかと』

　ほとんど脅きよう迫はくだった。だが実のところバーティルは、ルネの市街襲撃を警戒したらしいローレンスから、市街の守備に回るよう既に命じられていた。ある意味、先手を打てたと言うべきか。

　それにしてもルネは当たり前のように殺すの殺さないのという話をする。相手が十歳の少女と考えるとそら恐ろしいものがあるが、彼女を怪かい物ぶつ視しないようバーティルは自戒していた。

　印象の話でしかないが……彼女は真っ直ぐに歪ゆがんでいる、とでも言えばいいのか。

　これまでの経いき緯さつを思えば彼女がこのようになってしまったことも理解できるし、悲劇に見み舞まわれるまでは純じゆん朴ぼくで善良な少女だったのだろうということもなんとなく察せる。地金の色がちらつく。

　だからこそ悲しい。しかし、それはそれとして軍事的脅きよう威いには対応しなければならない。

　銀色の少女の幻像が不ふ鮮せん明めいになってちらつき始め、バーティルは手の下に敷いた幻像通話符ヴイジヨナーを見る。それは白茶け、ほぼ朽くち果てた状態になっていた。

「すみません、そろそろ符の限界が」

『そうですね。では、今後ご連絡を差し上げる必要がある時は何か別の手段を都合致しましょう。それでは、よろしくお願いします』

　ルネが微笑ほほえんで膝を折り、そして、消えた。

「はー…………怪しいな、怪しいよな」

　バーティルは全身をほぐすように肩を回し、溜息をついた。

　半分は勘のようなものだが、どこかに落とし穴があるという予感がしていた。

　ルネとの取引は相そう互ごに利益があるように見える。だが、おそらくルネには裏の狙いがある。先程も怪しい動きを見せていた。慎しん重ちように見極めねばならない。

　バーティルは二本の剣を抜き、刃を眺ながめる。細い窓から差し込んだ光が刃を燦きらめかせた。

　ローレンスの持つテイラ＝アユルのように謂いわれのある剣ではないが、相応の金をかけて誂あつらえた業わざ物ものだ。ルネの赤刃と切り結んだ跡あとが、僅わずかに刃は毀こぼれしていた。

　──さっき殿下と戦えたのはデカい。

　取引の相手である以上、向こうもバーティルを殺す気は無かった……と一応思っているが、さりとて手を抜いているとも感じられなかった。お互いにあの場で決着を付ける気は無かったので、お互いに小手調べだったと言うべきだろうか。

　──俺おれでも殿下に通用すると分かった。俺はローレンスに及ばんだろうが、俺の剣技も捨てたもんじゃない。いざとなりゃ俺が殿下と戦える。そうと分かれば殿下も俺を無視できなくなるはずだ。

　虚空を切り裂き、バーティルは剣を収める。

　剣技だけでもルネは強敵だった。デュラハン生得の剣技に加え、独自の技を織り交ぜて変化を付けてくる。さらに魔法まで使ってくるとなれば一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　だがバーティルは、自分なら戦えるという手応えを得ていた。ローレンスが一度は彼女を撃退したときのように、支援の態勢を整え、地脈の魔力を使えるという地の利を生かせば、あるいは。

　結局のところ、ルネを止められる者が誰も居なくなったらその時点で終わりだ。千の軍勢であっても蹴け散ちらされてしまう。埒らち外がいの強者には、同じく傑けつ出しゆつした者をぶつけるしかない。

　それはおそらくルネの側も分かっているわけで、バーティルは自分自身がルネと戦えるというだけで交渉の権利を手にしていると言える。

　──最初の一当てで第二騎士団は約束通り死人が出なかったし、殿下の軍に打撃も与あたえられた。しかも第一騎士団は数が減った。俺にとっちゃできすぎの展開だ。南に残った部隊を預けたガトリンにゃ、諸侯の援軍を置いて先行し王都入りするよう指示を飛ばした。ガトリンが来るまで持ちこたえて数が増えりゃ、どっちに向かっても強く出られるようになる。

　バーティルは事態を両睨みで考えていた。大勢の国民の命が懸かかる局面で、できれば賭かけはしたくない。事態がどちらに転ぼうと、少しでもマシな結末へ引きずっていきたかった。

　──諸侯の援軍の集結状況と、お互いの被害次第だな。勝てそうなら勝つ。無理なら殿下と再交渉。王都全市民の助命と引き換えに、陛下とローレンスを…………

　売り渡わたす。

　第二騎士団は王ではなく王都の民を守るために動く。裏でルネと取引し、表向きはヒルベルトと第一騎士団を見捨ててでも市民を逃がすという動きをする。そうすれば、ひとまず格好は付く。

　客観的に自分を見れば馬鹿馬鹿しく汚きたない話だが、それでも後には退ひけない。

　──次が正念場だ。引き続き、第一騎士団と殿下を食い合わせて俺らだけ安全圏けんに居座ることができれば最高。もし殿下が俺に言った通り動くんなら、それでいいんだが。

　バーティルはひとりきりの暗い部屋から、街の外に布陣する異い形ぎようの軍勢の方を見る。数はいくらか減らしたはずだが、依然として差は圧あつ倒とう的。

　戦場で影えい響きよう力を発揮するには数が必要だ。最強の駒こま同士がぶつかって決着を付けるのだとしても、そこに至る過程では数がものを言うのだから。

　──早く来てくれ、ガトリン……西側が空いてるうちに……

　頼たのみの部下たちは、未だ姿を現していない。








閑かん話わ３　国家戦略参さん謀ぼう長ちよう　エヴェリス






　身長六メートルはあろうかという真しん鍮ちゆうの巨きよ人じんが無数のパイプから蒸気を吐はきつつ拳こぶしを振ふるう。

　さらに左右の上じよう腕わんに装着された三連装の銃じゆう口こうから、球状の稲いな妻ずまが連射されて次々と着ちやく弾だん。紫し電でんを撒まき散らしながら炸さく裂れつした。

「退ひけ！　立て直せ！」

　部隊を預かる騎き士し、ガトリン・レッドフォードは自ら先頭に立ち檄げきを飛ばした。

　周囲には、巨大な拳で叩たたき潰つぶされてひしゃげた金属と肉にく片へんの入り交じった物体になった者や、黒こく煙えんを上げて横たわる者がある。

　第二騎士団のうち、王都に居ない残り半分は、王都の大分手前の街かい道どう上で立ち往生していた。

　彼かれらは西回りのルートで王都入りするべく急ぎの行軍中だった。だが、そこを謎なぞのゴーレムに襲おそわれた。武装を満まん載さいした大型のゴーレムだ。ジレシュハタール連れん邦ぽうのゴーレム兵団でも主力を張れるであろうほどの逸いつ品ぴんが、殺意を剝むき出しにして襲ってくる。

　不気味に赤く光る一つ目がガトリンを睨にらみ付けていた。

「なんだ？　動きが鈍にぶく──」

「違ちがう！　避よけろ！」

　ゴーレムが動きを止めた直後。一つ目が輝かがやいたかと思うと、そこから閃せん光こうが放たれた。

「何……っ!?」

「《元素障壁エレメントシールド》！」

　驚きよう愕がくするガトリンを閃光が直ちよく撃げきする刹せつ那な、光の壁かべが閃光を遮さえぎった。

　ゴーレムの目と同じ不気味な赤色をした閃光は雪を割り溶とかして弧こを描えがくようなミゾを刻み、数百メートル離はなれた場所にある木を数本まとめて巻き込こみ輪切りに焼き切った。

　しかし絶ぜつ妙みような位置に張られた障壁のお陰かげで、ガトリンも、その後ろに居た騎士たちも無事だった。

「無事ですか！」

　伊だ達て眼鏡を光らせて杖つえを構える洒しや落れ者の術師が叫さけぶ。シエル＝テイラ最強と言われる冒ぼう険けん者パーティー〝零れい下かの晶しょう鎗そう〟の魔術師ウイザードクレール。彼が障壁を張ったのだ。

〝零下の晶鎗〟は王都の救きゆう援えんに向かうため第二騎士団と行動を共にしていた。来るときに一いつ緒しよだったトレイシーはどこかへ行ってしまったが。

「済まない、助かった」

「くそ、なんなんだこいつは……！」

　軽装の鎧よろい（実際のところ、防ぼう御ぎよ力は付ふ与よされた魔ま法ほうにより重装のミスリル鎧にも匹ひつ敵てきする）を身につけた青年が大たい剣けんを構えてゴーレムと対たい峙じする。〝零下の晶鎗〟のリーダー、戦士フアイターのゼフトだ。

「何って言われたら、まあ……ありあわせのパーツで適当に組んだ残り物系ゴーレムかな？」

　悪態めいたゼフトの言葉に、答える者があった。

　いつの間にやら女が一人、真鍮の巨人の肩かたに立っている。彼かの女じよはとても非常識な出いで立ちだった。

　長身で、付くべきところに肉が付いている体形。妖あやしげで艶なまめかしい紫むらさき水晶のような目と、妖しげで艶めかしい濃こ紫むらさきの髪かみをした女だ。魔術的な装身具を身につけ、黒いつば広三角帽ぼうに黒い服という伝統的な魔女スタイルをしている……露ろ出しゆつ度ど以外は。

　上衣はゆったりした袖そでと対照的に、胴どう体たいは胸の一部と襟えり回まわりくらいしか覆おおっていない。下半身はニーハイブーツと下着らしきものしか身につけておらず、うら若き乙おと女めのように白く艶やかな肌はだを惜おしげも無く晒さらしている事実上の痴ち女じよだった。

　……いや、本当にそんな姿だっただろうか？　一いつ瞬しゆん目を離しただけで彼女に関する記き憶おくは曖あい昧まいになる。何か質たちの悪い惑まどわしの魔法を使っているようだ。『痴女だった』という印象だけが残る。

「やあやあ騎士諸君、お務めご苦労！　でもね、ここ通すわけにはいかないんだよね」

　舞ぶ台たい上で踊おどる道化師のように大おお仰ぎような手振りで。いい加減な性格の滲にじむちょっと間延びした口調で。

　魔女らしき女は、右往左往する人々を煽あおり立てる。

「あいつが操あやつっているんだ、撃うち落とせ！」

「《衝撃弾シヨツクボール》！」

　クレールの魔法が魔女に向かって飛んだ。

　景色を歪ゆがめながら、見えざる力場の魔弾が襲いかかる。物理的な衝しよう撃げきを叩き込み、常人であれば肉片に変えて爆ばく発はつ四散させる恐おそるべき理力魔法だ。

　だがそれは着弾の寸前、魔女が指を一振りすると搔かき消えた。

「効かない……？」

「はい残ー念。でも君は悪くないよ。私が凄すごすぎるだけだから」

　続けて、騎士たちから魔法や矢が叩き込まれるも、半分ほどは単に狙ねらいを外し、もう半分は魔女が指を一振りするだけで撃ち落とされた。

　完全無む詠えい唱しようで魔法を使い、それぞれの攻こう撃げきに効率的な対たい抗こう策を講じているのだと推察はできるが、だとしたら恐るべき技量だった。

「そーだねぇ、あと二、三時間でいいんだ。そこら辺でかまくらとか雪だるまでも作って時間潰しててくれないかな？　そ・れ・と・もぉ～」

　からかうような声が、急に近くから聞こえた。

　ゴーレムの肩に乗っていたはずの魔女が、いつの間にかガトリンの近くに、吐と息いきが掛かかるほどの距きよ離りに立っていた。彼女は淫いん猥わいな手つきでガトリンの兜かぶとの面覆いを持ち上げる。

「私とお茶でもする？　もちろんその先もがっつりしっぽり。お兄さん、なかなかいい顔してるじゃなーい。最近は魔王軍もカツカツでさぁ、実験用美少年を要求してもなかなか良質なのを出してくんないんだよねー。なんかもうイケメンなら誰だれでも良いかって方向に行きかけてんのよ私」

　瑞みず々みずしく官能的な唇くちびるが、ちゃらんぽらんな調子の言葉を紡つむいでいく。

「なっ……!?　お、おのれ魔女め！　なんたる冒ぼう瀆とく的な……」

　反射的に振られたガトリンの剣は空を切る。

　魔女の姿は即そく座ざに消え、またいつの間にかゴーレムの肩の上に立っていた。

「あっははー、冗じよう談だん冗談。ちょっと勿もつ体たいないけど、やっぱ指揮官は潰さなきゃー駄だ目めっしょ」

　魔女はケラケラと笑い、そしてガトリンに杖を向けた。

「《虚の陥穽イベントホライズン》」

　その瞬間、ガトリンは全身に衝撃を感じた。

　鎧を……物理的な攻撃にも魔法的な攻撃にも対抗できる上質な鎧を装備していたはずのガトリンなのに、その身体からだが、まるでスプーンで粥かゆを掬すくったように穴だらけになっていた。

　貫つらぬかれたのではなく、抉えぐられた。球状の空白がいくつもできていて、視界が明めい滅めつし、身体は千切れながら崩くずれ落ち、ガトリンはあまりにもあっけなく死んだ。
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「そんな馬ば鹿かな！　攻撃魔法一つで!?」

「いぇーい、驚おどろけ戦おののけ定じよう命みようの者どもっ！　私のオリジナル魔法だぞ！　……いやはや、たまにはこうやって怖こわがられるのも悪くないねー。あんましやるわけにはいかないんだけどね立場的に」

　驚き訝いぶかる騎士たちを見て、魔女は……エヴェリスは上じよう機き嫌げんだった。

「お節せつ介かいはこんなもんでいいかな。そろそろ私は王都へ見物しに行くんで、後は適当に暴れて適当に自爆しといてね。残ざん骸がいは帰りに回収するんでヨロシク！」

『承知』

　ゴーレムはくぐもった電子音のような声で返事をして、腕うで部分に折りたたんで収納していたナイフを手に取る。それがナイフと呼べるのはあくまで巨大なゴーレムにとっての話で、人間の大きさからすれば大剣・巨剣の類たぐいだったが。

　収納用のマジックアイテム鞄かばんから箒ほうきを展開し、エヴェリスはひらりとまたがる。そして、風となった。

　かつて人族を滅ほろぼしかけた魔王の軍勢は、今や大陸北東の不毛の大地に押おし込められている。

　本来そこから盛り返す目もあったはずだ。この世界は相反する要素によってバランスが取られるようにできている。邪じや神しんの眷けん属ぞくたる魔物たちが勢力を減退させれば、邪神はそれだけ強力な加護を下せるようになる。それをテコに逆転を狙えるはずだった。

　だが、魔王軍は既すでに組織として腐くさりきっていた。官かん僚りよう化して既き得とく権けんを守ることに汲きゆう々きゆうとしている者。勢力としての衰すい退たいから目を背そむけ権力闘とう争そうを続ける者。単に無気力な者……

　魔王軍の中ちゆう枢すうに居たエヴェリスは魔王軍がどれほど終わっているか、よく分かっている。権力闘争に破れ、研究専業に追いやられたエヴェリスには、もはや組織を立て直す力も無い。

　──そして、どうやら魔王軍は邪神さんにも見放されちゃったらしい。

　新たな邪神の加護は魔王軍ではなく、復ふく讐しゆう鬼きと化した一人の少女に下された。

「〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫ひめ〟。ルネ殿でん下か、ね。さて君は、この大魔女エヴェリスを従えるに足る器うつわかな？　しかと見み極きわめさせてもらおうじゃんか。……なんちて」

　エヴェリスには夢がある。世界のバランスなんていうたわけた理由で阻はばまれた世界征せい服ふくを完かん遂すいすること。そして、この世界パンゲアを叩き壊こわした先、この世の始原の姿を見て、邪神による世界再創造を目まの当たりにすること。

　まあぶっちゃけ、目標に至るまでの戦いを楽しもうとしているだけだと言っても間違いではない。だが、やるならやるで勝ちたいに決まってる。難しい目標ほどやり甲が斐いがあるものだ。

　歴代の魔王が二度果たしかけ、その度たびに阻まれてきた世界征服……もしかしたら、それを実現するのは魔王ではなくルネなのかも知れない。

　雪原を切り裂さくように箒を飛ばし、陽気で邪悪な魔女は一路、東へ向かう。
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７　王宮騎き士し団の誰たそ彼がれ






　二度の攻こう勢せいをしのいだことで、街がい壁へきで戦う者らの間には多少の安あん堵どと高こう揚ようが生まれていた。

　市街に少数の敵が入り込こむという事件はあったものの、魔ま法ほうなどを駆く使しした少数の『壁かべ越ごえ』は言ってしまえば想定内。第一騎士団長ローレンスが即そく座ざに動き、市街に侵しん入にゆうしたアンデッドはほぼ全ぜん滅めつした。

　味方の損害も小さく、このまま援えん軍ぐんの到とう着ちやくまで戦えるだろうという希望的観測が出始めていた。

　……しかし実のところ、ここまでルネは街壁の陥かん落らくを狙ねらってすらいなかったし、王宮騎士団の側に被ひ害がいを出すことさえ二の次だった。

　目標はローレンスとバーティルの間に不和の種を蒔まくこと。そして、ローレンスと戦うために使う武器を調達することだった。

　作戦第一段階の目標は達成され、戦いは次の局面に移る。

　一いつ旦たん退いて態勢を立て直した死者の軍勢が、再び動き出した。

　狙うは今度こそ街壁の陥落。そして、不和の種を芽め吹ぶかせることだ。
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　王都の街壁は再び、異い形ぎようの軍勢によって攻こう撃げきを受けていた。

　街壁からの遠えん距きよ離り攻撃を潜くぐり抜ぬけ、歩ほ廊ろうによじ登った屍しかばねの群れは……先さき程ほどまでと、動きが違ちがう。

「なんだこいつら!?　さっきまでと格が違うぞ！」

　苦しげな叫さけびが上がる。街壁上で戦うアンデッドの中に精せい鋭えいが交じっているのだ。一対一で騎士と切り結んで優勢になる者さえある。

「ジェラルド公こう爵しやくの兵か……！」

　鎧よろいの紋もんで騎士が気付く。現在投入されているのはジェラルド公爵の家臣であった者らだ。

　最初はウェサラで『徴ちよう用よう』した市ザ民コばかり送り込んでいたのだが、ここでルネは主力を出した。街壁上の戦いは混こん迷めいの度合いを深め、生ける騎士たちには切せつ迫ぱく感が漂ただよい始めていた。

　そんな中、一歩引いた場所から戦いの趨すう勢せいを見ていた弓兵が、背後の異変に気が付いた。

「これは、一体……」

　壁の中、王都の市街に、真っ黒な霧きりが立ちこめていた。

　どこからか吹ふき出しているらしい霧は、道という道を駆かけ巡めぐり、街を黒く閉とざしていった。
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　ルネとの二回目の会談について報告したバーティルは手勢の半分以上を第一騎士団に預けさせられたが、市街への襲しゆう撃げき対応に第二騎士団を丸ごと充あてるわけにはいかないのでこれは仕方が無い。

　第二騎士団は突とつ貫かん工事的に街中に転移陣じんを配置し、それを飛び渡わたって遊撃に当たる態勢を取っていた。これなら味方を分散させられてもすぐ再集合できるし、少数でも効率的に街全体を守れる。

　だがバーティル自ら部隊を指揮し、市街に出現したアンデッドの群れを一つ仕留めた時だった。

　何やら黒いものが前方の十字路を曲がるように流れてきた。押おし寄せてくるおぞましい気配。これは、邪じや気きだ。邪気を孕はらんだ黒い霧だ。

　あっと思う間もなく、薄うす闇やみはバーティルたちを吞のみ込んだ。バーティルは咄とつ嗟さに腕うでで顔を覆おおうくらいしかできなかったが、頰ほおを撫なでられる程度の衝しよう撃げきしかなかった。

「こいつは……！」

「何の魔法ですか、団長！」

「いや、知らん」

　隣となりに居たカーヤがずっこけそうになる。

　バーティルはそれなりに博識な方だと自負しているが、流石さすがに呪じゆ詛そ魔法はそう詳くわしくない。

「知らんが、薄い。ただ邪気が混じっただけの霧だ。吸い続けりゃ徐じよ々じよに身体からだを蝕むしばむだろうが……」

　辺りは真っ暗というか真っ黒になったが、特にダメージは無い。一いつ般ぱん市民にも被害は無いだろう。

　暗いと言っても、掌てのひらや隣に居る者の顔くらいは見えた。逆に言えばそれしか見えないが。

「……そうか。問題はそこじゃない。これじゃ見通しが悪くなるぞ。おまけに、街中に邪気が充じゆう満まんしたらどこにアンデッドが居るか気配で分からなくなる」

「風の魔法で払はらえるでしょうか」

「むしろ広こう範はん囲いの神聖魔法で相そう殺さいする方が良さそうだが……」

　この調子だと、霧はすぐ街中に広がるだろう。それをまとめて吹き飛ばす神聖魔法と言えば、一つ心当たりがあるのだが……

　──駄だ目めだな、あれは切り札だ。ただ視界を確保するためだけに出すわけにゃいかない。

　まだ騎士団の側には手札がある。だがそれは一回きりのとっておきだ。

「まずは、この霧に乗じて何をしてくるか……」

　街中にルネが潜せん入にゆうしているのは分かっている。

　問題はそれで何ができるのか、何を企たくらんでいるのかということだ。ルネ単独か少数部隊でゲリラ的に行動するなら、守る側にも対処のしようがあるはずだが。

　──やりそうなのは、闇に紛まぎれて内側から街門を襲おそう、とかか。まあ、精鋭が出れば三十秒くらいは殿でん下かを止められるだろう。その間に転移陣経由で俺おれが駆けつけて対処する……

　曲芸みたいな作戦になってしまうのは承知の上。それでも、やってやれないことは無い筈はずだった。





◇






　北街門の攻防は続いていた。歩廊の上や街壁内に設置された定置魔ま弓きゆうが流星のような魔力の矢を次々と撃うちだし、壁をよじ登ろうとするアンデッドを射い貫ぬいていく。

　市街地が不気味な霧で満たされても、それは歩廊の高さにまで達してはいない。そして街壁の外には霧が溢あふれ出していない。視界は良好、射撃に問題なし。

　そんな中、闇を搔かき分けるように壁の内側から迫せまる影かげがあった。

「おい、どうした!?」

「入れてくれ、アンデッドにやられた！」

　第二騎士団の騎士が……少なくとも胸章からは第二騎士団に所属する王宮騎士だと読み取れる者が二十人あまり、黒い霧の中から突然現れた。街壁に詰つめていた第一騎士団の騎士たちは驚おどろき訝いぶかる。

　現れた者らのうち数人は深手を負った様子で、鎧は血に濡ぬれ、肩かたを担かつがれている。鎧の肩当てなどを持って行かれたらしい者、破損した兜かぶとを脱ぬいでいる者もあり、激しい戦せん闘とうの後なのだと窺うかがえた。

　……なお、第一騎士団と第二騎士団は交流の機会が乏とぼしく、お互たがいに顔を知らぬ者も多かった。なので彼かれらの顔を見ても、本来なら存在しないはずの騎士なのだと気付くことはできなかった。

「街中にアンデッドが？」

「聞いてないのか？　さっきから少数が街に侵入して、第二騎士団が遊撃に当たってるんだ。だがこの霧の中でいきなり大勢で俺らを取り囲んできて……とにかく入れてくれ、俺たちを追って来てる。それと、薬ポーシヨンはあるか？」

「分かった、早く来い、入り口を塞ふさぐ」

　意図的に狭せまく作られた入り口から、騎士たちはどうにか怪け我が人を屋内に引きずり込む。霧が流れ込んで薄暗くなってはいたが、外よりはマシだ。

　……街壁の外から攻せめてくるアンデッドは皆みな、腐くさった肉体や骨だけの顔面を意図的に晒さらしていた。なので、まともな姿すがた形かたちをしている相手に対して騎士たちは自然と警けい戒かい心が薄くなり、アンデッドではないかと疑う暇ひまもなく勢いで彼らを中に入れてしまった。

　街壁はただの分厚い壁ではなく、その内部に部屋や回廊が存在する。弓や魔法、定置魔弓によって窓から壁の外を攻撃したりもできるし、防衛戦のために物資も置いてある。

　冷たい石の部屋の中、怪我人が寝ねかされたすぐ隣では三人の操機兵が定置魔弓を操作して文字通りの矢や継つぎ早に射撃を行っている。要所であるため、第一騎士団の者ばかりが詰めていた。

　そんな部屋の片かた隅すみには、固く閉ざされた鉄てつ扉ぴが存在した。『分流極ハブ』のある地下室だ。

　これは王城地下の龍律極ルーターの操作によって地脈から送られてきた魔力を受け取り、それを街門周囲の防衛設備に供給する施し設せつ。分流極ハブが停止させられたら北街門周囲の防衛兵器は全すべて停止する。

　……レブナントはただでさえ気配を誤ご魔ま化かす力があるアンデッドなのに、さらに辺りには邪気を孕んだ霧が溢れて感覚を惑まどわせていた。『負傷者を出して転がり込んできた第二騎士団の一隊』が、ジェラルド公爵の精鋭農兵団を変装させたレブナントだと気付く者は、まだ居なかった。

「待ってろ、今ポーションを……ぎえっ!?」

　ポーションを取り出そうと騎士が背を向けた途と端たん、『第二騎士団の騎士』が突然背後から組み付いた。関節を極きめながら鎧の隙すき間まから短たん剣けんを突つっ込み、喉のどを貫つらぬく。

　それと同時、深手を負って息も絶え絶えだったはずの騎士たちは元気に跳はね起きて剣を抜いた。

「な、なんだ!?」

　それが定置魔弓の前に着座していた操機兵の最さい期ごの言葉だった。
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『第二騎士団が、第二騎士団が裏切りを……！』

　その言葉だけを残して北街門からの通信は途絶した。

　城門の指揮所は間近に稲いな妻ずまが落ちたような空気となった。

「おい、何が起こっている！　おい！」

　ローレンスは光を失った通話符コーラーを何度も撫でて起動しようとするが、反応は無い。ペアになっている符ふが何らかの理由で破は壊かいされるなどした場合はこうなってしまう。

　ローレンスは即座に手にしていた通話符コーラーを破り捨て、別の通話符コーラーを数枚同時に起動した。

　通信の相手は北街門周辺に配置している隊の隊長たちだ。

「報告せよ！　北街門、何が起きている!?」

『防衛兵器が突然動かなくなりました！　おそらく分流極ハブが停止しています！』

『壁の外のアンデッドが一いつ斉せいにこちらへ向かってきます。矢、魔法、共に敵の射撃が増えています。このままでは撃ち負けます！』

「誰だれか！　分流極ハブの状じよう況きようを確かく認にんしに行け！　街壁内部の隊と連れん絡らくが付かなくなった！」

『向かいます！』

　通話符コーラーのうち一枚が言って、多少の間があって、それから震ふるえる声を届けてきた。

『破壊、されています……北街門分流極ハブ、機能停止…………』

「詰めていた騎士はどうした!?」

『全員殺されています……！　辺りは血の海で……』

　ローレンスの背後でヒルベルトが息を吞んだ。

　防衛兵器に魔力が供給できなくなれば、街壁などただ分厚いだけの壁だ。

「分流極ハブが破壊されたと言ったな？　何者の仕し業わざだ」

『分かりませんが……いや、しかし……その、予断を持つわけにはいかないのですが……』

「不確定な情報でも構わん。言え！」

『先程……十人余りの騎士が、逃にげるように市街の方へ飛び出して行くのを見まして……』

「…………分かった」

　ローレンスは全身の血が沸ふつ騰とうしたかのように感じた。心持ち声を潜ひそめて別の通話符コーラーに呼びかける。

「第二騎士団長に動きはあるか」

　相手は、バーティルを見張っている隠おん密みつだ。通信途絶の直前に聞こえた『第二騎士団』という言葉がローレンスの耳の中で山やま彦びこのように響ひびいていた。

『黒い霧が満ちる前後から、市街地での襲撃を報しらせる通信が次々と入り、頻ひん繁ぱんに部隊の転送と帰き還かんを行っております。本人も三度行き来しました』

「今、そこに、全員、居るか？」

『視界が悪く確実には言えませんが、おそらく全員はおりません』

「分かった、引き続き見張れ」

　ローレンスは片手の握にぎり拳こぶしを震わせながら、もう片方の手で通話符コーラーを起動する。

「観測手！　北街門の様子はどうだ!?」

　城壁の見張り塔とうに詰めている観測手に呼びかけると、戸惑い躊躇ためらうような間が少しあってから、通話符コーラーの向こうの騎士は言葉を発する。

『魔動砲ほうが止まっている……？　それだけじゃない、定置魔弓も！　おかしいです、急にアンデッドの数が増えて、ああ、そんな馬ば鹿かな！』

「何を見たか正確に報告しろ！」

『街門が、上がり始めました！』

「何だと!?」

　破られたのではなく、上がり始めたと。

　つまりそれは門が制圧され、内部から操作されて門が巻き上げられていることを意味する。

　ローレンスは机に並べられた通話符コーラーの中から第一騎士団の各隊長に通じるものだけを摑つかみ取り、一斉に起動して怒ど鳴なった。

「北街門より敵が侵入！　市街地に待機する遊撃部隊は侵入する敵を討うて！　ただし第二騎士団の者に注意せよ！　裏切り者が紛れている可能性がある！　第二騎士団の分隊を預かっている者は奴やつらに不ふ審しんな動きが無いか注視しつつ、あくまで盾たてとして前面に出せ！」

　狭い街門をくぐって一度に侵入できる敵の数は限られている。それを包囲するように攻撃していけば、まだ押し返す目もある……はずだ。

「北街門周辺の部隊は竈かまどの神しん殿でんまで退いて態勢を立て直した後、市街に侵入する敵を討て！　スチュアートは門塔奪だつ還かんに動け！　お前なら指示は要いらんだろう、子細は任せる。ただし状況は流動的だ、こちらからの指示があり次し第だい即座に撤てつ退たいできるように動け。厳しければ独断で退け！」

『はっ！』『了りよう解かい！』『了解しました！』『承知！』

「……はーっ……はーっ……」

　通信を切った後も興奮がさめやらず、ローレンスは鼻息も荒あらく拳を握りしめていた。

　戦況は致ち命めい的に悪化した。だが、しかし、まだ全てが終わったわけではない。国最強の騎士であるローレンス・ラインハルトは敬愛する王のためにも決して諦あきらめない。それこそが希望だ、希望でなければならぬとローレンスは思う。

「ここで防ぎきれぬなら、市街は……捨てねばならんか」

　ヒルベルトは眉み間けんにシワを寄せ、指をすりあわせる。

　国を守り切れない王に対して民たみの目は厳しい。王は為い政せい者である前に、国内全ての軍を統すべる『将』だ。敵軍に、それもよりによって邪神の軍勢であるアンデッドに王都の蹂じゆう躙りんを許すなど、王として打ち消しようもない不ふ名めい誉よだった。

　ローレンスは悔くやしかった。第一騎士団を預かる身でありながら侵攻を防げなかった自分が。

　ローレンスは憎にくかった。敵が侵入する端たん緒しよとなったであろう第二騎士団とバーティルが。何よりも、薄うす汚ぎたない侵略者である銀色の忌いみ子が。

「……これで押し返せなかった場合は敵の侵入を遅ち滞たいさせつつ、街壁に展開している兵を城壁まで撤退させます。ですが守るだけであれば城壁に戦力を集中させ、堅かたく守る方が安全です。これはもとより、援軍を待つ戦い。市街を見捨てたとしても、ノアキュリオの援軍が来れば……」

　ヒルベルトは生き延び、彼の政権は維い持じされる。そうすれば、この国は大だい丈じよう夫ぶだ。

　恐きよう怖ふに駆られた様子だったヒルベルトもローレンスに言い含ふくめられて少し落ち着いた。

「そ、そうだな。うむ」

　苦い薬をようやく飲み下すかのようにどうにかヒルベルトが頷うなずいたとき、一枚の通話符コーラーが光る。

「こ、今度は何だ！」

「通信室、どうした！」

『ノアキュリオ王国のランドール辺へん境きよう伯はくより通信です。援軍の先せん遣けん隊たいが間もなく到着すると！』

「おお！」

　ヒルベルトの顔に血の気が戻もどった。王城地下の通信室にノアキュリオ王国から通信が入ったのだ。

「先遣隊！　国境からこちらへ急行したという空行騎兵か！」

「制空権を奪還すれば、敵も動きにくくなりましょう。ただでさえ敵は空行騎兵の数が足りない」

　戦況を計算し、すぐにローレンスは結論を出す。『今なら動ける』と。

「ノアキュリオ軍との連絡は陛下にお任せ致いたします。しばしの留守をお許しください」

「何をしに行くのだ？」

「この国の病びよう巣そうを、排はい除じよしに」

　ローレンスは立ち上がり、テイラ＝アユルを抜いた。
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「霧が引いていく……？」

　バーティルは何度か角度を変えて黒い霧の奥おくを見み透すかそうとした。

　先程まで見えなかった建物の壁が見えるようになっていた。うっすらと、徐々にはっきりと。

　結局、アンデッドの同時多発的な襲撃を捌さばいている間に霧は晴れ始めていた。

「なんだってんだ、結局。あー、各員、状況報告を……」

　通話符コーラーを、バーティルが起動した時だった。

　明めい瞭りようすぎるほどの殺気と闘気。そして、空気が削けずられていくような怖おぞ気けを誘さそう風鳴り。

「っとお！」

　バックステップしたバーティルの目の前を、『斬ざん撃げき』が通り過ぎていった。

「うわっ！」

「何だ!?」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、バーティルの連れていた周囲の騎士たちが驚く。

　何かが三十メートルほどにわたって地面に一直線の斬撃痕こんを刻んでいた。その先に居るのは……

「ローレンス」

　二十人ばかりの精鋭支援要員を従え、白銀の鎧の騎士、ローレンスがそこに居た。

　その手に携たずさえるは自ら蒼そう銀ぎん色に輝かがやく宝魔剣・テイラ＝アユル。

「……おいおい、決闘ごっこか？　まずは果たし状を送るのが正式な作法だったと思うがね」

　軽口を叩きつつもバーティルは状況分析する。この人数がこの距離に接近するまで気がつけなかったというのはおかしい。魔法による目くらましや気配の誤魔化しなどを使ったようだ。

　石いし畳だたみをかち割って深く刻まれた溝みぞをバーティルはチラリと見る。

　回かい避ひできなければ死んでいたかも知れない。

「おやめください、第一騎士団長！」

「血迷ったか！」

　バーティルを守るように割って入る騎士たちを、愚おろか者と見下したように眺ながめ回して、それからローレンスは声を張り上げた。

「第二騎士団長、バーティル・ラーゲルベック！　貴様は国王の財産である王宮騎士団を私的に動かし、我わが国に弓引いた！　我が国を裏切って街門の防衛部隊を襲撃し、陛下が神々より預かりし栄光の王都に穢けがれた邪神の軍勢を引き入れたのだ！」

　朗々と喝かつ破ぱするローレンスの気勢に押されるように、皆が立ちすくむ。

　稲妻のように閃ひらめく。バーティルの頭の中で歯車が嚙かみ合うように、事態の全体像が浮うかんだ。

「くそったれ！　そういうことか！　……お前ら下がってろ、手向かいするな！」

　バーティルは剣を収めたまま、ゆっくりと一歩進み出る。

　足の下で冷たい炎ほのおが燃えているかのようだった。

「落ち着いて聞け、ローレンス。これは全部敵の作戦だ。第二騎士団の者に化け、内側から門を襲ったんだろう。あの黒い霧はアンデッドの動きを隠かくし、気配を誤魔化すためのものだ。……狙いは門だけじゃねえ。お前に俺を倒たおさせるか、捕ほ縛ばくさせるのが目的だよ。仲なか違たがいを狙う気だ」

　……もしローレンスが『背後から刺さされた死体』を見ていなければ、説得できたのかも知れない。

「よく回る口だ。そしてその想像力に敬意を表しよう。もっともらしい筋書きをよく考えるものだ」

　嚙んで含めるようなバーティルの説明に、ローレンスは叩たたき返すような返事をする。

「牢ろうの中で演劇の脚きやく本ほんでも書くがいい。生きていればの話だがな」

「……この分からず屋！」

　ローレンスが次の一撃を放ち、バーティルは抜ばつ剣けんと同時に閃せん光こうと化した。
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　街壁の内外から挟きよう撃げきを受け、北街門は既すでにほぼ制圧されていた。

　都市防衛において防衛側の強みは、術師個人の魔力貯蔵量を遥はるかに超こえた地脈の魔力を潤じゆん沢たくに使えること。それによって動くマジックアイテムや魔動機械アーテイフアクト兵器による反撃を行えるのだ。

　然しかるに魔力供給を絶てば脆もろい。後は犠ぎ牲せいを厭いとわぬ屍じん海戦術によって物量で圧殺すればいい。

　分流極ハブ停止後に市街側から攻勢を掛かけたのは、『第二騎士団チーム』が不ふ首しゆ尾びだった場合に『第二騎士団に呼ばれたアンデッドチーム』として強行突入させる予定だった百体ほどの精鋭部隊だ。初手で上う手まいこと騙だませたので普ふ通つうに攻撃することになった。霧に紛れて接近し、敵が門外に気を取られている隙すきを突き、それに対たい抗こうできる敵のエースはルネとウダノスケが撫で斬ぎりにした。

　バーティルはまだ来ない。採れたての死体をアンデッドに変えていると、ルネの通話符コーラーが輝く。

『姫ひめ様さま、第一騎士団長が出撃しております。第二騎士団長と交戦開始！』

　アラスターからの連絡に、ルネは思わず飛び跳ねてしまった。

「やった！　一番頭の悪いルートに突っ込んでくれた！」

『いかが致しましょうか。このまま一気に城を攻め落とすという手もございますが……』

「わたしが城を攻めたらローレンスは当然、こっちを優先するよね。そのまま共闘して誤解が解けるとかいうバトル漫まん画がみたいな展開になるかも知れない」

『ばとるまんがは分かりませんがその通りです』

「騎士団長二人が仲良く遊んでる間に街壁の制圧を進めるとしましょ」

　作戦は次の段階に移る。市街地を跨またぎ、城壁を焦しよう点てんとした攻防へと。

　城壁は街壁以上に堅い。守る側にしてみれば街壁を使って街全体を守るより、城壁を使って城だけを守る方が少数でも効率的に戦えるのだから。

「まだ時間もあるし、ここは堅けん実じつに。後こう顧この憂うれいは断って──」

『よく耐たえた、シエル＝テイラの隣りん人じんたちよ』

　ルネの言葉に被かぶせるように、突とつ如じよとして、暑苦しい雰ふん囲い気きの男の声が王都の空に響き渡った。

『我はノアキュリオ王国はライゼン公爵の次男にして空行騎兵団第三部隊長、エバン・ジョーダス・ライゼンなり！　シエル＝テイラ王国を魔物どもの暴ぼう虐ぎやくより守るため参上つかまつった!!』

　不自然にボリュームを高められた風の音が声と共に聞こえる。

　飛行中の何者かが通信の魔法によって声を届け、さらにそれを拡声して放送しているらしい。

「これは……」

『失礼。姫様、予定が狂くるったやも知れません。東南東の空に空行騎兵らしき騎影を確認したと斥せつ候こうより報告が。図案化した太陽の紋もん章しようが……ノアキュリオ王国の国章が側面に』

「『太陽王国』ノアキュリオ……！」

　事態は突如、風雲急を告げる様相となった。

　ノアキュリオ王国は列強五大国の一角、『騎士と冒ぼう険けん者の国』とも言われ世界パンゲア最大の人口を抱かかえる超ちよう大国だ。周囲の小国を（少なくともノアキュリオ正規軍による大規模な戦闘が行われていないという意味では）平和的な手段で併へい吞どんし続け、遂ついに三十年前にシエル＝テイラの東に国境を接した。

　地理的に近いだけに、シエル＝テイラの地が抱える豊かな資源にも重大な関心を寄せており、ヒルベルトがクーデターを起こす上で大きな後ろ盾となった国だ。

　ルネが動けばヒルベルトが援軍を要よう請せいするのは確実と思われていた。ただ、地上軍の到着には数日かかる。もしルネの戦いを邪魔する者があるとすれば、それは空行騎兵のみによる先遣隊だという予想をしていた。そして、予想は的中した。

『シエル＝テイラの窮きゆう地ちを、我らノアキュリオは見過ごさぬ。シエル＝テイラに、そしてヒルベルト二世陛下に神の祝福あれ！　シエル＝テイラの勇ゆう敢かんなる騎士たちよ。轡くつわを並べ、共に戦おうぞ！　この場こそが信しん仰こうの最前線。悪あしき者を打ち倒し、神話に新たなページを刻むのだ！』

　あらかじめ考えてきたのがよく分かる、キマりすぎの決め台詞ぜりふだった。

　ルネは『感情察知』の能力によって、温かな感情の存在を感じた。

　それは希望だった。それは信心だった。それは高揚だった。それは勇気だった。

　颯さつ爽そうと駆けつけたノアキュリオの援軍の先遣隊。そして彼の言葉。

　王都の人々は奮い立って感動し、神による救いの手が差し伸のべられたように思っている……

　そんな彼らの感情は温かい。真冬の夜に見る、閉ざされた窓の向こうの暖だん炉ろの明かりのように。

「アラスター。敵の構成は？」

　焼け付くように冷たい声がルネの喉から流れ出た。

『翼竜ワイバーン一騎、光照鳥ヴイゾフニル三騎、ヒポグリフ五騎です』

「……戦力分ぶん析せきを」

　残念ながら、どの程度有利か不利かルネにはよく分からない。

『我が軍は王宮騎士団の空行騎兵と拮きつ抗こう状態です。ここにこれだけの敵戦力が加わった場合、現下の空戦力では奇き跡せきが起こらぬ限り敗北します。制空権を奪うばわれるのはほぼ確実かと。ただし……』

　アラスターは思いっきりもったいを付けた。

『未知数の手札ではございますが、姫様御おん自みずから戦われるのであれば、あるいは』

「分かった。行ってくる」

　ルネは即断した。

　もともと分かっていたことだ。この戦いはシエル＝テイラという小さな国だけで終わらせるものではないのだと。列強諸国の思おも惑わくが、巡り巡ってルネの死を招いた。

　だが彼らは謝罪などしないし後こう悔かいもしないだろう。正義という言葉に包んで正当化するだけ。

　ならば見せてやろう。奴らの手先に。

　強大な国々によってゴミのように殺された、ちっぽけな一人の怒いかりが何をもたらすのか。

　東の空を見上げれば、ごま粒つぶほどの何かが見えた。その騎影はみるみる大きくなり、すぐに肉眼でも鋭えい角かく的なワイバーンの頭が分かるほどになった。九騎の空行騎兵は北門周辺にアンデッドが多いと見たか、回り込むようにルネの居る辺りへと向かってくる。

「弓兵、打ち方用意！」

　ルネが号令を飛ばし、壁の上に居る者も下に居る者も、とにかく弓を持っているアンデッド全員が上空に向かって狙いを定めた。

　直後、灼しやく熱ねつの風が吹き抜けた。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だったが順序立てて説明するなら、ワイバーンが街壁の高さスレスレに突っ込んできて、それを迎げい撃げきするようにゾンビアーチャーやスケルトンアーチャーたちが矢を射かけ、しかしそれはワイバーンを取りまく風の盾に撃ち落とされた。ワイバーンは火か炎えん放射と騎手の馬上槍ランスで周囲を薙なぎ払いながら飛び抜け、そのまま王城上空へ向かっていったのである。

　後には、ワイバーンの飛行が巻き起こす暴風と馬上槍ランスでなぎ倒されたアンデッドたち。そして炎を浴びて炎上するゾンビたちが残された。

　術師とタンデムして魔法で矢を防がせ、さらに乗騎の火炎放射で追撃してきた。だが今のは擦すれ違いざまの挨あい拶さつみたいなものだろう。制空戦への参加を優先してピンポンダッシュしただけだ。

「援軍はこれだけ？」

『確認できたものはこれだけです。場合によっては数時間以内に空行騎兵の第二波、数日中には地上部隊が到着すると思われます。可能であれば第二波の到着までの決着が望ましいかと』

　敵に狙われたヒポグリフゾンビは、先頭を行くワイバーンの突進を辛からくも躱かわしたが、火炎放射をもろに受けて全身燃え上がる。このままでは撃げき墜ついも時間の問題だ。

　現状ですら厳しいのに、第二波が加われば制空権奪還は不可能になりかねない。

「なら、手早く決着を付けるわ……《飛翔フライ》！」

　ルネは銀の流星となって王都上空の戦闘に殴なぐり込みを掛けた。

　最後尾を行くヴィゾフニルの空行騎兵に追いすがり、振ふり向くより先に一刀を浴びせる。まさか空を飛んで襲いかかってくるとは思わなかった様子で敵の反応は遅れた。

　その剣は淡たん黄こう色をした羽う毛もうの上で、堅い手て応ごたえと共に止まった。

「うわ!?」

　ヴィゾフニルの鞍くらに装そう塡てんされていた護ご符ふが二枚同時に弾はじけ飛んだ。騎手が驚いた声を上げる。

　──騎き獣じゆうにまで護符持たせてる！　……これ一枚の原価が一般的労働者の給料一ヶ月分だっけ？

　護符は全ての魔法をシャットアウトする使い捨ての防ぼう御ぎよ用マジックアイテム。欠点は起動中は味方からの魔法も受けられないこと、それと単純に高価なこと。

　ルネの赤せき刃じんは実のところ魔法攻撃だ。魔法をシャットアウトする防御に対しては相あい性しようが悪い。

　だが、この護符はあくまで対空砲火への防御を固めるもの。直接斬れる状態なら大して恐おそろしくない。騎手がもたもたと剣を抜いて反撃しようとしている間にルネはさらに二度斬り付け、ヴィゾフニルの持つ護符を全て焼き切って真っ二つにした。

「ああああああぁぁぁぁぁぁ…………」

　両断されたヴィゾフニルは、重力の鎖くさりに搦からめ捕とられて落下していった。乗騎を失った騎手も一いつ緒しよだ。騎手はまだ無傷だが、数秒後に潰つぶれたトマトになるのはほぼ確実だった。

　……と、思われたが騎手は地上付近で、腰こし帯おびに挟はさんでいた羽根のようなものを一振りする。彼は一瞬ふわりと滞空し、そのまま受身を取って着地した。

　──飛行のマジックアイテム？　あーゆーの持ってるなら、ただ落とすだけじゃダメか。

　ここで悲鳴を聞きつけた空行騎兵たちが異変に気付いた。

「アンデッド！」

「こいつかっ！」

　援軍のうちヒポグリフ二騎は、騎手と神官のタンデムだった。

「《聖なる閃光ホーリーレイ》！」

　まず神官の片方が魔法を行使。白々と輝く閃光が噴ふき出し、薙ぎ払うように照射される。ルネは旋せん回かいしつつ高度を調整し、光線をくぐるようにして躱した。

　そこへ次の魔法が迫る。

「《穿つ流星シユーテイングノヴア》！」

　砲丸、としか言えない大きさの魔法弾だんが白びやく輝きの残光を引いて飛来する。

　ゆるやかに弧こを描えがいて追尾してくる。ルネは急制動で擦れ違いつつ、魔法弾そのものを赤刃で切り裂さいて魔力を相殺、霧む散さんさせた。

　しかし魔法の合間を縫ぬうように、先程とは別のヴィゾフニル騎兵が迫る。

　ヴィゾフニルは比ひ較かく的軽量の鳥形空行騎獣だ。目め眩くらましの閃光ブレスを吐はく能力もあるが、魔力知覚を持つルネには特に意味が無い。タンデムもせず身軽に飛び、騎手は細身の槍やりを装備している。

　フェイントを入れながら飛ぶルネとヴィゾフニル騎兵が数度交こう錯さく。ルネの赤刃は数枚の護符を焼き切ったが、騎手と騎獣がそれぞれ装備した護符で上手くダメージを分散された。

　脇わき腹ばらが熱い。槍がルネのドレスを引き裂いていた。あの槍は《聖別コンセクレイシヨン》を受けているようだ。

　──強い……見えてたのに避よけきれなかった。

　さすがは列強五大国のひとつ、ノアキュリオの兵。騎獣の種類と数、練度、使う魔法のレベルや威い力りよく、装備の立派さ、どれを取っても一流だ。

「貴様がぁ、〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫〟とかいう奴かぁ！」

　ワイバーン騎兵がやや距離を置いてルネの前に滞空し、騎手である男が怒鳴る。

　過か剰じように装そう飾しよくされ、所々原色で塗ぬられた鎧の騎士だった。全身鎧のせいで中身がどんな物体なのか分からないが、声こわ音ねからは『暑苦しい中年男性』という印象が漂う。先程の『町内放送』の声だ。

「語ることなど無いわ。死になさい」

「うぬ！　名乗りもせぬとは無礼な奴！」

　ルネは耳を貸さなかった。一方的に名乗って戦いの正当性を宣言し、返事も聞かずに襲いかかったのだから、エバンの方こそ騎士の礼れい儀ぎを守っていない。これは『魔物退治』としての振る舞まいだ。

　ルネは飛行を操作し、正面からエバンに突っ込んでいく。当然、ワイバーンが口を開いた。

　ちょっと大げさな軌き道どうで炎のブレスを躱したルネは、同時に別方向から突進してきたヴィゾフニルの首を刎はね飛ばす。既に騎獣の護符は残っていなかった。胴どう体たいと騎手はきりもみ回転しながら落ちていった。さらに馬上槍ランスを構えたヒポグリフ騎兵が空を踏ふみしめるようにして突っ込んで来るが、これは重じゆう鈍どんに過ぎる。ルネはひらりと身を躱し、擦れ違いざまに馬上槍ランスを中途で叩き切った。

「【性能偏向：弾数重視スプレツドカスタム】《聖光の矢ホーリーアロー》！」

「《聖なる閃光ホーリーレイ》！」

　神聖魔法が再度、放たれる。

　数え切れないほどに分ぶん裂れつした光の矢が幾き何か学がく的に絡み合いながら飛来する。そして、同時に別の角度から放たれるビーム状の閃光。

　何なん人ぴとも同時に行使できる魔法の数は一つであり、存在自体が反則級のルネであっても《飛翔フライ》を行使している間は呪詛魔法による相殺や《対抗呪文結界カウンターマジツクフイールド》による防御は不可能。

　威力を削って弾数を増やした《聖光の矢ホーリーアロー》はあまり脅きよう威いにならない。ルネは数発の被弾を許容しつつ、ふたつの魔法から逃げるように高度を下げ、建物ギリギリに飛翔した。

　そして、そこで《飛翔フライ》を解といた。ルネの身体は慣性そのままに前方へ投げ出される。

「《巨刃斬タイタンブレイド》！」

　教会から高く突き出た立派な鐘しよう楼ろうと擦れ違いざま、ルネは魔法でそれを斬った。

　勢いそのままにルネは近くの建物の屋上に突っ込み、転がるように受身を取って立ち上がる。

　見えざる巨きよ人じんの剣に両断された鐘楼は、ゆっくりと倒れるところだった。ルネは建物の屋上を駆け、倒れゆく塔に飛びついた。斜ななめに傾かたむきかけた壁を駆け上り、階段途中の窓まど枠わくに手を掛ける。

「《重力制御グラビテイマニピユレート》！」

　鐘楼は空に向かって落下し始めた。それに摑まっているルネを道連れにして。

　上空のヒポグリフゾンビにルネは思考で指示を出し、落下軌道に近い場所へと位置取らせた。

　そしてルネは途中で手を離はなす。放ほうり出されたルネは再び大地の重力に搦め捕られ、ヒポグリフゾンビの背中にキャッチされた。

「なんだと……」

　空に浮かんだ鐘楼を見てエバンは絶句する。だが、驚くのはまだ早い。

　ルネはヒポグリフゾンビの背中から魔法を操あやつり、鐘楼に掛かる重力の方向を変えた。

　鐘楼は突如、斜め上空のエバンに向かって回転しながら落下し始めた。

「んなっ！」

　鐘かね撞つき堂の鐘がリンゴンリンゴン鳴り響く。

　迫り来る超巨大な投とう擲てき武器を、エバンのワイバーンは急制動で辛かろうじて躱した。

　だが、一旦上じよう昇しようした鐘楼は再び重力の向きを変え、ブーメランのように舞い戻って来る。

「あれを早く魔法で破壊しろ！」

「ひいいっ、《岩塊砂化アブレーシヨン》!!」

　エバンとタンデムする術師が迫り来る鐘楼に杖つえを向けた。

　解体用の爆ばく弾だんでも爆発したかのように、鐘楼の真ん中辺りが砂と化して爆散した。真っ二つにされた鐘楼は砂の雨を撒まき散らしながら、エバンを避けて舞い落ちる。

「まだまだ！」

　鐘楼が再び、弧を描いて上空へ落下する。二つの岩がん塊かいは今度はエバンを直接狙わず、包囲するようにふわりと飛んで頭上を取った。

「なんだ、また落としてくる気……」

「《騒霊ポルターガイスト》」

　鐘楼の残ざん骸がいがエバンの頭上に来たところで、ルネは魔法を切り替かえた。

　岩塊は天然の重力に任せ、鐘撞き堂にくっついていた鐘だけにルネは魔法を掛ける。

　美しく磨みがき上げられた黄こ金がね色の鐘が鐘楼からもぎ取られ、彗すい星せいの如ごとくエバンに撃ち込まれた。

「ぎ!?」

　エバンの兜がヘコみ、街全体に鐘の音が響き渡った。衝撃でワイバーンまで飛行の軌道を乱し、空中でよろめき、そこへ重力に搦め捕られた岩の塊が降ってくる。

　痛打を負った二人と一匹ぴきは、上から押されるように落下していき、そして轟ごう音おんと共に商店街をぶち壊こわしつつ着地。落下の衝撃で瓦が礫れきと化した鐘楼と地面の間にサンドイッチされた。
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　銀光が幾いく度たびも幾度も交錯し、剣の悲鳴のような音が響く。

　異常な速度で走り回り、一人で多方向から斬りかかるバーティルにローレンスは対応し続けた。

　防戦一方、というわけではない。敗北に近づいているのはバーティルの方だった。

「《劣朽ルストアウエイ》！」

　ローレンスに随ずい伴はんしていた術師から幾十度目か、装備破壊の魔法が飛ぶ。

　どうせ味方の援護が望めないバーティルは、護符を使ってローレンスのお供の魔法を防いでいたが、脚きやく部ぶの防具だけは守れない。この部分は『認にん識しきを身体から切り離し』て、護符による魔法防御の範囲に入らないよう加工してあった。練技は装備品に働きかける一種の魔法であり、護符の防御と両立できないからだ。そのため練技の起点とする装備は、敵の魔法に対して無防備になりやすい。

　徐々に感じ始めていた怪あやしげな手応え（足応え？）が遂に一線を越こえる。

「《劣朽ルストアウエイ》！」

「ぐっ……！」

　何度も重ねてダメージを受けていたバーティルの脚部装備一式が、内側から破裂するように爆はぜ飛んだ。固かた唾ずを吞んで見守っていた第二騎士団員たちから悲鳴が上がる。練技の勢いのまま放り出されたバーティルは勢いよく転がって……

　受身を取ったその時には、ローレンスがテイラ＝アユルを上段に振りかぶっていた。

「これでっ！　終わりだ!!」

　叩き付けるように剣を振り下ろすローレンス。

　彼ひ我がの距離は剣が届くはずの無い間合い。だがローレンスにそれは関係無い。

　ローレンスの習得した練技。名を【天断】という。その効果は極めて単純な『攻撃射程の延長』。まるで長大な剣を振るっているかのように、離れた場所を斬り、突ける。

　欠点は射程の調整が利きかず、敵味方が入り乱れている状況や街中ではおいそれと使えないこと。

　だが、今、ローレンスの前にはバーティルしか居ない。

「畜ちく生しよう！」

　剣を拾っている暇は無い。バーティルは頑がん強きような籠こ手てを装備している腕を、顔の前で交差させた。

　次の瞬間、急にバーティルの視界が開けた。

　兜を断たち割られたのだ。額にも微かすかに傷が付いて血が流れる。胸きよう甲こうが引っかかれる。

　ローレンスの剣はそこまで届いた。斬撃の威力を弱め、頭から真っ二つになるのを防いだのと引き換かえに、バーティルの両腕は防具ごと切断されていた。

「団長……！」

「来るな！」

　意識が飛びそうな激痛に耐えてバーティルは叫ぶ。

　部下の中には、単にバーティルの身を案じているだけでなく、命いのち懸がけでローレンスに一いつ矢し報むくいようと殺気を滾たぎらせている者もあった。だが、それはいけない。

「手向かい無用と……言ったはずだ！」

「ふん。両腕千切られても部下を庇かばうだけの見み栄えは張るか」

「てめえ、完全に……殺す気で……やりやがったな」

「殺す気でやらねば取り押さえることもかなわん。生き延びてくれて何よりだ、情報を聞き出すぞ。引っ立てろ。……ああ、それから」

　ローレンスは肩越しに振り返り、立ち往生している第二騎士団の騎士たちを睨ねめ付ける。

「貴様らの罪の有う無むを検あらためるのは後だ。隊を解散して第一騎士団各隊の指揮下に置き、監かん視し下で戦ってもらう。国と王への忠義に偽いつわりなくば、それを証明するために命懸けで戦いたまえ」

　爆発寸前の緊きん張ちよう感が満ちていたが、剣を抜く者は居なかった。

　理り不ふ尽じんで理解不能な成り行きになったが、それでもこの場に居る者が皆、必死で戦わなければ勝利はあり得ない。何より彼らは、バーティルに庇われたのだと理解していた。もしローレンスとバーティルの戦いに手出ししていれば、仮に〝怨獄の薔薇姫〟を撃退したとしてもその先でどうなるか分かったものではない。第二騎士団の騎士たちの立場が致命的に悪化することを、バーティルは防いだのだ。

　異論を口に出来る者が居ない様子だと見て取ると、ローレンスはもはや第二騎士団には興味を失ったかのように空を見上げる。

　ヒポグリフの骸むくろに乗った銀色の少女と、ローレンスの目が合った、気がした。
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　団長対決の決着後も、王都上空では魔獣たちによる苛か烈れつなドッグファイトが続いていた。

　ただし戦況は再び均きん衡こうした。援軍部隊のうち二騎が殺害の後アンデッド化され、それ以外にも三騎が撃墜された。特に大きかったのは援軍部隊の隊長が乗っていたワイバーンがルネの側に付いたことだ。乗っていた二人の遺体は酷ひどいことになっていたが、ワイバーンは掘ほり出して修復したら再利用可能だった。強力な手て駒ごまが増えたことで、未いまだに数の上では劣れつ勢せいながら対等に渡り合っている。

　敵の空行騎兵は突撃を控ひかえ、弓と魔法で退き気味に戦うようになっていた。強気に出て行ける状況ではなくなったのだ。牽けん制せい攻撃で相手の動きを鈍にぶらせ、地上からの対空射撃に頼たよる構えだ。

「空はこんなもので良いか。そろそろ地上に戻ろうかと思うんだけど、そっちはどう？」

　ワイバーンを操り、城壁の定置魔弓からの高射を躱しつつルネは通話符コーラーへ呼びかける。

『街壁への魔力供給停止を確認致しました』

　どうやら王宮騎士団は街壁を完全に捨て、撤退モードらしい。街壁に魔力を送っていたらそれを敵ルネに使われてしまうので、王城の地下にある龍律極ルーターを操作して魔力供給も止めたわけだ。

「大砲は使えそう？」

　何より素す早ばやい行軍をするため、ウェサラから大砲を持ってくるのは諦めていた。ここで街壁に設置されていた兵器類を鹵ろ獲かくし、王城に向けられたら助かるのだが。

『ほとんどの兵器は撤退時に自壊術式を撃ち込まれています。外見的には無事でも、これを修理するには時間が掛かりますし、そのための態勢もございません』

「無事なものだけでも集めといて」

『はっ。……では、姫様がお戻りになり次第、本隊は東街門より王都へ侵入と致しましょう』

　既に街壁は放ほう棄きされているし、上空から見ていても市街戦の構えは見えない。

　となれば、ルネたちはパレード的に街へ侵入することになる。インパクトは絶大だ。人にあらざる者たちが自らの軍旗を押し立て、白昼堂々王都の大通りを行進するのだから。

　市民はもう、騎士団の制止だの誘ゆう導どうなど聞かず我先に西門から逃げ出そうとするだろう。

「わたしが確認するまでもないとは思うけれど、防御の備えは忘れないように」

『かしこまりました』

　ワイバーンの背中からルネが街を見下ろせば、逃げ惑う人々の姿があった。

　王都市民を適当に虐殺したり王都を適当に破壊するだけならルネには容た易やすかったが、そんな大おお雑ざつ把ぱな戦いではローレンスを殺せないし、おそらくヒルベルトにも逃げられてしまう。

　だからこそルネは、手足をもぐように真綿で首を締しめるように追い込んでいった。

　後はローレンスを確実に殺し、ヒルベルトを仕留める。

　戦いはいよいよ大詰めだった。
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　街壁をほぼ制圧したルネの軍勢は、東街門より市街へ侵入。王宮騎士団はもはやこれに抵てい抗こうすることもなく、市街の防衛を放棄して城壁への退たい却きやくを優先していた。

　東街門より王城まで続く大通りでは、極めて一方的な戦闘が起こっていた。

　逃げを打った騎士団に代わって、バラバラの装備をした人々がアンデッド軍の侵入を阻はばんでいた。ただし、阻んでいたと言っても、それは本当に物理的に邪魔なだけだった。

　ある者は戦意だけが無意味に高く、無む謀ぼうに突っ込んできて惨ざん死しした。

　ある者は一合切り結んだだけで臆おく病びよう風かぜに吹かれて逃げ出した。

　義勇軍だか徴用だか分からないが、彼らは市民兵だ。ただし訓練を積んだ様子は無く、武器と防具を持たされただけのザコ未満の兵卒。実力は大したことがなく、全く統制の取れていない集団。

　騎士が逃げるための足止めとしか思えない。ルネにしてみれば新しん鮮せんな死体がたっぷり手に入るのだからかえってありがたいくらいなのだが、それだけにこの形なり振ふり構わぬ時間稼かせぎが気になった。適当に戦力を投入してもアンデッドにされるだけだと分かっているはずだろうに。

　いくらか歩みが遅おそくなろうとも、侵攻は結局止まらない。

　軍勢はこのまま進み、王城攻略のために市街で再布陣する……予定だった。何事もなければ。

「んっ？」

　それは、一瞬だけ吹き付ける風のようだった。

　吐き気を催もよおす清せい浄じようさ。おぞましいばかりの清らかさ。

　アンデッドの天敵、神聖なる力……聖気。

　発生源はすぐに分かった。何しろそれは目立ちすぎていたので。

　王城を中心として、半径で言えば市街の三分の一ほどになる大きさの光のドームができていた。

　ドーム状に広がった光と、範囲外との境界は白く薄いカーテンのようにも見え、その先の街並みを聖なる輝きの中に抱だき沈しずめていた。

「…………やっぱりこういうのがあったのね」

「はい。想定よりも範囲は絞しぼられておりますが、その分、威力は高い様子です」

　半ばヘルメットのように頭部を覆う仮面を着けたアラスターが、ルネの傍かたわらで答える。彼の顔を知っている者が多い場所なので、一応顔だけは隠していた。

「これは、儀ぎ式しき魔法で広域化した《聖域結界サンクチユアリ》……？」

「おそらくは」

　都市が蓄たくわえている魔力を使えば、儀式によって大規模な魔法を仕掛けられる。

　戦況が切せつ羽ぱ詰つまれば王宮側は何か大規模な魔法を使って立てこもる態勢になるだろうと、ルネも想定してはいた。例えば王都をドーム状に包む防御障壁は、範囲を狭せばめて城を包むように展開すれば魔力切れまでは時間を稼げる。だが、それだと燃費がよろしくない。

　そこで障壁よりも燃費が良い、聖気の結界を張る大魔法が準備されていたようだ。

　物理的防御力は無いが、邪気による攻撃や邪悪な者の侵入を防ぐ。陣列の先頭だったであろうアンデッド十数体が、光のカーテンの向こうで倒れていた。

　大量の死体を収納魔法で抱えたルネが街の外と街中を往復し、壁を無視して全軍を街中に展開する戦術もあった。それをしなかったのは、退路も無く一いち網もう打だ尽じんにされる危険があったからだ。

　光のカーテンの向こう側では、どうにか滑すべり込みで逃げ込んだらしい市民兵たちが勇ましく挑ちよう発はつしつつ武器を振りかざしたり、こわごわルネの方を観察している。

　──ザコアンデッドは一網打尽、巻き込めなくても立ち入り禁止……これなら捨て駒をアンデッドにされても問題無い。とにかく儀式が終わるまで捨て駒で時間稼げればオッケーってことか……

　悪あく辣らつで合理的な戦い方だった。きっと、国家のための尊い犠牲として美談化されるのだろう。

　この光の大結界にアンデッドが踏み入るのは困難だ。並のアンデッドでは、対策が無ければ数秒で浄化されてしまうだろう。ルネですら行動が制限されるだろうし、そもそもルネ単独で侵入したところで意味が無い。弓や大砲、魔法などを使った遠距離攻撃で城壁を狙うことは可能だが、そんな風にチクチクと攻めていては援軍本隊の到着まで時間を稼がれるのがオチだ。

　つまり、決着を急ぐつもりなら、これを正面から破らなければならない。

「……地脈の魔力を引き出して儀式に使っているのね」

「はい。でなくば、これほどの魔力を調達することはほぼ不可能にございましょう」

「アラスター。あなたの知識としては、こういう場合に使うのは備び蓄ちく魔力のどの程度？」

「場合によりけりと思われますし、私も魔法に専門的知見は持たないのですが……他ほかの防衛設備の消費を勘かん案あんしますと、どれほど浪ろう費ひをしても全体の一割ほどでしょうか」

　地脈の魔力溜まりホツトスポツトに蓄えられた魔力は、その一割でも膨ぼう大だいな量だ。個人の魔力とは桁けたが違う。

　ただ、ルネはそもそも存在が桁違いだったりする。

「破るおつもりですか？　事前にも申しましたが、正面突破はあまりお薦すすめ致しません」

「でもいける、とは思う。時間はなるべく掛けたくないもの、突破するわ」

「しかし、魔力を磨すり減らし合う展開になれば向こうも賭かけ金をつり上げてくるやも知れません。術式次第ですが、一旦完成した結界に更さらに魔力を注つぎ込むことも可能でしょう」

「上乗せする魔力があっても、それを扱あつかう術師の方は無事だと思う？」

「……なるほど」

「ありったけの魔石を出して、アラスター。でかいのを二発使ってるから、その分は持ってきた電池で補うわ。それとわたしも補給するから残ってるポーション全部頂ちよう戴だい。……全軍攻撃準備。態勢を立て直す時間は与あたえない。配置が済み次第、このふざけた防壁をわたしが叩き割って突撃する」

「かしこまりました」

「こんな姑こ息そくな手で守り切れると思ってるなら、大間違いだと教えてあげる」

　死者の軍勢は聖なる結界を前に進行を止め、王都にはほんの一時の静けさがもたらされた。

　それは決して平へい穏おんではなく、闇が迫る黄昏たそがれの如き不安を煽あおる静けさだった。
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　数十分後。

　ルネは寒風が吹き抜ける街壁上から、光のヴェールに包まれている王城を望んでいた。

　骨だけの右手に深しん紅くの魔ま杖じようを握り、左手には、ミスリルを加工して作った電線みたいな外見の魔力導線なる物を巻き付けている。

『……市街への布陣、完了致しました』

　傍らのスケルトンナイトが通話符コーラーを捧ささげ持つ。そこからアラスターの報告が聞こえた。

　壁の下を見れば、大通りにはぎっしりとアンデッドの兵が詰まっていた。聖気の結界からは充分に距離を取り、最前列の者は大盾を構えている。

　それだけではなく、脇道にも分隊単位で兵が散らばっていた。大通りを直進するだけでは前がつかえてしまい、大軍の利を活いかしがたいため、ある程度分散させているのだ。

『こっちも準備できた。アンデッドにした操機兵が言うには、無事だった魔力投射砲に魔力供給用の導線だけ繫つないで、後は魔力転てん換かんを行う回路を適当にバイパスしたとか……』

『なるほど、つまり姫様が注ぎ込んだ魔力を直接放出するように大砲を作り替えたのですな。それなら、この短時間でも準備が済みましょう』

『布陣が済んでいるなら、すぐにでも始めるわ。なるべく時間を掛けたくないから』

『では、全軍に戦闘準備を命じます』

　通信が切れるとルネは、ほんの少しの間、風の音くらいしか聞こえない静せい寂じやくの中で白はく亜あの王城を見つめていた。物心付く前に後にした城。ルネが産まれた場所。父が、母が居た場所。そして。

　──今は……最も玉座に就つくべきでない者が、あそこに居る……

　自分が王族の生まれだということを知ったのも、前世の終わりでの神との取引を思い出したのも最近だ。自分が王族だという自覚は特に無い。城という概がい念ねんも非日常的で、少し遠く感じる。

　だとしてもあれは、ルネのもの。ルネが取り戻すべきものだった。

　ヒルベルトが玉座を手にした結果が、あの惨劇なのだとしたら。全てが間違いだったと証明しなければならない。彼の玉座を否定しなければならない。

　偽りの王を玉座から引きずり下ろして血ち反へ吐どの中に這はいつくばらせ、貶おとしめ、踏み躙にじり、その果てに死を与えねばならない。ルネがされたように！

　ルネは魔力導線の一端を深紅の魔杖に巻き付け、そして、身の内に蓄えられた膨大で邪悪な魔力を一気に注ぎ込んだ。

　三み股またになった導線が火花を散らし、うっすら青白く発光する。繫がる先は、三門の魔力投射砲。ルネの目の前と、左右に五十メートルほどの距離に一つずつ。いずれも王城に向けられている。

　導火線の火のように流れる魔力が大砲の尻しりに達した次の瞬間、それらは闇色の光を放った。

　衝撃の余波が爆風のようにルネの髪かみとスカートをばたつかせ、壁の下に並ぶ建物の窓ガラスが一斉に砕くだけ散った。もはや鉄柱か何かに見える密度で放出された魔力が一直線に結界へと突き刺さる。

　白い聖気のドームが脈打ち、石を投げ入れられた水面のように揺ゆらいだ。

『聖気は邪気と相反する要素。ぶつかり合えばプラスマイナスゼロで無に還かえる。だから聖気をぶつければアンデッドが動かなくなる。……逆も、然り』

　破壊と再生を繰くり返す結界から、白と黒、相そう克こくする元素の欠片かけらが舞い散る。モノクロな蝶ちようの群れが飛び立つかのように。

　聖気の結界は搔き回されるように濃こく薄く、輝きと無色のマーブル模様を呈ていする。

　警けい戒かいに当たっていた騎士団が、揺らぐ結界に驚きよう愕がくしていた。

『聖気だけが特別だなんて思った？　邪気こっちにだって邪神の加護があるの』

　光のカーテンの向こう、避難してきた人々が恐怖と共に祈いのりを捧げていた。

　神に、その加護の万ばん全ぜんであることを乞こうているのだ。

『祈れば助かるとでも思った？　それで助かるなら……』

　ルネの手に力がこもる。

『わたしは何ひとつ失わなかった！』

　爆薬で岩がん盤ばんを破は砕さいするような、重く鈍い音がした。

　光のカーテンが大小無数の破は片へんとなって砕け散り、地に落ちる前に光の粒りゆう子しとなって散っていく。

　その場に居た生者たちは、恐怖するよりも誰もが啞あ然ぜんとしていた。

　結界を突き破った邪悪な魔力は遮さえぎるものが無くなってそのまま直進し、三み条すじの黒い光は王城に叩き付けられた。尖とがった塔が一つ根元から抉えぐられたように崩くずれ、上層の壁には大穴が開いた。

　城壁ではなく城の方にも多少の防御能力はあるはずだが、大した強度ではなかったのか、それとも城壁に優先的に魔力を回していたのか、いずれにせよ王城は損害を被こうむった。

　ルネは魔力の供給を止めた。破壊の光は出力を落とし、ぷつりと途絶える。

　このまま城を攻撃し続けても得るものは特にない。決戦に備えて魔力の浪費は避けるべきだ。

『ご命令を、姫様』

『…………突撃』

　屍の群れによる、声無き吶とつ喊かんが始まった。
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　その光景は城壁内の指揮所からも見えていた。

　冒険者ギルドからの入れ知ぢ恵えを受け、多大な魔力と必死で搔き集めた魔法触しよく媒ばいを注ぎ込み、大神殿の神官たちだけでなく神聖魔法を使える騎士や冒険者まで動員して行使した儀式魔法が。

　少なくとも二日は保もつ計算だった神の盾が、展開からものの数十分で突破されていた。

『結界……破られました』

「それは、見えている。……奴は何をした？」

　報告する側もされる側も呆ぼう然ぜんとしていた。百戦錬れん磨まのローレンスでさえ、だ。

『何かの間違いでなければ……本当に何かの間違いでなければ、なのですが……儀式魔法と同等以上の邪気を叩き付けられました。ああ、もちろん一度にではなく徐々に時間を掛けて、ですが』

「魔力の追加供給で結界を修復しなかったのか!?　龍律極ルーターは繫がっているはずだな!?」

　現在王都は、儀式魔法のため地脈の魔力を大神殿へ供給している。それは魔法が成功したらそれでおしまいというものではなく、必要なら必要なだけ引き出せるようにしてあった、はずだ。

『……儀式魔法を主導しておられた神殿長様が倒れました……神殿長様は命も危あやうい状態で、さ、さらに連れん鎖さ的に周囲の者にも負ふ荷かが掛かり、儀式に参加していた者の半数ほどが……！』

　酷こく使しした弓の弦つるは、やがて切れる。魔力という矢弾が尽つきる前に、術者という弓が限界を迎むかえた。

　街壁の上はこちらから丸見えで、何が起こっていたかはよく分かった。そこに立つ銀色の少女も、三門の魔力投射砲の魔力導線の入力口が彼かの女じよに繫がれていることも。人々の祈りと希望の結けつ晶しようたる光の結界は、冗じよう談だんとしか思えないようなやり方で破られてしまった。

　何か彼女が大規模な魔法を使ったという報告はバーティルから来ていたし、戦いの中で強力な魔法を操っているところも確認されている。だが、これは想定も常識も超えていた。

　個の存在が蓄えうるはずのない、あまりに膨大な魔力量だった。

「分かった、ご苦労……追ってまた指示を出す」

　通信を切り、ローレンスはじっと、理不尽な状況への怒いかりに打ち震える。

「化け物め……！　化け物め!!」

　彼我の戦力。時間。勝利の定義。率そつ直ちよくに言えば全てが苦しい。しかし、それを嘆なげいていても何も解決しない。現状取り得る最良の選せん択たくは何か。ローレンスはすぐに決断した。

「陛下……私が参ります。最小限の味方を率いて出撃します。あの化け物を討ち果たし、それがかなわずとも釘くぎ付づけにして時間を稼ぎましょう」

「最小限だと？　……予定通り、支援部隊を率いて出撃せよ。守りの心配はするでない」

　当然のようにヒルベルトは言ったが、これには逆にローレンスが驚いた顔になった。

「よろしいので？　術師をほとんど連れていくことになります。それでは御身に危険が……」

　ヒルベルトが討ち取られてしまっては何の意味も無いのだ。

　だが、ヒルベルトは自や棄けになったわけではなかった。

「まだ駒があるではないか、ローレンス」

「な……!!」

「あれが連れん邦ぽうからの貸たい与よ品だといっても、この状況で使うことに文句を言う奴は今さらおるまい」

　その言葉は、当のローレンスを牽制するような調子でもあった。

「なに、戦場で敵が捨てていった武器を使うなどいくらでもあることよ。それとも連邦国章を塗りつぶしただけでは不服かな？」

「ふ、不服など滅相もありません！　連邦の剣を以もつて、連邦に与くみした者を討つ。なるほど、これも素晴らしい意い趣しゆ返がえしとなりましょう。では……陛下の守りは、そちらに託たくします」

「うむ。必ずや勝利するのだ。この国を邪悪なる者どもにくれてやるわけにはゆかぬ！」

「はっ！」

　力強くローレンスは応えた。この国は存亡の危機にある。だが、ローレンスの心に悲ひ愴そうな想おもいなど無い。己おのれが正義を為なしているという確信は、ひたすらに心を強くするのだ。





◇






　逃げ惑う騎士たちを、市民兵を。屍の群れが蹂躙する。蹂躙する。蹂躙する。蹂躙する。

　ルネは輿こしによじ登り定位置に付いていた。前衛部隊の蹂躙を見ながら、ルネは輿に揺られて進む。

　空を見上げてみれば、ワイバーンゾンビが吐いた炎で火だるまになったヒポグリフが墜つい落らくしていくところが見えた。空の戦いにも決着が付きつつあった。

　空中で長時間戦うというのは、そもそも人間にとって無理があるシチュエーションなのだ。疲つかれを知らないアンデッドたちは、動きに精せい彩さいを欠き始めた生者たちを次々と仕留めていく。崩れ始めて数が減れば、もう勝敗は確定したようなものだ。

「このまま、進路上の大神殿を目指すのがよろしいでしょう。怪我人はそちらに運ばれている様子、回収すれば精強な兵となりましょう。神殿に居る神聖魔法の使い手を排除する意味もあります」

「スケジュール了解、敏びん腕わん秘書殿どの」

「もったいなきお言葉。…………うん？」

　馬上のアラスターが通話符コーラーに通信を受ける。魂たましい無き骸にルネの魔力によって形成された彼の疑ぎ似じ魂こんは、緊張の感情を高めていた。

「何事？」

「上空からの報告です。第一騎士団長が姿を現しました。大神殿の防衛に向かうようです」

「…………ふぅん」

　ローレンスが来たという話を聞いただけで、黒い炎が胸の裡うちで燃え上がった。

　全身を焼かれるように、怨うらめしい。どうあっても最大限に苦しめた上で命を奪わねばならない。

　ここでローレンスが出て来たのは、大神殿を攻撃されるのがまずいと思ったからだろう。神聖魔法の使い手がまとめて殺害されれば継けい戦せん能力が失われるし、治ち療りよう中の騎士たちにトドメを刺されてアンデッドにされたら勝ち目が無いと考えたのだ。本当なら結界で時間を稼いでいる間に城内へ収容するつもりだったのだろうけれど、ルネが正面から結界を破ったことで予定が狂ったか。

「ローレンスが出て来たなら、今なら城を攻め落とせるかな」

「いえ、それが城壁とその周囲にゴーレム兵が展開し始めたと」

「ゴーレム？　……ああ、そう言えば連邦からの貸与品のゴーレム兵があるって話だっけ」

　戦力分析の段階でアラスターから聞いてはいた話だ。身長六メートルほどの大型ゴーレムが二機、人間と変わりない大きさの歩兵が数十機。魔力の矢を放つ射撃型がほぼ同数。

「今更出してくるの？　ここまで出していなかったのに？」

「『連邦支配からの脱却』がヒルベルトの掲かかげた正義です。然るに、連邦からの貸与品を堂々と使うわけにはいかなかったのでしょう。いよいよ敗色濃のう厚こうになったことでなりふり構わなくなったか、もはや市民の目も無いだろうと高をくくっているか」

「バッカみたい」

　見栄とは言うまい。そうせざるを得なかったヒルベルトの自じ業ごう自じ得とくだ。

「やはり当初の予定通り、部隊を分けましょう。城への攻撃が手薄であれば第一騎士団長の支援に回る兵が増えるかと」

「攻城部隊の指揮は任せるわ。わたしは決戦部隊を率いて第一騎士団長を討つ」

「かしこまりました。……姫様、ご武運を」

　ルネは輿から飛び降り、赤刃を手にする。

「たとえ、わたしの為すことが正義にあらずとも……驕おごれる正義に、悪の鉄てつ槌ついを」

　呪じゆ文もんのように唱えて、ルネは決戦へ向かった。








８　悪の鉄てつ槌つい






　アラスターに預けた王城攻こう略りやく部隊は迂う回かいして別方面から街の中心を目指し、ルネは大通りを正面から進んだ。廉れん価か版のサグラダファミリアみたいなテイラ＝ルアーレ大だい神しん殿でんの向こうに、大神殿よりも背の高い王城……『雪ゆき薔ば薇らの誇ほこり』城がそびえる。

　城を背負って待ち受けるは、白銀の鎧よろいを着た騎き士し。右手には自ら光を放つ……ただし今は呪のろいの血によって穢けがされた蒼そう銀ぎん色の刃やいば。左手には取り回しが良いサイズの白く輝かがやく盾たて。

　魔ま剣けんテイラ＝アユルを携たずさえたローレンスだ。

　彼かれの背後に控ひかえる騎士たちは例のごとく、大盾を並べた方円に近い陣じん形けい。

　以前の戦いでルネの剣はこの盾を斬きれなかったが、そっちのカラクリについても解明済みだ。

　騎士たちの持っている盾は、『二九式ヒルマン魔法盾』というマジックアイテム。

　国産のアダマンタイトを用いた盾で、特とく殊しゆな魔化により、盾の前方に魔法を防ぐ力場を展開する力を持つマジックアイテムだ。防ぼう御ぎよ範はん囲いは盾本体より広い。

　この盾を密集して構えることで力場を融ゆう合ごうさせ、より広く堅かたい魔法防御のフィールドを形成する、という原理だ。さらにそこに地脈から魔力供給を行い、少々無理やりに防御強度を高めていた。

　先日の戦いと全く同じ、ルネと戦うローレンスを背後のお供が支し援えんする構えだ。

「一ヶ月ぶりね」

　ルネは激情を抑おさえ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくに言った。

　目も眩くらむほどの怒いかりがルネの中で暴れていた。今すぐにでも、ローレンスを滅め茶ちや苦く茶ちやに罵ののしりながら斬りかかってやりたい。だがそれでは子どもの癇かん癪しやくみたいで、あまり恐おそろしくない。

　暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしをもたらす強大な侵しん略りやく者として振ふる舞まうよう、ルネは努めていた。

「……化け物め。一度は取り逃にがしたが二度は逃がさぬ。このシエル＝テイラを穢けがし、傷つけた報むくい……受けるがいい。そして我わが屈くつ辱じよくと我が剣の呪いを雪そそごう」

　凍いてついた汚お濁だくのような声こわ音ね。憎ぞう悪おが、憤ふん怒ぬが、そして地の底どころか大地を貫つらぬいて惑わく星せいの反対側まで届きそうな蔑さげすみが。ルネめがけて押おし寄せた。

　ルネは怒りを通り越こして失しつ笑しようが漏もれそうだった。『シエル＝テイラを穢し、傷つけた』？　であればクーデターからの一連の騒さわぎで殺された人々は……ルネは、シエル＝テイラの一部ではなかったとでも言うのだろうか。

　だが、もし皮肉のつもりでルネがそう言っても、ローレンスは平然と肯こう定ていするだろう。

「正義とは、実に甘かん美びな毒らしいわね。口当たり良く、誰だれもが好んで酔よい痴しれる。その毒は目を奪うばい、己おのれの惨むごたらしい所業を見えなくする。その毒は耳を奪い、諫かん言げんも非難も聞こえなくする。その毒は心を奪い、見境なく暴れる獣けものの心とする……」

「痴しれ言を。……正義とは人の生きる道。善を知り不徳を排はいす心無くば、人にあらず。不正を正す者無くば、国は成らず！　この国を蝕むしばむ邪じや悪あくから力無き人々を守るため、我らは盾となるのだ！」

　力強く言い切ったローレンスの心からは、崇すう高こうな使命感が読み取れた。

　彼は一点の曇くもりも無く心の底から、自分が掲かかげた理想を信じ抜ぬいている。ヒルベルトの名の下に流れた血と涙なみだは全すべて、この国に必要な外科的治ち療りようだったのだとでも思っているのだろう。

「分からぬだろうな、邪神の手先にまで身を堕おとした貴様には」

「ええ、分かりたくもないわ」

　ルネは吐はき捨てる。相あい容いれないのだということを今いま更さら再確認できただけだ。

「なればわたしは、悪という苦い毒を飲み干し……あなたを討うつ」

　怨うらみと呪いを練り上げた赤せき刃じんの切っ先が、ローレンスを指し示した。

　鼓こ動どうを止めたルネの心臓が、黒く冷たい憎にくしみの炎ほのおで燃え上がる。

　ルネは子どもを殺せなくなってしまったことで、復ふく讐しゆう者としての自分が揺ゆらいでしまったのではないかと少し心配していた。だが杞き憂ゆうだったようだ。ローレンスを前にした今、ルネは、ローレンスを可能な限り惨たらしいやり方で殺すことしか考えられない。

「ところで、戦う前に念のため聞いておいてあげるわ。お城に戻もどらなくてもよろしいの？　もうじき、わたしの忠実な僕しもべたちが城じよう壁へきを陥かん落らくさせてしまうわよ？　騎士の数がずいぶん減ってしまったようじゃない。あなたたちが大っ嫌きらいな連れん邦ぽう製のお人形ゴーレムまで持ち出さないとならないなんて、みじめなほどの人手不足ね。団長じようしに人望が無いせいで離り職しよく率が高いのかしら？　それともみんな休きゆう暇かを取って南の島へバカンスにでも行っているのかしら？」

「貴様……」

　揺さぶりを掛かけるつもりで嫌いや味みを言ってやると、ローレンスの怒りが更に強まった。

　騎士の数が減ったのはもちろんルネと、その手下たちが殺したからだ。

「それと引き替かえに、わたしは忠実な手て駒ごまをたっぷり用意してきたわ」

　ルネが指を鳴らすと、突とつ然ぜん雨が降ってきたかのようにバラバラと不気味な足音が鳴り響ひびく。

　ルネの背後に控えている者ばかりではない。脇わき道みちに、路地に、周囲の建物の窓に窓に屋上に。

　城攻ぜめに参加していないアンデッド兵が辺り一面埋うめるようにルネたちを取り巻いた。

　恐きよう怖ふと緊きん張ちようが騎士たちから立ち上った。さすがにこの光景にはプレッシャーを感じているようだ。ローレンスはこの程度で揺らぎはしなかったが……

「ま、ちょっと前まではあなたのお仲間だったかも知れないけどね」

　煽あおってやれば、更に怒おこる。

　折角なのでバーティルの件のネタばらしもしようかと思ったが、それは止やめた。もしここでルネが破れた場合、『次』はバーティルが居ない方がルネには有利だろうから。今はまだ黙もく秘ひだ。

「あの時と比べたら状じよう況きようは変わったわ。わたしが有利な方向に。でも、何が変わってもわたしがあなたに対して掛ける言葉は変わらない」

　ルネは赤刃をローレンスに突つきつけた。

「……許さない」

「ほざけ……!!」

　ローレンスが地を蹴けった。ルネもほぼ同時、赤刃を手に駆かける。

「はああああっ！」

　まだお互たがいに間合いとは言えない距きよ離りで、ローレンスは袈け裟さ斬ぎりの一いち撃げきを放つ。

　石いし畳だたみに切り込こみが入り、店が一つ斬られて斜ななめに滑すべり落ち、隣となりの建物にのし掛かった。

　今の一撃はローレンスの名と共に語られる彼の練技【天断】だ。その効果は、ただ純じゆん粋すいに攻撃を延長するというもの。突けば隙すきの少ない中距離攻撃。斬れば数十の敵を薙なぎ払はらう。

　一ヶ月前の戦いでは見せなかった技わざだ。射程の調整が利きかず、周囲への被ひ害がいが甚じん大だいになるため街中では迂う闊かつに使えなかったようだが、もはやそれどころではないのだろう。

　一撃をくぐったルネはまっすぐ距離を詰つめる。そして次に横薙ぎの【天断】が来る寸前。

「何!?」

　ルネは消えた。

　正確には、ローレンスの背後に《短距離転移シヨートテレポート》した。

「芸者！」

　間かん髪はつを容いれずルネの振るった赤刃がローレンスの頭を輪切りにする軌き道どうで迫る。

「う、おおおおおお!?」

　ローレンスが身をひねった。

　斬ざん撃げきに逆らわず身体からだを回転させて、兜かぶとを半周ほど浅く切り裂さかれ面覆いを吹き飛ばされながらも、深い一撃を避よける。それと同時、ローレンスは左手の盾をルネ目がけ叩たたき付ける。直接斬れば《恨みの返り血バツドブラツド》を浴びると考えたか、まずは体勢を崩くずす一撃を仕掛けてきた。

　ルネは一歩退き空振らせる。そこにローレンスは回転の勢いを乗せて【天断】を見み舞まった。

「はっ！」

　ルネは渾こん身しんの一撃を受け止めた。《聖別コンセクレイシヨン》を受けたテイラ＝アユルから放たれた見えざる刃はルネの赤刃を削けずり、赤い火花を散らす。一ヶ月前に浴びせた《恨みの返り血バツドブラツド》は既すでに魔法としての力をほとんど削そぎ落とされているようで、聖気を弱めることもないただの汚よごれになっていた。

　しかしローレンスの一撃は軽い。いや、ルネの力が強くなっているのだ。魂たましいを喰くらったことで力を付けたうえ、包囲陣に混じったリッチがルネに強バ化フを飛ばしているせいだ。

　ローレンスも護ご符ふを諦あきらめて強バ化フを受けているわけだが、術師の頭数が減っただけ強バ化フも弱まっている。今や単純な力ならルネの方が上という状態だった。

　ローレンスは力で勝てないと見るや、すぐに方針を切り替える。

　肩かたすかしを食らわせるように一いつ瞬しゆん力を抜き、ルネの体勢を崩しつつ剣を切り返す。

　避けきるのも受けきるのも無理と判断したルネは転移で回かい避ひする。

　しようとした。

「させるか！」

　ローレンスは、それを読んだ。ローレンスの斜め後方に転移で回り込んだその時、既にルネが居る場所には【天断】が迫せまっていた。

「つっ……！」

　脚あしを刈かり飛ばすような地を這はう一いつ閃せん。ルネは側転するように片手を突いて跳ちよう躍やくした。

　寸前、左すねを浅く切り裂かれ、焼けるような痛みが走る。

　──なに今の？　なに今の!?　視線で転移先を読まれた!?　でも……《短距離転移シヨートワープ》見せるの、まだ二回目なのに！　それで対応したの!?

　たたらを踏ふんで後ずさるルネに、ローレンスは腰こしだめの姿勢から立て続けの突きを繰くり出す。

　本来なら剣が届くはずのない距離。だが、突きが飛ぶ。

　摺すり足で横に半歩ずれる。ルネの鳩尾みぞおちがあった場所を突きが飛び抜ける。

　身をかがめる。ルネの頭があった場所を突きが飛び抜ける。

《短距離転移シヨートテレポート》で真横に二歩分飛ぶ。ルネの心臓があった場所を突きが飛び抜ける。

「《耐シ衝ー障ル壁ド》！」

「ぬ！」

　ガギン、とルネの前で火花が散った。

　ルネの前に張られた光の障壁が【天断】突きを防いだのだ。半はん透とう明めいな壁かべに、ぴしりとヒビが入る。

「やっぱり剣ではかないそうもないわね」

　何かを確かめるようにルネは呟つぶやく。半透明の壁が砕くだけて消えた。

　デュラハンの姿になったルネはデュラハンとして生得の本能的な剣術技能を持つが、しかしその技術はローレンスに及およばない。付け焼き刃ばのサムライ剣技を混ぜても焼け石に水だ。

「ようやく実力の差を理解したか。だがノコノコと私の前に出て来た以上──」

「できれば真っ正面から勝ちたかったんだけどね。……ここからはわたし流よ」

　手品のようにルネの手の中に円えん筒とう形の容器が現れる。軽くシェイクする動作で蓋ふたを撥はね上げ、飛び出したミニチュアの薔薇をそのまま摑つかみ取って、握にぎり潰つぶした。涼すずやかな音を立ててそれは砕ける。

「何を……？」

　ルネの左手に這い上る紋もん様ようを見て、ローレンスは警けい戒かいし、訝いぶかしむ。何か仕し掛かけがあると勘かんぐったらしい。まあ仕掛けと言えば仕掛けなのだが、その左手に注目していても何も分からない。これからルネは酷ひどいことをする。そのための単なる下準備だ。

「俺…………じゃない、わたしを悪の偶ぐう像ぞうに祭り上げたのはあなたたちなんだから、ならわたしが悪人らしく戦うことに異存は無い筈はずよねぇ？　どこまでも堕ちてあげるわ」

　やや遠巻きに戦いを見守っていたアンデッドの軍勢が、蠢しゆん動どうした。

　一いつ斉せいに襲おそってくるとでも思ったのか騎士たちからの警戒心を感じる。生あい憎にく、もっと酷い。

「やめて！　やめて！」

「たすけてー！」

　耳にキンキンと響くような悲鳴がアンデッドたちの中から聞こえてきた。

　軍勢の中を通って後方から数体のスケルトンが現れる。その手に手に、泣き叫さけぶ少女を抱かかえている。みなルネと同じくらいの年とし頃ごろで、程度の差こそあれ小こ綺ぎ麗れいな身なりをした育ちの良さそうな子ばかりだ。騎士たちが立ちすくむ中、出てきたスケルトンは軍勢の最前列で抱えてきた少女を立たせて、抱だき込むように剣を突きつけた。その姿を見て騎士たちから驚きよう愕がくの声が上がる。

「サシャ!?」

「ジリアン!!」

　彼かの女じよらの父親だ。連れて来られた少女たちは、第一騎士団の騎士の娘むすめたちだった。

　怯おびえる少女たちに、これ見よがしな猫ねこなで声でルネは話しかける。

「よい子の皆みなさーん！　ルネちゃんの楽しい楽しい殺さつ戮りくショータイムにようこそー！　わたしはみんなのパパたちに、鞭むちでぶたれたり、指とか潰されたり、焼きごてを押されたり、口の中に針はり刺さされたり、水の中に頭突っ込まれたり、その他諸もろ々もろいろーんなことされちゃった末にギロチンで殺されたりしたんだけど、全っ然っ！　気にしないで死ぬまで楽しんで行ってねー！」

　ルネが自らに降りかかった災難を述べるたび、凍こおり付いた恐怖の表情で少女たちは震ふるえていた。

　そんなことをされたルネが怨んでいないはずがない。

　……さて、この状況でルネの怨みはどこへ向かうのだろうか？　分からないほど幼くもない。

　彼女たちも王都に流れる噂うわさを聞いていたはずだ。騎士たちが何をしたのか。もはや他ひ人と事ごとではいられない。復讐劇の舞ぶ台たいに引きずり上げられてしまったのだから。

「さーあ、一番こっちのお友達から順番に、自分のお名前とお父さんのお名前言ってみようかー。ちゃんと言えなかったら……分かってるわよね？」

「あ、あ……ジリアン・……グレヴィ……です。お、お父さんは……アストン・グレヴィ……」

「ジリアーン！」

「お、お父さ、うわああああん!!」

　陣を飛び出しかけた騎士が周囲の騎士に引き戻された。

　涙声の自己紹しよう介かいが続く。ルネは、怒りや焦しよう燥そう、そして絶望を騎士たちから感じ取っていた。

　──特に反応してた騎士は四人。それ以外も『お父さんのお名前』で反応してくれる。そうそう、誰だか知らない子どもより、知ってる人の子どもの方がショックだよね。

　都合良く戦せん闘とう参加者の子どもが確保できるとは限らない。そのためルネが考えておいたのが、父の名前を言わせるという手だった。同どう僚りようの名前が挙がるたびに精神的なダメージとなる。

「それじゃあ次のお友だちー。あなたで最後ね。お名前はなあに？」

「カルラ・プラッケン……です……お父さんは……ひぐっ……ハルムって言います……」

「はーい、よくできましたー」

　最後のひとりが自己紹介を終えると、ルネは騎士たちに向き直った。

「さぁて、どうする？　みーんな死んでくれるなら、彼女たちは無事に返してあげてもいいわよ？」

「外げ道どう……!!」

　怒りも露あらわにローレンスが吠ほえる。

「外道ですって？　だったらお母様を殺されたわたしはどうなるの。問答無用で殺さないだけ、あなた方より優やさしいと思ってくださらない？」

　陣は、見たところ大きく乱れた様子はない。だが騎士たちの心は穏おだやかならぬ状態だ。……魔法を使うには精神の集中が必要となる。激情が魔法を強めることはあるが、動どう揺ようは術師の敵だった。

　後衛の動揺を察知したのか、ローレンスはルネから目を離はなさないまま活を入れるように怒ど鳴なる。

「落ち着け！　人ひと質じちが死ねば奴やつは盾を失うのだ。簡単に手を出せるはずはない！　ただ奴を倒たおすことだけ考えればいい！」

「ランダムにひとりずつ殺してくって手もあるんだけどね」

「それに！　奴の要求を吞のんで我らが犠ぎ牲せいになるようなことがあれば、奴が次に狙ねらうのは陛下だ！　この国の終わりだぞ！」

「……それは否定できないわね」

　ルネの言葉は果たして届いたか。いずれにせよローレンスは突撃してくる。

　剣で敵かなわないのは分かっているが、しかしルネは真っ向から相手をした。

　神速の三連撃、叩き潰し掬すくい上げる、突き、そして僅わずかでも間合いが離れれば【天断】。

　さらに後衛から《聖光の矢ホーリーアロー》も飛んでくるが、集中しきれていないらしく情けないほどのヒョロ玉だった。おそらく同様に、強バ化フ魔法の強度も落ちているはず。

　ルネは完全無む詠えい唱しようの《痛哭鞭ペインウイツプ》を行使、蛇へびのように躍動する闇やみ色の鞭を腕うでから放って攻撃魔法を相そう殺さいすると、ローレンスに踏み込む。

　その時、ルネは思考で合図を出して兵を動かした。

「何!?」

　アンデッドの兵は皆ずっと、強バ化フ魔法でルネを支援するリッチたちを除けば、芝しば居いの書き割りみたいにじっと待機していた。それが急激に動いた。建物の窓や屋上に居た兵は飛び降り、観衆のように取り巻いていた兵は駆け寄り、およそ百か二百のアンデッドがローレンス目がけ殺さつ到とうする。

　横薙ぎの【天断】でローレンスは迎むかえ撃うった。数十のアンデッドが薙ぎ払われる。

「《聖光の矢ホーリーアロー》！」

「《爆炎火球フアイアーボール》！」

　魔法が炸さく裂れつし、アンデッドを多少蹴散らす。

　だがこの一斉突撃すら目め眩くらましだ。迎げい撃げきを躱かわして突っ込んだ、数体のスケルトンが本命。

　犯罪組織ナイトパイソンの暗殺者の骸むくろから生み出された彼らは身軽だ。冒ぼう険けん者ギルドのモンスター分類で言うなら『スケルトンアサシン』と言ったところだろうか。彼らは各おの々おのバラバラの方角から、蹴散らされる味方に紛まぎれてローレンスに肉にく薄はくし、ある物を投げつける。

　それは、宙を踊おどるように滑り進む、細い鎖くさり。『蛇鎖』というマジックアイテムだった。投げつけると勝手に空を飛んで相手に巻き付き、動きを封ふうじるという効果がある。

「こんな……物!?」

　ローレンスはそれを振り払い、切り払おうとして、気が付く。全ての蛇鎖の尻しつ尾ぽの部分に、金色の板が結んであるのだと。魔法を防ぐ使い捨てのマジックアイテム『護符』だ。

　その意味にローレンスが気が付くよりも、防ぎきれなかった蛇鎖が巻き付く方が先だった。

　ぱぱぱぱん！　と爆ばく竹ちくが弾はじけるような間抜けな音を立てて護符が弾け飛ぶ。蛇鎖の先に結ばれた護符が、ローレンスに向けられた味方からの強バ化フ魔法を防ぎ無効化して、消費されたのだ。

　この瞬間、ローレンスは全ての強バ化フを剝はがされて丸まる裸はだかに等しい状態だった。

　ワンテンポ遅おくれて突進したルネは駆け抜けながら、スケルトンナイトのうち一匹ぴきに持たせていた剣を抜き放つ。アンデッドの兵たちに使わせている量産品ではなく、高品質な一点物だ。

　ルネの赤刃は魔法攻撃だが、この剣は当然物理的なダメージとして、護符を持っている相手にも効果がある。

　強きよう烈れつに踏み込むルネ。ローレンスの動きは鈍にぶい。充じゆう分ぶんな膂りよ力りよく、充分な技量、そして充分な鋭するどさの武器。肩からぶつかるようにルネは、胸きよう甲こうをぶちぬいてローレンスを串くし刺ざしにした。

「がはっ……！」

　ローレンスの吐いた血がルネの銀髪を濡ぬらす。ルネの手には確かに心臓を潰した手て応ごたえがあった。

　……だが。

「ぐ、う…………！」

「……マジ？」

　ローレンスが、信じられないほどの力でルネの手を鷲わしづかみにした。そして。

「う、お、おおおおおおおっ!!」

　野や獣じゆうのように咆ほえながら、ローレンスは自分を貫いた剣を押し返すように引き抜いた。

　噴ふき出した血がルネのドレスを深しん紅くに染めて、石畳に滴したたり落ちる。だが、その血もすぐに止まった。後衛からの強バ化フと回復が、ローレンスに取り付けられた護符を遂ついに全て焼き切って、届いた。

　投げ飛ばすように振り払われ、ルネはたたらを踏む。

「負げる、ものがあああああっ!!」

【天断】。

　血混じりの泡あわを吹きながらローレンスはテイラ＝アユルを振るい、ルネの身体を両断した。
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　ローレンス・ラインハルトの父は錬れん金きん術技師だった。

　採さい掘くつ用ツルハシに使うミスリルの合金を作るのが仕事で、それをツルハシ工こう房ぼうに卸おろしていた。

　ローレンスにとって父は誇りだった。

　父の仕事は決して人目に触ふれる類たぐいのものではなかったが、この国を支える仕事だと思っていた。

　父の行く手に暗雲が漂ただよい始めたのはローレンスが七歳さいの時だった。

　幼いローレンスには何が起きたのかよく分かっていなかったが、恐ろしい顔をした借金取りが連日家を訪おとずれるようになり、父が不ふ機き嫌げんでいつもより多く酒を飲んでいたのは覚えている。

　ある時、ローレンスは借金取りに殴なぐられた父を助けようと後先考えずに割って入り、大人三人に袋ふくろ叩だたきにされた。

　一応手加減はされていたようで大した怪け我がはしなかったが、その一件を契けい機きにローレンスは強くなろうと誓ちかった。冷静に考えれば武術で借金取りを追い払っても余計に面めん倒どうな事態になるのは目に見えているが、そこは所しよ詮せん、子どもの考えることだった。
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　家族を守るため……

　やんちゃ坊ぼう主ずが剣を取った切っ掛けは、たったそれだけのシンプルなものだった。

　退たい役えきした王宮騎士が開いている道場の門を叩いたローレンスは、道場の仕事を手伝う代わりにタダで剣を教えてもらえることになった。そこでローレンスはみるみる頭角を現した。

　やがて、成長したローレンスは知ることになる。

　ジレシュハタール連邦の商人たちがシエル＝テイラに物を売るため圧力を掛けた結果、シエル＝テイラ国内の制度を連邦の制度に合わせる条約が成立した。『規格化』という考え方が持ち込まれたのだ。その条約に含ふくまれる数百に及ぶ項こう目もくのうちのひとつが問題だった。

　採掘機材に使える合金は、特定の規格を満たすものでなければならなかった。それに対応できない父は困こん窮きゆうしたのだとローレンスは知った。

　ゴーレム兵団を抱える連邦は、錬金術を用いた魔法合金の技術でも一日の長があり、国からの研究支援も手厚い。その連邦を基準にした新規格にシエル＝テイラの職人たちは対応できなかった。父の顧こ客きやくだった工房は連邦からの輸入品に頼たよらざるを得なくなった。

　錬金術技師と言っても大した知識も技術も無く合金ひとつで食いつないでいた父は仕事を失い、慣れない荷運びの仕事をしながら新規格に対応するための勉強をしていて、ついに身体を壊こわした。

　父は、ランプの火が少しずつ小さくなるように命を燃え尽つきさせていき、そして死んだ。

　時代の変化を乗り切れなかった父が悪いのだろうか？

　技術が足りなかったとか、商才が足りなかったとか、責めようと思えばいくらでも責められよう。

　だがローレンスにとっては連邦を憎むに充分すぎた。

　家族を守るためだった剣は、いつの日か連邦の兵士を斬り殺すための剣となった。

　ローレンスは道場主の推すい薦せんもあって、成人を迎える十五の歳としにはもう王宮騎士団に取り立てられた。女手ひとつで家計を支えていた母を助けるため、ローレンスはこの仕官話に飛びついた。

　だが、そこでローレンスを待っていたのは。ローレンスの騎士としての最初の仕事は。

　連邦の戦争への援軍だった。

　シエル＝テイラの南の小国群が入り乱れた『十年戦争』が勃ぼつ発ぱつ。それはジレシュハタール連邦とノアキュリオ王国の代理戦争の様相も呈ていし、双そう方ほうが援軍を出しつつ長く続いた。そしてシエル＝テイラもその戦いに駆り出されることになった。言うまでもなく連邦側で、連邦の利益のために。

　ローレンスは多くの武ぶ勲くんを立てた。やがてローレンスは第一騎士団長となった。だがローレンスは自分が何のために戦っているのか最初から最後まで分からなかった。

　その後も、疑問と不満を抱えながらローレンスは騎士として国に尽くした。

　たとえ連邦と戦うことはできずとも、自分の戦いが国のためになり、国の利益を……ひいては多くの人を守るのだと信じて。

　そして。ローレンスは。
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　身体が爆発したような痛みだった。

　左肩から右脇わき腹ばらにかけてばっさりと斬られたルネは、二に分ぶん割かつされて地を舐なめる。

　身体を動かしていた不ふ浄じようの魔力が、《聖別コンセクレイシヨン》の聖気によって打ち消されていく。

　一いつ拍ぱくおいて、騎士たちから歓かん声せいが上がった。

「お、おおおおお!?」

「やった、やってしまわれた！」

「さすがは団長殿どのだ！」

　追い詰められ、冗じよう談だん抜きに国家存亡の危機という状況。そんな中で英雄ローレンスが摑んだ起死回生の勝利だ。まだ信じられないという調子ではあったが、騎士たちはそのドラマチックな勝利に快かい哉さいを叫んていた。

　しかし、その中にあってローレンスは警戒を解とかずに居た。訝しげに周囲を見回す。元げん凶きようたるルネを倒したはずなのに、アンデッド兵たちが小揺るぎもしないことを不ふ審しんに思った様子だ。

「……トドメを刺し損そこねたか」

　倒れ伏ふしたルネを見下ろし、蛇鎖を千切り捨てつつローレンスは呟く。

　そのローレンスを、ルネは石畳の上に転がった首だけでギロリと睨にらんだ。

「これで終わりだと思っているのなら、おめでたい脳みそね」

「人質を殺すつもりか？　やってみるがいい。あのスケルトンの剣が動くより、私の剣が貴様を切り刻む方が早い」

「人質。人質ね……」

　ルネは低く笑った。

「舐めたこと考えてるのね。……あれは、もっと素す敵てきなものよ」

　ルネは、傷ついた肉体を脱ぬぎ捨てた。

「なに!?」

　先さき程ほどまでルネの肉体だったものはたちまち、ウェーブが掛かった金髪と藤ふじ色の目を持つ少女の斬首・斬殺体と変ずる。

　そこから飛び出したルネを見てローレンスが驚愕の声を上げた。

　半透明の霊れい体たいは、ルネ本来の身体に白く繊せん細さいな装そう飾しよくのドレスをまとった姿だ。

　これが〝怨えん獄ごくの薔薇姫ひめ〟の本体。最高位の霊体系アンデッド・アビススピリットとしての姿である。

　踵きびすを返し（と言うか宙に浮ういているのだが）、ルネはローレンスと距離を取る。

「おのれ、そうやって逃げていたのか！」

　即そく座ざにローレンスは追撃の【天断】を放った。

　霊体とは言え、《聖別コンセクレイシヨン》を施ほどこした剣であればダメージを与あたえられる。

　だが。

『《対抗呪文結界カウンターマジツクフイールド》』

「くっ……！」

　魔力の泡がルネの霊体を包み、その表面で聖気の光が弾けた。

　霊体のアンデッドにダメージを通せるのは聖気をはじめとした特殊な魔法のみ。だが『魔力が続く限り魔法ダメージを完全にシャットアウトする防御魔法』というのがこの世界には存在する。

《対抗呪文結界カウンターマジツクフイールド》。

　魔力を垂れ流して敵の魔法を相殺するという、恐ろしく燃費の悪い防御魔法だが、しかしそれをルネが使えば強大なタフネスとなる。遅れて放たれた神聖魔法もルネには届かない。

　そして、スケルトンに捕とらえられた少女のもとへ駆け寄った（と言うか宙に浮いているのだが）ルネは、抱ほう擁ようするように手を広げ、飛びついた。

　相手は最初に自己紹介をしたジリアンという少女だ。

「あ……」

　ルネの手がジリアンに触れる。そして。
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　悲鳴などという可愛かわいいものではない、断末魔の雄お叫たけびとしか言いようのない声がジリアンの喉のどから絞しぼり出された。

　ルネがジリアンに溶とけ行くにつれ、リンゴのように赤かった目も、闇夜のように黒かった髪かみも、銀の輝きへと変じていく。細い首が血を噴き、頭部が転げ落ち、それを左手が摑み取って元の位置に据すえる。右手が宙にかざされると、首から噴き出した血がゆるゆると剣の形になり、手の中に収まる。余った血が払われ、ドレスに鮮せん血けつの赤薔薇を刻んだ。

　ジリアンの肉体はルネの姿となり、ルネのものになっていた。

「ジリアン……？」

「い、いやああああっ!!」

　騎士のひとりが呆ぼう然ぜんと盾を取り落とし、捕つかまっていた別の少女が己の運命を悟さとった様子で絶望の悲鳴を上げた。

「安心しなさい、少女たち。たとえ『死』という結果が同じでも、わたしが受けた苦痛の百分の一も味わうことはないはずだから」

　そう言ってはみたが、囚とらわれの少女たちは悲鳴を上げるなり泣くなり漏らすなりしていてルネの言葉を聞いているかも定さだかではない。さしものローレンスも衝しよう撃げきを受けた様子で立ち尽くしていた。

「き、貴様……なんということを……！」

「さぁ、第二ラウンドと行きましょ。まだ犠牲者を出したいのなら、ね」

　悠ゆう然ぜんと煽りつつ、ルネは何食わぬ所作で円筒形の容器を虚こ空くうから取り出す。片手で蓋を開け、小さな薔薇を握り砕いた。

　──やっぱり、身体を捨てると長時間は保たない……

　ルネは最高の演出のため、子ども殺しという自身の禁きん忌きを犯おかした。生身の身体だったら冷や汗あせが背中を伝っていたところだ。魔法は効いているが、身体を乗り換かえる度たびに再度の強バ化フが必要になる。

　自らの特殊能力を生かした捨て身の精神攻撃は効果抜ばつ群ぐんだった。読み取る感情に絶望が混じる。

「ぐううっ!!　……おそらく、肉体を破は壊かいした後に出てくる霊れい魂こんが奴の本体だ！　次の肉体を手に入れる前に神聖魔法で破壊すればいい！」

　指示を飛ばすローレンスだったが、それができるなら苦労しない。霊体状態のルネをどうにかしようと思ったら、まずルネの魔力が尽きるまで魔法攻撃を叩き込まなければならないのだ。

「さあ、みんなもう一度考えてみて頂ちよう戴だい。わたしだってこんな真ま似ねはしたくないのよ。あなたたちが死んでくれるなら、今すぐにでも残りの子は解放するわ」

「奴の言葉に耳を貸すな!!」

　ローレンスがルネの言葉にかぶせるように怒鳴る。しかし騎士たちの動揺は収まらない。

　ルネはローレンスめがけて駆け出した。迎え撃つローレンスの三歩手前で《短距離転移シヨートワープ》を使い、テンポを外して一気に距離を詰める。

　それをローレンスは……

　──避けない!?

　否いな、捌さばいた。左手の盾を突き出して。数十の魔法盾を重ねた力場には及ばないまでも、白銀の盾はルネの赤刃に僅かに抵てい抗こうを生じ、真っ二つにされながらも刃を逸そらして急所だけは外した。

　赤刃がローレンスの鎧を貫き、左肩にめり込む。だが、その時には。

「らあああああああっ!!」

　剣を突き立てているということは、そこにルネが居るということだ。

　テイラ＝アユルの一撃がルネの胴どう体たいを再度両断していた。

　鎧ごと肩を貫いた赤刃が、霧む散さんする。傷口は後衛から飛んできた回復魔法ですぐに塞ふさがった。

『《対抗呪文結界カウンターマジツクフイールド》！』

　ジリアンの肉体を捨ててルネの本体が飛び出した。すぐにまた防御の魔法を張る。

「今だ、やれっ！」

「《閃レ光イ》！」

「《聖光の矢ホーリーアロー》！」

「《光梯投射フオーリンライト》！」

《聖別コンセクレイシヨン》を受けた『天断』が、炎の攻撃魔法が、神聖魔法の編み出す裁きの光が迫る。

　魔力の爆発が巻き起こった。

　荒あれ狂くるう光の余波が聖なる風となって辺りを吹き払う。

　しかし、ルネは無傷だった。魔法攻撃の雨の中を突っ切り、二人目の犠牲者に手を伸のばす。

「いっ……ぎいいいいいいいい!!」

　断末魔の叫びと共に少女の姿はルネのものとなり、カントリー趣しゆ味みなワンピースのスカートに鮮血の薔薇が刻まれる。そしてルネはまた、手の中に取り出した薔薇型のマジックアイテムを砕く。

「……で、次はどうするの？　先に言っておくけど、わたしはこの子たちを取り返されるくらいなら普ふ通つうに人質として殺すからね」

　ルネが問うとローレンスは、ギリ、と奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　テイラ＝アユルの蒼銀色の刃には禍まが々まがしい色合いの血がべっとりと塗ぬりつけられていた。先程ジリアンの身体を破壊される時にルネが使った《恨みの返り血バツドブラツド》だ。刃に纏まとう聖気が相殺され、弱まっている。ローレンスは勝負を急ぐあまり、返り血を浴びない【天断】ではなく直接斬り付けてしまったのだ。

　──追い詰めてるけれど……薔薇は、残り二本。

　ルネは平静を装よそおいつつも状況を計算する。

　身体を乗り換えるということは、必然的に同年代の少女を取り殺すということだ。罪悪感をねじ伏せるには例の魔法が必要だが、その魔法を掛け直すアイテムは肉体に付ふ与よする形式なので、身体を乗り換えれば効果は間もなく切れる。つまり、残機はそれだけ。それ以上戦いが続けば、一いつ旦たん退いて仕切り直しになるだろう。今は時間との勝負なので、できれば避さけたい展開だ。

「人質を……攻撃せよ！」

　思い詰めた様子でローレンスが命じた。

「団長！」

「そんな！」

「そうするより他ほかに無い……この状況で人質を救う余よ裕ゆうがあると思うか!?」

　さすがにこれはローレンスも血を吐くような口調だった。人質は見捨てるのが最善。そして、ルネに身体を使わせないためには先んじて破壊するのが合理的判断なのだ。

「えぇーっと、だからあなたたちが死んでくれるなら──」

「《爆炎火球フアイアーボール》！」

　並んだ盾の隙間から杖つえが突き出され、火の玉が飛ぶ。

　標的は……ルネではない。スケルトンに囚われた少女たち目がけて。

「《断流風瀑ウインドシア》！」

　ルネが防御の魔法を使い、渦うず巻まく風の障壁が炎を遮さえぎった。

　魔法によって生み出された火の玉は着ちやく弾だん寸前で弾け飛んだ。

「……何すんのよ」

　騎士が人質（もしくは残機）を殺そうとして、ルネがそれを防いだ形である。

　状況だけ見れば、まるであべこべだ。

　杖を突き出して魔法を放ったローブ姿の男は、血が出るほどに唇くちびるをかんで悲ひ愴そうな顔つきで少女の方を睨んでいた。

「わ、私の……！　私の娘は今死んだ！　万ばん民みんのためぞ！　躊躇ためらえば躊躇うだけ勝機は遠のく！」

「お父さん!?」

　狙われた少女は涙声で叫ぶ。

「そんな！　やめて、助けてお父さん!!」

「許せ……許せ……」

　愁しゆう嘆たん場ばを演じはじめた親子だったが、父の周囲の騎士たちがざわめき出す。

「おい何勝手なことをしてるんだ！」

「娘が、俺おれの娘が居るんだ！」

「お前たちこそ何だ、これは団長のご命令だぞ！」

　騎士たちが揉もめ始めた。

「自分の子どもが居ないからそんなことが言えるんだ！」

「家族より国の命だろう！」

「騎士ならば団長の命令には従うべきと……」

「殺さずに助ける方法を探すんだ」

「陛下のご恩を忘れたか！」

「ここで奴を倒さなければより多くの人々が死ぬぞ！」

　敵ルネの前でありながら侃かん々かん諤がく々がくと、陣が歪ゆがむような騒ぎになる。

　彼らは皆、必死だった。ただし何に対して必死になるかの優先順位は人によって違ちがい、命の瀬せ戸と際ぎわたる極限状態においてその違いが露わになっていた。

「やむを得ん……！」

　騒ぎを見て、ローレンスが動いた。ルネの方に踏み込んできた。

　──【天断】……！　薙ぎ払う気だ！

　このままでは味方が総崩れになると見て取り、ローレンス自ら片を付けに来た。

　とにかく斬ってしまえば取り返しが付かないのだから論争は収まる。それで戦意喪そう失しつする者が出たとしても全体が崩れるよりはマシというわけだ。

　ローレンスの判断は非情だが正しい。ルネは騎士たちの感情が暴走しつつあるのを感じていた。

「……《耐シ衝ー障ル壁ド》！」

　ルネは魔法で光の壁を作り出す。ルネを中心に扇おうぎ状にそそり立ち広範囲に張り巡めぐらされた壁は、ローレンスの【天断】から少女たちを守る配置だ。

　用済みになった盾の残ざん骸がいを投げ捨てつつ、テイラ＝アユルを両手持ちで振りかぶったローレンスは……止まらない。力ちから尽ずくで防御を貫く心算つもりらしい。

　強烈な踏み込み。そして。

　テイラ＝アユルが振り抜かれるその瞬間にルネは《耐シ衝ー障ル壁ド》の強度を弱め、ハリボテに変えた。

　光の壁が、無残に砕け割れる。

　ローレンスの一振りで百近いアンデッドが吹き飛んだ。

　もちろん、アンデッド兵に抱えられていた少女たちも。ルネさえも。
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　アンデッドと少女たちの残骸が放射状に転がっていた。

「……なんだ？　今の妙みような手応えは……」

　ローレンスは訝しげに数度、テイラ＝アユルで空くうを切った。

「あ、あああああ……」

　数人の騎士が虚きよ脱だつした様子で崩れ落ちた。殺された少女たちの父親だ。

「天の主に祈いのりを捧ささげよう。お前たちの子は祖国のため尊い犠牲と──」

「気を抜くな！　まだ終わっていないぞ!!」

　周囲の騎士が慰なぐさめに掛かるが、そこでローレンスが一いつ喝かつし、崩れかかった隊列が整った。

「奴はどこに……？」

　騎士団に所属する神聖魔術師のひとりが、錫しやく杖じようを構えて辺りを見回す。

　依より代しろは破壊されたが、本体が姿を現していない。一瞬で逃げたのだろうか。だとしてもどこへ？

【天断】に巻き込まれなかったアンデッド兵は未いまだ健在だから、滅ほろびたわけではない。

　風を切る音がした。
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「はっ!?」

《飛翔フライ》により高速で接近するルネを察知したローレンスは、それを撃げき墜ついするべく振り向きざまに【天断】を放つ。ルネは《飛翔フライ》を一時中断しての《短距離転移シヨートテレポート》で真下にズレて、慣性が死ぬ前に再び《飛翔フライ》を行使。

　一気に距離を詰めたルネは飛行の勢いを乗せてローレンスに斬りかかった。

　テイラ＝アユルと呪いの赤刃が赤い火花を散らす。

「その身体は……！」

「あら、換えの身体があそこに用意したので全部だなんていつ言ったかしら？」

　ルネが着ている服は、粗そ末まつで庶しよ民みん的なエプロンとワンピース。相変わらずスカートには鮮血の薔薇が描えがかれているが、先程とは違う格好だ。左手は既に赤い。

　これはウェサラで調達し、軍ぐん需じゆ物資としてここまで輸送してきた少女の身体である。

　つまりこれは、ヒット＆アウェイと無限コンティニューによる『ひとり人海戦術』……

　厳密には精神的制約のせいで無限にならないのだが、相対する者には無限に思える。ルネの目的は、この絶望的な状況下で騎士たちの心を折ることにあった。

「ねえ、わたしが一瞬で姿を消したの、分かったかしら？　さっきはわざとゆっくり飛んであげたけれど、全力出したらこんなものよ。代わりの身体を近くに用意しておく必要なんて無いの。王都全てがわたしの餌えさ場ば。さて、あと何回わたしを倒したら戦いは終わるのかしら？」

　何度でも蘇よみがえるルネを目まの当たりにして、騎士たちは驚おどろき絶望した。終わりの見えない徒労感がどれほどの精神的疲ひ労ろうをもたらすか、ルネは前世のブラック労働で身に染しみて知っている。

　そして、さらにもう一つ。ルネは何か思いついたように、ぽすんと手を叩く。

「ああ、そうだ！　つまり、この子たちは無む駄だ死じにだったわけよね？　……尊い犠牲？　違うでしょ。この子たちを殺して手に入れた成果は、わたしの攻撃をほんの数十秒止めただけ。……無駄だったわね。無駄死にだったわね。無駄な殺人だったわね。ひっどーい!!」

　少女たちの惨ざん殺さつ死体を見てのルネの言葉に、張り詰めていた何かが千切れ飛んだ。

「ううわあああ！　うわああああああああああ!!」

　でたらめな狂きよう乱らんの叫びが上がる。

　盾を投げ捨てた騎士のひとりが陣を飛び出し、ローレンスに斬りかかっていた。

「何を！」

「うわあああああ！　あああああ──!!」

　その男は先程のローレンスの一撃で娘を喪うしなっていた。娘が無駄死にだったと知り、『国のため』『勝利のため』という大義名分を、理性を繫つなぎ止める最後の命いのち綱づなを切られたのだ。

　ただ力任せに剣を叩き付ける騎士。ローレンスはテイラ＝アユルでそれをいなしていたが、ルネが剣を構え駆け寄る素そ振ぶりを見せるや、一刀のもとに騎士を斬り伏せた。

「くっ……貴様！」

　テイラ＝アユルの血を払い飛ばし、ローレンスがルネに向き直る。

「そこでわたしに怒るの？　全部あなたがやったんじゃない」

　心外だという調子でルネは言った。

　まあ、ローレンスが手を汚すよう誘ゆう導どうが無かったと言えば噓うそになるが、ルネとしてはどちらでも良かった。決断はあくまでもローレンスのものだ。

「でも、その悲しみは理解するわ。別れを惜おしむ時間を差し上げましょう。無残に殺されてしまった彼女たちに、もう一度だけ会わせてあげる。……《業咎回憶カルマメモリー》」

　ルネの赤刃の先から黒い雫しずくが一つ滴って、それが地面いっぱいに広がった。

　ひたひたと満たされた漆しつ黒こくの水たまりが広がり、脈動して、そして、盛り上がった。

「なっ!?」

　無数の黒い手が手が手が手が地面から突き出し、ローレンスの足に縋すがるように摑みかかる。背後の騎士たちも似たような目に遭あっていたが……ローレンスは手の数がやたらと多い。

　ローレンスは聖気を纏ったテイラ＝アユルで黒い手を切り飛ばすが、そんな行動は焼け石に水でしかないレベルで数え切れないほどの手が延びてくる。

「何をした……！」

「あなたの罪を、数えましょう」

　いつの間にやら辺りは薄うす暗ぐらくなっていた。ローレンスを摑む手のうち、いくつかは、水の中に沈しずんでいた者が浮かび上がってくるかのように頭を突き出し人型を象かたどる。

　黒と白のモノトーンだが、それは間違いなく、先程ローレンスが殺した少女たちだった。

『どうして……』

　冷たい水音のような声が響いた。恨うらみの籠こもった声がした。

「サシャ……！」

　騎士のひとりが絶望的な声で娘の名を呼んだ。

『どうして……』『どうして……』『どうして……』『どうして……』『どうして……』

　多くの手が、そして少女たちの影かげが、ローレンスに纏わり付く。ついでに先程ローレンスに殺された騎士もモノクロの影となって現れ、ローレンスに組み付いた。

　ローレンスは急に吐と血けつする。外見上では人ひと影かげがただ摑んでいるだけだが、その実態は呪いだ。
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「これは《業咎回憶カルマメモリー》という呪じゆ詛そ魔法。魂に刻まれた、殺人の業カルマをテコにして呪いを掛けているの。随ずい分ぶんと上等な人生を送ってきたようね、騎士団長様？」

　備考一、同じ相手に何度も使うと効果が落ちる。

　備考二、業カルマに関かかわる霊……つまり対象に殺された者の霊が近くに居ると、巻き込める。

　備考三、演出効果のお陰かげで精神攻撃魔法としても優ゆう秀しゆう。

　激しく集中攻撃を受けているのはローレンスだったが、後衛の騎士たちを摑む手も少なくはない。

「ひぃっ……」

「く、来るな、やめてくれ、許してくれーっ！」

「ただの幻まぼろしだ、邪悪なまやかしだ……！　神聖魔法を撃ち込め、闇を祓はらえ！」

　ローレンスは影と格闘しながら、恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけている騎士たちをどやしつける。

　だが、それに応えて飛んでくる聖気の魔法は、闇の沼ぬまみたいなルネの魔法に吞み込まれて消えた。

　戦意を喪失させ、集中を乱せば魔法はまともに使えなくなる。ローレンスが《業咎回憶カルマメモリー》に抵抗しきれていないのも、強バ化フの魔法が弱まっているからだ。あれだけ支援要員が居ては普通に攻撃魔法を使っても防がれていただろうけれど、相手が揺らいだと見るやルネは勝負に出た。

　既にルネは結界破りで魔力を消しよう耗もうしているので大技はこれっきり。狙い澄すました一撃だった。

「……あら」

　これ見よがしにルネは振り返る。

「あなたたちが遊んでる間に、第二陣が到着しちゃったわね」

「何？」

　居並ぶアンデッド兵が再び蠢動した。

「いやあーっ！　助けてー！」

　悲鳴が響き、軍勢が道を空ける。後方から姿を現したのは、先程と同じように、泣き叫び脅おびえる少女たちを抱えたスケルトンだ。捕ほ獲かくできた娘たちの残りと、戦いの合間に追加で拉ら致ちしてきた娘たちである。

　こうして同じシチュエーションを繰り返すのもルネの策のうちだった。

　もし彼女らを殺しても次があるのではないか、またその次があるのではないかと、永遠に同じことを繰り返す羽目になるかのような錯さつ覚かくを起こさせるために。

「さあ、それじゃ一番こっちのお友達から順番に、自分の名前とお父さんの名前言ってみようか！」

　ガシャリ、と音がした。

　膝ひざを折った騎士がひとり。

　崩れ始めた気持ちは伝でん播ぱする。

　騎士たちの心が、砕けた。

　ある者は武器を捨てて逃げ出した。アンデッド兵のド真ん中を突っ切ろうとして四方八方から串刺しにされた。

　ある者は祈りの言葉を唱えた後、自らの喉を剣で刺し貫いた。

　ある者はただ静かに泣き、ある者はただ呆然とルネを見ていた。

　勝利の可能性が無いことに絶望する。我が子の死に絶望する。死すべき運命の己に絶望する。

　絶望、絶望、絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望……

「……勝負あったわね。今よ」

　ルネの号令一下。見学に徹てつしていたアンデッドの軍勢が、一斉に武器を構えて突進を開始した。

「なっ……くそ！　こらえろ！　盾を構えろ！　魔法で弾幕を張れ！」

　魔法が炸裂し、押し寄せるアンデッドを吹き飛ばす。《聖別コンセクレイシヨン》を受けた剣と槍やりがアンデッドを貫く。しかしローレンスの檄げきも虚むなしく、抵抗は圧あつ倒とう的な数の暴力に押し潰される。

【天断】すらもこの大群を払い飛ばすには至らない。水平に振り抜けば味方にも当たってしまうのだ。袈け裟さ懸がけに斬り、突きを放つが、それで倒せるのは一振りで十や二十。蹂じゆう躙りんの方が早い。

　後衛の騎士たちは怒ど濤とうの屍しかばね津つ波なみに吞み込まれた。

　ラグビーのスクラムみたいな状態になった塊かたまりの中から断続的に悲鳴が響く。アンデッド兵すらも仲間に押し潰されて次々壊れていく状況だが、もちろんアンデッドはそんなことに恐怖を覚えない。

　この乱戦の中でもローレンスは無傷。

　別にアンデッド兵がローレンスを避けていたわけではなく、ローレンスは自分に向かって襲ってくるアンデッドを全て切り払っていたのだ。影に捕らわれ、まともに動けない状態ながら。

　その点やはりローレンスも超ちよう常じよう的強者ではある。数を頼たのみにローレンスを倒すのは無理だ。

　だが騎士たちの支援を失った今、ローレンスは丸裸も同然だった。

　先程よりもかなり小さくなったアンデッド包ほう囲い網もうの中でルネとローレンスは向かい合う。ローレンスが【天断】の剣を振るえば周囲の兵に当たる距離だが、もはやそれはどうでもいい。

　ローレンスは手を止めていた。悟ったのだ、もはやこの屍の山をどれほど切り裂こうと全ては手遅れで、手の施しようが無い状態に陥ったのだと。ローレンスは、シエル＝テイラは、敗れた。

「……きゃははははははは!!　やっと……ああ、やっと絶望してくれたわね！　なんて下げ卑びた味の絶望なのかしら！　豚ぶたの脂あぶら身みをフライにして砂糖漬づけにしたみたいだわ！」

「あ、あああ……っ！」

　ローレンスの心を満たす感情は、怒りに近い絶望だった。

　その怒りの対象には、おそらくルネだけでなく仲間たちも含まれている。

　もし誰もがローレンスと同じように国家のための剣として冷徹になれていたら、こんな無残な敗北は無かっただろう。

　だが、騎士たちが剣を取る理由はそれぞれに違った。彼らは皆、国を守るために集った騎士。だが、どうして国を守りたいのかは……それぞれの正義は、僅かずつでも違っていた。

「お前さえ居なければ……お前さえ、居なければあああああっ!!」

　ローレンスは、不用心に【天断】の間合いへ入り込んできたルネを、憎しみを込めて叩き斬ろうとする。ルネの身体を一つ潰したところで、もはや何も変わらないと分かっているだろうに。

　しかし、その時。包囲陣から飛び出して、ローレンスと交差する影があった。

　ルネを斬ることすら能あたわず。ローレンスの両腕が肘ひじ辺りで両断され、宙を舞っていた。

「……スシ。つまらぬものを斬ってしまったでござる」

　ルネが教えた通りの決め台詞ぜりふを呟き、着流し姿のグールがカタナを鞘さやに収める。

「なに……」

「ぐっじょぶ、剣術指南役」

　ルネは宙に向かって軽く手招きした。無詠唱で行使された《騒霊ポルターガイスト》の魔法により、宙を舞っていた蒼銀色の剣は引き寄せられてルネの左手に収まる。腕は要いらないので適当に弾き飛ばした。

「うん、いい魔剣だわ。裏切りの騎士団長なんかには勿もつ体たいない。この剣は王家のもの。つまり今はわたしのものってことね」

　魔剣テイラ＝アユルをしげしげと眺ながめ、ルネは頷うなずいた。

　剣と両腕を失ったローレンス。そこに、じわりじわりとアンデッド兵たちがにじり寄る。

　腐くさった汁しるの滲にじむ手で、ゾンビがローレンスの足を摑んだ。後ずさりながら蹴りつけた足を、意外なほど俊しゆん敏びんな動作でゾンビは受け止める。ローレンスは尻しり餅もちをついた。逃げられない。身をよじってローレンスは後退しようとした。置物のように立っていたスケルトンの足に背中がぶつかった。

「本当なら、わたしはこの手であなたを斬りたいの。でもね、それってなんだか格好が付いちゃうでしょ？　まして国宝の魔剣を使うなんて、とてもとても」

　ルネが《騒霊ポルターガイスト》を行使したことで《業咎回憶カルマメモリー》の魔法は解とけ、ローレンスも解放された。

　しかし逃げられない。もはや逃げられない。群れが迫る。足を摑む。肩を摑む。

「本当なら簡単に勝てたはずのザコに嬲なぶられて死になさい。あなたにはそれくらいで充分なのよ。……わたしは死ぬまでの一ヶ月、責め苦を受けた。最低でもその間は苦しめてあげるわ。そうね、『プロメテウスの刑けい』なんてどうかしら？　それであなたが死んだ後は、骨を不浄の炎で焼いて、毒草畑にまいて肥料にしてあげるわ。殺さつ虫ちゆう剤ざいを作りたいのよ。ゾンビはハエがたかるから」

「殺虫……!?　なんだと!?」

「二度は言わないわ。……やりなさい」

　スケルトンとゾンビたちが一斉にローレンスに飛びかかった。

　武器を持っている者さえそれを捨て、素手で。

　特にゾンビは、その肉体に唯ゆい一いつ残されている本能……『食欲』の抑よく制せいを解かれ、牙きばを剝むきだして。

「あああっ、何を！　何をするやめろ！　化け物が！　私は正義をっ……おのれ！　連邦の悪魔め!!　シエル＝テイラは不ふ滅めつだ！　おのれ、呪ってくれる！　貴様らこそ滅びるがいい！　私は……あがっ、あがあああああああああああ!!」

　群がるアンデッドを蹴りつけ、二の腕のみで殴おう打だし、陸に打ち上げられた魚のようにローレンスは暴れた。だがそれは十秒ともたず、彼は屍の中に埋もれていった。

「……こうして、勇者は悪い魔物にやられてしまったのでした。めでたしめでたし」

　蠢うごめく屍の山を、ルネは荒こう涼りようとした心持ちで眺めていた。

　復讐を果たしたところで、幸せな気持ちなど湧わいてはこなかった。だがそれでも、胸につかえた石のように重い気持ちが、ほんの少し薄れたように感じた。

「あなたの求めるハッピーエンドが、わたしと、わたしの大切なものを踏み躙にじった上にしか無いのなら……そんなのわたしは認めない。そんなの、絶対に間違ってる。ならばせめて、等しきバッドエンドを。等しき不幸を……」

　その祈りはきっと、正義と呼ばれるべきものではない。

　だとしてもルネは欺ぎ瞞まんを許せなかった。ルネを勝手に犠牲にして、その上に存在しようとする世界を許せなかった。そして、願い、貫き、戦い抜いた。ただそれだけのことだった。








閑かん話わ番外　駐ちゆうシエル＝テイラ大使　ソフィア・ギルベルタ・ヴェラ・フォン・フーヴァー






　王都での戦いとほぼ同時刻。

　エドフェルト侯こう爵しやく領の領都・テイラ＝カイネにある安宿（少なくとも表向きは）にて。

「ご注文の品をお届けに上がりました！」

「おう、入ってくれ」

　一室にてじっと待機していたアウグストは、注文してもいない食事を届けに来た娘むすめを迎むかえ入れる。

　バスケットを持って入ってきたのは、いかにも酒場の店員か何からしきエプロン姿の若い女だ。

　後ろ手に扉とびらを閉めるなり、彼かの女じよは客向けの愛あい想そ笑いを消し去って刃は物もののように鋭するどい顔になる。

「……お前が無事で良かった。これでも心配していたのだぞ、シェリー」

「面めん目ぼく次し第だいもありません」

　群ぐん青じよう色の髪かみと目をした女は頭こうべを垂れて恥はじ入る。彼女の名はシェリー。仕事上の名前だ。

　彼女は酒場の看板娘などではない。ジレシュハタール連れん邦ぽうの諜ちよう報ほう員であり、アウグスト・フォン・アンガーミューラー伯はく爵しやくの部下だった。アウグストの指示でシエル＝テイラ国内の情報収集に当たっていた彼女たち『旅芸人・フーヴァー一座』は『山さん賊ぞく』に襲おそわれてシェリーのみが生き延びた。

「奇き妙みような……心を読む少女に助けられました」

「ほう？」

　シェリーは自身への魔ま法ほう的干かん渉しようを察知できる体質だった。正確には体質とは少し違ちがうのだが、とにかく、これは諜報員としてなかなか便利な才能で、それ故ゆえにアウグストは彼女を見いだした。

「確かに心を読まれていたんです。ただ、『真実話法』を使ったところ、特に疑った様子もありませんでした。何かを企たくらんで私を助けた様子でしたが、純じゆん朴ぼくな子で、からかいたくなるような……」

「それはそれで気になるが、今はそんなことを調べている場合ではなくなってしまったな。その件の報告は後ほどゆっくり聞かせてもらおう」

　アウグストがシエル＝テイラ入りしたのはシェリーたちが捕つかまった件の影えい響きよう確かく認にんと後始末のためだった。しかし、アウグストが移動している間に情勢は大きく変わっていたのだ。アンデッドの軍勢が王都へ攻せめ込こむなんていう、今の世界パンゲアでは他ほかに類を見ないほどの大事件によって。

「そろそろ決着が付きそうだという報告があった。……この国の負けという形でな」

　シェリーは特に驚おどろいた様子も無く聞いていた。アウグストにとっても予想外ではない。

「魔物の領域は空白の領土。どの国が攻め入って奪うばったところで角は立たぬ。……我らは連邦のため、この国を再び餌え食じきとせねばならん。そして、他の国々も狙ねらってくる」

　列強五大国のうち、連邦を除く四カ国はヒルベルトを利用してシエル＝テイラを食い荒あらそうとした。だがそれは〝怨えん獄ごくの薔ば薇ら姫ひめ〟の活かつ躍やくでご破算になりそうだ。連邦はこの国を再び手に入れるべく、他の四カ国は今度こそ手に入れるべく……また戦いが始まることになる。

「ついては、〝怨獄の薔薇姫〟の脅きよう威いも都合良く利用させてもらおう。……まこと、国というものこそが真の怪かい物ぶつだな。〝怨獄の薔薇姫〟など可愛かわいいものだ」

　詩的な物言いをしたつもりだったが、思いのほか自じ嘲ちようのような響ひびきがあった。

　──さて、哀あわれな姫君は今後、どのように戦うおつもりだろうか？

　国家という化け物の手先を自任する男は、王都の方角に立ちこめる暗雲を遥はるかに仰あおぎ見た。








エピローグ　今はまだ孤こ高こうの薔ば薇ら姫ひめ






　輝かがやかしく静せい謐ひつであるべき大聖堂に、剣けん戟げきの音が響ひびく。

　取り残された聖職者たちは、地脈から魔ま力りよくを引き出して即そつ効こう性のある回復魔法で治ち療りようを行い、怪け我が人たちを即座に戦線復帰させていた。

　だがそれでも尚なお、数も質も足りない。残った者では押おし寄せる屍しかばねの軍勢に対たい抗こうしようがなかった。

「騎き士しは一人残らず殺して！　貴重な精せい鋭えい兵の材料よ！」

　聖気に満ちた聖堂を、ルネから巻き上がる瘴しよう気きの嵐あらしが黒く染めていく。

　神聖な場所には自然と聖気が溜たまる。しかし、それを相そう殺さいして余りあるほどの邪じや気きで塗ぬり替かえてしまえばアンデッドの活動にも支障はない。

　ルネは倒たおされた敵の騎士を次々とアンデッドに変えながら、聖堂を悠ゆう々ゆうと進む。

　奥おくの祭さい壇だんの上には壮そう麗れいなステンドグラスがあって、そこからカラフルな光が差し込こんでいた。

　威い厳げんに満ちた大神と、跪ひざまずく聖者たちの絵だ。

　──ああ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　ルネは掌てのひらから邪気の魔ま弾だんを放つ。それは唸うなりを上げて飛び、ステンドグラスを粉ふん砕さいした。

「きゃああっ！」

　ガラスの欠片かけらが降り注ぎ、思いがけず、子どもの声がした。

　ルネの感情察知能力は周囲の生命体（正確にはアンデッドなども感情さえあれば分かる）の居場所を感知できるが、それが何なのかは自分の目で確かめるまで分からなかったりする。

　ルネが軽く指を振ふると、祭壇の手前にあった講壇が見えざる力によって破砕された。

「「あっ……」」

　ルネと彼かの女じよは、二人同時に声を発した気がした。

　講壇の陰かげには蜜み柑かん色の髪かみの少女が……キャサリンが、五つくらいの小さな女の子を庇かばうようにうずくまっていた。降ってきたガラスに驚おどろいて女の子が悲鳴を上げてしまったようだ。

　キャサリンは周囲を見回す。騎士たちは次々と討うち取られていき、アンデッドの軍勢の勢いは止まらない。助けを乞こうてもどうともならない状じよう況きようだ。

　キャサリンのすぐ近くには、まだアンデッドになっていない騎士の屍があった。彼かれの使っていた装備に、キャサリンは目を留める。

　キャサリンは、剣を取ろうとした。

　そしてキャサリンは、罪悪感と共にすぐ剣を手放した。

　彼女は剣でなく、大きな盾たてを引き起こして支え持った。

　盾の後ろに隠かくれたキャサリンの灰と赤の目が、射い貫ぬくようにルネを見み据すえていた。

　キャサリンごときが剣を持っていようと盾を持っていようと、全く問題無く秒殺できるという意味において、ルネにとっては何の違ちがいも無い。ルネがその気になれば一いつ瞬しゆんだ。

　──だけど。

　次に遭あった時は殺すと、そう言っておいたけれど。

「…………悪者なんだから……噓うそくらいついたって、いいよね……」

　聖堂の戦いは、既すでにほぼ終わっていた。ルネは踵きびすを返し、キャサリンに背を向ける。

　最後に一つ残った、心を鎧よろう薔薇をルネは握にぎり砕くだいた。それはルネの手を真っ赤に染めた。

「引き揚あげよ。ここに、もう手に入れるべきものは何も無いわ」

　それは、手に入れてはならないものだ。

　去りゆくルネの背中に、キャサリンの視線と彼女の感情がいつまでも焼き付いていた。

　それは怒いかりでも憎にくしみでもなく……
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　城じよう壁へき上を逃にげ惑まどう騎士に、アンデッド空行騎兵の投げ落とした手て槍やりが直ちよく撃げきする。

「ぐあああっ！」

　腹部を貫つらぬかれて倒れた騎士はまだ息があったが、回収する余よ裕ゆうも無く捨て置かれる。

　城壁に掛かけられた梯はし子ごを倒すことはもはやかなわず、壁かべの上はアンデッド兵でごった返す。不死の軍勢は騎士たちが逃げ込んだ櫓やぐらや側防塔とうへなだれ込んでいく。

「ひとりたりとも楽には死なせないわ！　無力化したら肉を少しずつ千切り取って殺しなさい！」

　ルネも二刀流状態で自ら乗り込んでいったが、もはやルネが戦うまでもなかった。

　ローレンスの敗北によって戦意喪そう失しつした第一騎士団は、絶望の中でアンデッド兵に蹂じゆう躙りんされ皆みな殺ごろしにされていく。中にはひとりで数十のアンデッドと渡わたり合うような猛も者さも交じっていたが、それでさえ勢いを押し返すには至らない。

　壁の下にはゴーレムとアンデッドの残ざん骸がいが散らばっている。壕ほりに架かける橋を巻き上げた城門の前では、巨きよ大だいなミスリルゴーレムがウダノスケに片足を切られ、動力を抜ぬかれて鹵ろ獲かくされていた。

「ヒルベルトは？」

『指揮所からは既に逃げ出しているようです。脱だつ出しゆつ用の転移魔法陣じんが繫つながる先は全すべて見張っておりましたが、未いまだ姿を見せておりません』

　通話符コーラーで各隊長からの報告を適てき宜ぎ受けているアラスターだが、それらしい情報はまだ無いようだ。

　ルネが感情察知の範はん囲いを広げると、怪あやしい反応が地中にひとつ。

「……地下に居るみたい。この真下に」

「ああ、転移魔法以外に入る道が無い避ひ難なん部屋ですな。内側から魔法陣を破は壊かいして、援えん軍ぐんが来るまで隠れている心算つもりだったのでしょう」

　ルネは城壁から飛び降りて、冬でも青々とした生け垣がきがそびえる王城の庭園に駆かけ込む。

　思念で指示を出すと、周囲にすぐにアンデッド兵たちが集まってきた。

『この隠し地下室は、部屋の存在と中に居る者を隠いん匿とくする以外に防ぼう御ぎよ機構はほぼ存在しません。龍律極ルーターを奪だつ取しゆされた場合、部屋に貯蔵する魔力だけではまともな防御など望めませんので』

「分かった。それじゃ……《地殻変動デイアストロフイズム》」

　土や岩を操作して地形を変える魔法で、庭の真ん中に穴が開いた、そして。

「わああっ!?」

　どこかのカートゥーンの演出みたいに穴から男が飛び出した。下から地面が盛り上がって彼を弾はじき出したのだ。ぴしゃりと閉じられた穴の上に、彼は腹から不格好な着地をする。

　ローレンスよりも豪ごう華かな鎧を着た男だ。鎧の上に着る上衣やマントは脱いでいて、一応臨戦態勢。

　中肉中背程度であまり貫かん禄ろくは無い。三十代後半くらい。髪とヒゲは茶色に近い赤毛で、それをちょっと膨ふくらませ気味にして細い顔を大きく見せていた。

　間違いようもなくヒルベルトだ。国中にご尊そん影えいを配りまくっているので皆が彼の顔を知っている。

　鎧も剣も豪華に装そう飾しよくされ、漏もれ出る力から上質のマジックアイテムであることは分かるが、それだけだ。テイラ＝アユルのような絶大な力は無く、身につけるヒルベルトも、見たところ普ふ通つうに剣術を習った程度であろう平へい凡ぼんな戦士。戦せん闘とう能力的な意味での脅きよう威いは……皆かい無むだ。

「はじめまして、叔お父じ様。自己紹しよう介かいは無用ですわね？」

「ぎえええっ!?」

　這はいつくばっていたヒルベルトだが、そのまま地面にめり込み始めた。大地が揺ゆらいで、ヒルベルトの腕うでが人体の可動限界を明らかに超こえた方向に曲がった。近くに居たアンデッドも数体砕ける。ルネが怒りのままに放出した魔力が重力に異変をもたらしていた。

「ま、待へ、落ち着いて話しあだだだだだだ!!」

「あら……今いま更さら何を話し合えと？」

　建設的な話になるとは全く思っていないが、ルネは魔力の放出を止める。

　地面にめり込んだヒトガタになりかけていたヒルベルトは血を吐はきながら顔を上げた。

「あ、あれは私の意思ではない！　私は使われていただけなんだ……いろんなものに！　私は偉い大だいなる先王陛下に反感を持っていたり、野心ある諸しよ侯こうに担かつぎ上げられ利用されただけだ。あれよあれよという間に反旗を翻ひるがえすことに……ま、負けたら処しよ刑けいだろう？　だから私は、なんとしても勝つより他ほかに無かった。私は生き延びたかっただけの小心者なんだ、本当だ！」

　ヒルベルトは必死の形相で訴うつたえた。徹てつ頭とう徹てつ尾び噓だった。

　ルネは、この国の政治を裏の裏まで知り抜いたアラスターから、クーデターを巡めぐる情勢について詳しよう細さいに聞き出している。ヒルベルトは世せ間けんで囁ささやかれている通り、諸侯をまとめるより先に自ら四大国と繫ぎを付け協力を取り付けたという話だ。利用されただけというのは大噓だった。

　それにルネは『感情察知』の能力によって、他人の噓は大体分かる。こんな、子ども騙だまし未満の言い逃のがれでは、わざわざ特殊能力を使うまでもなく噓とわかるけれど。

「なら、何な故ぜわたしとお母様を殺したの」

「調子に乗った連中が勝手にやっていたんだ！　止めたら私が殺されそうな勢いで……！」

　部分的に真実ではあるようだったが、それはヒルベルトを免めん責せきしない。

「犯罪組織とまで結けつ託たくして、反はん抗こう的な国民や諸侯を攻こう撃げきしたのはやりすぎじゃありませんの？」

「それは……いや、そう、私はそこまで残ざん酷こくなことをする気は無かったのだ。皆、傷付け合わずに手を取り合うべきだ……そうだろう？　だが私を押し立てた列強諸国の思おも惑わくは違った。この国の富を収しゆう奪だつするため、反対勢力は徹底して叩たたくべきだと、め、命令されたのだよ」

　敵意をやり過ごそうとする者に特有の引きつった薄うす笑わらいで、ヒルベルトは噓に噓を積む。

「第一騎士団や、あなたを支持する国民などは、残酷な所業に喝かつ采さいを送っていたようだけれど？」

「そっ、そんなものは皆が勝手に……！　いやつまりだ、これは私の本意ではなくてだな。奴やつらは自分たちに都合が良いから喜んでいるだけで、それは私の本当の気持ちを見てはいないのであって、私は可能な限り平和であるべきだと思ったが傀かい儡らいのようなものだったのだ」

　多少しどろもどろになりながらヒルベルトはまくしたてた。舌が何枚あるのかとルネは舌を巻く。

「そう…………インタビューにご協力ありがとうございます、叔父様」

　冷たく見下ろしながら言って、ルネは背後のスケルトンに金庫みたいな物体を持ってこさせる。

　それは真しん鍮ちゆう色の装飾だらけで、ガラスのようなレンズと素す敵てきな蒸気噴ふん出しゆつ口こうが二つずつ付いていた。

「……なんだそれは？」

「あー、こういうのって王侯貴族にとっても一いつ般ぱん的じゃないのか」

　スケルトンが魔動機械アーテイフアクトをいじると、上部から光が噴ふき出して青白い板状のホログラム画面を作る。

『……私の意思ではない！　私は使われていただけなんだ……いろんなものに！　……』

　画面の中にヒルベルトの幻げん像ぞうが現れ、滔とう々とうと言い訳をまくし立て始めた。

「連れん邦ぽう製の……ま、つまり声と姿を記録する機械よ。あなたの見苦しい言い訳と無様な姿は、余すところなく記録されたわ。王サマの言葉ですもの、わたし一人で聞くのは勿もつ体たいないわ」

　要するにビデオカメラだった。

　状況を理解したらしいヒルベルトの顔が、ピカソのキュビズム絵画のように歪ゆがんだ。

「な、ななななななな……」

「まずは可哀かわい想そうな第一騎士団長サマにたーっぷり見せてあげなくちゃ。それでもって今日から毎日、これを王都上空に映しだしてあげる。複製物も国中にばらまくわ。王の姿は国民皆が見るべきよ。あなたもそう思っていたのよね？」

　ヒルベルトは血相を変えた。あのような情けない姿を大衆の前に晒さらされることは、ヒルベルトにとっては殺されるよりも恐おそろしいことであるらしかった。

「なんだと！　なんということを！　こ、これは許されざる裏切りだ！　私は内々の話だと思ったから本心を打ち明けたのだぞ!?　このようなあががっ!?」

　そろそろ聞くに堪たえなくなってきたルネ。主あるじの意を受け、ゾンビがヒルベルトを取り押さえつつ彼の口の中に手を突つっ込んで舌を摑つかんだ。

「言い忘れていたのですけれど、叔父様。わたし、他人の噓が分かりますの。あなたのような大噓つきを破は滅めつさせるため、邪神から授さずかった加護ですわ。ヲホホホホ……」

　挙きよ動どう不ふ審しんにヒルベルトの視線が泳いだ。ルネは何もかも噓だと知りながら、撮さつ影えいのためにヒルベルトを掌の上で踊おどらせていたのだと気付いたらしい。

「命乞いして言い訳したら助けてもらえるとでも思っていたのかしら？　……だとしたら、この期ごに及およんで甘あますぎるわ」

　噓ばかりつく舌を引き抜こうとゾンビが力を込める。

「ぎっ、あがががががが！」

「わたしは全てを奪うばわれたのよ。だから、わたしはあなたから全てを奪う。手始めに一番大切なものをね。その、薄っぺらで何の価値もない見み栄えと自尊心を」

「やめ、やべで！　痛い！」

「本当に…………何の価値もない…………こんなもののために、わたしは、わたしは…………!!」

　赤せき刃じんを握る手に、やり場の無い力がこもる。

　勝ったはずなのに。もはやヒルベルトを好きなようにできるのに。

　達成感を超こえて、あまりにもあまりにも、ルネは悔くやしいばかりだった。

　泣くもんか、とルネは悔し涙なみだをこらえた。理由があれば殺されても良いというわけではないが、こんな理由で殺されたとあっては虚むなしくて悔しくてやりきれない。

　ローレンスは、筋違いでねじ曲がってはいたが『国家のため』という大きな思想によって動いていた。だがこの男にはそれすら無い。玉座に座すわって王おう冠かんを被かぶり、忠実な部下と忠実な国民に褒ほめそやされていなければ満たされない巨大な空白。一国を吞のみ込むほどの虚きよ栄えい心。そのくせ誇ほこりのために死地へ飛び込むような度胸も無く、味方が崩くずれれば逃げ隠れし、噓八百の命乞いもする小物。

　ルネはヒルベルトをグチャグチャになるまで切り裂さいてやりたいという衝しよう動どうを堪えていた。だがそれは彼にとって大した痛つう痒ようにならない。むしろ彼を侵しん略りやくと戦った英えい雄ゆうにしてしまう。

　だからルネは、心底くだらないと思いながらも、最も彼を傷付けられるやり方を選んだ。

「そろそろ……こいつも回収するわ。加工の準備をなさい」

「い、いだっ!?　いだだだだ!!」

　アンデッドたちが寄ってたかってヒルベルトの鎧を脱ぬがせ始めた。鎧の継つぎ目に刃はを差し込み強ごう引いんに引っぺがしていく。刃は肉体が傷つくことを厭いとわず差し込まれるので、もちろん血が流れた。

　甲かつ冑ちゆうを引き剝はがすと仕上げにウダノスケがカタナを一いつ閃せん。ミスリルの鎖帷子くさりかたびらと厚手の下着が切り裂かれて舞まい散る。そしてアンデッドたちは素裸になったヒルベルトを組み伏ふせてうつ伏せに拘こう束そくすると、崩れた城の欠片で手足を乱打し始めた。

「ぎっ！　うげっ！　あひぃ！　ああああっ!!」

「そう言えば独身だったわよね、こいつ。子孫も残せないようにしてあげて」

　ルネが言うとスケルトンの一匹ぴきが剣を抜き、ヒルベルトのタマを摑んで、捻ひねりながら切り取った。

「いっ！　あぎゃああああああ!!　うぎひぃいいいいいいいい!!」

　ヒルベルトは全身のあちこちから血を流しながら筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい悲鳴を上げる。

　だが、殺しはしない。死なせはしない。ローレンスもそうだが、彼もディアナのように神との契けい約やくで魂たましいを保護してあるに決まっている。殺してしまえば苦痛はそれっきり。死という一瞬の苦しみなど、とても罪に釣つり合わないとルネは思っていた。

「まだ楽にはしないわ。……《屍兵修復リペアコープス》」

　痙けい攣れんするヒルベルトに向かって、決して、人に行使すべきでない魔法をルネは使った。

　傷付けられたヒルベルトの肉体は不気味に脈打ち、泡あわ立だつように膨らみ始めた。
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「こんな寒い場所で汗あせだくになってたら風か邪ぜ引くわよ」

「なっ……！」

　鋼鉄の扉とびらで閉とざされた独どく房ぼうに現れた銀色の少女を見て、粗そ末まつなベッドに鎖くさりで繫つながれていたバーティルは辛かろうじて顔を上げた。クッキーのように薄っぺらな枕まくらが床ゆかに舞い落ちる。

　なぜか粗末なワンピースに服を着替えているが、先さき程ほど戦いの最さ中なかで見たままの姿。立ち上る禍まが々まがしい気配。間違いなく本物のルネだ。それが王城の地下の牢ろう獄ごくに。

「何故ここ……いや、そうか……復ふく讐しゆうを遂とげたのか」

「遂げたとも言えるし遂げてないとも言えるわ。裏切りの騎士団長ローレンスと僭せん主しゆヒルベルトは死ぬより酷ひどい目に遭ってるとこよ。城を守っていた騎士団も大半は殺したわ」

　含ふくみのある言い方だった。

「まだ終わっていないのか……すると次は俺おれなのか？」

「うーん……そういう気分になるかなって思って見に来たのだけど……」

　考え込むルネの姿は、編み物の柄がらでも悩なやんでいるような可愛かわいらしいものだった。

　目の前の男バーテイルの命を奪うかどうか考え込んでいるのだとは思いがたい。

　ルネは赤い宝石を削けずり出したような魔剣をバーティルに向け、突きつけ、そして振るった。

「結構どうでも良いわ」

　バーティルを縛しばっていた鎖だけが切断されてばらけた。正直ホッとしたバーティルだった。

「ところで、それどうしたの。さっき空から見た時はもうちょっと腕が長かったと思ったんだけど」

「よく見てるな」

　顔を上げ、バーティルは自分の両腕を……もはや腕と言っていいか分からないが……見た。ぞんざいに巻かれた包帯に血が滲にじむ。さっきは肘ひじの先が半分くらいあったが、今や二の腕の中ちゆう途とまでだ。

「……削られた。ど畜ちく生しようめ、情報を大急ぎで聞き出そうと無茶苦茶しやがった」

「酷いことするのね。わたしも指をすりおろされたことがあるけど」

「そっちも酷ひでえな!?」

　二人は見合って、同時にちょっと笑った。あまりにもあんまりな『共通の話題』だった。

「後あと々あと役に立つかも知れないし、あなたは逃がしてあげてもいいわ。その状態で、どうしてもわたしと一戦交えたいって言うなら、心を込めて切り刻んであげてもいいけど」

「まさか。それは完かん膚ぷなきまでに犬死にだ。逃がしてもらえるというなら、その温情に縋すがって生き延びよう。そしてひとりでも多くの民たみを救わねば」

「そういうところよ。考えは理想主義的なのに、行動は合理的で妥だ協きよう主義。必要とあればわたしとの交こう渉しようにも応じる。そういう偉えらい人が残ってると都合良いのよ」

　ルネは冷たく、しかし楽しげに笑う。

「残党どもを掃そう除じするには、ね」

　冷や汗が噴き出したのは怪我のせいばかりでもあるまい。

　未だ領主たちはほぼ健在であり、そこに住まう民も居る。

　だが領主たちをまとめるべき王も、〝怨えん獄ごくの薔薇姫〟に個として比ひ肩けんしうる最高戦力だったローレンスも無む残ざんに破れてルネの手に落ち、バーティルもこの有様だ。

　今やシエル＝テイラの人々は、〝怨獄の薔薇姫〟の誅ちゆう戮りくを待つばかりの身となってしまったのだ。

「そうか、君の復讐はまだまだ終わらないのだな……」

　バーティルは全身が一気に重くなったかのように錯さつ覚かくする。

　それでも顔を上げ、せいぜいキザに格好付けてルネに笑いかけた。

「なら俺を生かす選せん択たくはきっと正解だ。陛下……ヒルベルトでいいか。ヒルベルトに与くみした貴族たちの首をきみに売って民の命を買えるなら、俺は喜んでそうするだろう」

　ルネは満足げに微笑ほほえんだ。

　有用だと思ってもらえているなら交渉の余地がある。ローレンスが死んだ今、〝怨獄の薔薇姫〟から民を守るべきは自分なのだという自負がバーティルを突き動かしていた。

　剣を交えるだけが戦いではない。これもまた、死にゆく人々を守るための戦いだ。

「そうそう。ひっどい目に遭わせちゃってごめんなさいね」

「俺が今ここに居るのは、君の計略なのか？」

「半分はね。もう半分はローレンスが馬鹿だっただけ」

　何にせよバーティルは嵌はめられたわけで、ルネはそれを謝罪したわけだが。『いたずらがバレて、特に悪いとも思ってないけど、お母さんに怒おこられるから口だけ謝あやまってる子ども』みたいな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「……悪いと思ってるようには見えないな」

「悪いと思ってないもの」

　ルネがあっさりと白状したのでバーティルは脱力する。

「罪の意識は感じてないけど、自分が酷いことしたのは分かってるわ。今後も付き合いがありそうな相手だもの、形式的に謝っておくくらいはするべきじゃない？」

「ぶっちゃけすぎだろ」

「わたしなりの誠意よ」

　なるほど、とバーティルは思う。

　ルネは、罪悪感が無いなりに一応気にしているんだということを宣言した。

　言い換かえればルネは自分が精神的に破は綻たんしていることをちゃんと客観的に分かっていて、そのうえでバーティルに歩み寄ってやっているのだという気がした。

　なんとなくバーティルはルネに対して『異質な精神構造を持つ』と言うよりも、『壊こわれている』と形容する方が正しいように思えた。

　ほんの十歳さいの少女を完膚なきまでに破壊し、復讐鬼きに変えてしまった奴らが居る。

　──ああ、やはり痛ましい……

「あなた、わたしに仕えてみる気は無い？　もちろん生きたままで」

　唐とう突とつにルネが問う。これにはさすがにバーティルも驚いた。

　手下のアンデッドをいくらでも出せるだろう彼女が、わざわざ誘さそいを掛けてきている。

　それほどまでに買ってもらえるなら光栄という気もしたが、それでもバーティルは首を振った。

「遠えん慮りよしとくよ。きっと俺はそのうち、主き君みを裏切るしかなくなる。裏切ると分かってる相手に剣を捧ささげるのはこれっきりにしたいんだ」

　バーティルの目的はひとりでも多くの民を助けること。

　そのためにはクーデターだって見逃すし、邪神にだって魂を売る。

　だがそれは、長期的に見ればどこかで破綻するやり方だ。

　売り渡せるものが無くなる時が来る。バーティルがどうしても守りたいものにルネが手を伸のばす日がきっと来る。そうなればバーティルは戦わずには居られないだろう。

　やがて道を違たがえると分かっていながら欺ぎ瞞まんの主従関係を結ぶのは、もう嫌いやだった。

「そう」

　短く言ったルネは、ほんの少しだけ寂さびしそうに見えて、バーティルは胸が締しめ付けられた。

　願わくば、と祈いのらずにはいられなかった。

　願わくば彼女の孤こ独どくを慰なぐさめる何者かが現れんことを、と。

「では、しばしの別れね。さようなら、気高きコウモリさん。また会うこともあるでしょう」

「会わずに済むならその方がいいんだがね……」

　前途に待ち受ける苦難を思うと、揚よう々ようとした気分にはなれなかったが、しかしバーティルはよろめきつつ立ち上がる。

「よければ、義手の一本も貰もらってっていいかな。宝物庫にちょうどいい魔動機械アーテイフアクトがあったはずだ」

「許す。わたしの慈じ悲ひとして特別に遣つかわすわ。ただ、これは貸しよ。今や宝物庫の中身は砂一粒つぶさえわたしのものなんだから」

「ありがたき幸せにございます、姫様」

「……ふふっ」

「はははっ」

　慇いん懃ぎんにバーティルが礼をして、ふたりはまた、同時にちょっと笑った。

　暖かな風が吹き込んだかのように、その一瞬だけは平和な空気が流れていた。
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『なら、何故わたしとお母様を殺したの』

『調子に乗った連中が勝手にやっていたんだ！　止めたら私が殺されそうな勢いで……！』

　王都上空ではルネとヒルベルトの会話が光の幻像によって何度も繰くり返されていた。

　王城陥おつ……

　王の醜しゆう態たいを見せられて聞かされて、王都に居る全ての人々は否いや応おうなくそれを理解させられた。

　戦いの音が絶えて久しい王城には、鮮せん血けつで描えがかれた薔薇の旗が掲かかげられ、城壁上の歩ほ廊ろうをアンデッドが闊かつ歩ぽする。

　ようやく近きん隣りんの領から大規模な軍勢が駆けつけ始めたが、全てはもう終わっていた。

　王城に掲げられた旗を見た騎士たちは街かい道どう上で歩みを止めた。

　国最強の騎士団を打ち破り、最強の戦士である第一騎士団長すら倒した化け物を相手に王城の奪だつ還かんなどできるはずがないからだ。

　街壁には見張りのアンデッドなど配置されていなかったが、それでも何かを憚はばかるように、王都に足を踏ふみ入れることはなかった。
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「あ…………ぁあ……あ、あぁ……あ、あ……」

　城門前には処刑台がしつらえられ、そこでは緩かん慢まんな処刑が続けられていた。

　悲鳴とも言えない切れ切れのうめき声が断続的に流れる。

　磔はりつけの台にローレンスが掛けられていた。ローレンスだったものが掛けられていた。

　その上半身は未だ本来の形を残している。

　だがその下半身は、ローレンスの本来の身体からだの三倍くらいはある、ぶよぶよとして脈動する肉にく塊かいに置き換えられていた。

　処刑台の上には数体のゾンビたちが群れていた。彼らは食欲のままにローレンスの肉体を喰くらっていく。ひと嚙かみひと嚙み、そのたびにローレンスはうめく。

　舌を引き抜かれ喉のどを潰つぶされているローレンスは、もはやまともな声を出すことも叶かなわない。

　ゾンビに肉体を貪むさぼり食われているローレンスだが、しかし死なない。

　ダメージが許容量を超える前に、付き添そっているリッチが回復を飛ばすからだ。

　ただし、それは生者のための魔法ではなかったが。

『《屍兵修復リペアコープス》』

　リッチが魔法を使うのに合わせて、『処刑人』を務めていたゾンビのうち一体がローレンスの下半身の肉塊へ倒れ込んだ。ゾンビはそのまま肉塊に融ゆう合ごうしていき、引き替えに傷つけられたローレンスの身体は回復していく。代わりのゾンビが一匹、処刑台に上がっていった。

　この下半身は、言うなれば燃料庫だった。上半身を再生するための材料や、ローレンスが死なないための栄養をここから供給している。

　死体を継ぎ接はぎするようにして命を繫いでいる今のローレンスは、人族と言うよりも、もはや死体製フレツシユゴーレムに近かった。だが、まだ命が終わっていない以上、彼の魂は肉体を離はなれておらず、人としての意識も失ってはいない。

　頭は磔台に縛られて固定され、真っ正面を向かされていた。

　その先にあるのは、スケルトンたちが捧げ持っている大きな鏡だ。城内から持ち出したものである。

　夜にはしっかり魔力灯でライトアップされるこの鏡を通して、ローレンスは異い形ぎようと化した自身の姿を見続けることになる。

　敗北の証明を。かつて栄光の第一騎士団長であった者の成れの果てを。

『調子に乗った連中が勝手にやっていたんだ！　止めたら私が殺されそうな勢いで……！』

　静かな広場で、敬愛していた王の聞き苦しい言い訳ばかりが上空から耳に飛び込んでくる。

「殺せこおへ……俺おえを……殺せこおへ…………」

　処刑台の前には見物人のためのスペースが設けられている。

　そこに市民の姿は無いが、単にアンデッドが恐ろしくて近寄れないだけだ。

　広場に通じる道、その建物の陰からならばローレンスを見る者の姿がある。

　恐ろしさと気色悪さのあまり嘔おう吐と・卒そつ倒とうする者がちらほらとあった。

　絶望のあまり跪き神に祈る者があった。

　そして……嗤わらう者があった。前王を裏切った騎士団長の末路に溜りゆう飲いんを下げる市民があった。

　城を挟はさんで反対側ではヒルベルトも同じ目に遭っている。彼らはルネの気が済むまで晒し者にされながら、生と死の狭はざ間まで責め苦を受け続けるのだ。
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　はじめは三々五々、やがて大きなキャラバンのように連なって、王都の人々は逃げ始めた。

　アンデッドたちは皆、城に籠こもってしまっているので、逃げようと思えば逃げられるのだ。

　ある者は馬車に家財を積み、ある者は荷車を牽ひき、ある者は背負い、ある者は身ひとつで。

　集合しつつあった援軍は、ただ避難民の誘ゆう導どうに当たることになった。

　夕焼けの中を進むアリの行進みたいな避難の光景を、ルネは王城のバルコニーから眺ながめていた。

「逃げなさい」

　謳うたうようにルネは呟つぶやく。

「いつかは殺すとしても、やがて滅ほろぼすとしても、今はそういう気分じゃないから。恐れ、逃げなさい。束つかの間の悪夢に憩いこいなさい」

　あの中にはクーデターに快かい哉さいを叫さけんだ者も、ルネの処刑を熱望した者も居るはずだ。皆殺しにしたっていい。避難民の列にここから《禍血閃光プレイグレイ》でもぶち込めば百人単位の死者が出るだろう。

　だけど今はこれでいい。人々は大混乱のただ中に突き落とされた。皆が苦境に立たされ、ある者は死ぬだろう。今はそれだけで充じゆう分ぶんだ。

　ローレンスとの戦いで、だいぶ酷いことをした。ドーピング込みでも今はもうこれ以上戦えない。戦える気分じゃない。だから少しくらい休んだっていいだろう。

　逃げていく人々をあてもなく眺めていると、ルネの視線は一人の少女に吸い寄せられる。

　その蜜柑色の頭が群衆の中で目立ったのかも知れないし、ルネが無意識に彼女を探していたのかも知れない。大通りを西門へ向かって行く人々の中、立ち止まって彼女は王城を見ていた。

　視線が合った、と言うにはちょっと遠すぎる距きよ離り。やがて少女は人波に消えた。

「さて」

　ルネはバルコニーを後にして城の中に入る。すぐそこが謁えつ見けんの間だ。

　無人の謁見の間で、ルネは玉座にぴょいと飛び乗って腰こし掛かける。

「次の一手はどこへ進めようかしら？」

　結界を破壊するための光線で貫かれたらしい玉座の間の壁には大穴が開き、寂しく赤い、流れる血のような色の夕日が差し込んでいた。
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　どうにか王都よりエルタレフへ帰還して、その翌日。

　休息もそこそこにキャサリンは、父の書しよ斎さいで読書に没ぼつ頭とうしていた。

　オズワルドの私的なスペースである書斎は、何の遠慮も無く完全に実用一点張りに振り切った内装だった。椅い子すも机も本ほん棚だなも暖だん炉ろも飾かざり気無く、突き詰つめすぎて逆に機能美を感じさせる。

　流石さすがに革かわ張ばりの大きな椅子に座るわけにはいかず、小さな椅子をいくつか持ち込んで、キャサリンはそのうちの一つに座り、隣となりの椅子に本を積み上げて読んでいた。

　そこへ扉を開き入ってきたのは、落ち着いた赤色の官服みたいなものを着ている青年。蜜柑色の髪を撫なで付けている彼は、本を読んでいるキャサリンを見て驚いた顔になった。

「あら、ハドリーお兄様。どうかなさいましたの？」

「百科事典を借りに来たのだが……キャサリンこそ、書斎で何を？」

「本を探していたのです。ここに立ち入る許可はお父様にいただいていますわ」

　ハドリーは首をかしげつつ、積み上げられた本を手に取った。

「『メイリアの吸血鬼』『落らく胆たん』『我わが海の調べ』……どれも物語本か。しかし統一性が無……」

　ふと、ハドリーの顔が、難題に直面した時の硬かたいものになった。

「これは全て、魔物と人族が心を通わせる物語だな」

「え、ええ……」

「……彼女のことか？　キャサリン」

　あまりにもあっさりと考えを見み透すかされてしまい、キャサリンの心臓は飛び跳はねた。

「お兄様……どうか、このことはごないみつに」

「誰だれに何をどう言えというんだ。秘密にするさ」

　ハドリーは溜ため息いき交じりに言う。共感とやるせなさが滲む溜息だった。

「キャサリン、なんでもお前は王都で〝怨獄の薔薇姫〟……ルネ殿でん下かに、お目に掛かったそうだな」

　キャサリンは頷うなずいた。ほんの短い時間、僅わずかな言葉を交かわしただけだったけれど、キャサリンのこれまでの人生で最も印象的な場面の一つだった。幻げん想そう的で美しい、銀色の少女の姿を思い描くだけで、奇き妙みような感情で胸がいっぱいになる。

　あの王都陥かん落らくの日、キャサリンはルネと対たい峙じし、彼女の悲しみを目まの当たりにした。

「お兄様。ルネは、正しいことをしたのでしょうか？」

「……キャサリン。分かっているだろうが、表でそんなことを言ってはいけないよ。邪神の軍勢に正しさがあるかも、なんてことをお前が言ったら、お前だけではなく父上の資質さえ疑われる」

「分かっていますわ」

　大神と、それに連なる聖なる神々を疑うことは大きな罪だ。……実態はどうあれ、少なくとも世間はそういう前提で動いている。伯はく爵しやく令れい嬢じようが迂う闊かつに口に出して良いことではない。

「多くの人を殺したルネは、討たれなければならない。アンデッドであるルネは、いと高きお方の名の下に存在を許されない。……私は、ルネがにくい。ベネディクト、ディアナ、ヒュー、イリス……皆を殺したルネが……」

　ルネが許されないことは、キャサリンだって分かっている。しかし。

「なのに私は、ルネがかわいそうで……あの子の苦しみを分かってあげたい。血まみれの戦いに身を投じるのではなく、静かに、幸せにくらせるようになってほしい……」

　言葉を探しながらキャサリンは訴える。偽いつわりの無い気持ちだった。ルネの境きよう遇ぐうは哀あわれに過ぎる。

「……ルネが戦いを続けるのでしたら、それは止められなければならないと私は思います。こんなひどい戦いを起こしたことは許されません。けれど、もしルネが失意の中で死ぬことしかできなかったとしたら、それもそれであんまりだと思いません？　そんな悲しいお話は、かの悲劇作家マカロフだって書きませんわ！」

　キャサリンはルネを否定できず、肯こう定ていできない。だからなのか、想おもうほどに心が揺らいでいく。

　ハドリーは怒ることも馬鹿にすることもなく、キャサリンの話を聞いていた。

「考えるほど、何もかもからまり合ってしまって……全てを丸く収める方法は無いのかしら……」

「それでどうすれば良いか分からなくて、物語本なぞ読み漁あさっていたのか」

　ハドリーに言われて、なんだかキャサリンは自分の行動が子どもじみたものであるように急に思われて恥はずかしくなった。何かルネを理解する端たん緒しよでもあればと物語を漁っていたのだが。

「焦あせるな、キャサリン。お前はまだ子どもだ」

「子どもだからって──」

「お前はこれから大きくなる。多くを学び、多くの人脈を築き、そして大人になれば、今よりも多くのものが見えるようになって、多くのことができるようになるはずだ」

　急に何の話を始めたのかとキャサリンは疑問に思う。ハドリーの話し方は嚙んで含めるようで、理路整然とした優やさしさがあった。少し、父に似ていた。

「大物のネームドモンスターなんて十年単位で暴れることがザラだ。特に、あの第一騎士団長に負けても逃げ延びて雪せつ辱じよくを果たした〝怨獄の薔薇姫〟、しぶとさは折り紙付きだろう。お前が大人になったその時、きっと殿下は何ど処こかにおわす。その時には、お前が何を為なすべきかの答えも出ているのではないか？」

　あっ、という声をキャサリンは吞み込んだ。そんな規模の話になるとは考えていなかったのだが、言われてみれば、そうなる公算の方が高いように思われた。

　体ていよく問題を棚上げさせられたという気もするが。

「少なくとも今は、お前が背負えるような事態ではないさ。俺たちに任せていればいい」

「そう、ですわね。お兄様のおっしゃる通り、何もできないのに私がどうにかしなければと思って、あせっていたのかも知れませんわ。ずっとルネのことばかり考えてしまって……」

「やれやれ、まるで恋こい煩わずらいでもしているかのようだな」

「もう、何をおっしゃいますの」

　どこかくすぐったく感じながらキャサリンは笑った。肩かたの力が抜けていくようだった。

　ハドリーの言う通りで、今のキャサリンは無力で、きっと、何ひとつ解決できないだろう。

　──それでも、もしもう一度出遭う事があるなら。それが明日でも、十年後でも……

　きっとキャサリンはルネに言うだろう。

『お友だちになりましょう』と。
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　どうも、霧きり崎さき雀すずめです。相変わらずギリギリまでページを詰つめ込こんでしまったので後書きが圧あつ迫ぱくされてます。一ページ圧縮モードにて失礼します。

　二巻のお買い上げ＆読どく了りよう、大感謝です。今回もヤバい量の改かい稿こうを施ほどこし、ｗｅｂ版既き読どくの方にもご満足頂けるよう頑がん張ばりました。一巻で打ち切りにならず、無事二巻を出せたのは皆みな様さまのおかげです。

　ただ実を申しますと、これを書いてる時点で三巻の出版可否は未定です。既刊の売り上げ次し第だいなのでここは皆様が頼たよりです！　既すでに二部（三～四巻）で加筆したいネタとか考えてたりしますし、今回は顔見せだけなのにｃｉｎｋａｉ様が素す晴ばらしいキャラデザをくださったあの三人の活かつ躍やくとか、是ぜ非ひとも書しよ籍せきでお見せしたい。私としちゃ何年かかろうが諦あきらめずに機会を待つ覚かく悟ごです。

　今回も編集のＫ氏には大変お世話になりました。Ｋ氏の軌き道どう修正が無かったら今いま頃ごろ私は冥めい王おう星せいの軌道上辺りで執しつ筆ぴつしていた可能性もあります。イラストのｃｉｎｋａｉ様は原げん稿こうをがっつり読み込んでイラストの内容とかキャラデザを一いつ緒しよに考えてくださってる感じで本当に有り難がたいです。ちなみに「本当は太た刀ちってこういう風に身につけないんですけど、デザインとしてはこっちの方が良いんですよ」というｃｉｎｋａｉ様に「ウダノスケはウダノスケなので構いません」と返したりしました。

　そしてこの本に関かかわった全すべての皆様と、手に取ってくださいましたあなたにあらためて感謝です。

　えーと、あとは未み履り修しゆうだった銀●伝にどっかの騎き士し団長と似たような名前のキャラが居たことに割と最近気が付いたことくらいしか書くこと無いか。わざとじゃねぇんす……。

　ではでは、三巻並びに他作品にて皆様に再会できることを祈いのっております。
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